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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が残されています。

それらは、地域と風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解するの

に欠くことのできない資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将来にわたっ

て大切に保存し、活用を図らねばなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発に当たっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和 も求

められるところです。

当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置を取つてまい

りました。

本報告書は、岩手県北上市の経営体育成基盤整備事業と主要地方道北上一関線下門岡地区道路整備

事業に関連して平成20・ 21年度に発掘調査を実施した、北上市境遺跡の発掘調査の成果をまとめたも

のです。調査の結果、縄文時代晩期末から弥生時代初頭期、中世の遺構が検出され、複合遺跡である

特色を裏付ける結果となりました。特に縄文時代から弥生時代にかけては、住居跡とともに石器製作

址と想定される集石遺構が、また中世では人骨を伴う墓媛が検出され、これらの資料は岩手県でも類

例が少なく貴重なものと言えるでしょう。

本書が広 く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学

術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成あたり、ご理解とご協力をいただきました岩手県

県南広域振興局北上総合支局土木部、農林部農村整備室、北上市教育委員会や北上市埋蔵文化財セン

ターをはじめとする関係各位に対し、深く感謝の意を表します。

平成22年 3月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 武 田 牧 雄



例   言

1 本報告書は、岩手県北上市稲瀬町字地蔵堂 3-1・ 190-1ほ かに所在する境遺跡の調査結果を

収録したものである。

2 本遺跡の調査は、経営体育成基盤整備事業と主要地方道北上一関線下門岡地区道路改良工事に関

わる緊急発掘調査である。調査は岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課と岩手県県南広域振興局

北上総合支局農林部農村整備室及び土木部との協議を経て、 (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財

センターが委託を受け実施した。

3 本遺跡の調査成果は、すでに「平成20年度発掘調査報告書」 (岩手県文化振興事業団埋蔵文化財

調査報告書第546集 )において発表 しているが、内容については本書が優先する。

4 遺跡番号はME86-0069、 遺跡略号はSA-08。 SA-09で ある。

5 野外調査の面積・期間・担当者、室内整理の期間・担当者は次のとお りである。

平成20年度 野外調査

農林部農村整備室 面積  300ゴ /調査期間/平成20年 8月 1日 ～10月 10日

土木部      面積 1050だ /調査期間/平成20年 8月 1日 ～11月 14日

調査担当者  鳥居達人・溜浩二郎・吉田泰治

平成20年度室内整理

平成20年 11月 1日 ～平成21年 3月 31日

整理担当者/′鳥居達人・吉田泰治

平成21年度野タト調査 (土木部のみ)

調査面積 1240∬ /調査期間/平成21年 4月 8日 ～平成21年 7月 14日

調査担当者/鳥居達人・北村忠昭・菅常久

平成21年度室内整理

平成21年 6月 1日 ～ 7月 31日 、■月 1日 ～ 1月 31日

整理担当者/鳥居達人・北村忠昭

6 野外調査における委託業務は、以下のとお りである。

基準点測量………株式会社キタミ・シーエーディー

航空写真撮影……東邦航空株式会社

7 遺物や炭化物の鑑定は、次の機関に依頼 した。

人骨鑑定…………パ リノサーベイ株式会社

石材鑑定…………花筒岩協会

炭化材年代測定… (株)力日速器分析研究所

8 野外調査・室内整理にあたっては、次の方々のご協力・ご指導をいただいた。

北上市荻育委員会、北上市埋蔵文化財センター

9 本報告書の執筆については、第 I章「調査に至る経過」が岩手県県南広域振興局北上総合支局土

本部・農林部農村整備室、第 Ⅱ章 1。 2、 第Ⅶ章 1は吉田が行い、他は
`烏居 と北村が行った。鳥居

以外の文責については ( )で示 している。編集は鳥居が担当 した。

10 本遺跡調査で得 られた一切の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管 している。
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調査に至る経過

境遺跡は、緊急地方道路整備事業主要地方道一関北上線下門同工区 (以下、下門岡工区)及び経営

体育成基盤整備事業下門岡地区 (以下、下門岡地区)の施工に伴い、その事業区域内に位置すること

から工事施工前の発掘調査が必要になり、平成20年度・平成21年度に発掘調査 を実施 した。

主要地方道一関北上線は一般国道 4号を補完する重要な幹線道路であ り、毎年交通量が増加 してい

るが、下門岡工区は線形が不良で死亡事故を含む交通事故多発 し通学時における児童の安全が脅かさ

れていることから、下門岡地区と連携 して道路の整備を進めている。

下門同地区は北上川左岸に位置する拓けた肥沃な水田地帯であるが、現況は小区画水田であり、耕

作道は狭小、小用水路は殆 どが土水路で漏水 し、小排水路は水路底が浅 く排水不良により湿田化 して

いる。このため営農の機械化、耕地の汎用化、農地の流動化、生活環境の向上など高生産性農業を阻

害 している。これらの阻害要因を解消 し、農地の集団化によって土地利用型農業の生産性向上を図る

ことを目的とし大区画回場整備を行っている。

芸事業の施工に係る埋蔵文化財の取 り扱いについては、北上総合支局土木部・農林部農村整備室か

ら平成18年 3月 2日 付北総土第298号 及び平成19年 1月 9日 付北総農政第686号にて岩手県教育委員会

事務局生涯学習文化課 (以下、生涯学習文化課)に試掘を依頼 し、平成18年 3月 14日 並びに平成19年

1月 17日 に生涯学習文化課が試掘を実施 した結果、工事施工前の発掘調査が必要であることが明らか

になった。

その結果を踏まえ、生涯学習文化課の調整のもと財団法人岩手県文化振興事業国との間で委託契約

を締結 し、発掘調査を実施 したものである。

(岩手県県南広域振興局北上総合支局土木部・農林部農村整備室 )

Ⅱ 立 地 と 環 境

地 理 的 環 境

境遺跡は、北上川の東岸、JR北上駅から南に約4.5km、 奥州市江刺区稲瀬と隣 り合う北上市稲瀬町地

蔵堂に位置する。現況は更地で一部水田となっている。

遺跡周辺の地形は谷底平野及び氾濫平野を主とし、東側には砂礫段丘による台地、西側には旧河道

が通 り、その中に自然堤防が点々と形成されている。平成18・ 19年度の当遺跡の調査区内においても、

東西に延びる自然堤防状の微高地を確認 してお り、その上面から住居跡などの遺構を検出している。

20年度の調査区は遺跡のほぼ中央に位置するが、やはり調査区の西側に旧河道が検出され、遺構の検

出された面を河岸として、なだらかに河床へ落ち込む粗い砂質土の堆積が確認された。堆積土の厚さ

は、調査区の西側において現表土より2mを超えることが トレンチ調査により明らかになっている。

2 歴史 的環境 と当遺跡過年度調査 の概 要

岩手県教育委員会が作成している遺跡台帳 (平成19年度版)に は、当遺跡が所在する北上市に507

箇所、北上市の南に隣接する奥州市江刺区には300箇所、同水沢区には333箇所、金ヶ崎町には158箇所、

合わせて1,298箇所と大変多くの遺跡が登録されている。本項では、当地域の歴史とともに周辺の遺跡

-1-
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2 歴史的環境と当遺跡過年度調査の概要

平成20年度調査

平成20年度調査

平成21年度調査
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第3図 周辺の地形と調査区



Ⅱ 立地と環境

としてそれらを概観するが、全てを記載することは困難であ り、近年刊行 された岩手県文化振興事業

団埋蔵文化財調査報告書第482集 『金附遺跡発掘調査報告書』 (2006 金子ほか)、 同第539集 『境遺

跡発掘調査報告書さ (2009 鳥居)等にも同様の内容が詳 しく述べ られていることから、ここでは、

当遺跡が所在する北上市稲瀬町及び奥州市江刺区稲瀬 (以下「稲瀬地区」)の もの、前述の文献以降

に調査が行われたもの、北上市及び隣接町区の追跡のうち主なもののみを優先 して記載することとす

る。併せて当遺跡における平成18。 19年度の過年度調査の概略についても時代を追って記述 し、ます

ます複合遺跡の様相を呈する当遺跡と歴史的環境 とのかかわ りを示 していきたい。なお、記載する遺

跡名は現行の遺跡台帳に登録されているものを使用 している。

(1)縄文時代 晩期以前

当遺跡周辺には旧石器時代 より人々の生活の痕跡を認めることができる。金ヶ崎町永沢には中期旧

石器時代 より営まれた相山館跡 (97)があり、周辺では最古の遺跡となっている。また、北上川対岸

の相去町下成沢 Ⅱ遺跡 (32)、 平林 I・ Ⅱ遺跡 (33)は 後期旧石器時代の、稲瀬地区岩脇遺跡 (43)

は旧石器時代終末期の石器製作跡である。北上市内及び周辺町区には他にも旧石器の出土する遺跡が

散見されるが、北上川を挟むこの地域 (稲瀬地区と相去町)に、やや集中して分布する傾向が見 られ

る。

縄文時代草創期に入ると、周辺町区まで見渡 しても遺物の出土はほとんどなくなり、人々の活動が

一時的に活発でなくなる様子が伺えるが、斉羽場館跡 (44)に草創期から早期の石器ブロック、岩脇

遺跡 (43)に草創期の遺物が認められている。

早期は、前述の斉羽場館跡 1441で土坑と遺物が確認されているほか、稲瀬地区の阿弥陀堂遺跡 1421 ・

岩脇遺跡 (43)、 相去町下成沢Ⅱ遺跡 (32)、 北上市仙人・水沢区佐倉河・真城・南矢中・黒石町遺

跡に遺物が散布 してお り、水沢区真城町の町屋敷遺跡 (瀬台野館)(83)に は竪穴住居跡 1棟が検出

されているが、集落は確認されていない。

当遺跡周辺に縄文時代の集落があらわれるのは縄文前期後葉からである。江刺区岩谷堂の宝性寺跡

(56)・ 金ヶ崎町西根の和光 6区遺跡 (91)な どがこれに当たり、どちらも中期中葉まで営まれる。

北上市鳩岡崎の鳩岡崎上の台遺跡 (13)の集落は前期末葉に始まり、やはり中期中葉まで営まれる。

北上市岩崎の梅ノ木台地 Ⅱ遺跡 (22)で は前期の埋設土器が検出されている。これらの前期にはじま

る集落遺跡の中で最 も特筆されるのが、稲瀬地区に所在 し、後期初頭まで営まれる国指定史跡樺山遺

跡 (50)で あろう。竪穴住居跡に加えて、検出された中期を中心とする30基余 りの配石遺構は埋葬ま

たは祭祀を目的とした施設と考えられている。中期を中心 とする集落遺跡には、前述のものに加えて

北上市横川目の蛭川館 (16)・ 鬼柳町の滝ノ沢遺跡 (35)、 金ヶ崎町西根の中荒巻遺跡 (92)な どが

ある。

当遺跡の過年度調査において出土 した遺物も中期中葉のものが最も古いが、摩耗が激 しく流入 した

ものと思われる。堆積状況より中期中葉以前において当遺跡の地点は川であつたと考えられている。

検出した遺構でもっとも古いのは、縄文時代後期の竪穴住居状遺構 1基 とそれに付随する土抗である。

遺構に伴う当期の上器は、完形に近く原位置をとどめていると思われ、当遺跡は、少なくとも後期前

半より居住域となっていたと考えられている。同じ後期に属する周辺の集落遺跡には、最大級の円形

大型住居が検出され、国指定史跡となっている北上市更木の人天遺跡 (7)、 配石遺構や土坑墓をと

もなう江刺区伊出の久田遺跡 (67)どがある。祭祀跡のある大文字遺跡 (52)や 19年度に調査され、

前葉の集落であることがわかった宝禄遺跡 (54)も 当遺跡と同様の、稲瀬地区に所在する縄文時代後

-5-



2 歴史的環境と当遺跡過年度調査の概要

期の集落遺跡である。

晩期の稲瀬地区には前葉～中葉の遺物が散布する相田遺跡 (46)がある。周辺の集落遺跡には、晩

期中葉に営まれた北上市横川目の大橋遺跡 (15)、 晩期後半に営まれ大量の生活用具が出土 した同市

九年橋の九年橋遺跡 (37)、 墓域を伴 う水沢区佐倉河の杉の堂遺跡 (78)な どがある。当遺跡の過年

度調査では、当期の遺構はなく、晩期前葉の土器が出土 しているのみである。

(2)縄文時代 晩期末か ら弥生時代初頭

稲瀬地区に所在 し、当遺跡の北に隣接する金附遺跡 (45)の 最盛期 と考えられる時期である。同遺

跡では当期の上器・石器が大量に出土 してお り、弥生中期までの石器製作祉であることがわかってい

る。周辺にも同時期の遺跡は比較的多 く分布 しているが、遺構の検出された遺跡は少なく遺物散布地

が主である。平成20年 に調査 された北上市更木の舟渡 I遺跡 (5)も 、当時の土器の散布が確認され

ているが流入であるとされている。前述の相田遺跡 (46)に も金附遺跡 と同時期の遺物の散布が見 ら

れ、「相田遺跡が本来の集落で、金附遺跡は石器製作を主とする作業場であった可能性が高い」 (2006

金子)と 考えられている。集落遺跡 としては、北上市更木に所在 し、現在は二子城 (8)と して登

録されている馬場野遺跡 。物見崎遺跡や北上市里分の牡丹畑遺跡 (39)な どがある。

当遺跡の過年度調査では、この時期の明確な遺構は出土 していないものの、遺物包含層が確認され

ており、土器や石器の捨て場的遺構 と埋設土器的遺構としている。同様の痕跡は金附遺跡にも見られ、

前者は石器制作l■、後者は墓域の可能性が想定され、近隣にこの時期の居住区がある可能性 も指摘 さ

れている。

(3)弥 生 時 代

当遺跡の過年度調査では、不明確ながら住居状遺構 3基が検出された。うち 1棟には地床炉も検出

され、前～中期に属するようである。周辺には、中期を主とする土器を伴 う土坑がまとまって検出さ

れた。また、後期の住居状遺構 (S109)と 旧河道としている窪みの東岸は、土器の捨て場的様相を

示 している。これらのことから、調査区東側に弥生時代後期集落の存在が想定されている。これら遺

構が検出された区域は、旧河道が横切 り南～東側が段丘縁 となる狭い範囲であるが、この中で縄文時

代晩期末から弥生時代後期にかけて、南から北へ居住地が変遷 している可能性を示 している。

周辺の遺跡を見ると、遠賀川系土器の出上が他地域との交流を示す北上市岩崎の兵庫館 (一六花館・

二 日市城)(21)で は墓域が、弥生初頭の谷起島式に次 ぐ標式遺跡 となっている江刺区愛宕の沼ノ上

I・ Ⅱ遺跡 (60)で は集落が、江刺区岩谷堂の反町遺跡 (58)で は前期、水沢区佐倉河の常盤広町遣

跡 (77)で は後期の水田跡が確認されている。平成19年度には前述の馬場野遺跡・物見崎遺跡に隣接

する成田岩田堂館遺跡 (1)で 2遺跡に次 ぐ時期にあたる初頭～前期の集落が見つかっている。

(4)古 墳 時 代

岩手県内には 4～ 7世紀にかけての遺跡は少ないが、この地域には比較的多 くの古墳時代の遺跡が

ある。水沢区佐倉河の高山遺跡 (74)に は 4世紀前半、北上市江釣子の猫谷内古墳群 (28)に は 5世

紀後半、角塚古墳が造った人々の集落と考えられる佐倉1可の中半入遺跡 (73)に は 5世紀の痕跡が残

されている。同じく佐倉河の面塚遺跡 (72)か ら検出された 5世紀後半～ 6世紀前半の竪穴住居跡は、

カマ ドを持つものとしては県内最古 となっている。 しかし、これらの集落はいずれも短期で廃絶 して

いるとみられ、この地域で継続的に集落が営まれるようになるのは 7世紀からと考えられている。北
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上市の岩崎台地古墳群をなす高田坂遺跡 (24)に は 6世紀末～ 7世紀の集落があり、北方の続縄文文

化との交流がうかがわれる。北上市長沼の長沼古墳群 (18)、 上江釣子の猫谷地古墳群・五条丸古墳

群 (27)、 北鬼柳の人幡古墳群 (29)か らなる国指定史跡江釣子古墳群は 7世紀末から8世紀初頭に

営まれた北東北最大級の古墳群 となっている。中半入遺跡 (73)か らは 7世紀後半の水田跡、江刺区

愛宕の新川Ⅲ遺跡 (61)か らは畑状遺構が検出されている。金ヶ崎西根の道場遺跡 (94)。 西根縦街

道古墳群 (96)な どは、円墳を主とする 7世紀後半から8世紀の末期古墳群であり、江刺区愛宕の愛

宕梁川遺跡 (62)に は、古墳に代わる新 しい埋葬形式である土坑墓が登場 している。佐倉河膳性遺跡

(69)は古墳時代末期に始まり奈良時代の初頭まで、西根の上餅田遺跡 (93)は平安時代まで営まれ

る集落である。

当遺跡の過年度調査では古墳時代の遺構は検出されていないが、当期に当たるであろう略完形の上

師器が出土 している。住居状の大型土坑も検出され、この時期に属する可能性があるとしている。

(5)

奈良時代後半、畿内の政権は本格的に東北への進出を始めたとされ、和賀川下流は、それに対する

抵抗勢力の本拠地があつたと考えられている。江釣子古墳群の五条九古墳群 (27)や西根縦街道古墳

群 (96)に は、この時期の地方豪族のものと思われる古墳が多数確認されている。上江釣子の塚遺跡

(25)や水沢区真城の熊之堂遺跡 (81)は 8世紀に始まる大集落である。佐倉河の今泉遺跡 (68)か

らは多様な鉄器が出土 しており、広い普及がうかがわれる。北上市山口の羽黒山禄 I遺跡 (17)か ら

は789年 の蝦夷と征夷軍との交戦の跡が、同市藤沢の藤沢遺跡 (12)か らは戦いに関係すると思われ

る焼失住居が見つかつている。

平安時代の 9世紀初頭には中央政権により水沢区佐倉河に胆沢城[遺跡名 :胆沢城 (方人丁)一国指

定史跡](71)が築城される。稲瀬地区の瀬谷子窯跡 (51)は築城に関わる瓦生産をしたとされる窯跡

である。水沢区見分森の見分森遺跡 (88)や 羽田町の外浦洗田遺跡 (89)も 同時期の窯跡である。北

上市上江釣子の下谷地遺跡 (26)や水沢区佐倉河の西大畑遺跡 (75)イよ官人に関わると思われる遺跡

で、稲瀬地区でも上台遺跡 (47)に 9世紀初頭の当時では珍 しい板谷造 りの建物が検出された。

9世紀後半には、多 くの集落が形成される。北上市二子には西川目遺跡 (9)や平成19年度に当埋

文センターの調査が行われた野田 I遺跡 (10)、 立花の横町遺跡 (31)、 水沢区姉体町の林前南館遺

跡 (86)な どが最近の発掘調査によって判明した集落遺跡である。

集落跡の他に特色的な遺構が検出された遣跡がある。江刺区愛宕の官地遺跡 (63)で は 9世紀後半

の畑、落合遺跡 (65)で は物資の集散地と考えられる遺構、力石Ⅱ遺跡 (66)で は 9世紀初頭の鉄生

産跡、北上市更木に所在する山口遺跡 (2)では金属器や方形周溝、小川屋敷遺跡 (3)で は金属器

や墨書土器、野沢遺跡 (6)で は畝間や土師器焼成遺構が確認されている。

中世期に亘る遺跡では、北上市成田の成田岩田堂館遺跡 (1)は 、当時の墓域であり、岩崎の岩崎

城 (23)は 9世紀末～11世紀の城館跡である。

胆沢城は、この地域の富裕者に寺院建立を奨励 したとされ、多 くの寺院が建立されるようになった

ようである。それらの寺院の遺跡としては、北上市に更木の国指定史跡大竹廃寺 (4)、 黒岩の白山

廃寺 (11)、 江刺区に岩谷堂の宝性寺跡 (56)な どがあるが、この北上川東岸の信仰ゾーンの中心と

考えられているのが稲瀬地区の国指定史跡国見山廃寺 (40)で ある。857年 には国見山東南にある極

楽寺が定楽寺となっている。同じく稲瀬地区にある広岡前遺跡 (53)も この時期の寺院跡である。

n世紀には、この地は安倍氏の支配下となり、前九年合戦 (1051～ 1062年)に関わる遺跡 もある。

代古
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2 歴史的環境と当遺跡過年度調査の概要

o          l:200,000          10km

(1:200,000 秋田・盛岡 。新庄 。一関)
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2 歴史的環境と当遺跡過年度調査の概要

金ヶ崎西根の′鳥海柵[遺跡名 :′鳥海柵跡(弥三郎館)](95)、 北上市川岸の黒沢尻柵[遺跡名 :川岸遺跡 (黒

沢尻柵・安倍館)](30)な どが擬定地になっている。

平安時代の末に当たる12世紀は平泉の藤原氏が隆盛を誇った時代である。江刺区岩谷堂の豊田城 (591

は藤原経清・清衡父子の居館 と伝えられる。同市鳩岡崎の鳩岡崎三館 (14)は 古代から中世の館跡で

ある。

当遺跡の過年度調査では、平安時代の竪穴住居跡が旧河道をはさんで南側に 3棟、北側に 5棟検出

され、集落であったことがわかっている。南側 3棟のうち 2棟は平安時代前半のものである。 1棟か

らは墨書土器が出土 し、中核的なものと考えられている。南側の 5棟は、不明確であるが、旧河道及

び周辺の配石遺構 と関わり、何 らかの施設を形成 していた可能性 も考慮 している。

(6)中   世

1189年平泉藤原氏が滅亡し、鎌倉時代以降のこの地は、北上側が和賀氏、江刺区稲瀬は葛西氏の流

れを汲む千葉氏が支配するようになる。このころ稲瀬地区の極楽寺は、源氏方の武将でありながら承

久の乱に敗れ配流となった河野通信のあずかり先となっており、通信は1223年 同寺で死去している。

県指定史跡ひじり塚[遺跡名 :下門岡ひじり塚一国指定史跡](48)イよその墓所で、死後彼の孫である

時宗開祖一遍もこの地を訪れている。金ヶ崎町西根の相山館跡 (97)と 同遺跡内の松本館は領地を接

する葛西氏の重臣柏山氏の居城である。南北朝時代になると、北上市鬼柳町の丸子館 (34)を居城と

する伝えられる鬼柳氏が北朝方に、須々孫氏が南朝方にといったように和賀氏内で同族争いがおこる

ようになり、和賀氏は一度南朝方につくが後に北朝方についている。水沢区黒石町の正法寺 (90)イ ま

曹洞宗本寺として1348年 に開山している。室町時代の15世紀前半には北上市二子町に和賀氏の本城と

して三子城 (8)が築城されるが安土桃山時代になると奥州仕置により和賀氏は領地を没収されてし

まう。和賀氏は北上市岩崎の岩崎城で最後の決戦をしかけるが敗れ、中世の長きにわたる和賀氏の支

配は終わるのである。

当遺跡の過年度調査では、断面がV字の薬研堀である中世の堀跡が 5条検出されている。直線な 3

号堀は、区画溝としては大きすぎ水が畜えられた防御施設であると思われる。 4号堀・ 5号堀は幅一

定で小さなうねりを呈し、 2号堀は周溝状である。 1号堀には関連すると思われる敷石遺構が付随し、

水場もしくは小道的な施設であると指摘している。周囲には柱穴状土坑群があり、掘立柱建物跡の可

能性を示唆している。 1号堀や 4号堀周囲の小柱穴群は小建物、 1号堀に隣接する柱穴列や 4号堀壁

面にあり斜めの掘 り方を持つ柱穴は橋や板塀のようななんらかの施設を構成するものであろうか。 3

号堀の南側には小規模な館のような居住地があったと考えられ、そこを中心として堀や溝が巡り、自

然災害や外敵から防御 していたのではないかと考えられている。当遺跡は標高50m以下の低地にある

ものの、周辺には稲瀬地区の沼館 (55)、 江刺区愛宕の池向城 (田谷城)(64)、 水沢区佐倉河の上

舘 (古舘・速瀬舘)(70)。 白井坂 I・ Ⅱ遺跡 (76)、 神明町の跡呂井館 (岩測館)(79)。 跡呂井

中陣場遺跡 (80)真城の大学Ⅱ遺跡 (82)、 姉体町の林前舘 (85)・ 市指定史跡上姉体城 (舘)(84)
など類例もあり可能性は否定できない。

前述以外の周辺の中世城館遺跡は、北上市には稲瀬地区の曽館 (僧館)(41)、 煤孫の下煤孫館 (観

音館・煤孫城・古館)(20)、 江刺区には岩谷堂の岩谷堂城 (57)な どがある。

その他では、北上市煤孫の本郷野遣跡 (上須々孫館、西館)(19)で は当時の末法思想を反映した

経塚が確認されている。当遺跡の平成20年度の調査では、中世墓が検出されている。同様に中世墓が

検出された周辺の遺跡には、北上市には稲瀬地区の金附遺跡 145J 。鳩岡崎の鴻岡崎上の台遺跡 (13)。
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鬼柳町の丸子館 (34)。 大堤束の南館 (38)・ 水沢区には姉体町の林前Ⅱ遺跡 (87)。 金ヶ崎町には

西根の相山館跡 (97)な どがあるが、まとまった検出例が少ないため、県内の検出事例も合わせ、第

Ⅵ章にて述べることとする。

(7)近 世 以 降

江戸時代には、稲瀬地区は伊達領仙台藩となり、南部領盛岡藩の立花と接する藩境地区となる。

1641年 には藩境塚が置かれ、そのうち内、野沖大塚は国指定、金ヶ崎城は町指定史跡となっている。

黒沢尻河岸は南部藩の主要港となり奥州街道は五街道の 1つ として整備される。国指定史跡である北

上市成田と二子の一里琢や鬼柳町の鬼柳西浦遺跡 (36)に ある南部藩御仮屋はその名残である。寿安

堰 。松岡堰・奥寺堰などと同様、稲瀬地区にも1653年 に大堰、それに代わる新堰も1771年 に完成し新

田開発も盛んに行われるようになっていく。

当遣跡の過年度調査では、畑跡と思われる畝間状遺構 2ケ 所、土坑 1基、溝 3条が検出されている。

溝のうち 2条は、南一北へ並走しており、道路状遺構の可能性も考えられる。

引用 。参考文献 (複数の文献を参考にした遺跡もあるが、1遺跡に対し代表的な1文献のみ挙げている)
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金ヶ崎町教育委員会 1968 「西根古墳と住居址」

金ヶ崎町教育委員会 1990 金ヶ崎町文化財調査報告書第18集 「柏山館跡遺跡」

金ヶ崎町教育委員会 2004 金ヶ崎町文化財調査報告書第48集 「金ヶ崎町西根′鳥海柵跡遺跡 平成15年度」

鎌田雅夫ほか監修 2005 岩手県の歴史シリーズ「図説 花巻・北上・遠野・和賀・稗貫の歴史」 (郷土出版社)

北上市教育委員会 1970 北上市文化財調査報告第 8集 「北上市稲瀬町上台遺跡調査概報 第 1次・第 2次」

北上市教育委員会 1977 北上市文化財調査報告第18集「九年橋遺跡第 3次調査報告書」
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北上市教育委員会 1990 北上市文化財調査報告第59集「樺山遺跡 1989年 度」
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2 歴史的環境と当遺跡過年度調査の概要

北上市教育委員会 1995 】ヒ上市埋蔵文化財調査穀告第19集「北上遺跡群」
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(財)岩埋文 1994 岩手県埋文センター文化財調査報告書第197集「観音館跡」
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(財 )岩埋文 1996 岩手県埋文センター文化財調査報告書第235集 「岩脇遺跡」

(財)岩埋文 1996 岩手県埋文センター文化財調査報告書第236集「横町遺跡J

(財)岩埋文 1997 岩手県埋文センター文化財調査報告書第248集 「白井坂 I・ Ⅱ遺跡」

(財)岩埋文 2002 岩手県埋文センター文化財調査報告書第406集 「久田遺跡」

(財)岩埋文 2003 岩手県埋文センター文化財調査報告書第430。 441集「広岡前遺跡J「宝性寺跡J

(財 )岩埋文 2004 岩手県埋文センター文化財調査報告書第443集 「中半入遺跡第2次」

(財)岩埋文 2005 岩手県埋文センター文化財調査報告書第464集 「西川目・堰向Ⅱ遺跡」

(財)岩埋文 2005 岩手県埋文センター文化財調査報告書第481集 「大橋遺跡」

(財 )岩埋文 2005 岩手県埋文センター文化財調査報告書第482集「金附遺跡」

(財)岩埋文 2007 岩手県埋文センター文化財調査報告書第506集「野田 I遺跡」

(財 )岩埋文 2008 岩手県埋文センター文化財調査報告書第524集「平成19年度発掘調査報告書J

(財)岩埋文 2008 岩手県埋文センター文化財調査報告書第540集「成田岩田堂館遺跡」

(財)岩埋文 2008 岩手県埋文センター文化財調査報告書第543集「市の川 I遺跡ほかJ

(財)岩埋文 2009 岩手県埋文センター文化財調査報告書第546集「平成20年度発掘調査報告書」

(財)水沢市埋文調 1995 水沢市埋文調センター調査報告書第 2集「常盤広町遺跡―東部地区の発掘調査―

(財)水沢市埋文調 1999 水沢市埋文調センター調査報告書第12集「面塚遺跡」

(財)水沢市埋文調 2002 水沢市埋文調センター調査報告書第15集「町屋敷遺跡」

(財)水沢市埋文調 2003 水沢市埋文調センター調査報告書第16集「林前南舘跡」

(財)水沢市埋文調 2006 水沢市埋文調センター調査報告書第19集「林前Ⅱ遺跡 寺ノ西遺跡」

(株)シ ン技術コンサル 2005 「岩手県跡呂井中陣場遺跡」

水沢市教育委員会 1978 水沢市文化財報告書第 1集「高山遺跡」

水沢市教育委員会 1995 水沢市文化財報告書第29集「水沢遺跡群範囲確認調査 平成 6年度発掘調査概報」

水沢市教育委員会 2002 水沢市文化財報告書第36集「水沢遺跡群範囲確認調査 平成13年度発掘調査概報」

窯業史研究所 1969 「瀬谷子窯跡群緊急調査概報」

和賀町教育委員会 1974 「岩手県和賀町長沼古墳」
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Ⅱ 立地と環境

3基 本 層 序

(1)平成19年度 までの調査 による基本層序

平成18・ 19年度調査により判明した境遺跡の基本的な層序をここで記す。

I層 は表上でⅡ層は旧表土もしくは耕作土とする。Ⅲ・Ⅳ層は近世から中世の層で、Ⅲ層は粗い砂、

Ⅳ層は細砂で黒褐色土を含む。このⅣ層が大きな堀や溝に入り込む層である。遺物は希薄だが中世の

層と考えられている。その下には古代の層 (V層 )がある。暗褐色の砂質土や黄褐色の粘土層で、平

安時代の上器片を包含する。その下に弥生時代の層 (Ⅵ層)がある。上位は責褐色の粘土層で後期の

上器を出土させ、下位はやや黒みがかり弥生時代前中期の上器が出土する。Ⅶ層は縄文時代の上器を

出土させる層である。Ⅷ層は黄褐色粘土層で無遺物層、Ⅸ層は砂、X層が礫 (基盤)層 となっている。

〔参考資料〕 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第539集境遺跡

(2)基 本 層 序

①平成20年度調査 (第 5図 A、 写真図版 3)

(1)の基本層序に準じて分層した。おおきな相違を点は見つからない。以下には区域の特色につい

て述べる。断面図の観測位置は第 5図上に示している。

表上下Ⅱ層は、西側全域で攪乱を受ける。断面B― B′ で青色のグライ化層 (カ クラン)が大きく

落ち込む。近隣の方々の話では、昭和の初期頃には、沼地であったらしい。

m層 は東側の断面で、ほぼ平らに堆積していることがわかる。しかし西側微高地の墓壊検出区域で

はやや削平されている。Ⅳ・V層は明確に分けられなかった。下位は粘土質になることからV層 なの

かもしれない。土師器の破片が少量出土していることも裏付けとなる。A― A′ の断面で見ると柱穴

状の断面が見える。第 1次検出はこの面で行っている。このⅣ・V層は西側でも薄く堆積しており、

中世期には、旧1可道は埋まっていた可能性を示す。

Ⅵ層は、縄文時代晩期末から弥生時代前期にかけての上器を出土させる層となる。平成18年度調査

したA包含層 1・ 2出土土器はⅦ層出土となっているが、今回Ⅵ層として取り上げた上器とほぼ同時

期であることから、遺跡全体としてⅥ層を、縄文時代晩期末葉から弥生時代の上器を包含する層と捉

え、上層を弥生時代中期から後期、下層を縄文時代晩期末から弥生時代前業の土器を出土させる層と

し、Ⅶ層を、それ以前の土器を包含する層と修正した方が良いようである。

特色は土器片を多く出土させ、炭化物を伴う。前年度までのⅥ層上位の層は見当たらない。出土土

器も中後期の上器はなく、層位的には合致する。これらの土はⅢD9・ 10f・ g付近において厚く堆

積する。しかし、西側の微高地では薄く、やはり削平されている様子が見える。その微高地のさらに

西側で、落ち込んでいることを確認した。B― B′ で見るとなだらかに下がつており、下位から弥生

時代前期と思われる土器片が出土している。旧河道の東側の落ち込みと見られ、平成19年度に検出し

た旧河道と方向も一致する。Ⅶ層は (1)で は縄文時代の包含層としているが、平成21年度の調査の

結果、縄文時代中期後葉の上器が出土する層と判明した。この下位面で最終検出を行っているが、A
―A′ 断面で見えるように、Ⅵ層面の柱穴はⅦ層を掘り込んでいることから、最終検出で得られた遺

構は、必ずしも縄文時代晩期末期より古いものとはいえない。Ⅷ層より下は、 (1)と 同様の特色を

示し、それ以前は川だつた可能性を示唆する。
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3 基本層序

近世

中世

∫

古代

縄文・弥生土器包含層

縄文時代

I 表土 (15～ 311cm)

東側 (SD01検 出グリツド付近)でやや厚い

■ 旧表土 (12～ 28cm)
Ⅲ 黄褐色の砂質土 (20cm程 )

東側で堆積が顕者
Ⅳ V 黄褐色～暗褐色のシル ト (211cm程 )

上位が砂質で、下位に向かいやや粘土質になる

Ⅵ 暗～黒褐色のシル ト (15～ 20cm)

東側ではやや砂質になる 西側で薄 くなる。
Ⅶ 暗褐色～黄褐色のシル ト (0～ 10cm)

Ⅷ層 と区別が難 しいが、炭化物 を伴 うことがある

Ⅷ 黄褐色の粘土質シル ト (311～50cm)
Ⅸ 粗砂層
X 礫層

9                29m

A― L=mttllm

―

A

L=酎伽
―――一―――一一―

引
B

Ⅶ―Ⅷ

0                                        2m
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断面実測位置図

Ⅱ 立地と環境

E「一―~~ ―一一一引W
イG区耳ヒ

L=50 81Xlm

Ⅷ

0                 1011m

表土 (20cm程度 )

F区でやや厚 く、H区は肖U平されている

旧表土 (30c m)
F区でやや厚い

責褐色の砂質土 (20cm程 )

F区 とH区南側にあるが、H区中央部にはない
Ⅳ?黄掲色の砂質土 (10～ 30cm以上)

F区 とH区南側にあるが、H区 中央部にはない

V層 上位にあ り、中世期に当たると考えられる

黄褐色の粘土質土 (40cm)

下位 に暗褐色土を形成する。厚 さをほぼ均等に

調査区全体 に確認で きる

暗～黒褐色のシル ト (10cm程度で薄い)

F区 とH区南側に確認できる。粗い砂層が混入する

暗褐色の粘土質土 (10～ 20cm)

特にH区 において土器を包含 して堆積する

責褐色の粘土質シル ト (厚 さ不明 )

ウF区】ヒ

L=50BIXlnwl― _一―一―
]E

基本層序

Ⅵ

　

Ⅶ

　

Ⅷ

Eト
工H区

L=51111110m 一―――→W

Sト 引 N

アG区】ヒ

L=50800m
1 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト

粘性弱い 締まり密
2 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シル ト

粘性弱い 締 り密

3 ЮYR3/3 暗褐色砂

粘性非常に弱い 締 まり中 炭化物

4 10YR2/3 黒褐色砂質シル ト

粘性弱い しまり疎
5 黄褐色の粗砂 (■層 に当たるか ?)
6 10YR2/3 黒褐色砂
7 10YR2/2 黒褐色砂

6・ 7はいずれもやや粒が大 きい砂

粘性弱 く、締 まりも疎 皿層下 ?

8 10YR4/4 褐色砂
V層上位面Ⅳ層の可能性 もある

以下厚 く同様の砂が堆積する

第5図B 基本層序図 (平成21年度調査)

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅶ b

Ⅷ
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② 平成21年度調査 (第 5図 B、 写真図版 3)

第 5図 Bの ア～工は、本年度の調査区域内における基本層序の実測場所である。断面図のローマ数

字は、 (1)前年度までの調査による基本層序に合わせている。カギとなる層 (Ⅲ 下層、Ⅶ層)を 中

心に、その特色をとらえたい。

Ⅲ層は、粗い砂層で調査区の中央部 (県道沿い)に顕者に分布 しているのが分かる。厚さは30cm前

後で、40cmを 測るところもある。しかし、遺構が多 く検出された調査区の東側工には見えない。その

下には砂質の黒褐色土が堆積するが、イで最も深 く、工では10cm前後 と薄いことから、この 2つの層

は、西側に向かって厚 くなっていく傾向を示 している。その黒褐色土を除いた面の標高は、概数でイ

付近で48.70m、 ウ 。工付近で49.50m前後となり、このことは、中世期の生活拠点は東側にあり、西側

は窪地となっていたことが予想される。アの断面では砂が厚 く堆積 し、Ⅲ層下黒褐色上の下底面がつ

かめなかった。層位 5の粗砂がそれに当たるのかもしれない。

V層 は古代の検出面である責褐色上であるが、上面に薄 く暗褐色土を載せる場合が多 く、ア～工で

は見当たらない。V層 下には弥生土器を包含するⅥ層が、ウと工に見える。

Ⅶ層は、アとイには見当たらないが、ウと工にあり、特に工で厚 く堆積する。Ⅶ層は過年度の調査

でも確認 しているが、明確な土器の包含層 (Ⅶ b層 )と して存在するのは、境遺跡北東側の大きな特

色となる。このⅦbは工付近でもっとも厚 くなり、北側では薄い。遺構や土器の出土量は北側で多い

ことから、調査区の工の北側が,可岸段丘の微高地になっていた様子が確認された。

また、Ⅶb層 のある区域は下位のⅧ層黄褐色粘上の堆積は薄い。

Ⅲ 調査 と整理の方法

1 平成 20年度調査

(1)野外調査の方法

① グリッドの設定

調査区は、平成18年度調査区のA区 に隣接する形となっている。よってグリッドは、それに付随す

る形で設定している。

調査区内は5m四方の正方形で分けられる。グリッド名は北西隅の杭であらわすのも、前年度から

の継続である。

平成20年度調査では、新たに2点の基準点を設置し、世界測地形による座標値を与えている。その

数値は以下の通りである。

基準点 l   X=-84300.000m、 Y=24850.000m

基準点 2    X=-84490.000m、 Y=24815.000m

標高は以下の通 りである。

基準点 1  50.522m   基準点 2  50.257m

② 粗掘りと検出・精査

前年度までの基本層序から、Ⅲ層までは重機で剥いだ。そしてⅣ層面から第 1検出面として検出を

開始している。

検出は面ごとに鋤集で丁寧に剥ぎ、プランを確定させた。不鮮明な部分はトレンチを設定して、断

面による観察を行っている。登録後、精査を行った。
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Ⅲ 調査と整理の方法

精査は、基本的には竪穴住居跡は四分法、土坑等は三分法による埋上の観察を行った。溝や堀に関

しては、適宜にセクションベル トを設定 して掘 り進めた。精査終了後、遺構ごとの実測と写真撮影を

し、その面の全体写真を撮影 した。

第 2次検出は、第 1次検出で 2面の縄文土器包含層が現れていたために、重機を侵入させることが

できず、手掘 りによる粗掘 りを行っている。結局最終面まで、手掘 りが続いた。

遺物の取 り上げについては、遺構内では出土層位を明記 して慎重に取 り上げたが、底面 (住居跡出

土のものは床面)出上のものは、できるだけ平面図に載せるように心がけた。遺構外出土遺物は、グ

リッド単位で層位を記入して取 り上げたが、位置が明確でないものは区域名 となっているものもある。

また出土層位については、調査初段階において把握が困難で、記名後に変更 しているものもある。

③ 遺構の記録

検出された遺構は、遺構種別ごとの検出順に連番 となっている。柱穴状土坑のみPPを略号 として

使用 している。精査の途中で、遺構ではないと判断したものも削除せずに、連番を通 した。

調査の初段階で、 1号住居跡、 4～ 6号住居跡 と命名 した遺構は、登録抹消 とし、出土遺物はグリ

ッドに差 し替えた。そのグリッド名は (2)室内整理の方法で詳細を述べる。

それぞれの断面図の作成は、遺構の上面に水糸を張 り、基点を設定して行った。平面図については

遣 り方測量とトータルステーションによる実測を併用 した。縮尺については20分の 1を原則にしたが、

範囲や遺構の性格に応 じて対応 した。

写真では、精査の段階において撮影を行った。使用 したカメラは3541mモ ノクロ、351mカ ラーリバー

サル、 6× 7 cm半!モ ノクロ、デジタルカメラの 4機種である。基本的に35剛 とデジタルカメラは全て

の遺構について撮影 したが、 6× 7 cmに ついては省略することが多かった。調査な最終段階において

空中写真撮影を行った。

(2)室 内整 理 の方法

室内整理作業については、当埋蔵文化財センターの「平成16年度室内整理及び発掘調査報告書に関

する改善検討委員会」室内整理作業検討チ=ム (金子佐知子ほか)に よって平成17年 3月 にまとめら

れた資料を基準として行った。

① 遺構図面 。図版

遺構図面は点検・修正の後、必要に応 じて第 2原図を作成 した。挿図中の縮尺については、住居跡

は50分の 1、 炉跡や埋設土器は20分の 1、 竪穴遺構や土坑・集石遺構は平面図・断面図ともに40分の

1、 溝跡また柱穴状土坑等については、80分の 1を 基本 としているが、その他については任意に縮尺

してお り、それぞれスケールを付 してある。土層注記は基本層位にローマ数字を、遺構の埋土にはア

ラビア数字を用いた。

② 遺物の処理

出上した土器や石器などの遺物は、水洗して乾燥させ、出土状況に合わせて仕分けをして接合・復

元の作業を実施した。土器片の記名は接合した土器や土製品は、同じ出土状況のものに限りlヶ 所と

し、他は全点注記した。これらの遺物は、すべて重量を計測した。その重量は、遺構ごとに本文中で

明記している。各遺構の特色や出土遺物を観察し、遺物を選択・登録した。遺物は、写真撮影を行い

実測図・拓影図・拓影断面図を作成し、 トレースして掲載した。遺物の掲載基準については以下の通

りである。

土器については、遺構出上の上器は、器種や器形また施文方法などから代表的なものを選んだ。
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1 平成20年度調査

2つの住居跡が重複 しているであろう遺構は、多 くの上器を掲載 している。また、土坑などは代表

的なものを選び、遺構外では、完形土器や口縁部破片を中心に特色的なものを掲載 している。

石器については、種類別 し属性などを観察 したのち、代表的なものを選択 して掲載 した。石器製作

上の様相を示す特色から、礫石器の割合が高 くなった。

石製品や土製品についてはすべて掲載 し、古銭や古代の遺物については、本文中でその掲載基準を

述べている。

尚、調査の初 。中段階で、遺構名で取 り上げ、後にグリッド名となったものは次の遺構である。

・ 1号竪穴住居跡 検出面          Ⅲ D10g Ⅵ層上位
。4号竪穴住居跡 検出面から埋土上位    ⅢD9f Ⅵ層上位

・ 5号竪穴住居跡 検出面から埋土上位    ⅢD8f Ⅵ層上位

・ 7号竪穴住居跡 埋土中          ⅢD9e Ⅵ層

・ 8号竪穴住居跡 埋土中          ⅣD2e Ⅵ層

③ 遺物図版

遺構内出土遺物は遺構順に、遺構外出土遺物は種類別に掲載 した。挿図中の縮尺は、土器は 3分の

1、 剥片石器は 2分の 1を基本 とし、礫石器は 3分の 1か ら5分の 1と 様々で、任意の縮尺について

はスケールを付 してある。古銭については表のみの掲載 となっているものもある。写真図版のみの掲

載となっている遺物に関しては、遺物観察表に明記 している。

④ 写真図版

遺構写真は各遺構の平面・断面を中心に、竪穴住居跡は竃や遺物出土状況等も合わせて掲載 した。

遺物写真では立体土器は 3分の 1、 土器破片や石器その他は 2分の 1を基本としている。

(3)調査 区名 と遺構名

① 調査区名 と遺構名 (平成18・ 19年度発掘調査から)

ここでは、平成18・ 19年度境遺跡発掘調査時の調査区の呼び名と遺構名について記す。

平成18・ 19年度調査では、南北に延びる調査区を南からA～ D、 飛び地となった県道脇をE区 とし

て報告 している。A区 とは南側市道と県道に挟まれた平成18年度南側調査区である。

遺構は、中世の堀や平安時代の住居跡、弥生時代の住居跡などを検出しており、竪穴住居跡は SI
01～ 13、 土坑は S K01～ 58、 溝跡はS D01～ 13、 焼土や炭化物範囲はS X01～04と 冠名を付 して報告

している。また堀跡は 1号～ 5号堀跡、配石遺構は 1号～ 4号配石遺構 として、冠をつけていない。

柱穴状土坑はA区で検出したものをA柱穴状土坑群、D区で検出した 2区域のまとまりを、それぞれ

D柱穴状土坑群 1、 D柱穴状土坑群 2と している。

〔参考資料〕 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第539集境遺跡

② 遺構名の統一と変更

平成20年度調査区は、平成18年度調査区A区の西側に広がる。よって今回報告する調査区を前回報

告のA区の範囲内とする。そして、各遺構の呼び名を前年度から連春 として報告する。種別名は以下

の通 りである。

竪穴住居跡   S114竪 穴住居跡～

土坑      S K59土 坑～

溝跡      S D14溝 跡～

堀跡      6号 堀跡～
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Ⅲ 調査と整理の方法

今回新たに竪穴状遺構をSKI、 炉跡を金附遺跡報告書で使われたSNQと して表すこととした。

柱穴状土坑については、A柱穴状土坑群が前回報告されていることから、今回の報告分はA柱穴状土

坑群 2～ 4と して、 PPを用いて表す。PPについては、 1からの連春 となり、欠香 も生 じているの

で注意願いたい。なお、集石遺構 と埋設土器は、前年度までの報告にはないので 1号から冠をつけず

に連呑で表す。変更は以下のとお りである。

2 平成 21年度調査

(1)野外調査の方法

① グリッドの設定

グリッドは平成18年度に設定したものを応用した。ただし、調査区が大グリッドの粋外になる箇所

があることから、北側にむかって (― )グ リッドになっている区域がある。詳細はグリッド設定図 2

(第47図 )に示している。なお、グリッドの呼名は、従来通り北東隅としている。

基準点の設置は、前年度の基準点 1を利用し、その他に、新たに1点 (基準点 3)を 設置して対応

第2表 遺構名変更表① (平成20年度調査分)

新 しい遺構名 旧遺構名 新 しい遺構名 旧遺構名

S114 2号住居跡 S K74 15号土坑

S115 3号住居跡 S K75 16号土坑

S116 9号住居跡 S K76 19号土坑

SK 101 7号西住居跡 S K77 14号住居

S K 102 10号住居跡 6号堀跡 1号溝

S K 103 12号住居跡 S D14 2号溝

S K59 1号土坑 (墓坑 ) S D15 3号溝

S K60 2号土坑 (墓坑 ) S D16 4号溝

S K61 3号土坑 (墓坑 ) S D17 5号溝

S K62 5号土坑 (墓坑) S D18 2号周滞

S K63 6号土坑 (墓坑 ) S D19 6号溝

S K64 4号土坑 SNQ01 8号住石囲炉跡

S K65 7号土坑 SNQ02 9号住石囲炉跡

S K66 14号土坑 1号集石遺構 1号集石

S K67 18号土坑 2号集石土坑 2号集石

S K68 8号土坑 3号集石土坑 3号集石

S K69 9号土坑 4号集石土坑 4号集石

S K70 10号土抗 5号集石遺構 5号集石

S K71 11号土坑 1号埋設土器 埋設土器 1

S K72 12号土坑 2号埋設土器 埋設土器 2

S K73 13号土坑
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2 平成21年度調査

した。

基準′点3   X=-84325.000m、 Y=24820.000m、 標高 51.246m

② 粗掘 りと検出・精査

西側道路脇の調査区は (G区 )は、調査区域が狭 く、道路に直面していることから、最初にトレン

チを設定し、試し掘 りをした後に、重機で広げる形をとった。また、民家前や調査区北隅に関しては

手掘りによる粗掘 りを行ったが、中央部に関しては重機による表土剥ぎを行った。

検出や精査に関しては、20年度同様である。

第 2次検出は、北隅に関しては、調査区が狭いうえ深くなることが予想されたために、 3箇所のト

レンチを設定して確認した。遺構精査後土捨て場としている。中央部は重機による検出、民家前は手

掘りによる検出となった。

遺物の取り上げについては、遺構内では出土層位を明記して慎重に取り上 tデたが、底面 (住居跡出

土のものは床面)出上のものはできるだけ平面図に載せるように心がけた。遺構外出土遺物は、グリ

ツド単位で層位を記入して取り上げた力S、 位置が明確でないものは区域名となっているものもある。

③ 遺構の記録

検出された遣構は、区域ごとに区分して、遺構種別ごとの検出順に呼び名とした。連番となってい

るために、精査後に登録を抹消したことから、欠呑となっているものもある。

断面図や平面図については20年度と変わりはない。

写真で、使用したカメラは 6× 9 cm判 モノクロ、デジタルカメラの 2機種である。調査な最終段階

において空中写真撮影を行った。

(2)室内整理の方法

室内の整理については20年度と同様で、21年度に大きく変更されたところはない。挿図中の縮尺も、

基本的には同様であるが、枚数の関係で若干変更しており、竪穴住居跡や竪穴住居状遺構は40分の 1

となっている。また、柱穴状土坑は数も多く、範囲も広いことから100分の1と した。遺物図版にお

いては、 2分の 1や 8分の3な ど様々で統一性がなく、注意願いたい。

(3)調査区名 と遺構名

① 調査区名

平成18。 19年度調査の報告書では、調査区をA～ E区 として報告している。平成20年度はA区に隣

接する区域の調査のために同様の呼び名としている。そこで平成21年度に調査した区域をF～ Hに区

分けした。 (第 3図参照)

F区は、平成20年度調査区でBと 呼んでいた区域で、バイパスから枝分かれした市道の東側を示す。

G区はその反対側の西側、H区は旧県道脇の区域とした。

② 遺構名の統一と変更

遺構名は、それぞれの区域で連番として精査 している。そこで、各遺構の呼び名を前年度から連番

として幸R告する。種別名は以下の通りである。

竪穴住居跡     S117竪 穴住居跡～

竪穴住居状遺構  S K 104竪 穴住居状遺構

土坑        s K78土 坑～

溝跡        S D20溝 跡～
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皿 調査と整理の方法

今回、新たに焼土遺構をSNと して表すこととした。柱穴状土坑については、F区で検出されたも

のをF柱穴状土坑群、H区で検出されたものをI柱穴状土坑群 として、PPを用いて表す。PPにつ

いては、 1か らの連呑 となり、欠番 も生じているので注意願いたい。

第2表 遺構名変更表② (平成21年度調査分)

新遺構名 旧遺構名 新遺構名 旧遺構名 新遺構名 旧遺構名

S117 Hl号住居跡 SK101 H8号土坑 SK129 H39号土坑

SK104 Bl号住居状遺構 SK102 H9号土坑 SK130 H40号土坑

SK105 B3号住居状遺構 SK103 H10号土坑 SK131 H41号土抗

SK106 Hl号不明遺構 SK104 Hll号土坑 SK132 H42号土坑

SK107 H2号不明遺構 SK105 H12号土坑 SK133 H43号土坑

SK78 B2号土坑 SK106 H13号土坑 SK134 H44号土坑

SK79 B3号土坑 SK107 H14号土坑 SK135 H45号土坑

SK80 B4号土坑 SK108 H15号土坑 SK136 H大溝上土坑

SK81 B5号土坑 SK109 H16号土坑 SN01 H2号焼土

SK82 B6号土坑 SKl10 H17号土坑 SN02 H3号焼土

SK83 B7号土坑 SKlll H18号土坑 SD20 Bl号溝跡

SK84 B9号土坑 SKl12 H19号土坑 SD21 Fl号溝跡

SK85 B10号土坑 SKl13 H20号土坑 SD22 F2号溝跡

SK86 B13号土坑 SKl14 H21号土坑 SD23 F3号溝跡

SK87 B101号土坑 SKl15 H22号土坑 SD24 F4号溝跡

SK88 Fl号土坑 SKl16 H23号土坑 SD25 Hl号溝跡

SK89 F2号土坑 SKl17 H24号土坑 SD26 H北溝跡 1

SK90 F3号土坑 SKl18 H25号土坑 SD27 H北溝跡 2

SK9ユ F4号土坑 SKl19 H26号土坑 SD28 H北溝跡 3

SK92 F5号土坑 SK120 H27号土坑 SD29 H北溝跡 4

SK93 F6号土坑 SK121 H28号土坑 SD30 H3号溝跡

SK94 Hl号土坑 SK122 H31号土坑 SD31 H4号溝跡

SK95 H2号土坑 SK123 H32号土坑 SD32 H5号溝跡

SK96 H3号土坑 SK124 H33号土坑 SX05 Bl号炭化物

SK97 H4号土坑 SK125 H34号土坑 SX06 Fl号炭化物

SK98 H5号土坑 SK126 H36号土坑 SX07 Hl号炭化物

SK99 H6号土坑 SK127 H37号土坑

SK100 登録抹消 SK128 H38号土坑
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Ⅳ 平成20年度調査

1 調査 の経 過 と概 要

(1)調査前の諸事情 と調査 の経過

①調査前の諸事情

当遺跡の発掘調査は、平成20年度で 3年目になる。平成18年 から19年 にかけての調査成果は、岩手

県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第539集 で報告されている。平成20年度では、新たに3900♂

の面積を調査することになった。調査に当たって 2つのことが変更となった。

1つ は調査期間で、当初は平成20年 4月 9日 から8月 31日 の 5カ 月で調査をする予定であった。し

かし、道路特定財源関係の暫定税率が、平成20年 3月 31日 に失効 したことを受けて、発掘調査は白紙

状況となった。その後、同 5月 に衆議院の再議決により、道路特定財源が確保されたことを受け、調

査が開始されることになった経緯がある。結果、調査予定期間は平成20年 8月 1日 から10月 31日 とな

り、期間は短縮されて 3ヶ 月間で行われることになった。

2つ 日は調査面積で、当初の計画では5ケ 月間で3900♂ を調査する予定であったが、期間が短 くな

った上に、予想以上に遺構が重複 していることから、すべての面積の調査は不可能となり、実際は道

路分半分 (850♂)と水路分全部 (300♂)の調査終了となった。合わせて1050♂ の終了である。

今回の調査報告はA区 (1050ぽ )で検出された遺構 と遺物をまとめたものである。引き続 き調査を

継続し終了した211ポは、平成21年度調査 と合わせて、Vで まとめており本報告では触れない。

②調査の経過

ここからは平成20年度 8月 1日 からの調査経過を記す。

調査区内は平成18年度の調査時の廃土が多 く残っていた。そこで、0.7m3バ ックホ_と 4ト ントラッ

ク3台 を稼働させ、その残土を逗び出した。この時点で現道から3m以上の高さがあるところもあり、

危険防止のため調査区全体に短管による防護柵をめぐらしている。本格的調査は、 8月 5日 から開始

した。調査員は 2名 、作業員は30名 の登録である。

調査区の東側は、平成18年度に 2条の大型の堀跡と縄文時代晩期末葉の包含層を検出していること

から、少なくとも2面、もしくは 3面の検出が見込まれていた区域である。まずは慎重に表土から砂

層 (Ⅲ 層)ま でを剥がしたところを、第 1次検出面とした。溝や堀状のプランのほかに、長方形の上

坑のプランを確認 し、墓娠と判明した。 5基の墓墳から出上 した人骨は、 8月 28日 に、如意輪寺 (北

上市稲瀬町内門岡68)住職の菊池英寛氏を招 き、供養 したのち、当寺の無縁仏 として埋葬 した。歯 3

個体はセンターに持ち帰 り、分析鑑定のため (株)パ リノ・サーベイに送付 している。

9月 から作業員 4人減で26名 の登録 となったが、調査は順調に進んだ。溝跡や墓媛精査 と同時進行

で、下位面の検出を行つたが、ほぼ同じ面で縄文土器の包含層が現れてお り、第 2次検出面まで重機

で下げる予定を変更し、手掘 りによる掘削となった。全体的に古代面 (V層 包含層)は見当たらず結

果、Ⅵ層下位面が第 2次検出面となり、縄文時代晩期末から弥生時代初頭期の遺構を検出し、中世面

と同時進行で精査を継続した。 9月 25日 、現地公開が行われ、北上市立照岡小学校 6年生15名他33名、

合計で48名 の参加があつた。また翌26日 には、奥州市立大田代小学校 3～ 6年生19人 と引率教諭 4名

が体験学習として来跡 し、発掘作業や土器洗い 。接合を行っている。

10月 に入 り、西側の調査を開始 した。西側は トレンチ精査の結果、撹乱が激 しいであろう予測はつ
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Ⅳ 平成20年度調査

いていたが、全面剥いだ結果、上位Ⅲ層～Ⅳ・V層 (古代～近世層)を切る形で青色のグライ化粘土

が、ほぼ全域に厚 く堆積 していることが半J明 し、深いところでは 3m以上もあった。底面は砂面 (Ⅸ

層)で、Ⅷ層以上が喪失 していることがわか り、写真撮影だけで調査を終了している。10月 10日 には

空撮を行い、その後、第 2次検出面で検出された住居跡の床下に遺構が確認され、溝底の壁側に土器

が出土 したことから、Ⅶ層を包含層 とするⅧ層面でのだめ押 し検出を行った。土坑や柱穴状土坑を精

査 し、調査を終了した。終了確認は11月 4日 、現地で行われ、■月14日 に平成20年度の調査をすべて

終了し撤収 した。             ´

(2)検出遺構 と出土遺物の概要

以下に各委託者の検出遺構 と出土遺物について記すが、検出遺構については重複 しているものもあ

り、必ず しも合計が総遺構数とはならない。出土遺物についても、はっきり区別 して取 り上げておら

ず、グリッドや各遺構の面積の割合によって分配している。

①岩手県県南広域地方振興局北上総合支局農林部農村整備室 (第 7図A)

調査面積は、300♂ である。調査期間は8月 1日 から10月 10日 で、土木部分と同時進行で調査を行

った。検出遺構は、古代以降では堀跡 1条、溝跡 1条、墓渡 3基、土坑 1基、柱穴状土坑12イ回である。

堀跡は柱穴状の小土坑が列をなして並んでおり、堀跡としたが柵跡の可能性もある。また 3基検出し

た墓媛の内 1基は、調査区外に広がっていたが、人骨供養のために調査区外 |こ やや広げて精査してい

る。時期は中世で、墓域であった可能性が高い。その他では、近代から現代にかけての地形を改変さ

せた (人工池 ?)急激な落ち込みも検出されており、調査区域の西側は厚い粘上で覆われ、古代から

中世の遺構は撹乱されている様相が見えた。中世期の遺物としては、古銭が14枚 出上している。

縄文時代から弥生時代にかけては、竪穴住居跡 2棟、竪穴住居状遺構 2基、炉跡 2基、土坑 2基、

柱穴状土抗12個 で、西側で旧河道を検出している。竪穴住居跡 2棟は、縄文時代晩期末葉から弥生時

代初頭に属すると考えられ、 2棟は時期差をもって存在していたと思われる。 2基の炉跡は石囲炉で、

住居跡があつた可能性を示すが、単独の遺構であることも考えられる。西側では土器包含層が大きく

落ち込む箇所が確認され、北東側から続く旧河道と考えられる。

出土遺物は、縄文・弥生土器 (土製品含む)が遺構内17586.9g、 遺構外11073.7gの合計28660.6g(約

28。7kg)出 上している。大半が縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭に属するもので、土器型式では大

洞A′ 式である。浅鉢や深鉢などがあり、住居跡出土土器は完形品が多い。石器は、遺構内から

7332.6g、 遺構外から8496.lg合計15828.7g(約 15.8kg)が出上した。石鏃や磨製石斧のほか、磨石や

敲き石など石器製作に使われていたであろう石器が多く出上している。

②岩手県県南広域地方振興局北上総合支局土木部 (第 7図B)

調査面積は、1050rである。調査期間は8月 1日 から11月 14日 で、農林部農村整備室分と同時進行

で調査を行った。検出遺構は、古代から中世では、堀跡 1条、溝跡 5条、中世の墓媛 4基、土坑 3基、

柱穴状土坑30個 である。堀跡は南東側からやや屈曲して北に延びる。薬研堀状ではあるが、開田部が

大きく広がる。 5条検出している溝の内、 1条 は堀跡に直行し、東側で平成18年度調査区に延びる。

1条は方形周溝状、 2条は円形周溝である。中世の墓媛は隅九の長方形で 2基は縦列する。近隣は中

世の墓域であったと考えられる。土坑 3基のうち 1基は、墓壊に添うような位置にあり、関連が考え

られる。その他では、近代から現代にかけての地形を改変させた (人工池 ?)急激な落ち込みも検出

されており、調査区域の西側は厚い粘上で覆われ、古代から中世の遺構は撹乱されている様相が見え

た。当期の遺物では古銭が、墓壊から22枚、柱穴状土坑から1枚出土した。
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Ⅳ 平成20年度調査

縄文時代から弥生時代にかけては、竪穴住居跡 3棟、竪穴住居状遺構 2基、土坑10基、集石遺構 (集

石土坑含む)5基、埋設土器 2基、柱穴状土坑 (竪穴住居跡範囲を除 く)111個 である。その他、北

側で旧河道を検出している。竪穴住居跡 3棟は、時期は縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭となるが、

時期差を持って存在 した可能性が高い。集石遺構のうち 4基は石器製作に関わるものと考えられる。

1基の集石土坑からは、検出面と埋土下位から埋設土器が 2基検出され、上記 4基 と特色を異にする。

その他西側では土器包含層が大 きく落ち込む箇所が確認され、北東側から続 く旧河道と考えられる。

出土遺物は縄文・弥生土器 (土製品含む)が遺構内26162.2g、 遺構外28081.lgの合計54243.3g(約

54.2kg)出上 している。大半が縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭に属するもので、土器型式では大

洞A/式である。特に竪穴住居跡からの出土が多 く、完形の浅鉢や台付 き浅鉢、略完形の深鉢などが

ある。また、土製品としてアクセサリーや円盤型も出上 している。石器 (石製品含む)は遺構内から

53660.Og、 遺構外から10024.8g合計では63684.8g(約63.6kg)が出上 している。特色 として剥片石器

が比較的少なく、磨製石斧や磨石、凹石などの礫石器が多いということが挙げられる。また、遺構外

からは管玉や小玉が出土 している。

③記載に当たって (第 6図 )

以上に各調査区域の概要を説明したが、次項 2では、各々の遺構と出土遺物の説明を行う。第 6図

で示した通り、検出遺構は 2つ の調査区域 (農林部農村整備室分と土木部分)に跨つているものが非

常に多いために、それぞれ分けずに報告している。2(1)で は古代以降の遺構と遺物について、 2

(2)では縄文～弥生時代の遺構と遺物について説明している。なお、各遺構出土遺物の重量等につ

いても、遺構全体のものである。

2 検 出遺構 と出土遺物

(1)古代以降の検出遺構 と出土遺物

①墓墳

墓媛は5基出土している。出土遺物は人骨と古銭のみである。人骨は、歯以外はもろく崩れた状況

であったために、実測後供養して、無縁仏として埋葬した。古銭は状態の良いものは拓本図と写真を

併せて掲載したが、酸化が激しく脆いものは、計測値のみを表に記載した。なお、厚さは、本来では

何点か測定すべきであるが、錆びを完全に除去していない状況のために、 1点 (外縁の厚い部分)の

みの計測となっている。同じ理由で量目 (重 さ)の数値にも考慮願いたい。

古銭の出上位置が明確なものは、図面上に載せている。

S K59墓墳 (第 8・ 16図、写真図版 4・ 10)

〔位置・検出状況〕 Ⅲ D10eグ リッドに位置する。検出面はⅥ層上面で、検出面の標高は49.70mで

ある。縄文土器包含層を精査中に検出した。

〔重複・隣接関係〕S114竪穴住居跡の床面を切る。北西方向4m離れて、S K63墓壊がある。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は上位に、黒褐色土を主体とした砂質の混合上、下位に粘土質の混合上が

埋まる。上位は人為的堆積の様相を示し、下位は遺体の上化したものと考えられる。

〔平面形・大きさ〕 平面形は隅丸の長方形を呈す。南壁側がやや膨らむ形となっているが、遺構の

特色なのか判別できない。しかし、S114竪穴住居跡の柱穴が切られている状況から掘りすぎの影響

も考えられる。主軸方位はやや西側に傾く。大きさは、開口部径で長軸が125cm、 短軸が80cmを 測る。
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2 検出遺構と出土遺物

〔断面形・深さ〕 断面形はビーカー状で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は平坦である。深さは、

東壁で47.4cmを 測る。

〔遺体〕 非常に残 りが悪く、精査も困難であった。かろうじて、頭蓋骨らしき痕跡と歯を図面上に

載せることができた。北を頭に、西側向きで埋められている。頭頂部から推定の下顎までの径は約24

cmを測る。表掲載の古銭 5～ 7の 3枚は、遺体の胸 ?の位置に、植物 ?の袋に入れられた状況が観察

でき、イメージとしては手に持たせた感じである。歯の鑑定結果、本人骨は成年から壮年の男性の可

能性がある。詳細は3分析鑑定の項を参照していただきたい。

〔出土遺物〕 埋土中から140.4gの 土器片と24.5gの石器 1点が出土したが、すべて流れ込みである。

S114竪穴住居跡関連の遺物と考えられる。

墓媛に伴う遺物として古銭が 7枚出土している。 1は北宋銭で元祐通費と読める。初鋳は1086年 と

なっている。接着していた 2～ 4の 3枚は判読不能で無文銭 (ご まかし銭)の可能性もある。出土層

位は埋土中で位置は明確にできなかった。表掲載の 5や 6は洪武通費・元祐通費と幸うじて読めたが、

非常に脆い。洪武通費の初鋳は1368年 となる。

〔時期〕 中世の遺構である。

S K60墓墳 (第 9。 16図、写真図版 4・ 10)

〔位置・検出状況〕ⅢD9fグ リッドに位置する。検出面はⅥ層上面で、検出面の標高は49.70mで S

K59墓媛と同じである。縄文土器包含層を精査中に検出した。

〔重複・隣接関係〕 西側でS K71土坑、南側でS K68土坑の縄文時代の土坑を切る。S K61墓墳は、

南壁から120cm離れてあり、同時期と推定する土坑のS K67土坑は南西側にlm離れる。

〔埋土・堆積状況〕 坦土は、上位に暗褐色土を中心とした混合土が埋まる。下位は戊化物をともな

う黒褐色上で遺体の上化したものであろう。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は、隅丸の略長方形で中央部にややくぼみが見える。南側の壁は、隣接

するS K61墓壊と主軸が同じになる。単なる掘り方なのか、掘 り直したものか、 2つの墓壊が重複し

ているか、いずれかの理由と考えられるが半J別できない。北側の主軸方位はほぼ北-0° 一南となる。

大きさは開口部径で、長軸185cm、 短軸で115cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は壁がやや斜めに立ちあがる皿形状で、床面は平坦である。深さは、下位

包含層精査の影響が少ない西壁で32.5cmと なる。

〔遺体〕 人骨を形に残すことが不可能なほど非常に脆く、頭蓋骨と思われるラインも明確にできな

かった。しかし、 s K59墓媛や後述するS K61墓媛の例から、北を頭に古銭を手にして埋められてい

た可能性が高い。歯の鑑定結果、本人骨は女性的であるとしている。詳細は 3分析鑑定の項を参照し

ていただきたい。

〔出土遺物〕 埋土中から274gの土器片と31.8gの剥片石器 1点が出土した。出土土器は磨減した弥

生土器らしい浅鉢の口縁部で他は不明である。

墓壊に伴う遺物として古銭が 8枚出土しており、他の墓娠に比較すると1枚多い。 8枚すべて解読

できた。 8～ 10、 11～ 13の 6枚は床面の北側中央部に、14・ 15は床面南側で検出されている。 8～ 10

はS K59墓暖同様に袋に入れられた状況であった。S K61墓墳の状況から8～ 13は 手に、14。 15は足

側に埋められていた可能性を示唆する。初鋳は 8。 13・ 14の 開元通費が960年 、 9・ 12の 永楽通費が

1408年、10の至道元賓が995年、15の景徳元賓が1004年 となっている。

〔時期〕 中世の遺構である。
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2 検出遺構と出土遺物
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Ⅳ 平成20年度調査

S K61墓境 (第 9・ 16図、写真図版 5。 10・ 11)

〔位置・検出状況〕 ⅢD9gグ リッドに位置する。検出状況や検出面はS K60墓媛と同じである。

〔重複・隣接関係〕 北側にS K60墓媛がある。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は、上位に砂質の黒褐色土を主体とした混合上が埋まる。人為的堆積であ

る。下位は人骨分と考えられる。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は南壁際が、やや丸みを帯びる略長方形である。主軸方位は北北西に傾

く。大きさは開口部径で、長軸が141cm、 短軸が108cmを測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は、壁が斜めに立ちあがる皿形状で、底は平坦である。深さは、西壁で

21.9cmを 測る。

〔遺体〕 頭がい骨の形や歯、大腿骨や背骨と思われる部分など比較的残りがよく、図面に載せるこ

とができた。北側を頭にして西向きに埋葬され、足は折 り曲げられていると推測される。頭頂部から

顎 (歯 のある部分)ま での長さは22cm、 前頭部から後頭部の長さが16cmと なる。胴体部には 3本の骨

があり、中央部を顕権と想定すれば、その長さは30～ 40cm、 3足の中央部が大腿骨とすれば、その長

さは25cm前 後、東側の骨を下肢とすれば、その長さは30cmと なる。あくまでも残った人骨の計測値で

あるため、誤差は大いにあるであろうが、遺体は小柄な人物であつたと考えられる。歯の鑑定の結果、

本人骨は女性的であるとしており、詳細は3分析鑑定の項で示している。

〔出土遺物〕 埋土中から29,9gの上器片が出土したが流れ込みである。

古銭は 7枚出土している。16～20は 、袋に詰められていた状況で出上している。他の墓媛に比較す

ると、遺体の腰のあたりにあることが気になる。天聖元賓 (初鋳1023年)3枚、元豊通賓 ?(同 1078

年)1枚、皇未通費 (同 1034年 )の 5枚で、すべて北宋銭となっている。21・ 22の 2枚の永楽通賓は

遺体の足元からやや離れた南狽1で 出土している。

〔時期〕 中世の遺構である。

S K62墓墳 (第 8。 16図、写真図版 4・ ■)

〔位置・検出状況〕 ⅢD8・ efグ リッドに跨って位置する。検出面はⅥ層上面で、検出面の標高

は49.64mで ある。

〔重複・隣接関係〕 縄文時代の遺構であるSK 101竪穴住居状遺構やS K70上坑を切る。北西に同

時期と思われるS K66土坑がある。

〔埋土・堆積状況〕 上位に暗褐色土を主体とした混合土があり、人為的堆積である。下位の黒褐色

土は遺体分である。西壁際に壁の崩落土が認められる。

〔平面形 ,大 きさ〕 平面形は北壁がやや丸みを帯びる隅九の長方形で、他の墓竣と比較すると楕円

形状になる。主軸方位は北北西に傾く。大きさは開口都径で、長軸が121cm、 短軸が78cmで、 S K59

墓墳と同規模である。

〔断面形・深さ〕 断面形は、壁が垂直に上がるビーカー形であるが、底面がやや凸凹している。深

さは、撹乱の影響の少ない東壁で27cmを 測る。

〔遺体〕 S K60墓壊同様に、骨が脆く形に残すことが困難であつたが、頭蓋骨周辺と古銭出土状況

は図化することができた。頭蓋骨の形状や、歯の位置から、西向きに埋葬され、頭が南側に向けられ

ている印象を受けた。胴体や下半身の骨は一部のみ (足か ?)形に残すことができたが詳細は不明で

ある。径を測るほど骨が残らなかったが、 S K62墓竣同様に、あまり大きな人ではないと思われる。

やや首が曲げられているように観察されるのも特色である。歯は鑑定に依頼した。結果は不明として
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2 検出遺構と出土遺物

おり、詳細は 3分析鑑定の頂で示している。古銭出土位置は、 S K59墓猿と同様に胸と思われる位置
にある。

〔出土遺物〕 埋土から土器 。石器ともに出土していない。古銭は 7枚出土している。23か ら27は袋
にまとまって出土したもので、最上位は永楽通費であるが、他は判読不能であった。29は足付近 (北

側床面)で出土したもので、28も 同様である可能性が高い。

〔時期〕 中世の遺構である。

S K63墓墳 (第 8・ 16図、写真図版 4・ 11)

〔位置・検出状況〕 ⅢD9eグ リッドに位置する。S114竪穴住居跡の精査中に、暗褐色土の長方
形のプランを検出したもので、検出面はⅥ層下位となる。検出面の標高は49.52mと なる。

〔重複・隣接関係〕 S114竪穴住居跡の床面を切っている。遺構のほt鶏/4が調査区外に広がる。

〔埋土・堆積状況〕 ほぼ底面が出た状況のために、埋土断面は実測できなかった。しかし上位の埋
土は、s K62墓墳と同じ暗褐色上を確認した。詳細は不明である。

〔平面形 。大きさ〕 調査区外に埋葬された遺体は調査したが、壁や形などは精査 していないので平
面形や大きさは把握していない。しかし、長軸は北北西に傾 くと予想され、短軸の長さは120cm前後
と推測される。この大きさはS K60墓娠とほぼ同規模である。

〔断面形・深さ〕 断面形も把握できなかった。深さも2～ 3 cm観測したにすぎない。

〔遺体〕 遺体のすべてが調査区外に横たわる。遺体の供養の目的で、調査した。皮肉にも、最も人
骨の残る遺体となったために、簡易実波Jを行った。方向や位置などは定かではないことから、切り離
した形で掲載する。北側を頭にして、西向きに埋葬されている。腕と思われる骨が前方に投げ出され、
まるで膝を抱えた状況となる。古銭は手に持っていたかのような位置に出土している。頭頂部と下顎
と思われる部分までの径は25cm、 前頭部から後頭部まで15cm、 胴体部の右側にある頸椎と思われる長
さが40cm程度、下半身と思われる3本の骨の内、最も長い右側 (大腿骨か)で 30cm、 中央のもの (下

肢か)が22cm、 最も左にあるもので 8 cmを 測る。人骨を実測できたSK61と 比較すると、やや大柄であ
り、SK61人骨が女性であるならば、男性である可能性を想定する。

〔出土遺物〕 埋土中から475.4gの 土器と礫石器 2点 (3226.8g)が出土している。一部 S114竪穴
住居跡出土土器と接合することから、当遺構の土器の流れ込みであろう。

古銭は7枚出上した。30～ 34の 5枚は遺体の手元にあったと思われるもので、すべて北宋銭となっ

ている。30の 景祐元賓の初鋳は1034年で、31・ 32の 熙寧元費の初鋳は1068年 となっている。これらの

古銭は、他の墓羨からは出土していない。35・ 36は 判読不能銭で、実測図にその位置を示しているの
は、そのうちの 1つである。

〔時期〕 出土古銭は、北宋銭のみであるが、34の元祐通費が他の墓暖からも出土していることを考
慮すれば、他の墓壊と同時期で中世と考えられるが、若干他より古いものなのかもしれない。

②土坑

基本層Ⅵ・Ⅶ層 (遺物包含層)上面を検出面とする土坑は4基検出した。大型のものは、風倒木痕
と考えられたが、墓墳の周辺で検出されていることから、土坑としているものもある。遺物は少量の

縄文土器片を出土させているものもあるが、流れ込みと考え遺構外とした。
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Ⅳ 平成20年度調査

S K64土 坑 (第 10図、写真図版 6)

〔位置・検出状況〕 ⅣD2gグ リッドに位置する。第 1次検出面の 6号堀跡やS D14溝跡の検出面

と同じである。検出面の標高は49.65mである。精査後に第 2次検出面 (Ⅶ層面)で、同規模の褐色土

のプランを検出し、第 1次検出で掘 り残した部分として精査をした。実測図には反映させたが、平面

写真は上面検出分のみとなった。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。 S D16溝跡やS D18溝跡に挟まれた形である。西側には6号堀跡

がある。

〔埋土・堆積状況〕 上位に暗褐色砂質シル ト、下位に黒褐色土が埋まる。その形状から墓壊と考え

られたが、微細の骨粉が上位から出土するものの、下位からは出土しなかった。 2次検出で精査した

ものは、責褐色上の単層で、後述するS K66・ 67土坑と同様である。

〔平面形・大きさ〕 平面形は楕円形状で、短軸の壁が並行となる。やや九みを呈するが 5基検出さ

れた墓娠に似る。しかし主軸方位が、東―西でやや西北西に傾 くのが、墓壊と大きな違いとなる。大

きさは開口部径で、長軸が186cm、 短軸が107cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は中央部で大きくくぼむ。底面がやや平たんになることから、ビーカー状

としていいかもしれない。深さは北壁で最大87cmを測る。

〔出土遺物〕 上位から出上した骨粉は、微細で判別できなかった。その他土器や古銭は出上してい

ない。

〔時期〕 古代から中世の遺構と考えられ、中世の可能性が高い。

S K65土坑 (第 10図、写真図版 6)

〔位置・検出状況〕 ⅣDlfグ リッドに位置する。第 1次検出面 (Ⅵ層面)で捉えた。検出面の標

高は49.68mで ある。

〔重複・隣接関係〕 南側で S D17溝跡と隣接 (重複 ?)する。下位面からは 2号埋設土器が検出さ

れており、その上面に当たる。

〔埋土 。堆積状況〕 上位の黄褐色土に炭化物や焼土粒が混入する。A柱穴状土坑群 2の埋土と同類で、

基本層Ⅳに相当する可能性が高い。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は略円形で、大きさは開口部径で、北壁から南壁で82cmを測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形状で、底面はほぼ平坦である。西壁がなだらかに、東壁が角度を

もって立ち上がる。深さは18cmを 測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 古代から中世の遺構と考えられ、中世の可能性が高い。しかし、第 1次検出面とはいえ、

縄文住居跡の検出面 (S114は 49.60m)と 標高的には大差がなく、遺構の真下に、埋設土器が検出され

たことが、気になる点である。埋土上位に見える炭化物などは、埋設土器に関連するものであった可

能性も否定できない。

S K66土 坑 (第 11図、写真図版 6)

〔位置・検出状況〕 ⅢD8eグ リッドに位置する。検出面の標高は49.54mで ある。第 1次検出で大

きな円形のプランを得ていたが、当初は風倒木と考えていた。しかし、中世墓媛の近隣にあること、

埋土状況や立地状況など同様の特色を持つS K67土坑の存在から、土坑と登録した。平面図中の波線

は、埋± 2・ 3を壁・底面とした場合のプランである。
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2 検出遺構と出土遺物

〔重複・隣接関係〕 SK 101竪穴住居状遺構を切る。南西側でS K62墓壊を切るが、波線をプラン

とした場合は隣接する。

〔埋土・堆積状況〕 最上位に、砂質の褐色度上、中位に暗褐色土がある。下位には撹乱されたよう

な混合上が入り込む。埋上の中に遺物は出土しない。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は楕円形状を呈すと考えられ、長軸の方向は北西―南東となる。宴線プ

ランの大きさは開口部径で、長軸が314cm、 短軸が推定200cmと なる。波線プランは、長軸200cm、 短

軸120cmと なる。破線プランは、S K61墓疲などの大きさに似る。

〔断面形・深さ〕 壁がなだらかに上がる皿形状を呈すが、底面はやや平坦となる。深さは実線プラ

ンの西壁側で、72cmを測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔その他〕 風倒木の可能性がある。S K62墓媛と隣接しており、墓墳の近くに植樹された樹木が倒

れたものであろうか。上位は削平されているが、塚状の遺構かもしれない。

〔時期〕 不明であるが、中世の可能性が高い。

S K67土坑 (第 11図、写真図版 6)

〔位置・検出状況〕 ⅢD8gグ リッドに位置する。第 1次検出で、標高は49.50mで ある。S K66土

坑同様に、風倒木の影響を受けた自然作用と考えていたが、墓墳との関連性を考え、中世の遺構とし

て登録した。

〔重複・隣接関係〕 北東部でS K60墓墳と南東部でS K61墓墳と隣接する。縄文の遺構であるSK
68土坑や風倒木状の土坑であるS K69土坑が東側にある。また、北側に囲むように5号集石遺構があ

る。

〔埋土・堆積状況〕 褐色シル トのほぼ単層で、やや粘土質である。暗褐色シルトの混合割合で 3層

に細分できる。上位にえ化物が観察される。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は楕円形状で、主軸方位は北北西に少し傾く。これは隣接するS K61墓

娠と同軸となる。大きさは開口部径で、長軸170cm、 短軸95cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は、南側壁がほぼ垂直にたち上がる逆台形状で、底面は平たんとなる。深

さは40cmを 測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔その他〕 上述した隣接する遣構の内、検出面や埋上の状況また出土遺物がないことから、墓娠と

の関連を考えぎるを得ないであるう。S K64土坑やS K66土坑と同類と考えられる。

〔時期〕 不明であるが、中世の可能性が高い。

③堀跡

6号堀跡 (第 12図 、写真図版 7)

〔位置 。検出状況〕 ⅣDleか ら、ⅣD2・ 3fに跨って位置する。第 1次検出で、検出面の標高

は49.70m前後となる。平面でのプランはすぐ判別できたが、埋土や断面形、深さなどは、把握するの

が難しく、第 2次検出面 (Ⅵ 層下～Ⅶ層面)で も精査し、平面実測や写真撮影を繰り返している。図

面は合成したが、平面写真は上位検出完掘と2次検出完掘の 2段階となった。

当初は溝跡として報告の予定だったが、堀跡とした理由は、前年度調査において、 1・ 2号堀跡が

検出されており、規模や断面形なども類似することに倣っている。
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2 検出遺構と出土遺物

札剪

当

SK“  (A― A′ )

1 10YR4/6褐鬱 ンルト
粘性なし しまりなし
婁母Aの砂粒微量含む

2 10YR3/4 暗褐色粘質シルト
粘性あり しまりあり

3 10VR3浴  暗褐色粘質シルト
粘性ややあり し.ま りあり
炭化物少量含む

4 10YR3/4 暗脅色シル ト

粘性なし しまりあり
10YR5/6● 8色粘上が混入する40%程度
炭化物微量含む

5 10YR4/4 褐色シルト

船性あり しまりあり
6 10YR2/3 1剥綺色シルト

活性あり しま
'非

常に弱い

本痕―による繊乱か?

7 10YR4/4 褐色粘土
Ⅷ層

A牛― 卿 枷 引 ▲

SK67(A― A′ )
1 10YR4/4褐色給質シルトー

粘性強い しまり密

径5ミ リ1弱の炭化物微量含tr

暗褐色シルト莉%まばらに含tr

2 10YR4/4 褐色粘質ンルト

鵜性強い しま,密
―

暗脅色シルト20%ま ばらに合tr

8 10YR4/4 褐色粘質ンルト

粘性強い しまり密

虫
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Ⅳ 平成20年度調査

〔重複・隣接関係〕 縄文時代の多くの遺構を切る。代表的なものでは、住居跡ではS116、 竪穴住

居状遺構ではS K 102が堀跡によつて壊されている。 SN QOと も住居に関連すると考えられたが、堀

により判別できずに、炉跡としている。同時期のものとしては、 S D15・ 16の溝跡が隣接するか重複

する。

〔埋土・堆積状況〕 最上位には褐色の砂が覆う。特に北側断面C― C′ に厚 く堆積しているのを観測

できる。その下に砂質の暗褐色シルトがある。この暗褐色上が第 1次検出面でプランとなってあらわ

れるものである。下位に行 くに連れ黒みが強くなり、炭化物も増えてくる。この黒褐色土は、縄文時

代の包含層と酷似しており、時に掘りすぎ、もしくは掘 り足 りないという事態を起こす。最下位には

グライ化した粘上が埋まる区域もある。

〔延長・幅〕 南東から西北西に約 6m、 屈曲してやや北西に向きを変え7mほ ど検出した。総延長

は13mほ どで、延長はそれぞれ調査区外へ延びる。幅は開口部径で、南東側は0.88～ 1.02mで屈曲区域

方向に向かって、少しずつ幅が大きくなる。北偵1は 1.52～ 1.64mを測り、北部でいつたん1.32mま です

ぼみ、底から北側に放射状に広がる。調査区外との境で、最大となり2.82mを測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は、南側は壁が斜めに直線的に立ち上がり、底面はやや九みを帯びている。

中央部の屈曲部分では、壁は緩やかになり、皿形状を呈す。北側に向かってふたたび壁の立ち上がり

が角度を持ち、底面が平坦になる。深さは東側壁で、南側が66.1～ 72,7cm、 屈曲区域が浅く概ね30cm程

度、北側が、柱穴列状土坑の上場との比高で73～75cmを測る。底面の標高は、南側で48.90m、 北側で

48.80～ 48,70mと なり、若干ではあるが北側が低い。この高低差は、埋土断面に見えるグライ化粘上の

堆積となってあらわれている。

※平成18年度調査 1号堀跡の底面の標高は、南側で48.80mと なっている。

〔下位の柱穴列〕 北側の底面でグライ化粘上のプランで検出した。開口部径が、最大値で54～70cm、

底部径が最大値で26～38cmの 6基の上坑が、ほぼ80cm間 隔で列をなしている。深さは最大値で31～ 49

cmで あり、】ヒ側ほど深い。

〔その他〕 深さが異なる中央部を境にして、南北に違う遺構の可能性が高い。南側が平成19年度 5

号堀跡から続く遺構、そして北側が柵跡の可能性がある。

〔出土遺物〕 埋土中から縄文土器が693.8g出上した。磨滅した深鉢の破片や壼形土器の小破片など

がある。土師器片は見つからなかった。石器は367.5gの 出土である。石核や剥片 。磨製石斧なども出

土している。これらは流れこみや壁を掘りすぎて得たものであり、遺構タトとして取り上げている。遺

構の時期に想定できる遺物はない。検出グリッドから40の須恵器が出土しているが、これも流れ込み

と考えられる。

〔時期〕 中世の遺構と考えられる。

④溝跡

S D14溝跡 (第 13図、写真図版 8)

〔位置・検出状況〕 ⅣDleo f・ gグ リッドに跨って位置する。第 1次検出で、検出面の標高は

り。50m前後となる。

〔重複・隣接関係〕 縄文時代の 2つの竪穴住居跡 (S114。 15)を切る。南側でS D18溝跡と重複

する。その前後関係は不明である。周囲には小型の柱穴状土坑がある。

〔埋土 。堆積状況〕 上位に黄色、中位に暗褐色の砂質のシルトが埋まる。断面に見えるやや明るい

色調を持つ土は、他の遺構には見えない。基本層V層 に相当する可能性もある。
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2 検出遺構と出土遺物

〔延長・幅〕 ほぼ北―南にやや蛇行しながら廷びる。検出された長さは約12mで、南北それぞれに

調査区外に延びる。幅は開口部径で、中央部で84～ 102cm、 北・南側で70cm前 後となる。30cm前後の

差はあるが、南北側では、縄文土器包含層を精査の際に、上面が若干下がった結果と考えられ、遺構
の特色的なものではないと思われる。

〔断面形・深さ〕 北側はU字状、中央部から南側は皿形状の断面となる。しかし、北側は底面が平
坦になる様相が見えた。深さは40cmを 測る。

〔出土遺物〕 埋土中から152.7gの上器片が出土した。粗製土器が中心であるが、中には弥生時代中

期に属する可能性のある土器片もある。また、土師器のような破片も1点出土しているが詳細は不明
である。石器は剥片 1点 (8,7g)の 出土である。すべて流れ込みや壁の掘 りすぎで得られたものと判

断した。

〔時期〕 埋土の特色は古代 (平安時代)を示す。出土遺物からも古代の可能性が高いが、ここでは

古代から中世の遺構とする。

S D15溝跡 (第 14図、写真図版 8)

〔位置・検出状況〕 ⅣD2・ 3e・ fの 4つ のグリッドに跨る。第 1次検出で、検出面の標高は 6

号堀跡と同じである。

〔重複・隣接関係〕 西側で6号堀跡と重複する。新旧関係は判別できなかった。東側は調査区外に

広がるが、平成18年度調査した溝跡 (S D05)イ こ接続する可能性が高い。

〔埋土・堆積状況〕 暗褐色と黄褐色上の自然堆積である。

〔延長・幅〕 東北東から西南西に、直線的に延びる。検出された総延長は3.24mである。幅は開口

部径で、概ね46cm前後、底部径で20cm前後となる。

〔断面形・深さ〕 断面形は、壁が角度をもって立ち上がる、ビーカー状となる。深さは25cmを測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 中世の遺構と考えられる。

S D16清跡 (第 14図、写真図版 8)

〔位置・検出状況〕 ⅣD2・ 3f・ gグ リッドに跨って位置する。第 1次検出であるが、 6号堀跡

精査中に判明したもので、面としてはやゃ上位を下げた状況での検出であり、平面形は若干推定せざ
るを得なかった。

〔重複・隣接関係〕 6号堀跡と隣接 (重複 ?)す る。遺構の南半分は調査区外にある。内部に小型
の柱穴状土坑2個 を検出した。

〔埋土・堆積状況〕 暗褐色土の単層で、自然堆積である。

〔平面形 。幅〕 延長の平面形は、隅九の方形周溝状である。西から東に延びる溝の延長が3.50mほ

どで、北から南に延びる溝は2.50mを 確認した。幅は非常にうねりが大きく、開口部径で25～ 60cmと

一定していない。しかし、底部の径は20～ 30cm(一部が狭くなっているが)内 と比較的安定している。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、深さは、最大でもS cm程 と浅い。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 6号堀との関連は定かではないが、古代から中世の遺構と考えられる。
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Ⅳ 平成20年度調査

6号堀跡 (C― C′ )

1 表土
2 10Y馳/3 にぶい黄褐色砂

粘性な し しまりあ り
Ⅳ層

3 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト

粘性ややあ り しまりなし

水性堆積物 (グ ライ化粘土)下位 に筋状に含む

1 10YR3/3 暗褐色砂質ンル ト

粘性なし しまりなし

粒のあ らい砂
3 10YR3/4 暗褐色 シル ト

粘性な し しまりあ り

炭化物少量含む
3 10YR2/3 黒褐色 シル ト

粘性ややあ り しまりあ り

炭化物中畳含む

7 10YR3/3 暗掲色 シル ト

粘性あ り しまりややあ り

炭化物プロックで中量含む

3 7カ グ`ライ化 した層 と考 えられる

粘性なし しまりなし

炭化物少量含む
9 10YR3/2 黒褐色 シル ト

粘性な し しまりあ り

炭化物多量含む

弥生住居跡の埋土 となる

10 10YR4/4 掲色砂質シル ト
粘,生な し しまりあ り

10YR3/4 暗褐色砂質シル ト

粘性あ り しまりあ り
炭化物少量含む

Ⅷ層 黄褐色粘土層
Ⅷ層 黄褐色粘土層であるが、やや砂質でⅨ層に近い

ネ
1孟 D3f

Bド=守 90均
B′

7=雪ミくミ阜こ,ア
2嚢

'75

6号堀跡 (B― B′ )

1 10YR3/3 暗褐色砂質シル ト

粘性なし しま りあ り
え化物微量含む

210Y磁/3 黒褐色砂質シル ト

粘性なし しまりあ り
水性堆積物 (グ ライ化粘土)少量含む

3 10YR3/4 暗褐色 シル ト

粘性あ り しまりあ り

炭化物ブロックで少量含む

4 10YR3/4 暗褐色 シル トと10YRb/6 黄褐色シル トの混合

粘性あ り しまりややあ り
人為的堆積の様相 を示す

5 10YR2/2 黒褐色 シル ト

粘性ややあ り しまりややあ り
炭化物少量含む

6 10YR4/3 1こ ぶい責褐色砂質シル ト

粘性なし しまりあ り
7 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト

粘性なし しまりあ り

一

L‐501100

調
査
区
外

6号堀跡 (A― A′ )

1 10YR3/3 暗褐色砂質シル ト

粘性なし しまりあ り
2 10YR3/3 暗褐色砂質ンル ト

粘性ややあ り しまりあ り

炭化物プロックで微量含む

3 10Y貯 2 黒褐色シル ト

粘性あ り しまりあ り

炭化物プロックで少量含む

黄褐色粘上粒状に微量含む

4 10YR3れ  暗褐色粘質シル ト

粘性あ り しまりややあ り

炭化物微量含む

5 10YR2/2 黒褐色 シル ト

粘性あ り しまりなし

炭化物中量含む

6 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色砂質シル ト

粘性なし しまりあ り
7 10YR3れ  暗褐色砂質シル ト

粘性なし しまりあ り
C― C′ 断面の■ と同 じか

8 不明だ力℃ C′ 断面の10・ 11の砂質シル

4

卜の可能性が高い

第12図 6号堀跡
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2 検出遺構と出土遺物

AttA′

S D14(A― A′ )

1 25YR4/2 暗灰黄色砂質シル ト

粘性なし 固 くしまる

75YR5/6明 褐色 シル ト粒状 に微量合む
2 10YR3/3 暗褐色砂質シル ト

粘性ややあ り しまりあ り

炭化物プロックで微量合む

3 10YR4/3 にぶい黄褐色シル ト

粘性ややあ り しまりややあ り

炭化物プロックで少量含む

責褐色粘土粒状に微量含む

BI判 J
1

3v

S D14(B― B′ )

1 26YR4/2 暗灰責色砂質シルト
粘性なし 固くしまる
75YR5/6明褐色シルト粒状に微畳含む

2 10YR3/3 暗褐色砂質シルト
粘性ややあり しまりあり
炭化物プロックで微量含む

3 10YR4/4 掲色砂質ンルト
粘性あり しまりあり

4 10YR4/3 にぶい黄掲色シルト
粘性あり しまりあり

L=49800
C― C′

― ―

1

S D19(C― C′ )

1 10YR5/6 黄褐色砂質シル ト

粘性な し かた くしまる

炭化物プロックで下位 に微量含む

S115の埋± 1層 と同 じ

L=49B∞
DttD′
V

PP l(D― D′ )

1 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質ンルト
粘性なし しまりなし

縞 D猪

ＰＰ７
◎

/ く

◎PP13
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L=49!790
A― A′

Y2

S D15(A― A′ )

1 10YR3/3 暗褐色砂質シル ト

粘性なし しまりあ り

炭化微畳合む

2 10YR4/3 にぶい黄褐色シル ト

粘性あ り しまりあ り

し=49700
BHB′  Cトー呵C′

ア  了

S D16(B― B′ ・C― C′ )

1 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シル ト

粘性 な し しまりあ り

2 10YR3/4 暗褐色 シル ト      E
粘性ややあ り しまりあ り

雲母状泣微量含む

L=48800

Dトー引D
▼

1

S D17(D― D′ )

1 10YR3/3 暗掲色砂質シル ト

粘性な し しまりあ り

S D18(E― E′ ・F― F′ )

1 10YR3/4 暗褐色 シル ト

粘性ややあ り しまりややあ り

炭化物プロックで少量含む

2 10YR4/4 褐色 シル ト

粘性あ り しまりあ り

戊化微量含む

Ⅳ 平成20年度調査

F― F′

ヤ

意
出
脚
解

浮
SD14

Li4a500

中）２２

//

SD16

SD17
Ｎ
∩

干

SD18

説

０
　
　
四◎

削
⑤

第14図 SD15～ 18溝跡
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2 検出遺構と出土遺物

S D17溝跡 (第 14図、写真図版 9)

〔位置・検出状況〕 ⅣDl・ 2fに跨って位置する。第 1検出面であり、 6号堀跡やS D15溝跡と

ほぼ同標高で検出されている。

〔重複・隣接関係〕 S K65と 隣接もしくは重複する。6号堀跡と14号溝跡に挟まれた位置にある。

〔埋土・堆積状況〕 砂質の暗褐色シルトの単層でS D16溝跡に似る。自然堆積である。

〔延長・幅〕 東西に延び、西側で屈曲する。屈曲の角度や方向はS D16溝跡とほlF同 じである。検

出した総延長は、2.40mほ どである。幅は開口部径で、26～ 34cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、深さは最大で10cmと 浅い。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 古代から中世の遺構と考えられる。

S D18清跡 (第 14図、写真図版 9)

〔位置 。検出状況〕 ⅣDlgグ リッドに位置する。第 2次での検出である。周囲にはS D14溝跡や、

後述する縄文時代晩期の上坑であるS K72土坑やS K78土坑があり、その精査後に検出した遺構であ

る。よって遺構のほとんどが、削平されているが、断面から縄文時代の上坑より上位にあると判断し、

推定線を絡めて登録した。

〔重複・隣接関係〕 上記のとおり多くの遺構と重複する。

〔埋土・堆積状況〕 暗褐色から褐色のシルトが埋まる。他の溝跡の埋土に比べれば、若干粘性があ

ることと、炭化物を含むという違いがある。

〔延長・幅〕 延長は、東側と西側に弧を描くように延びると想定している。円形周溝状である。遺

構の半分が南側の調査区外に延びると考えられ、総延長は9m前後となる。幅は開口部径で、東側が

40cm、 西側が60cm程 になる。円形周溝となる場合は、直径が東―西軸で6m前後と推定される。

〔断面形・深さ〕 皿形状である。深さは最大でも20cm前後で、特に東側で浅い。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 古代から中世の遺構と考えられるが、木痕などによる自然作用の可能性もある。

S D19溝跡 (第 14図、写真図版 9)

〔位置 。検出状況〕 Ⅲ D10fグ リッドに位置する。検出面はⅥ層上面である。S115の炉跡を囲む

ように位置することから、住居跡の周溝的な遺構と考えたが、床面上位 (住居跡埋土上位)か らの掘

り込みが確認できたかとから、Ⅵ層面を検出面とする古代以降の遺構と捉えた。

〔重複 。隣接関係〕 S115竪穴住居跡の床面を切る。S D14溝跡と隣接 (重複 ?)する。周囲で小

型の柱穴状土坑を6個検出した。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は、砂質の責褐色上の単層で、S115竪穴住居跡の埋土断面にも、住居跡

の上位の遺構である様相が見えた。

〔延長・幅〕 楕円形状にゆるやかに屈曲して東西に延びる。延長は把握できなかった。幅は、開口

部径で35cm前後と狭い。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、壁は緩やかに立ち上がる。深さは、S115竪穴住居跡の断面

で見ると最大28cnaを測るが、精査後では2～ 3 cm前後となった。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 円形周溝状であるS D18溝跡と同時期で、古代から中世の遺構と考えられる。
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Ⅳ 平成20年度調査

⑤柱穴状土坑

A柱穴状土坑群 2(第 13～ 16図、写真図版 9・ 11)

〔検出状況〕 柱穴状土坑は、大きく3回の検出を行っている。 1回 目は第 1次検出面上 (Ⅵ層上面)、

2回 目はⅥ層精査中 (Ⅵ ～Ⅶ層上面)に検出したもの、最後にⅧ層面で検出したものである。A柱穴状土

坑群 2は、 1回 目に検出したすべて (P P01～ P P16)と 2回 目に検出したもののうち、埋上の特色から、

時期を古代以降と捉えたもの (P P301～ P P 329)を集めた。

〔位置〕 表に示した通りである。

〔埋土・堆積状況〕 基本的にP P01に 見える砂質の暗褐色またはにぶい黄褐色シル トの自然堆積である。

特にS D19溝跡周辺のものは砂質の責褐色土が埋まる。P P 301～ 329は 、縄文時代の柱穴状土坑を除外 し、

炭化物が混入しない砂質の暗褐色土のものを登録した。

〔平面形 。大きさ〕 表に示した通 りである。

〔断面形・深さ〕 断面形は柱穴状である。深さは表に示した通りである。

〔出土遺物〕 P P318か ら古銭が 1枚 (37)出 土した。至和元賓で北宋銭 (初鋳1054年 )である。

〔性格・時期〕 P P04～ 07に は規則性があり、溝跡に関わるなんらかの施設であろう。同じようにPP

12・ 15。 16も 溝跡関連と考えられる。時期は古代から中世にかけての遺構と考えられる。墓壊周辺に散ら

ばるP P301～ 329の うち、 S K62・ 63墓墳に挟まれた 7個の柱穴状土坑は掘立て柱建物跡状である。古銭

が出土したP P 318周 辺にも、規則的な配置が見えるが詳細は不明である。ただし、墓媛の空白区域 (Ⅲ

D10gグ リッド杭の南側)に建物跡が広がっている可能性も指摘できる。

⑥古代から中世以降の出土遺物  (第 16図、写真図版10。 11)

中世期の遺物は古銭のみで、陶磁器などは出土していない。また、古代期の遺物も小破片のみで、平成

19年度調査で出土した完形の土器はない。

古銭は37枚出土した。内訳は南唐銭 3点、北宋銭15点、明銭 7点、判読不能銭 (悪銭 ?含む)が 12点で

ある。出土古銭の初鋳年の幅は960年から1408年 となる。もっとも古いのが南唐銭の開元通賓で、 3点の

径を見れば、外縁外径・内縁内径には差がないが、14の み他の判読不明銭のように量目 (重 さ)がない。

北宋銭は 9種類と多い。最も初鋳年の早いものが、景祐元賓の1034年 となる。15点の計測値では、タト径は

元祐通賓の23,7611mか ら天聖元賓の24.9341mで 1.07nlmの違いとなる。しかし、内径では至道元賓の17.44almを 最

月ヽに、最大は同じく天聖元賓 ?の 20.58alalと 3 11nlほ どの幅がある。北宋銭の特色であろうか。

明銭は決武通賓と永楽通賓である。洪武通賓は外径が2411m以上のものがないが厚さがあり、永楽通費は

径が大きくて、薄いという特色があらわれた。

判読不能銭はS K59・ 62墓壊で多い。 S K59墓 媛出土の 3・ 4は厚みや量目がなく悪銭 (ご まかし銭)

であろうか。 S K62墓娠の永楽通費の下に重なっていた4点は、径や量目から北宋銭かもしれない。

上記のとおり墓娠から出土した古銭は北宋銭が多いが、北宋銭は最も流通した渡来銭で、出土銭種順位

は、 1位が皇宋通費、 2位が元宝通賓、そして 3位が熙寧元賓となるようである。 (鈴木公雄「出土備畜

銭と中世後期の銭貨流通」 F史学第61巻第 3。 4号』1992三田史学会)

古代の土器は非常に少なく3点 のみの掲載となった。38は、S114竪穴住居跡の埋土上位に混入する形

で出土したもので、ロクロ土師器の邦である。391ま排土から拾った須恵器片で詳細は不明である。40の須

恵器は 6号堀跡検出グリッドでの出土である。

近世から現代の遺物は2点で、41は警か何かの装飾品、42は西側撹乱から出上したもので、西側の撹乱

構築時期に当てはまる可能性を持つものである。 (38～ 42は写真掲載)
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2 検出遺構と出土遺物

第 4表 遺物観察表 (古代～中世 )

① 古銭 (網 は表掲載 径の計測位置は凡例参照)

② その他

番 号 出土地点 出土層位 通貨名
径

量目 (g) 備考
外径 (mm) 内径 (mm) 銭厚 (mm)

1 S K59 埋上下位 元祐通買 2376 1751 320 北宋

S K59 埋上下位 判読不能 2426 1962 298 以下3点接着

S K59 埋土下位 判読不能 2188 1775 096 接着

S K59 埋土下位 判読不能 2338 1898 接 着

S K59 埋土中 洪武逸賓 ? 2358 2000 298 明 植物の袋の中にまとまって接着

S K59 埋土中 元祐通費 ? 2433 1929 269 北宋 植物の袋の中にまとまって接着

7 S K59 埋土 中 判読不能 2492 1909 086 262 植物の袋の中にまとまって接捲

S K60 床面 開元通費 2412 2037 099 南唐

S K60 床 面 永楽通費 2464 2026 327 明

S K60 床 面 至道元賓 2453 1744 273 北宋

11 S K60 床 面 永楽通賓 2507 2061 099 326 明

S K60 床面 洪武通賓 2336 1865 345 明

S K60 床面 開元通賓 2365 1909 南唐

S K60 床 面 開元通費 2436 1920 160 破損

S K60 床面 景徳元賓 2443 1852 北宋

S K61 床面 天聖元費 2430 2017 117 344 北宋

17 S K61 床面 天聖元責 2441 2024 255 北宋

S K61 床面 元豊通寅 ? 2481 1809 北宋

S K61 床面 天聖元賓 ? 2493 2058 北来

S K61 床 面 皇宋通費 2438 1909 北宋

S K61 床面 永楽通費 2486 2128 1 06 228 明

S K61 床 面 永楽通費 2427 2093 133 292 明

23 S K62 床面 永楽通変 2084 240 明 接着資料最上位

24 S K62 床 面 判読不能 2545 2043 189 接着資料上から2枚 目

25 S K62 床面 判読不能 2481 139 285 接着資料上から3枚 目

26 S K62 床 面 判読不能 2450 2075 142 接着資料上から4枚 目

27 S K62 床 面 判読不能 2455 2148 124 接着資料上から5枚 目

28 S K62 床面 洪武通賓 2360 1973 144 明 足付近

29 S K62 床 面 元祐通費 2475 2054 北宋 足付近

30 S K63 埋土下位 景祐元費 2471 2056 123 334 北未

S K63 埋土下位 県寧元賓 2345 289 北 宋

S K63 埋上下位 屎宰元寅 2452 1799 084 243 北宋

S K63 埋上下位 熙宰元賓 ? 2412 1884 142 337 北宋

S K63 埋土下位 元祐通費 2358 1757 227 北 宋

35 S K63 埋上下位 判読不能 2333 1902 出土地点不明 (足元 ?)

36 S K63 埋上下位 判読不能 2358 1880 1 56 328 出土地点不明 (足元 ?)

P P318 埋土 中 至和元買 2416 1908 1 27 293 北宋

番堤 出土地点 出土層位 器種 種 類 部 位 観察 重量 時期 備 考

Sl14 検出面 土師器 邦 口縁部 赤焼 きの不 平安時代 ロクロ痕 写真

廃土置場 廃 土 須恵器 養 体 部 色調は灰色 平安時代 タタキロ 写真

IVD l e Ⅵ上 須恵器 甕 体 部 色調は赤茶色 平安時代 ロクロ痕 写真

‖D8。 9イ H層 ? 装飾品 審 ? 先端 日召不日? 写 真

西側撹乱 I層 陶磁器 続 口縁部 296 日召希日? 写真
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Ⅳ 平成20年度調査

(2) 縄文 ・弥生時代 の検 出遺構 と出土遺物

縄文・弥生時代の遺構は竪穴住居跡 3棟、住居状だが炉跡がなく、遺物も少ない竪穴住居状遺構 3

基、土坑10基、炉跡 2基、集石遺構 5基、埋設土器 2基である。柱穴状土坑はV層以下面で検出され、

Ⅵ層包含層 (炭化物を多 く含む黒～暗褐色土)を埋土 とするものと、最終面 (Ⅷ層面)で検出された

ものを区域ごとに 2つ に分けて説明している。

遺物図版は、①竪穴住居跡出上の上器と石器、②竪穴住居状遺構と③土坑出上の上器と石器、④炉

跡・⑤集石遺構出土土器と石器、という具合にそれぞれまとめて表とともに掲載している。

写真図版は、遺構内の出土土器、遺構内の出土石器・石製品、遺構外の出土土器・石器と分けて掲

載していることを留意願いたい。

①竪穴住居跡

竪穴住居跡は3棟検出した。これらは壁の立ち上がりは不明瞭で、 2棟は重複している。柱穴の配

列も判別できていない。しかし、土器の出土状況や炉跡の存在から、それぞれ独立した遺構として登

録した。よって規模や平面形は推定線となっているところが多くなった。また、その他にも不明なと

ころが多々あり、他の遺構との関連については本文で示している。

S114竪穴住層跡 (第 17。 19・ 21。 22図 、写真図版12・ 13・ 24。 29)

〔位置・検出状況〕 ⅢD8・ 9e・ fグ リッドに跨つて位置する。Ⅵ層上面から遺物が出土しはじ

め、その状況から竪穴住居跡と登録した。平面形のプランが確定できず、断面観察でも壁の立ち上が

りが明確にできなかった。最終的には、土器の出土状況と炉跡を中心に、一定の距離を持って巡る小

柱穴状の遺構を住居跡の範囲とした。

〔重複・隣接関係〕 南側でS115竪穴住居跡と重複する。北側が調査区外に広がる。床面南東部と

北西部が中世の墓媛によって撹乱される。東側にはS K76土坑が隣接する。

〔埋土・堆積状況〕 上位に責褐色の砂質のシル トが載る。この層の下位からすぐ下の黒掲色上が最

も多くの上器片を出土させる。これらは自然堆積層と考えられる。A― A′ で見ると、一部混合土 (埋

± 5)が見られるが、これは墓墳の掘削土の可能性が高い。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は円形を呈すると想定した。柱穴の範囲で推定したために不整となった

が遺構の特色的なものではない。最も大きなプランで推定線を引いているが、それによれば 6mほ ど

の径となる。埋土断面A一 A′ の南側が壁状に立ち上がるが、その範囲で推定すれば5mほ どになる

うか。

〔壁・深さ〕 壁の形状や高さなどは検出できなかった。

〔炉跡〕 床面の、やや北側と推定する位置に地床炉が検出された。平面形は不整な楕円形で、北東

側が突出する。焼上の規模は、南―北74cm、 東―西64cmを測る。深さは6～ 12cmと 厚い。掘 り方はあ

まり大きくなく、ほぼ焼土の範囲内に収まり、深さも浅い。

〔柱穴〕 周辺で、埋土に炭化物を含む黒褐色土をもつ、多くの柱穴状の上坑を検出した。総数は

138個 となる。当遺構に関連すると想定しているものはそのうち71個で、南側の一部はS115竪穴住

居跡と重複している。主柱穴となりそうなのが北側のP8と 南側 P12である。どちらも開口部径が40

cmを 超える大型の柱穴となる。P5・ 7や対角線上にあるP14も 開口部径は小さいが主柱穴になるか

もしれない。その他の小柱穴は壁際に巡ると思われるものや、床面中央部にあるものに分かれるが詳
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2 検出遺構と出土遺物

細は不明である。炉跡の北と北東側は空白域となる。

〔出土遺物〕 土器の出土量は、12425.6g(約 12.4kg)と なる。内訳は、検出面から埋土中位として

取り上げたもの43.3%で、56.7%(7045,7g)は 埋上下位から床面として取り上げた。比較的、床面出

土として図化できたものが多い。掲載は23点で、本文中の (ア )～ (オ )は、平面図に対応している。
44は床面で取り上げたもの (ア )で、検出グリッドから出土した土器43と 同一個体と考える。台付

き浅鉢で太い沈線と大柄な貼瘤が特徴的である。台部は間隔をあけて平行沈線が 2条施文される。底

部に欠損が見られる。45も 台部片と考えられ、461ま厚みがあり底径も大きい。47は 変形工字文が中位

まで施文され、無文体を作 り、最下位に沈線が巡る。沈線が乱雑で、内部も爛れており、蓋の可能性

もある。これら浅鉢は、大洞A′ 式土器の新しい段階 ?に 当たる土器で、金附遺跡出土土器のⅢ群に

当てはまりそうなものである。

49は床面 (イ )の 回唇部に刺突のある山形口縁の鉢型土器、浅鉢とした48は 49同様の鉢形土器かも

しれない。50の 鉢は、皿形 (ぐい飲み形)で碗であろうか。52は浅鎌かもしれない。

深鉢形土器は床面で多 く出上している。53～55は 床面 (ウ )出上のものである。平口縁となりそう
なのは53で、床面 (工 )の 56・ 57も 同様である。これら深鉢形の特徴は、口唇部をなでることなく、

小さなうねりを持つことと、日縁部が無文体となり、体部との境をハッキリさせることである。また

口縁部は小さく外反するが、最大径が体上部になり、いわゆる肩を持つことも特色である。山形口縁
となる床面ウの54は 口唇部や突起の頂部に施文する。その他、小さな手づくね土器 (58)も 出土して
いる。

59～65は 粗製土器の体部片と底部である。そのうち59(オ )は、肩が張る器形となり、壷形土器 と

なる可能性が高い。また s115竪穴住居跡の埋土上部出土土器 と接合するものや、 S K63墓娠埋土か

ら出土 したものもある。

石器は、剥片石器が定形石器や剥片含めて59点、石核が 6点、磨製石斧 2点、磨石が 2点出土 した。

総重量は4188.6gと なる。掲載は定形石器 6点、不定形石器 1点、石核は 1点、磨製石斧 1点、磨石

1点である。

66は 石鏃で67は石錐 となる。69の スクレーパー (楔形石器 ?)を含め 3点 とも赤色頁岩を石材 とし

ている。681ま形状から石箆としたが、定かではない。70は スクレーパーとしたが、石鏃の未成品かも

しれない。71は原石面が残るもので、不定形石器に分類 してもいいかもしれない。72は不定形石器 と

したものである。このような石器は当遺構から8点 ほど出土 している。

73の 石核は、片面のみ細かい剥離がなされている。大きな剥片を得ようとしたものではないと考え

られる。74は 石材から磨製石斧の未製品としたが、小ぶ りである。75の磨石は床面での出土で大型で

ある。明確ではないが凹みも若干見受けられ、台石としても利用 されていたのではないかと推測され

る。

〔遺構の性格・時期〕 遺構のプランとしての可能性は3つ ほど考えられる。 1つは図版の実線で引
いた推定線のもので、最も大きな可能性を示したものである。もう1つはゃや小さめに破線で引いた

ものである。これが拡張を意味するのかどうかは判別しがたい。もう1つ の可能性は、竪穴住居では

なく平地式の住居であったとも考えられるであろう。

時期は出土土器から縄文時代晩期末から弥生時代初頭の遺構で、後述するS115竪穴住居跡より新

しいと考えられ、弥生時代初頭期に属する可能性が高い。
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S115竪穴住居跡 (第 18・ 19・ 22～24図 、写真図版13・ 14・ 25・ 29)

〔位置・検出状況〕 ⅢD8・ 9f・ gグ リッドに跨って位置する。 S114竪穴住居跡同様にⅥ層上

面から多くの土器を出土させたことから、竪穴住居跡と仮登録し精査を開始した。埋土ベルトの観察

では壁の立ち上がりを明確にできなかったが、中央部に炉跡が検出され、一括で土器が出土している

ことから竪穴住居跡と認定した。

〔重複・隣接関係〕 埋土上位を中世と考えられるS D19溝跡が弧を描いて走る。また、中世と思わ

れる小柱穴も確認できる。同時期では、北側でS114竪穴住居跡と重複する。南東部でS K72土坑と

隣接 (重複 ?)する。床面東側には 5号集石遺構があり、住居跡に関連する可能性もある。

〔埋土・堆積状況〕 埋土上位に砂質の責褐色土が載る。この層はS114竪穴住居跡には見られない

もので、下位から土器片が出土する。もっとも厚 く堆積するのがS114竪穴住居跡埋± 1に相当する

黄褐色上である。表中の埋土上位出土土器としているものは、この層からのものである。主体は黒褐

色土で、この層の広がりを住居跡の範囲としている。S114竪穴住居跡と比較して、撹乱を受けてい

るように様々な土が堆積している印象を受けた。

〔平面形 。大きさ〕 埋土断面では北西と南西側に壁の立ち上がりが見えたが、明確ではなく、推定

線 (実線)は土器が出土している範囲と、柱穴状土坑の範囲を鑑みて、最も大きなプランとして円形

で引いたものである。埋土断面からは楕円形の可能性を示している。

平面形が円形とした場合は最大直径6.70m、 炉跡を中心として規模を縮める (点線)と 直径 5m前

後となろう。やや北一南を縮めた楕円形とすれば、6.50m× 5,30m前後となると想定している。

〔壁・深さ〕 壁の形状や高さなどは検出できなかった。

〔炉跡〕 床面ほぼ中央部で検出された。円形に礫で囲われる。長さ20～ 24cm、 幅12～ 16cmの 大型の

礫と、長さ10～ 15cmほ どの小型の角礫で構築される。大型の礫は埋め込まれ、小型の角礫は置かれて

いる。平面形は略円形で、崩落礫を除いた規模は、南―北68～ 70cm、 東―西70～72cmを測る。焼土は

北寄りに礫から離れて位置する。平面形は楕円形で、規模は26× 28cmと S114炉跡と比較して極端に

小さい。焼土の厚さは 3 cm程度で浅く、礫が混入し、締まりがない。掘 り方は、埋± 5を プランと考

えた。集石土坑のように大型となる。平面形は円形で大きさは122× 128cmと なる。埋± 5はⅦ層で、

掘り方は埋± 4を底面とする小規模なものであった可能性もある。

〔柱穴〕 大小合わせて74個検出した。実測したP137・ 138は炉跡から等間隔に位置する。P13・ 87・

110は 、口径が大きく主柱穴になる可能性がある。S114竪穴住居跡とは逆の南東部に空白域がある。

遺構の南側には古代以降と想定したA柱穴状土坑群 2があり、それらに含まれる柱穴も存在する可能

性も否定できない。

〔出土遣物〕 土器の出土量は、13085.8g(約 13.lkg)と なる。内訳は検出面から埋土中位として取

り上げたもの41.2%で 、58.8%(7697.2g)が 埋上下位から床面として取 り上げたものである。埋上下

位から床面の出土割合が高いが、一括で出土し図化できた (ア )と (イ )の重量 (2496.3g)に よるも

ので、全体的に破片資料となった。また、遺構外やS114竪穴住居跡の上層で出土した土器とも接合す

るものも多い特色がある。掲載は25点 で、本文中の (ア )。 (イ )は、平面図に対応している。

76は床面 (ア )で上から押しつぶされたように出上した大型の浅鉢である。口径は32.45cm、 器高は

19,90cmを 測る。平口縁だがややうねる。口縁部の立ち上がりは、九みを帯びており、やや内湾する。

変形工字文で貼瘤はやや大柄である。上段 4単位、下段 4単位が交互に施文される。日縁内側にしっ

かりとした沈線が巡り、体部も丁寧に磨かれる。底部がやや欠損するが、台付きとはならない様子が

伺える。周囲には深鉢か浅鉢の底部が 3個体出土している。77は 大型であり、口縁部や体部には、見
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2 検出遺構と出土遺物

合う個体が見つからないが、78は 後述する87の底部の可能性がある。その他 (ア )では79の深鉢も出

土 している。

遺構の西側床面 (イ )では80・ 81が出土 している。80は 略完形の台付 き浅鉢である。口径は20.60cm、

器高は10.55cmを 測る。台部と浅鉢部がほぼ同じ高さである特色を持つ。平口縁で、あまり屈曲せずに、

ほぼ垂直に立ち上がる。変形工字文で貼瘤 と穿孔で施文される。穿孔は、浅鉢部は円形、台部は三角

形 もしくは逆三角形 となる。内側が丁寧に磨かれ、煤や黒斑の跡 もなく火を受けた形跡がない。81の

浅鉢は、口縁部がやや内湾 して外反するもので、底部が張 り出す。底面がただれた感 じであり、蓋 と

して転用されていた可能性がある。破片資料でも浅鉢は平口縁で、変形工字文を施文 し小 さな貼瘤 を

持つもの (82～85)がほとんどである。ただし、86は大 きな貼瘤で中が狭らており、他の破片と違 う。

また87は 山形口縁で、体部の中位まで施文されている特色がある。88の台部は埋土上位からの出土、

89は 浅鉢の脚部としたが不明である。

以上、出土 した浅鉢は、86や 87そ して88が若千違う様相を示すが、大概は大洞A′ 式土器の古段階

で、金附遺跡出上の第Ⅱ群に相当する土器である。

深鉢は平口縁のもの (90・ 91)と 山形口縁のもの (92～94)がある。90は やや長 く外反するもので

厚手である。91はあまり外反せずに短 く立ち上がる。92は 山形の突起を持つもので、口縁部の くびれ

があまりなく、最大径は口縁部となる。93は くびれを持ち、やや大きく外反し変形工字文を施文する。

最大径は体上部になる。94は 大きく外傾 し開く形の口縁部 となる小型の鉢形土器である。94・ 95は や

や時期が下る可能性がある。97・ 98は鉢形土器の底部資料である。

98は 壼 と思われる底部で、99は 無文の小型鉢、100は 土製品である。

石器は、剥片石器が、定形石器や剥片含めて74点、小型石核が 5点、礫石器では磨石が 2点、凹石

が 1点、台石のような大型の石 1点、その他磨石の欠けたものなど6点出土 した。総重量は2597.2g

となる。掲載は定形石器 4点、不定形石器 1点、磨石 と凹石各 1点である。

101は小型の石鏃で、黒曜石を石材 としている。形態が他の石鏃と異なることから、持ち込まれた

可能性が強い。102の石鏃は、最も多 く出上 している頁岩製で、形態が凸基有茎のものである。103は

石鏃の未製品か。104は 円形のスクレーパーで、原石面が認められる。105も スクレーパーのようであ

るが、剥離が微細であり不定形石器とした。このような石器が他に2点出上している。

磨石の106は 、 〔算盤型〕 (③出土遺物の特色参照 以下同じ)を しており、同様の石器が遺構内タト含め

て11点 出土しており、特に2～ 4号集石遺構周辺に多い。石器製作のための道具であろうか。また、

107の 凹石は敲き痕も認められ、やはり石器製作に関わるものと思われる。

〔遺構の性格・時期〕 炉跡を中心にプランを立てているが、一括出土土器は、炉跡より若干ではあ

るが低い位置で検出されており、矛盾を感じている。出土土器でも、S114竪穴住居跡類似のものが

炉跡の同一面で出土することから、炉跡は一括出土土器より新しい可能性もある。ここでは、一括出

土土器の様相から、縄文時代晩期末から弥生時代初頭で、遺構の時期としてはS114竪穴住居跡より

古 く、縄文時代晩期末葉に属すると考えられるとするが、その住居跡が炉跡を敷設するかどうかには

疑間が残る。

S116竪穴住居跡 (第 20・ 24図 、写真図版15・ 26・ 30)

〔位置・検出状況〕 ⅣDl。 2e・ fグ リッドに跨って位置する。検出面はⅥ層下面である。中世

の堀跡や溝跡、縄文時代の集石遺構や炉跡が検出されている区域で、当初はS N Q02炉跡を中心とし

たプランを想定していたが得られず、もう一つ検出された焼土遺構を中心としたプランで北西側の壁
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Ⅳ 平成20年度調査

が立ちあがったので住居跡とした。住居床面北狽1に あるS N Q02炉跡や集石遺構と埋設土器は切 り離

している。関連性については本文で述べる。

〔重複・隣接関係〕 床面と想定した北東側を6号堀跡に、西側床面をS D14溝跡に切られる。また

北側でS K 103竪穴住居状遺構と重複する。床面北側にはS N Q02炉跡があるが時期は新しいと判断

した。同じように2'3号集石土坑も新しい遺構と想定した。

〔埋土・堆積状況〕 上位に黄褐色砂質シルトを載せ、主体は炭化物を含む暗褐色土となる。自然堆

積であろう。               ´

〔平面形・大きさ〕 平面形は円形と推定される。大きさは、推定で北―南が6.05m、 東―西が5.98m

を測る。

〔断面形・深さ〕 検出されたのは西壁のみで、壁はなだらかに立ち上がる。床面はほlF平坦である

が、西側床はやや撹乱されている感がある。

〔炉跡〕 推定床面の中央部やや南寄りに焼土が検出された。炉跡とみられる。平面形は楕円形で、

大きさは45× 37cmを 測り、S114竪穴住居跡と比較して小規模で、焼成も悪い。

〔柱穴〕 大小11個 の柱穴状の土坑を検出した。断面実測したPlは口径34cm、 深さ54cmと なり、P

3は、口径は大きいが浅い。他は小規模であるが、想定した範囲内を巡る。

〔出土遺物〕 遺構の中央部をS D14溝跡が、東側を6号堀跡が横切っているせいか、比較的土器の

出土量が少ない。また、遺構と捉えるのが遅かつたため遺構外としてグリッドで取り上げているもの

も多い。それでも大型深鉢の破片など1701,6gの 土器が出上している。掲載は5点。

108は小型浅鉢 (碗)で穿孔される。109と 1101ま 変形工字文の浅鉢で、どちらもやや大柄な貼瘤で、

109は やや幅が広くなる。112は小型の破片で詳細は不明だが、弥生土器であろうか。これらの特色は

S114竪穴住居跡の出土土器の時期に当てはまりそうなものが多い。

石器は、土器出土量と比較して1734.5gと 多い。内訳は剥片石器26点、小型の石核 2点、磨製石斧

の未成品 2点、磨石 4点である。住居跡出土として登録したが、集石遺構関連のものかもしれない。

掲載は6点である。

113の 石鏃は基部が破損しているが、細長く剥離も細かい。頁岩製である。114の石錐はつまみ部が

台形状で幅広く、出土した石錐の中で最も大型である。115は不明であるが木の葉状の石鏃であろうか。

小型尖頭器の可能性もある。磨石は 3点。116は算盤状の磨石で、他のものより大型で重い。117の磨

石は火を受けたであろうか。赤く変色している。118も 117と 同様の磨石と思われる。

〔遺構の性格・時期〕 検出面などから判断すると、S115竪穴住居跡と同時期と考えられる。しか

し、出土遺物はS114竪穴住居跡出土に類似することから、S114竪穴住居跡の推定ラインが当遺構

まで伸び、同一遺構となる可能性もある。その場合は、S114竪穴住居跡は、S N Q02炉跡や集石土

坑の関連から、石器製作に関わる作業場的な遺構 (平地住居)と なるが、判別は難しい。
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:                             A′

S114P12(G― G′ )

1 10YR3/4 暗褐色砂質シルト

粘性なし しまりあり
炭化物少量含む

―

2 10YR4/4褐色シルト

粘性あり しまりあり

炭化物微量含む
3 10YR3/3 暗褐色ンルト

粘性あり しまりあり
4 10YR4/6 褐色給上質シルト

粘性強い しまりあり

P12

c卜1レ
4銘m ttσ

彰 T晋1塩
醜 外

炭化物少量含む

S唯
瑠

引 B′B

44

S114(A― A′ 、B― B′ )

1 10YR4/3 にぶい責褐色砂質シルト

粘性なし 固くしまる

炭化物少量含む、下位に土器片含む
2 10YR2/3 黒褐色シルト

粘性あり しまりややあり
炭化物中量含む、土器片合む

3 10YR3/3 暗褐色ンルト

粘性ややあり しまりあり
炭化物中量含む 土器片含む
5YR4/8暗赤褐色焼土 粒抹に少量含む

炉の埋土となる
4 10YR4/4 褐色ンルト

粘性あり しまりややあり
5 3と 2の混合土 (611:40)

粘性なし よくしまるしまりなし

人為的堆積状である

6 111YR4/3 にぶい黄褐色砂質シルト

粘性なし しまりあり

S114P5(E― E´ )

1 10YR3/3 暗掲色シルト

粘性ややあり しまりあり

炭化物少量含む
2 10YR3/4 暗褐色砂質シルト

粘性なし しまりあり
3 掲色土 詳細不明

◎
◎

F卜  L‐4a硼  引F′

IM

2 10YR2/3 黒褐色砂質シルト

粘性なし 固くしまる

え化物中量、焼土粒少量含む

3 10Y貶/2 黒褐色ンルト

粘性ややあり しまりなし

10YR4/6 褐色シルト混合する(30%)

炭化物少量、焼土粒微量含む

4 10YR3/3 暗褐色シルト

粘性強い しまりあり
5 10YR3/4 暗褐色ンルト

粘性強い しまりあり
グライ化する
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○
‐３４

P137
E卜  L=49700 引g

S115 PlV(E― E´ )

1 10YR2/3 黒掲色シル ト

粘性あ り しまりあ り

炭化物微量含む

2 10YR3/4 暗褐色 シル ト

粘性ややあ り しまりあ り

炭化物少量含む

L=49800

P10
G卜 し=49600 引 G′

2

S115P138(F― F´ )

1 10YR3/3 暗褐色 シル ト

粘性ややあ り しまりあ り

炭化物中量含む

2 10YR4/4 褐色シル ト

粘性あ り しまりあ り

3 10YR4/6 褐色 シル ト

粘性あ り しまりあ り

S115(A― A′ 、B― B′ )

1 10YR5/6 黄褐色砂質シル ト

戊化物下位に微量含む、

下位に土器片含む

SD19の 埋土 となる

10YR4/3 にぶい黄掲色砂質シル ト

粘,生なし 固 くしまる

炭化物微量含む、下位に土器片含む

下位 に水性堆積 グライ化粘土含む

S114の 1と 同じである

10YR74 褐色砂質シル ト

粘性なし しまりあ り

10YR2/3 黒褐色シル ト

粘性あ り しまりあ り

炭化物中量含む、土器片多 く含む

このシル トの広が りを住居跡範囲

とした。

5 10YR3/4 暗褐色砂質ンル ト

粘性なし しまりあ り

6 10YR3/3 暗褐色 シル ト

粘性あ り しまりあ り

炭化物少量含む、土器片含む

7 10YR5/6 黄褐色砂質シル ト

粘性あ り しまりあ り

炭化物微量含む

8 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シル ト

粘性なし しまり非常 に弱い

木痕による撹乱か ?石の抜けた跡か ?

9 10YR4/4 褐色砂質シル ト

粘性なし 固 くしまる

Ⅷ層か

L=4981Xl

Bトーーー ―一一―→B

第18図  S115竪穴住居跡
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SI14 炉跡

σ
_■ _=_十 ~~…        5

p  ゴ

8

S114 逸床炉跡 lC,C′ 、piD′
)

l 10YR6/6 明褐色粘土
猫性あ―り しまりなし

2 ,YR3/6 嚇 雛
1粘性あり 固くしまる
炭化物少量含む

3 ,YR3/6 暗赤褐色焼主と76YR4/4 掏色シルトとの混合土
粘性あり しまりなし
景化物微量含む

4 10YR4/4掲色シルト
粘性あり しまりややあり Ⅷ唐か

5 褐色土

陛∵辮

C卜 L=4"7ω

引
Cr

Dトーーーーー 卜497∞
引

D′

S l15 炉跡 (0-C′ 、D― D′ )

1 10YR3/3 暗褐色ンルト
5 YR4/4にぶい赤褐色焼土と10YR6/8W褐色ひ礫上が混入する
粘性なし し.ま りなし
え化物中量含む 土器片含む

2 5VR4/4 にぶぃ赤褐色焼土
壮性なし しまりあり 小礫aVe量含む

3 10YR2/3 黒褐tシルト
粘性あり しまりあり
焼土・炭他物プロッタで微量含む

4 掲色土
5 暗褐色土 Ⅵ層に相当するか
6褐色土 Ⅷ層に相当する

S■5 炉跡
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第5表  Sl14。 15竪穴住居跡柱穴観察表

Ⅳ 平成20年度調査

口径 (cm) 底径 (cm) 深さ(cm) 備考 P 口径 (cm) 底径 (cm) 深 さ(cm) 備 考

1
SH4 S旧 5

Sl1 4 9

32 71 122

S114 Sl15

6 280 PP344 Sl14

6 4 PP345 S114

7 3

8

9 52

2 23 129 Sl15

277 8

203 11 Sl14 Sl15

17 230

7 177

11 235

6 88

6

13 5 SH5 12

14 238

24 8

9 200 177 Sl1 5

224 SH4
238 S旧 4

SH5

7 246

6 8 SH5

7 Sl14

9 224 6 Sl1 5

6

7

11

217 7ヽ 11 SH5

220 7 108

7 111 236

225 125

7

43

179 S115 142

17 7 202

7 Sl14 SH5

7 S114S115

7 126 S114 Sl15 117

11

9 S115

6 S114S15 22

6 S114 SH5 Sl1 5

6 Sl14 Sl15 Sl1 5

74

Sl1 5

11 9

207 127 24

9 S114 128 9

9 7 9

232 9 Sl1 5

9

8 330 265

238 Sl1 5

9 11 3 Sl1 5

S115

7 PP342 S 14 223
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2 検出遺構と出土遺物

S116(A― A′ )

1 10YR4/3 にぶい責褐色砂質シルト

粘性なし 固くしまる
炭化物少量含む、下位に土器片含む

2 10YR3/3 暗褐色ンルト
粘性ややあけ しまりあり
炭化物プロックで少量含む

3 10YR2/3 黒褐色シルト

粘性ややあり しまりややあケ
炭化物中量含む 土器片合む

4 10YR3/4暗褐色ンルト

粘性あり しまりあり  Ⅵ層?
5 10YR4/4掲色砂質シルト

縦 あり しまりあり

Q、、、_登 _十~

L=狙a800

荒防

C′

S i16焼土 (炉LI) (C― C.′ )

1 5 YR4/4 にぶい赤褐色擁土
粘性な■ しまりあ,
10YR3/4ea色 主混入Ⅲ物炭化物多量混入

2 1に炭t物がブロックで混入する
粘性なし しまりあり

3 10YR3/4 暗褐色シルト
活性なし しまりあり

6号堀跡

廂③
ゃ

ｇ
ド

Ｐ．０◎

角

鋏静

Ｂ
◎

Pl
L‐49硼

B― ゴ

3影

S116P10-B′ )

1 10YR2/3 黒褐色シルト
粘性ややあり しまりあり
魔化物プロックで中量含む

2 10YR3/4 暗褐色シルト
粘性あり し.ま りなし
炭化物ブロツクで少畳合む
粘性ややあり しまりなし

第20図 S116竪穴住居跡
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第21図 St14竪穴住居跡出土遺物 (1)



2 検出遺構と出土遺物
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第22図 Sl14(2)。 S115堅穴住居跡出土遺物 (1)
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第23図 S115竪穴住居出土遺物 (2)
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2 検出澄構と出土遺物
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第24図 S115(3)。 S116竪穴住居跡出土遺物



第6表遺物観察表 (1)S114出土①土器

番弓
遺構
名

出土層位 器 種 部位 胎土 地 文 色 特徴 備考

‖ID10e・ f 台付浅釘 台無完形
細砂金雲
母

L― R 赤
内湾 して短 く垂直に上がる 平口縁 となるか 変形工字文 太し
沈線 大柄な貼 り瘤

A′ 新

床 面 (ア ) 台付浅鉢 合部
細砂金雲
母

赤
3本 の太いシッカリとした沈線 間隔 をあけて2条 底部意図的な
笑娼 3箇所

43の合部

埋土中 台付浅鉢 台部 細 砂 責色 3本の平行沈線 離れて 2条 A 新

埋土上位 台付浅鉢 台部
細砂金雲
母

黒 深 くしっかりとした3本の並行沈線 離れて2条 A´ 新

埋土中 浅鉢 略完形 小礫 無文 白 受屎¢作好ヱ尋P雫屋悟錦暴立ち上
がる。変形工写文 貼種 無 ‖D10eグ リッ ド出土土

器変更

埋上下位 浅鉢 ? 口縁部
細砂金雲
母

茶 山形口縁 頂部にへこみ 口唇部沈線 やや外反する 貼瘤小 さし A′ 新

床面 (イ )

一括
鉢 半完形 砂 L― R 黄色 素禁星捺 雪冨要妥続裂霧壬字斐汐量位 実魚魂振控贔曹亀は畢

れる 貼瘤 は上 か ら押 しつぶ される

外 黒斑 内煤着 底部た
だれる

床面 ～埋土
下付 鉢 半完形 細砂 無支 赤

平口縁  ほぼ直線的に外傾する 変形工字文 貼瘤つぶれる 沈
線やや細い 体部下段 まで施文 蓋 ?

A´ 剰f?

埋土 Q3 鉢 口縁 細 砂 L― R 黒
」ヽさなうねりを持つ平口縁 やや内湾する。内そぎ風で細くなる、
体上部が最大径となる。

床面～埋土
下位

鉢 ? 口縁 L― R 黒
山形口縁 頂部利突 大きく外反する 口縁部無文体  ヨヨナテ
内沈線

床面
一活

(ウ ) 深 鉢 口縁部
細砂金雲
母

L― R 黒
平口縁 口唇部に原体圧痕状の刻み 回縁 と体部境にナデ 内斜
位にミガキ

床面
_II

(ウ )

深鉢
音[

細砂 L― R 茶
山形口縁 頂部に刺突 口唇部沈線 外傾する 内沈線体上部が

最大径  内煤着激 しい
Ⅲ D8e出 土土器片接合

床面 (ウ )

一括
深鉢 底部 小礫多し L― R 黄色 やや張 りだす 底面は剥離 もしくは再調整 内部雑なミガキ

床 面 (工 ) 深鉢
口縁～体
吉S

小礫・ 石
英少

ヒー R 責 色 徐蔓ぉ名a!ξき罵醍、や身本融 ∵好手蝕よE掻怒ふ A′ 新

床面 (工 ) 深鉢
口縁～体
部

小礫多石
英

L― R 白茶 小 さなうねりを持つ平口縁 やや小 さく外反する。短い頸部

床面 (工 )

/1｀ 型 郵

(手 づくな)

完 形 小礫多い 無文 赤責t 平口縁 やや内湾する ヘラ状工具でのナデ Sl1 5埋土出土土器 と接合

59 床 面 (オ ) 深鉢 体 部
金雲母多 L― R'

1-L 黒 属ボ誓a器髪影
な
3して選望鳥苛能蓬む曽塚

丸みを持ち 底部径
外煤着

床面 (力 ) 深鉢 体上部
小礫 石蒙
少

L― R ヨ 内雑なケズ リ 外煤 内黒斑

Sl1 4 床面 (力 ) 深 鉢 体下部 英多金雲
母少

R― L 赤 内雑なケズ リ S115埋土出土土器 と接合

埋上下位 深鉾 口縁部
金雲母 [
真 R― L 茶

小さなうねりを持つ平口縁 やや外反する 体上部が最大径 ヘ

ラ状工具で境目にナデ

埋上下位 深鉢
口縁部欠
損

小礫 L― R 赤 いびつな器形 外赤 く焼 けただれる感 じ 内黒朔 Sl15埋土出土土器 と接合

埋土中 深鉢 底部 L― R 赤 61の底部 か SK62埋土土器接合

Sl14 埋土中 深鉢 底部 小礫石英 L― R 赤 茶 やや外反 して立ちあがる 体部に最大径がある ?下部まで施文 SK62精査時に出土

Ⅳ 平成20年度調査

第6表遺物観察表 (1)S114②石器

Ｆア．
番 遺構名 出土層位 種 類 器種

計測値
石質 備考

屋さ (cm) 壇 (cm 庫 さ (cm 重量 (o)

床下 剥片 石鏃 (32) 赤色買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 凸基有墓

埋土下位 剥片 石錐 315 065 赤色頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

埋土中 剥 片 スクレーパー 055 赤色頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

埋上下位 剥片 石箆 865 395 200 804 頁 岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

埋土中 剥片 スクレーパー 295 買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

検出面 剥片 スクレーパー 14 203 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

床 面 剥 片 不定形 208 買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類 A

埋土中 石 核 石核 6346 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 写真掲載

埋土中 礫 磨製石斧 190 856 ホルンフェルス 北上山地 古生代に堆積
中生代白亜紀に変成

製作途中

床面 礫 磨石 デイサイ ト 奥羽山脈 新生代新第二紀 写真掲載 自然石 ?
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2 検出遺構と出土遺物

第6表遺物観察表 (2)S115出土①土器

第6表遺物観察表 (3)S l16②石器

番弓
遺構
名

出土層位 器 種 部位 胎土 地 文 色 特 徴 備 考

床面
一括

(ア )
浅鉢 完 形

細砂金雲
母

L― R 白 示冒伊塞拶主事皇偉

“

ズ雪塀葛禦 A´ 古

床面 (ア )

一括
台付浅
鉢 ?

台部
rB砂

無 文 赤 太い大柄 な平行沈線 小 さな貼瘤痕 と大 きな貼 り瘤痕 蓋 7A´ 古 ?

原面 (ア )

一括
台付浅鉢 台部 細砂 無 文 赤 下位に 2本 の平行沈線 中位無文体 上位に 1本の簡易沈線 87と 同一個体 ?

床面―括 深鉢 底部 小礫多
L― R
R‐ L 自 おおきな径 膨 らみを持って上がる 下位まで施支 内雑なミガキ

床 面 (イ ) 台付浅鉢 完形
細砂全雲
母少

L― R 黄 色

::3薬
塗こ目最想書草ヨ:畳魯身!Z拿と二と?3瞥ぞ9憲醤金附3633・ 3635と 同じ

原 面 (イ ) 浅鉢 半完形 細砂金雲
母少

無支 黄 色
示冒綴貝占趨

や
き釜♀睾桑層出手

内湾 し外反 内沈線 変形工字支
金附1208と 同 じ

埋土下位 浅鉢 口縁部 細砂 L― R 赤 うねりのある平口縁 内沈線 変形工字文 大柄 な貼 り瘤 A′ 古 外黒斑  内煤着

Sl1 5 床 面 浅鉢 口縁部 細 砂 L― R 赤茶 平口縁 丸みのある属曲で内湾 し直立 変形工字文 小 さな貼瘤
Sl14埋土最上位 、6号堀跡
出土土器 と接合

埋土下位 浅鉢 口縁部
小礫全雲
母 赤 平回縁 丸みな く立 ち上がる ? つぶされた貼瘤 A´ 古

85 埋土中 浅鉢 口縁部 可ヽ礫金雲
母

赤 平口縁 変形工字文 小 さな貼 り瘤 中換る A 古

埋土下位 浅鉢 口縁部 細砂金雲
母

赤 平口縁 変形工字文 大 きな貼瘤 中狭 る A 古 ?

下 位
浅鉢 底部抜 き 細砂 L― R 赤 二是肇♂

単嬰〕髪湿暫雖守ζな姦渥兼与警純雫?緒る屈曲で内湾
A´ 古 ?

埋土上位 浅鉢 台 部 網 砂 無支 黒 3本の平行沈線 上下 2条 A 新

Sl1 5 哩上下位
四 BI11,,妄
鉄 , 脚部 ? 細砂 黒 内沈線 鉢の突起かもしれなし A´ 古 ?

床 面 深鉢 口縁部 小礫石英
L― R

白 平口縁  大 きく長 く外反する 無文体 ナテ

埋土下位 深鉢 口縁き[
小礫石英
令雲母

L― R 赤 やや波打つ平口縁  口縁部無文体がやや狭ヽ

埋 上 下 位 ～
藤 簡 深鉢 半完形

小礫石英
少

L― R 赤茶 メ髯
口召縁覇梨隻徐こ員笑逸は苦接奪習肩錦冨香写ξ汽がりやや写真掲載

埋土上位 深鉢
口縁 ～体
言B

細砂金雲
母石英

L― R 茶 望粍
口
縦さ塁最砦 婁実窪漕粽坐曇 変形工字文 山形突起下8

哭つ坪,Ⅵ
層と接合

埋土上位 深鉢
口縁～体
部 英

L― R
黒

中γ異祭モ暦 瀞ぎ執が
く外傾 し小 さく外反 変形工字文 貼瘤 A´ 新

埋土上位 深鉢
体下部～
底部

細 砂 L― R 黒 94の底部か

床面 小型鉢 底 部 細砂 自 小 型 磨減

埋土中 深鉢 底部 小礫多 L― R 白 磨減

Sl1 5 埋土上位 重 ? 底部 細 砂 無 文 白 直線的に斜めに立 ち上がる 上げ底風 写真掲載

埋土上位 小型鉢 完形 小礫石英 無 文 責 色 ややうねりを持つ平口縁  やや外反 し内削がれる てづ くね 手づ くね

床 面 土製品 チ
器

二
土

ミヽ
ア

細 砂 無 文 白 小型

第6表遺物観察表 (2)S115②石器

番堤 遺構名 出土層位 種 類 器種
計測値

石質 備 考長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (o)
埋土上位 剥 片 石鏃 黒曜石 産地不明 平基有茎
埋土上位 剥片 石鏃 10 055 11 進質頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 凸基有茎

Sl1 5 P10埋土中 剥 片 石錐 ? (285〕 055 頁 岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 石鏃 ?

埋上下位 剥 片 スクレーパー 11 めのう 奥羽山脈 新生代新第二紀
Sl15 埋土下位 剥片 不定形 255 055 買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類 C
Sl1 5 埋土上位 撰 磨石 卒生拠呂圭銘詮変践上山地 古生代

に堆積
分 鰍

埋土上位 礫 凹 石 925 6867 花筒岩 北上山地 中生代白亜紀

第6表遺物観察表 (3)S116出土①土器
番 堤

通橋
名 出土層位 器種 部位 胎土 地 文 色 特徴 備考

108 Sl1 6 埋土下位 浅鉢 半完形
細砂金雲
母

L― R 赤 蒼口璽笑翻 上観
く
震鼻τ紬 花穿究部と黒場祭はつきりしてし蓋 ?遺構外 193の 4ヽ型版

埋土中 浅鉢 口縁部 粗砂 茶
藩

口縁 だがやや うなる様子が見える 変形工字文  やや大型の貼

埋土中 浅鉢 口縁部 細砂金雲
母

自
蒼

口縁だがやや うねる様子が見える 変形工字文  やや大型の貼 A′ 新

Sl16 理土中 深鉢 回縁部
小礫多石
業 L― R 黄赤 ボタン状突起 をもつ山形口縁 やや外反 体部 との境目に沈線

11 埋土中 鉢形 体 部 細 砂 赤 平行沈線 渦巻 き沈線 薄手 弥生 ?

番拝 遺構名 出土層位 種 類 器種
計測値

石質 備 考長 さ(cm) 幅 (cmi 月ごさ(cm) 重量 (口 )

埋土 中 尿」片 石鏃 045 珪質頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 凸基有茎
埋土下位 剥片 石錐 355 11 買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

Sl16 埋上下位 剥片 石鏃 ? 真岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 9さこ百黒 ?

埋上下位 礫 磨石 赤色買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類A
117 床 面 礫 磨石 780 670 3055 デイサイ ト 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類A

床面 礫 磨 石 860 460 4661 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類C
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Ⅳ 平成20年度調査

②竪穴住居状遺構

ここでは大型の上坑遺構をあえて、住居状の遺構として登録している。遺物は、後述する土坑とと

もに土器と石器に分けて掲載している。

S K 101竪穴住居状遺構 (第25図 、写真図版16)

〔位置・検出状況〕 ⅢD7・ 8・ 9e・ fに跨つて位置する。検出面はⅧ層面である。

〔重複・隣接関係〕 中央部が中世のS K62墓媛とS K65土 坑に切られる。遺構の北東部は調査区外

に広がる。

〔埋土・堆積状況〕 暗褐色や黒褐色土が埋まる自然堆積である。

〔平面形・大きさ〕 平面形は楕円形状で、主軸方位は北東一南西となる。規模は、開田部径で長軸

7m程度、短軸で 5m程度と推定され大型である。

〔断面形・深さ〕 唯一検出された南西壁はなだらかに上がる。全体的に削平されたいるため壁の形

状はつかめない。深さも浅い。

〔付属施設〕 壁際に10個の柱穴状土坑を検出している。口径は25～ 40cnl、 深さは10cm程 である。

〔出土遺物〕 登録が最後になったために、出土遺物の登録はない。しかし、検出グリッドではⅥ層

中で多くの上器や石器を出土させている。土器はⅢD8eグ リッドで420.4g、 ⅢD8fグ リッドで

3989.6g出 土している。大型の粗製土器の破片や磨滅した浅鉢などの出土が観察できた。石器はⅢD

8eグ リッドでは、磨石や敲石のほか、めのうの小型石核、磨製石斧の未製品など208.2gが出上 して

おり、ⅢD8fグ リッドでは247の 石鏃や254のスクレーパーなど306.6gの 出土量となった。

〔時期〕 縄文時代晩期末葉から弥生時代にかけての遺構と考えられる。

S K 102竪穴住居状遺構  (第 26・ 30図 、写真図版16。 26・ 30)

〔位置・検出状況〕 ⅣD2・ 3f・ gグ リッドに跨って位置する。検出面はⅥ層下面である。 6号

堀跡の壁に現われたプランをもとに精査した。

〔重複・隣接関係〕 6号堀跡に遺構の中央部を切られる。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は粘性の強い暗褐色土を主体とし、炭化物を多く含む特色があり人為的堆

積の可能性もある。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は、不整な楕円形状を呈する。主軸方位はほぼ北東一南西となり、大き

さは開口部径で長軸2.85m、 短軸は推定2.40mを 測る。

〔断面形・深さ〕 壁はほぼ垂直に立ち上がる。深さは北壁で22cmを 測り、床面は平坦である。

〔付属施設〕 北東壁際に炭化物を伴う礫が検出された。また、周囲には同様に炭化物を伴う形で柱

穴状土坑 (A柱穴状土坑群 3 P P201な ど)が検出されている。

〔出土遺物〕 粗製土器を中心に440.5gの 出土量となった。そのうち 6点 を掲載した。119は浅鉢で

変形工字文と予測される。1201よ 、やや長く延びる口縁の深鉢、121は沈線が巡る。122は深鉢の体部

片で大柄であり、床面で出上している。重資料は2点。123は縄文晩期末葉の特徴的なものであるが、

124は やや時期が下り、弥生土器の可能性が高い。

石器は1112gの 出土量となった。内訳は不定形石器 1点、剥片 7点、磨石 2点 と敲石 1点である。

掲載は 2点で、140は 〔算盤〕型の磨石でS115竪穴住居跡出土の106に類似するものである。141の

敲石は、磨りを併用しており、S116竪穴住居跡の117に 類似し、赤く変色している。

〔時期〕 縄文時代晩期末葉から弥生時代にかけての遺構と考えられる。
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④
W

④μ。

l 10YR3/3 暗褐色粘主賓|ンルト
猫性ややあり しま,あり
炭1拗少景含む

2 10YR3/4 醜 砂質シルド
活性なし しまりとし

3 10YR2/3 黒褐色シルト
橋性をし しまりあ,
療化物少量含と、下位に■剖キ含む

⑤Pl

箕
盈

一ち

本卜
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L=495110

L=49 5Clll

S K 102(A― A 、 B― B )
1 10YR3/3 暗褐色シル ト

粘性ややあ り しまりあ り

炭化物、焼土粒10%含む

2 10YR3/4 暗褐色粘土質シル ト

粘性あ り しまりあ り

炭化物、焼土粒10%含む

3 10YR4/4 褐色粘土質シル ト

粘性強い しまりあ り

4 10YIも /3 暗褐色粘土質シル ト

粘性強い しまりあ り

5 10YR4/4 褐色シル ト

粘性あ り しまりあ り

Aトーー

＼

鵠 Dle

調査区外

罐鰻錢一縁

― 引 A′

l

2

S K 103(A― A′ )

1 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シルト

粘性なし 固 くしまる

Ⅵ層上位 (S A07の 弥生中後期出土層 に似る)

10YR3/3 暗褐色ンル ト

粘性なし しまりなし

炭化物プロックで少量含む

10YR3/4 暗褐色シル ト

粘性ややあ り しまりあ り

炭化物微量含む

0        1:4        2m

Aト ー
L=49700

第26図 SK102・ 03竪穴住居状遺構

-65-



2 検出遺構と出土遺物

S K 103竪穴住居状遺構 (第 26・ 30図 、写真図版16・ 26。 30)

〔位置・検出状況〕 Ⅲ D10e・ ⅣDleグ リッドに跨って位置する。検出面はⅥ層面で、断面観察

からⅥ層上位となる。

〔重複・隣接関係〕 遺構の北側半分が調査区外にある。中世のS D14溝跡に切られる。S N Q02炉

跡に南側で隣接し、S114竪穴住居跡は西側にある。

〔埋土・堆積状況〕 上位に砂質の責掲色シルトが載る。この層はⅥ層上位になる可能性をもつ。遺

物は少ない。主体は暗褐色土である。   ´

〔平面形 。大きさ〕 半分が調査区外にあるために平面形は判別できないが、楕円形となると想定す

る。大きさは短軸で2.50mぐ らいか。

〔断面形・深さ〕 遺構の把握が遅かつたために壁の形状は判別できなかった。深さも、南壁で20cm

と浅い。

〔付属施設〕 遺構の南東部に小規模の炭化物の広がりを確認した。

〔出土遺物〕 磨減した土器片314.9gが 出土した。石器はない。125と 126は小型の上器で詳細は不明

である。その他127の土製品が出上している。

〔遺構の性格・時期〕埋土上位にみえる砂質のシルトは、S114竪穴住居跡には確認されないもので、

Ⅵ層の上位にあると考えられる。よってやや新しい弥生時代の遺構である可能性が考えられる。

③土坑

検出された土坑の内、中世と想定されるものを除いたものを取り上げる。時期は縄文時代中期末葉

から弥生時代前葉までの可能性を示すものとなる。

S K68土坑 (第 27・ 31図 、写真図版17・ 26。 31)

〔位置 。検出状況〕 ⅢD9f・ gグ リッドに位置する。検出面はⅥ層下位面で、 S K60・ 61墓娠の

壁際に2つの遺構に跨って検出された。

〔重複・隣接関係〕 前述通り、中世墓娠に切られる。南側で風倒木状の大型土坑としたS K69土坑、

北側でS K71土 坑と隣接する。北西側に1号集石遺構が土坑を囲むように広がる。

〔埋土・堆積状況〕 上位に炭化物や焼土粒を含んだ黒褐色土がある。Ⅵ層に相当すると考える。下

位には、遺物を含まない褐色～責褐色上が埋まる。最下層には暗褐色土が確認できる。上位 1・ 2が

土坑の埋上で、 3～ 5は掘りすぎなのかもしれない。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は、やや隅九の正方形を呈する。長軸はやや北北西一南南東に傾き、大

きさは開口部径で長軸が166cm、 短軸が138cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、深さは最大24cmと 浅い。

〔出土遺物〕 埋± 1。 2か ら、やや多めの1500.3gの 土器片が出上している。やや厚みのある粗製

土器が中心で、土師器らしい破片もある。128'129は 深鉢もしくは甕の口縁部である。1291よ S114

竪穴住居跡出土土器などで見られる口縁部の下位をナデて境目を作 り上げるような感じではない。

130は 無文の甕の回縁部で、土師器のような調整 (ケ ズリ)が観察される。石器は10点 (775,9g)が

出土している。142は石鏃、143は北上山地産の頁岩を石材とした箆状石器、144の磨製石斧は折れた

状況で出土したものを接合した。143と 144は埋土中層で出土したものとしているが、底面に近い位置

での出上である。

〔遺構の性格・時期〕 1号集石遺構に関わる可能性が高く、底面 ?で出土した 2点の石器は、埋め
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Ⅳ 平成20年度調査

られたものと判断したい。時期は、弥生時代初頭のものと考えられる。

S K69土 坑 (第 27・ 30図、写真図版17・ 26。 31)

〔位置・検出状況〕 ⅢD9gグ リッドに位置する。風倒木と考えたが、不明確ながら壁が確認でき

たことから土坑とした。同様の上坑にS K72がある。図版や写真図版では完掘の状況で示しており、

土坑のプランは一―――となっている。

〔重複・隣接関係〕 中世の墓墳 (SK61)の床下にある。北側でS K68土坑と隣接する。

〔埋土・堆積状況〕 炭化物を含む黒～暗褐色土が主体となる。最下位にある褐色土もしくは暗褐色

土をプランとした。最下層は固くしまる褐色シルトに黒褐色土などが混合し、撹乱されている。木痕

などの影響があると考えられる。

〔平面形・大きさ〕 平面形は楕円形状で、長軸は北東―南西に傾く。大きさは開口部径で、長軸が

226cm、 短軸が推定で116cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は略逆台形状で、西壁がなだらかに立ち上がる。東壁ははっきりしない。

深さは、西壁で推定48cmと なる。

〔出土遺物〕 埋土中から破片を中心に472.8gの上器が出土した。132は小型の鉢、131は 口縁部が外

反する深鉢であり、S K68土坑の129の 特色と似る。石器は剥片 3点 と145の 凹石が出上し、総重量は

645。8gである。

〔遺構の性格・時期〕 遺構の性格としては、中世墓娯ができる前の風倒木痕であるかもしれない。

ただし後述するS K71土坑の存在から、縄文時代晩期末葉から弥生時代の上坑の可能性もある。

S K70土坑 (第27・ 31図 、写真図版17・ 31)

〔位置・検出状況〕 ⅢD8e・ fグ リッドに跨って位置する。検出面はⅥ層下面である。

〔重複・隣接関係〕 上位に中世の墓壊S K62があり、若千壁が切られているような印象がある。西

側でS K 101竪 穴住居状遺構と隣接する。

〔埋土・堆積状況〕 黄褐色の砂質シルトが主体となる。

〔平面形・大きさ〕 平面形は略円形で、規模は開口部径で164× 135cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形形状で、深さは西壁で10cmと 浅い。

〔出土遺物〕 埋土中から浅鉢片や磨減した粗製土器片など、全部で132.7gの出土である。すべて小

破片で掲載は無しとした。石器は剥片3点 と磨製石斧が出土した。総重量89.2gと なる。146の磨製石

斧はS K68土坑出土と同じ砂岩を利用している。

〔時期〕 時期は縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭期と考えられる。

S K71土坑 (第28図 、写真図版17)

〔位置・検出状況〕 ⅢD8・ 9fグ リッドに跨つて位置する。検出面はⅥ層下でⅧ層面に近い。 1

号集石遺構の精査中にプランを確定させた。集石遺構との関わりは不明である。

〔重複・隣接関係〕 1号集石遺構の北側に位置する。北側にS K70土坑、南側にS K68土坑がほぼ

等間隔で位置する。

〔埋土・堆積状況〕 上位と中位に炭化物を含む黒～暗褐色上が埋まる。下位にグライ化した粘土が

あり、全体的に自然堆積の様相を示す。
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L=Q71Xl
I ―司 A′

S K68(A― Ar)
1 10YR2/3 黒褐色ンルト

粘性ややあり 固くしまる
炭化物中畳含む、焼土穫微量含む

2 10YR3/2 黒褐色ンルト

粘性あり しまりあり

炭化物少量含む
3 10YR4/4褐色ンルト

粘性あり 回くしまる
10YR4/3 にぶぃ黄渇色砂質シルト

粘性/Fし しま,な し
ЮYR3/4 暗褐色粘主質シルト

414あ り しま
―
ケあり

えT醗朋躙蛋含む

′／Ａ‐′／″一， 一一／・，‐゙

卜497∞

S k60(A― A′ )

1 10YR3/4 暗褐色ンルト

粘性なし 固くしまる

炭化物下位に微量含む、土器片含む
2 10YR3/3 暗褐色砂質シルト

粘性なし 薗くしまる

炭イ働 中量含む、土器片含む
3 10YR2/3 黒褐色シルトとグライイとしたtrt土の混合土

粘性あり しまりあり

炭化物中量含む
10YR4/4掲 色粘土質ンルト

粘性あり 固くしまる

炭化物罐 含む
10YR3/4 暗褐色シルト

粘4あ り 固くしまる
10YR4/6掲色ンルトにグライ化粘土や黒褐色上が混入する

粘性あり 固(し まる

や

札 D9g

S k70(A― Aイ )

l 10YR4/3 1こ ぶい黄褐ョ砂質シルト

粘性なし しまりあり

炭化物少量含と、上器片含む
2 10Y鴫/3 暗褐色シルト

牲性あり 固くしまる
炭化物微量含む

3 10YR4/4 褐色砂質ンルト

粘性なし 固くしまる

グライ化粘土少景含む
―引 4′
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〔平面形・大きさ〕 平面形は略円形で、規模は開田部径で147× 116cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は、底部がやや平坦になる逆台形状であるが、南壁が九みを帯びて立ち上

がる。深さは北壁で40cmを 測り、隣接する土坑の中では深い。

〔出土遺物〕 土器・石器ともに出土はない。

〔遺構の性格・時期〕 上位の礫の状況から、 2・ 3号集石土坑と同類の遺構である可能性が高いが

判然としない。時期は縄文時代晩期末葉から弥生時代と考えられる。

S K72土坑 (第 28・ 30。 31図、写真図版18。 26・ 30)

〔位置 。検出状況〕 Ⅲ D10gと ⅣDlgグ リッドに跨って位置する。検出面はⅥ層下で、S K69土

坑同様に風倒木状であるが、壁の立ち上がりが確認され遺構としたものである。

〔重複・隣接関係〕 中世のS D18溝跡が上位にあると推定する。同時期ではS115竪穴住居跡と北

西側で隣接もしくは重複する。また北東側にはS K77土 坑がある。

〔埋土・堆積状況〕 埋上の主体は、炭化物を含む黒褐色と褐色の混合上である。それらは遺物を混

入させる。人為的堆積の可能性がある。下位はグライ化した掲色土で水の影響を受けている。壁際や

最下層にしまりのない混合土があるのはS K69土坑に似る。

〔平面形・大きさ〕 平面形は略楕円形状で、大きさは開口部径で、長軸240cm、 短軸133cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は、西 。東壁が角度をもって立ち上がるビーカー状で、北南側はなだらか

にあがる皿形状となる。深さは東壁で70cmを測る。

〔出土遺物〕 埋土中から649.8gの 上器が出土している。破片のみで掲載は2点のみとなった。133

は深鉢か甕の底部、134は壺と思われる破片で変形工字文が施文される。石器は9点3914.4gの 出上で

ある。内訳は剥片石器および剥片 4点、石核 2点、礫石器3点である。147は 石鏃で買岩製、148は 磨

石で、149は敲き痕が観察される。

〔遺構の性格・時期〕 平面形が楕円形状であることなど、特色は後述するS K76土坑に類似する。

出土遺物は縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭のものであるが、時期は不明であり中世に関わる可能

性もある。

S K73土坑 (第 28・ 30図、写真図版18・ 26)

〔位置・検出状況〕 ⅢD9fグ リッドに位置する。検出面はⅧ層面である。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。西側に約 3m離れて、S K70土坑がある。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は上位に黄褐色の砂質シルトが覆う自然堆積である。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は不整な円形で、規模は138× 128cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、壁はなだらかに立ち上がる。深さは西壁比高で20cmを測り、

全体的に浅い。

〔出土遺物〕 埋土中から820.7gの 上器片が出土した。石器の出土はない。1351ま 浅鉢の破片で磨滅

している。136の深鉢の破片は、縄文時代晩期より時期はさかのぼる印象を受ける。

〔時期〕 出土土器からは時期不明となるが、検出面などから縄文時代の遺構と考えられる。

S K74土坑 (第28図 、写真図版18)

〔位置・検出状況〕 ⅢD9gグ リッドに位置する。検出面はⅥ層下位面である。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。西側でS K69土坑と隣接する。
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瑞D%

A卜 2 L=49600   引 A′

Aト

S K71(A― A′ )

1 10YR3/2 黒褐色砂質 シル ト

粘性なし 固 くしまる

炭化物ブロックで少量含む

2 10YR3/3 暗褐色シル ト

粘性あ り しまりあ り

炭化物プロックで微量含 む

3 10YR3/4 暗掲色砂質シル ト

粘性あ り しまりややあ り

炭化物微量含む

4 10YR4/4 褐色 シル ト

粘性あ り 固 くしまる

炭化物微量含む

5 10YR4/6 褐色シル ト

粘性あ り しまりあ り

グライ化する

L=49700 ――封A

S K72(A― A′ )

1 10YR4/6 褐色砂質シル ト

粘性な し しまりなし

炭化物微量含む

10YR2/3 黒掲色 シル トと10Y田/4暗褐色シル トの

混合土 (6:4)
粘性 とても強い しまりややあ り

炭化物中量含む 土器片 石器含む

10YR2/2 黒褐色 シル トと10YR4/6掲色ンル トの

混合土 (7:3)
粘性強い しまりなし

炭化物多量に含む

10YR2/2 黒褐色シル トと10YR4/6褐色 シル トの

混合土 (4:6)
粘性強い しまりあ り

炭化物微量含む

10YR3/4 暗褐色シル ト

粘性あ り しまりあ り

グライ化する

10YR3/3 暗掲色 シル ト

粘性強い しまりなし

グライ化する

10YR4/4 褐色 ンル ト

粘性あ り 固 くしまる

グライ化する

10YR4/4 褐色シル トに10YR2/2黒褐色シル ト混入

粘性あ り しまりなし

掘 りす ぎ?

瑞DЮg

S K73(A― A′ )

1 10YR3/2 黒褐色粘土質シル ト

粘性な し 固 くしまる

炭化物多量含む、土器片含む

2 10YR4/3 1こ ぶい責褐色砂質シル ト

粘性なし 固 くしまる

炭化物微量含む

3 10YR4/4 褐色 シル ト

粘性あ り 固 くしまる

炭化物微量合む

ド

S K74(B― B )
1 10YRy4 暗褐色粘土質シル ト

粘性あ り しまりあ り

2 10YR4/6 褐色砂質シル ト

粘性あ り しまりあ り

崩落土ブロック

3 10YR4/6 褐色粘土質シル ト

粘性ややあ り しまりややあ り

鵠引g
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Ⅳ 平成20年度調査

〔埋土・堆積状況〕 埋土は暗褐色シルト主体の自然堆積である。

〔平面形・大きさ〕 平面形は楕円形状で、大きさは開口部径で112× 60cmを測る

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、深さは北壁で17cmを 測る。

〔出土遺物〕 埋土中から鉢形土器の破片 (23.8g)が 出上した。石器は安山岩の磨石らしき礫石器

が出土しているが掲載は無しとした。

〔時期〕 不明であるが、縄文時代から弥生時代の可能性が高い。

S K75土坑 (第29図 、写真図版18)

〔位置 。検出状況〕 ⅣD2gグ リッドに位置する。検出面はⅥ層下位面である。

〔重複・隣接関係〕 南側半分が遺構外となる。周溝状であるS D18溝跡の内部にあり、周囲には柱

穴状土坑群 (A柱穴状土坑群3の P P105～ 109・ 339)が遺構を囲むようにある。

〔埋土・堆積状況〕 埋土断面に見える1は中世の柱穴状土坑群に見える特色と同じである。主体は

2～ 4の暗褐色上であり、炭化物を多く含む特色はⅥ層に似る。

〔平面形・大きさ〕 平面形は円形と推定される。大きさは東西壁の開口部径で99cmを 測る

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、深さは東壁で30cmを 測る。

〔出土遺物〕 土器・石器ともに出土なし。

〔遺構の性格・時期〕 検出面はⅥ層下位としたが明瞭ではなく、遺物の出土もない。縄文時代の上

坑に入れているが、S D18溝跡に関連する可能性もある。

S K76土坑 (第 29～ 31図、写真図版19。 26・ 31)

〔位置・検出状況〕 Ⅲ D10eグ リッドに位置する。検出面はⅧ層面でS114竪穴住居跡床面と推定

される面の下になる。

〔重複・隣接関係〕 S114竪穴住居跡と重複するのか隣接するのかは判別できなかった。東側には

S D14溝跡を挟んで、S K 103竪穴住居状遺構がある。

〔埋土・堆積状況〕 暗褐色や褐色シルトが主体となる。炭化物を含む暗褐色シルトはS K 103竪穴

住居状遺構埋土に類似する。グライ化粘土を含む特色はS K72土坑に似る。南側にあるS114竪穴住

居跡の柱穴を切つているように観察されたが不明瞭である。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は楕円形状で、大きさは開口部径で、長軸279cm、 短軸127cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形はV字 (逆三角形状)で、壁は角度をもって立ち上がる。下位に柱穴状土

坑が並ぶ形は、6号堀跡の北側の形状に似る。

〔出土遺物〕 埋土中から磨滅した深鉢の体部片を中心に808gの土器が出土した。そのうち掲載は

2点。137は浅鉢か鉢の口縁部で、突起を持つ山形口縁となる。138は深鉢か甕の底部である。

石器は剥片と151の磨石、152の 凹石の3点で計1014.7gの 出上である。

〔遺構の性格・時期〕 検出面から縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭であると考えられるが、 6号

堀跡と同類の、中世遺構の可能性もある。その場合はS K72土 坑と同類となると予測する。

S K77土坑 (第29～ 31図、写真図版19・ 26・ 31)

〔位置・検出状況〕 ⅣDlf・ gグ リッドに跨つて位置する。検出面はⅥ層下面である。当初はS

116竪穴住居跡の南側にある住居状の遺構として精査した箇所であり、規模から土坑と変更した。

〔重複・隣接関係〕 溝跡 (S D14・ 18な ど)や縄文・弥生時代の竪穴住居跡・土坑 (S116。 3号
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2 検出遺構と出土遺物

S K76(A― A′ )

L=49800

S K75(A― A′ )

1 10YR4/3 にぶい責褐色粘土質シル ト

粘性ややあ り しまりややあ り

2 10YR3/4 暗褐色粘土質ンル ト

粘性あ り しま りややあ り

粒径 7以 下の炭化物微量に含む

3 10YR3/4 暗褐色 シル ト

粘性ややあ り しまりなし

グライ化する 酸化鉄分含む

4 10YR3/3 暗褐色粘土質シル ト

粘性あ り しまりあ り

粒径 5以 下の炭化物微量に含む

5 掘 りす ぎ

1 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト

粘性なし しまりあ り

炭化物微量含む、土器片含む

2 グライ化粘上

3 10YR4/4 褐色砂質シル ト

粘性ややあ り 固 くしまる

炭化物微量含む

4 10YR4/6 褐色シル ト

粘性ややあ り しまりあ り

5 10YR2/3 黒褐色砂質シル ト

粘性あ り しまりややあ り

S101の 柱穴

6 10YR4/6 褐色 シル ト

粘性あ り しまりなし

壁の崩落土か

7 10YR3/4 暗掲色シル ト

粘性あ り しまりなし

炭化物少量含む

~HI匪

D2よL=49 41Xl
― 引 A′

L=49400 ― 引 B′

平

ド  SK771A A′ )

1 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト

粘性なし しまりあ り

炭化物少量含む

2 ■5YR2/3 極暗褐色シル ト

粘性なし しまりあ り

3 10YR4/4 褐色砂質シル ト

粘性な し しまりあ り

S K77(B― B´ )

1 10YR3/4 暗褐色粘土質ンル ト

粘性あ り しまりあ り

炭化物微量含む

2 10YR3/3 暗褐色 シル トに10YR4/6暗褐色シル トが混合する

粘性あ り しまりあ り 上器片1点 出土

3 10YR4/6 褐色粘土質 シル ト

粘性あ り しまりあ り

4 グライ化粘土層

鴇 D嗜

Bト
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2 検出遺構と出土遺物
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第6表遺物観察表 (4)S K 102・ 03、 S K68～ 77出土①土器

番提
遺構
名

出土層位 器 種 部位 月合土 地 文 色 特 徴 備考

ＳＫ

０２ 埋土中

'莞

鉢 口縁部
細砂金雲

赤
山形 口縁  やや外反  口唇部沈緑  内沈緑  やや丸 み を弔 びて屈
曲す る 難 な沈線

A´ 古

ＳＫ

０２
埋土 中 深 鉢 口縁部

4｀保力ね
英

費 赤
山形回縁 (山形突起) やや長 く外反 体部境にナデ ロ縁部や
や第細る

ＳＫ

０２
埋土中 深鉢 体上部 小礫石英 L― R 白 沈線

122 ＳＫ
ω

床 面 深 鉢 然詈Б
4ヽ礫石芙
全雲母 ¬_に 黒 大型深鉢 地文交差 ? 図あり 縄文後期 ?

ＳＫ

ψ
埋土中 一霊

頸部下～
肩部

小礫石英
全雲母

黄色 体中央部最大径 口縁部下 沈線

SKI
02

埋土中 壷 肩部 金雲母 茶 変形工字文 刺突列 小型 弥生前期 ?

ＳＫ

０３ 埋土中 小型鉢 口縁部
小礫石英
Z

L― R
茶 体上部に最大径 手づ くな風

ＳＫ

破
埋土中 鉢 底部 砂 無文 ? 黄色 小型 直線的に斜めに立ち上がる 黒 斑

ＳＫ

０３ 埋土下位 土製品 土偶手 ? 細砂 黄 色 幅 (2 4)cm 高 さ (1.35)cm 厚 さ (9 5)cm

SK68 埋土中 深鉢 口縁部 小礫石英 貢 赤
平回縁だがやや波打つ ほぼ直線的に外傾する 2本の平行沈線
貼瘤 ?

SK68 埋土中 深鉢 口縁部
細砂 金雲
母

L‐ R 黒 小波状口縁  口唇部ヘラ状工具でナデ ロ唇部先細る

SK68 埋土中 養 ? 口縁部 小礫多 し 無支 責 色 厚みがあるが軽い感 じ ケズリ風の調整
土師器 風 の破片 だが詳細不
明 写真

SK69 埋土中 深 鉢 口縁部 小礫多い 黄赤 平口縁だが微細な刻み あまり外傾せずに立ちあがる

SK69 埋土中 小型鉢 口縁部
rRれ少金雲
日

L― R 赤 茶
半口縁だが波打つ (回 唇部をヘラ】犬工具でナテ, 短い口稼部
体部との境あり 内沈線

SK72 埋土中 深鉢 底部 小礫石英
L‐ R

黄色 ほぼ直線的に斜めに立 ち上がる 磨減激 しし

134 SK72 埋土中 壷 口縁部 砂 無 文 赤黄 変形工字文 貼瘤 内沈線無

SK73 埋土中 浅鉢 口縁部 砂 黄色 山形口縁 (突起)変 形工字文 貼瘤 中換る 磨減

埋土 中 深鉢 口縁部
咽ヽ傑る蒙
少

即
つ

像

・
Ｌ 茶

平口縁 ほぼ直線的に外傾する 口唇部平らに撫でる やや内そ
ぎ 非常に厚く重量感がある 時代やや上がる ?

SK76 哩上下位 浅鉢 口縁部 金雲母 黄色 山形口縁 大柄な突起 頂部刻み 口唇部沈線 内沈線 鉢かも しれなし

SK76 埋土上位 深鉢 底 部 礫 赤 底部再調整

SK77 埋上下位 深鉢 底部 /1ヽ礫 黄色 下位に くびれがある 焼 けただれ詳細不明 内外 とも煤着

Ⅳ 平成20年度調査

第6表遺物観察表 (4)S K102。 S K68～ 77②石器

番 号 遺橋名 出土層位 種類 器種
計測値

石 質 備考
長 さc, 幅em 厚 さcn 重量 ロ

Ⅵ層 礫 磨石 61 37 1897
ホル ンフェル ス コヒ上四地 百生 1ヽ に堆標
中生代 白亜紀 に変成 分類A

埋土中 礫 敲石 900 850 750 7754 デイサイ ト 奥羽山脈 新生代新第二紀

S K68 哩土上位 剥片 石鉄 (275) 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 凸基有茎

S K68 埋上上位 剥片 石箆 410 140 695 頁岩 北上山地 古生代

S K68 哩土上位 礫 磨製石斧 3618 砂岩 北上山地 古生代

S K69 埋土中 礫 凹 石 1130 745 530 6052 安山岩 奥羽山脈 新生代新第三紀

S K70 埋土中 礫 磨製石斧 850 砂岩 北上山地 古生代

S K72 理土中位 剥 片 石鏃 買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 凸基有茎

S K72 埋土中 礫 磨石 620 3431 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類C

S K72 埋土中 礫 敲石 1600 650 570 13170 ホルンフェルス 北上山地 古生代に堆積
中生代 白亜紀に変成

S K76 埋土中 剥 片 不定形 565 小ルンフェルス ヨヒ上W4地 百生 1モ に罐槙
中生代白亜紀に変成 分類 B

S K76 埋土中 礫 磨石 1260 600 6047 安山岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 分類C

152 S K76 埋土中 礫 凹 石 (920) 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

S K77 埋土中 礫 磨石 2165 頁 岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類A
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2 検出遺構と出土遺物

集石土坑など)と 重複もしくは隣接する。埋土上位には4号集石土坑がある。

〔埋土・堆積状況〕 炭化物を含む暗褐色上が主体となる。この暗褐色土は4号集石土坑に切られる。

よって遺物の出土するⅥ層より古い層と考えられるがⅦ層であるかどうかは判別できない。

〔平面形・大きさ〕 平面形は不整な楕円形状を呈する。南西壁際に同じく楕円形状のくぼみがある。

大きさは開口部径で、長軸288cm、 短軸186cmを 測る。南側のくぼみは116× 75cmで ある。

〔断面形・深さ〕 断面形は、底面が平坦になり、東壁はなだらかに立ち上がる。深さは東壁で16cm

と浅い。一方南側は断面形がビーカー状となる。深さは北壁で60cmと やや深い。

〔出土遺物〕 磨減した浅鉢の小破片や粗製深鉢の体部片など375.9gの土器が出土した。掲載は139

の深鉢の底部だけとなった。石器は、不定形石器 2点 と磨石 2点の5052gの 出土である。153の磨石は、

4号集石土坑のものに似ており、関連がある可能性が高い。

〔時期〕 3。 4号集石土坑より古い、縄文時代晩期末葉の遺構と考えられるが、判然としない。

④炉跡

石囲炉は3基検出しているが、 1基はS115竪穴住居跡に付属するものとして説明している。ここ

では住居跡に関わりを持たないと判断した 2基を取り上げる。

S N Q01炉跡 (第 32図、写真図版19)

〔位置・検出状況〕 ⅣD2eグ リッドに位置する。検出面はⅥ層下面である。 6号堀跡の壁上位に

住居状のプランが見え、精査中に検出した。住居跡の範囲は把握できず単独の遺構として登録した。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。ほぼ西方に4m離れてS N Q02炉跡がある。

〔規模〕 20cm大の礫が南西側と北東側に設置されている。南側には大型の、北側には小型の礫が埋

め込まれていた痕跡が見える。それから推測すると、規模は74× 82cmの やや楕円形に近い形状であっ

たと思われる。

〔燃焼部〕 燃焼部は礫の内側に広範囲に広がり。規模は50× 60cm程 を測る。焼土は3～ 7 cm程 の厚

さを持ち、よくしまる。燃焼部内に土器片などは出土していない。

〔掘り方〕 明確にできなかったが、ほぼ礫の範囲内を掘りこんでいたであろう。やや不整となって

いる。

〔出土遺物〕 炉の埋土中から出上した土器は、明確に把握できなかった。しかし、周囲は住居跡と

して登録した経緯がある。その埋土から浅鉢や深鉢の破片、また無文の壼形土器など439,lgの土器が

出土している。

〔遺構の性格・時期〕 6号堀跡に撹乱されているため住居跡と認定できなかったが、検出状況から

縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭期の遺構で、集石遺構と同時期と見ている。

S N Q02炉跡 (第 32・ 36図、写真図版20。 26)

〔位置・検出状況〕 ⅣDleグ リッドに位置する。S116竪穴住居跡の推定範囲内にあり、SKI
03竪穴住居状遺構などとの関連も考えられたが、単独の遺構とした。検出面はⅥ層下面である。

〔重複・隣接関係〕 S116竪穴住居跡の上位の遺構と判断した。北側でS K 103竪穴住居状遺構と

隣接する。南側に3m離れて2号集石土坑が、東に4m離れてS N Q01炉跡がある。

〔規模〕 20× 30cmの 大型の九礫や長さ30cmの板状の礫、15cm程度の角礫などで構築される。空白部

があるが、本来は隙間なく設置されていたであろう。掘り方断面で観察すると、大型の礫は差し込ま
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A―  卜
・

5∽m 
引

〆

SNQ01
1 10YR4/4 褐色粘土質シル ト

粘性強い しまりあ り

粒径 ″ 以下の炭化物 焼土粒 を30%含む

炉石の抜けた痕跡の可能性あ り

2 10YR3/4 暗褐色 シル ト

粘性ややあ り しまりあ り

炉石の抜けた痕跡の可能性あ り

3 10YR3/3 暗褐色粘土質シル ト

粘性あ り しまりあ り

粒径 7以 下の焼土泣を109/● 合む

5 YR4/6 赤褐色焼土

粘性 なし しまりあ り

10YR3/4 暗褐色粘土質シル ト

粘性ややあ り しまりあ り

粒径 3以 下の炭化物 5%含む

卜艶

B[――――一 L=49 5CXlm 引 B

SNQ02
1 10YR3/4 暗褐色砂質ンル ト

粘性なし しまりなし

5 YR4/4 にぶい赤褐色焼土

入する (6:4)
炭化物少量含む

L‐ 49お 00m

14 10YR4/4 褐色粘土質シル ト

粘性あ り しまりあ り

暗掲色土プロックをまばらに20%含む

15 10YR4/4 褐色粘土質シル ト

暗掲色土プロツクをまばらに50%含む

8 10YR3/4 暗掲色ンル ト

粘性なし しまりあ り

5 YR7/8 焼土粒 を 5%ま ばらに含む

9 10YR3/4 暗褐色粘土質シル ト

粘性強い しまりあ り

焼土粒 を微畳含む

10 10YR3/4 暗褐色粘土質シル ト

粘性あ り しまりあ り

褐色土を30%ま ばらに含む

■ 10YR4/4 褐色 シル ト

粘性ややあ り しまりあ り

炭化物粒を微量含む

12 10YR4/4 褐色粘土質シル ト

粘性あ り しまりあ り

暗褐色土ブロックを50%含む

13 10YR4/4 褐色粘土質シル ト

粘性あ り しまりあ り

暗褐色土ブロックをまばらに30%含む

一 ― ―
引

A′

SNQ02

型 D%→
粋

眸Om ttJ

▼

八

10YR3/4 暗掲色砂質ンル ト

粘性ややあ り しまりあ り

炭化物微畳含む

10YR4/4 褐色粘土

粘性あ り しまりなし

5 YR4/4 1こぶい赤褐色焼土

粘性なし しまりなし

5 YR7/8 焼土粒 を 5%ま ばらに含む

10YR3/4 暗掲色シル ト

粘性なし しまりあ り

粒径 5以下の焼土粒 を微量含む

45YR3/4 暗掲色粘土質シル ト

粘性ややあ り しまり強い

焼土粒・炭化物 を微量含む

10YR3/4 暗褐色シル トト

粘性あ り しまりあ り

炭化物粒 を微量含む

Bトーーーーー

第32図 SNQ01'02炉 跡
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2 検出遺構と出土遺物

れている (埋められている)様相があるが、小形の礫は置かれている状況であった。規模は、崩落し

たであろう礫を除いて南一北78cm、 東―西80cmを 測り、ほぼ円形に近い形状となる。

〔燃焼部〕 礫の内側に、礫からやや離れた状況で広がる。平面形は不整な円形で、規模は44× 42cm

を測る。焼上の厚さは6～ 8 cmほ どあり焼成は良い。

〔掘り方〕 礫外側に炭化物を含む暗褐色土 (埋土断面 8)があり、掘り込まれているようには観察

できなかった。その下位面での掘り込みがみられる。 S N Q01炉跡と比較すると、掘り方は小規模で

開口部径は礫範囲に収まり、深さは24cm前後となる。燃焼部下位に粘性のある暗褐色土や褐色上があ

り、礫の外側を含めて人為的に埋めて構築されたものであろうか。

〔出土遺物〕 S N Q01炉跡と同様に、S116竪穴住居跡出土土器として取り上げたものには、炉周

囲で出上したものも含まれている。炉の周辺出土と明確に把握できた土器は49。2gと なる。掲載の154

は炉の埋土中から出土した山形突起を持つ小型鉢の破片である。

〔遺構の性格 。時期〕 形状や規模はS115竪穴住居跡の炉跡に似る。住居跡と重複する点も同じで、

同時期と判断する。縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭期の遣構である。

⑤集石遺構と埋設土器

5基の集石遺構と2基の埋設土器の内、 2～ 4号集石遺構は下位に掘り込みが観察できたことから

集石土坑とする。また、 2基の埋設土器は2号集石土坑で検出されたものであるために、 2号集石土

坑の中に組み入れた。これらの遺構は、住居跡に付属する可能性を示すものもあるが、単独の遺構と

して切り離して説明している。

1号集石遺構 (第 33・ 36図 、写真図版20。 31)

〔位置・検出状況〕 ⅢD8f・ gグリッドに跨って位置する。検出面はⅦ層面であるが、Ⅵ層精査

時に礫を確認しており、土器も出土することから竪穴住居跡と考え精査した。しかし住居跡には至ら

ず登録を抹消し、集石遣構と再登録した。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。集石に関連すると考えられる遺構としてS K68土坑 (図参照)が

東側に隣接する。また、北側にはS K71土坑が隣接する。

〔集石範囲・規模〕 集石は北東狽1か ら北西にかけて弧を描くように並んでいる。南側の延長上には

小さな礫が散在していたが、集石の範囲外もしくは破壊されたものとした。規模は北東隅から南西隅

まで2.50mを 測る。

〔礫の特色〕 中心となる礫のほとんどが同類の石材を利用している。大形の礫は、石質は安山岩で

ある。大きさは20～ 30cm程度で、 3号集石土坑の161と 同様の形状を示す。

〔出土遺物〕 北側隅の大型の礫の脇に置かれたような状況で155の磨製石斧が出土した。156の磨石、

157の敲石は、弧を描く集石の内側で出上している。

検出グリッドでは6点 (566.2g)の 欠けた磨石 (磨製石斧 ?)の破片、磨製石斧の破損品や磨石、

敲石なども出土している。

〔遺構の性格・時期〕 石器製作に関わる遺構と考えられる。石器出上の特色から磨製石斧を作製し

ていた可能性がある。時期は検出面や周辺の遺物出土状況から弥生時代初頭と考えられる。

2号集石土坑 (第 34。 35図 、写真図版21・ 26)

〔位置・検出状況〕 ⅣDl・ 2e・ fグ リッドに跨って位置する。検出面はⅥ層下位面である。S
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Ⅳ 平成20年度調査

116竪穴住居跡の精査中に検出した。住居跡の施設とも考えられたが、切 り離 している。精査は 2度

行われ、 2つのプランを同一遺構 と捉え合成させたものである。

〔重複・隣接関係〕 S116竪穴住居跡の上位の遣構と判断した。北側に3m離れてS N Q02炉跡が

ある。南側に3号集石土坑が隣接する。

〔集石範囲・規模〕 大きな礫 (安山岩)か ら北西方向に0.8m延びる。礫の数は 8個である。範囲は

土坑内に収まる。

〔埋土・堆積状況〕 礫下に炭化物を多く含む黒褐色土がある。この層をS116竪穴住居跡の埋土と

判断した。その下に暗掲色土があり、周囲はグライ化粘上で覆われる。

〔平面形・大きさ〕 平面形は不整な楕円形状で、 2つ の上坑が重複している可能性を示す。大きさ

は、開口部径で長軸212cm、 短軸164cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は底部が平坦な皿形状で、深さは東壁で17cm、 西壁で10cmを 測る。

〔出土遺物〕 集石の礫では、明確に石器となるものはない。遺構の東隅の検出面から1号埋設土器

(158)が、南壁隅の埋上下位から2号埋設土器 (159)が出上した。他の遺物はない。

〔1号埋設土器〕 (158)検出は集石遣構と同一面である。断面で見ると、埋± 1を掘り込んでいる。

掘り方の平面形は楕円形で、深さは20cmを測る。土器の口径は15.5cm、 器高が19。9cm、 底径は欠損して

いるが 7 cm前 後となろう。日縁部はなだらかに外反する。口唇部がやや先細 り、ヘラ状工具で小波状

風に撫でる。長い無文の顕部を持ちヨコなでされる。体上部で膨らみ最大径となる。地文はL― Rで

磨り消されている箇所がある。外側に煤が付着する。

時期はS114竪穴住居跡同時期の弥生時代初頭期に近い様相を示すが定かではない。

〔2号埋設土器〕 (159) 2度 目の精査で検出した。検出面は埋± 1を外した暗掲色土面である。1

号埋設土器とは20cmの標高差がある。1号埋設土器と比較してつぶれた状況で出上している。土器の

口径は17.5cm、 器高が22.3cmで 1号埋設土器より大きい。底部は欠損されず7.6cmを 測る。口縁部は、

やや外傾するが、 1号 よりは垂直である。口唇部が棒】犬工具で押し引きされ小波状となる。顎部下位

に棒状工具でナデを施し、体部との境を作 り出す。体部の膨らみがなく最大径は口縁部となる。地文

は 1号 とは真逆のR― Lと なり、磨 り消さない。煤が内面に付着するのも、 1号埋設土器と逆になる

特色がある。

時期はS115竪穴住居跡と同時期の縄文時代末葉期に近い様相を示すが定かではない。

〔遺構の性格・時期〕 集石からは石器製作に関わるものと判断できず、 2つ の埋設土器に関わる遺

構と考えられる。 1号埋設土器は、 1～ 5号集石遺構と同時期で、 2号埋設土器はやや古いS114・

16竪穴住居跡と同時期と見る。時期は縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭である。

3号集石土坑 (第 33。 36図 、写真図版22・ 31)

〔位置・検出状況〕 ⅣDlgグ リッドに位置する。検出面はⅥ層下面である。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。北東側に2号集石土坑がある。

〔集石範囲・規模〕 2個の大型の礫が「こ」の字に並べられ、片方の礫の周囲には小型の礫が敷き

詰められている。規模は土坑の開口部範囲に収まる。

〔埋土・堆積状況〕 礫の下には炭化物を多く含む暗褐色上が埋まる。人為的堆積か

〔平面形 。大きさ〕 平面形は円形で、規模は東―西の開口部径で142cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、深さは西壁で15cmを 測る。

〔出土遺物〕 集石中央部にある161は台石であろうか。傍らにある162は砥石とみられる。163の磨
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2 検出遺構と出土遺物

石はS116竪穴住居跡に関わるものかもしれない。土坑内には遺物は出土しなかった。

〔遣構の性格・時期〕 集石は石器製作に関わるものと考えられる。工程の中で磨りを中心に行われ

た場所なのかもしれない。時期は検出面から縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭である。

4号集石土坑 (第 34・ 36・ 37図 、写真図版22・ 32)

〔位置・検出状況〕 ⅣDlgグ リッドに位置する。検出面はⅥ層下面である。 2・ 3号集石土坑検

出面とほぼ同じ標高で検出している。

〔重複・隣接関係〕 S K77土坑の上位にある。北に3m離れて3号集石土坑が、北西に3.6m離れて

5号集石遺構がある。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は暗褐色シルトで、人為的堆積の可能性が大きい。

〔平面形 ,大 きさ〕 平面形は楕円形で、規模は開口部径で48× 32cmである。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、深さは東壁で16cmである。

〔出土遺物〕 石器 8点がまとまって検出された。北側163を頂点に三角形状に並べられている。内

訳は磨石 6点、不定形石器1点、不明1点である。163は 円形の磨石で、縁辺が摩耗しており、断面

形が 〔算盤〕形を呈す。石材は頁岩である。同じような形態に166がある。167と 1691ま小型のもので、

全体的に磨られており、断面形は同じく 〔算盤〕型となる。169に は敲き痕が認められ、兼用してい

る例である。168も 下部が欠損しており、同じように敲いたものであろうか。165は全体的に磨られ、

特に上部と下部が摩耗して、平坦になっている。敲いた末に磨っている様相が見え、意図的に形を作

り出したものであろうか。同じように164も 上部が敲かれている。また2箇所の凹みも確認できる。
166は不定形石器である。縁辺に微細な剥離が認められる。170は、168同様の磨石様であるが、周り
が剥離され石核として利用されたものであろうか、もしくは多面体石器の可能性もあるが不明である。
171は 同一検出面で近隣から出土した磨製石斧である。製作途中である可能性があり、遺構に関連が

局いとみている。

〔遺構の性格 。時期〕 石器は埋められた可能性が高く、埋納的遺構 (デポ)と 考えられる。磨石が

多く、統一された形態を示す。それらには敲き痕や凹痕が観察でき、近隣からは磨製石斧の破損品が

出土している。磨製石斧を作る道具を埋めたものであろうか。時期は検出面から縄文時代晩期末葉か

ら弥生時代初頭である。

5号集石遺構 (第 33・ 37図、写真図版20・ 32)

〔位置 。検出状況〕 Ⅲ D10fグ リッドに位置する。S115竪穴住居跡の床面精査中に検出したもの

である。礫上の標高はS115竪穴住居跡の炉跡よりも若千低い。

〔重複 。隣接関係〕 S115竪穴住居跡の上位にある遺構と判断した。西側でS115竪穴住居跡の炉

跡と隣接する。東側には3号集石土坑がある。

〔集石範囲・規模〕 ほぼ西から東に1列に並ぶ。規模は西端から東端まで 1.45mを 測る。

〔礫の特色〕 礫は大小 6個検出している。中心となる4個は、 1～ 3の集石遺構と同じ安山岩を利

用している。

〔出土遺物〕 東隅で検出された172は磨石で安定しており、台石としての利用が考えられる。西隅

にある173は 凹石で4面がくぼみ、災化物が付着しており、火熱を受けている。

〔遺構の性格・時期〕 石器製作に関わるものであるかは判別できない。S115竪穴住居跡の床面施

設とも考えられる。時期は縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭である。
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1号集石遺構

Ⅳ 平成20年度調査

5号集石遺構

ｓ諸
窟
の(こここ) 

伴―型里堅羊上豊_型等
m

短套斡―s

Ю―S

鋲
S多♂

3号集石土坑

∝ 173

峰

r

3号集石土坑

1 10YR3/4 暗褐色シル ト

粘性あ り しまりややあ り

炭化物プロックで多畳含む

2 10YR4/4褐色 シル ト

粘性ややあ り しまりあ り 掘 りす ぎ ?

荒D地

o               l :40               2m

ぜ
駆

◆-143推定位置

第33図  1・ 5号集石遺構、3号集石土坑
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2 検出遺構と出土遺物

L=49600

B  J 瑞D野

2号集石土坑 (A― A′ B― B′ Aル _A)

1 10YR2/3 黒褐色 ンル ト

粘性なし しまりあ り

炭化物中量含む

2 10YR3れ  暗褐色砂質シル ト

粘性 なし 固 くしまる

炭化物少量含む

8 10YR3/3 暗褐色 ンル ト

粘性ややあ り しまりあ り

4 10YR4/4 褐色 シル ト

粘性あ り しまりあ り

5 10YR3/4 暗褐色 シル トとグライ化粘土 (N3/暗灰色粘土 )

混合土

粘性あ り 良 くしまる 褐鉄鉱分 5%含む

6 10YR2/2 黒褐色 シル ト

粘性な し しまりあ り

下位 に炭化物多量に含む 土器片含む (1号埋設土器 )

2号埋設土器

名

L=49300
引 C′

1号埋設土器

掏
(I《ラ》ド

A″十一
 L=49500 引 A′

岸
9     1:20    50,m

2号集石土抗 (C― C′ )

1 10YR3/4 暗褐色 シル ト

粘性あ り しまりな し

2 10YR74 褐色 シル ト

0      1 1 20    50cm
|

2号集石土坑

4号集石土坑 (A― A′ )

1 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト

粘性あ り しまりややあ り

札 D殆

A′
0_1 :20 _50cm
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S116炉跡
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2号埋設土器

懸もも

④ 一 磨石

為 plt

Ms

S(凹石)

e 禅
5号集石遺構|

磨製石弁

か
|

不定形活≧
苺沙

4号二石上抗

ぴ
和

S114竪穴住居跡・炉跡・ 集石遺構略図

∞

第35図 炉跡・集石遺構
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2 検出遺構と出土遺物

1号集石遺構

”
刀
々
／

1号埋設土器

0                     10cm

第36図 SNQ02炉跡、集石遺構出土遺物 (1)
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/

▼  1〔号集石土坑

I          IBケ         4![丑
m

多
紫

テ
◇~~~β

}Ⅲ多=二川生 ilイ

/9

第37図 集石遺構出土遺物 (2)
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2 検出遺構と出土遺物

)

―

⊃
灯◇

∋
170

鍮

0          173        15cm
0          172        20cm
O          他         10cm
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第38図 集石遺構出土遺物 (3)



第6表遺物観察表 (5)炉跡、集石遺構、その他①土器

番弓
土
点

出
地 当土層

`
器 種 部位 胎土 地文 色 特徴 備考

154
ＳＮＱ

０２ 炉埋土 | 鉢 口縁部 小礫石英 L‐ R 黒 山形突起 短 く外傾する 焼 けただれる 石囲炉の埋土中

1号埋
設土器

険出面 深鉢 完 形 礫 L― R 黒
小 さなうねりを持つ小波状口縁 なだらかに外傾 しやや外反する
最大径 は体上部にある 底部が欠損する

159 2号埋
設土器

険出面 深鉢 完形 礫 L― R 黒
小 さなうねりを持つ小波状口縁 なだらかに外傾する 最大径 は
口縁部にある 底部欠損 しない

Ⅳ 平成20年度調査

第6表遺物観察表 (5)集石遺構、その他②石器

番 号 出土地点 出土層位 種類 器 種

計測値
石質 備考

己さca 幅cm 月三さcm 重量 q

155 1号集石 検出面 礫 磨製石斧 閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀

1号集石 検出面 礫 磨 石 128 8214 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類C

1号集石 検出面 礫 敲石 63 3738 閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀

160 3号集石 検出面 礫 磨 石 1445 1000 36900 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類C

3号集石 検出面 標 台石 ? 3500 2270 870 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

3号集石 検出面 隆 祗石 P 1340 950 9425 デイサイ ト 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類 D

4号集石 検出面 礫 磨 石 赤色頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類 B

4号集石 検出面 礫 凹 石 7749 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

4号集石 検出面 礫 磨石 8663 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類 B

4号集石 検出面 剥片 不定形 768 買岩 北上山地 古生代 分類 A

4号集石 検 出面 礫 磨石 1017 デイサイ ト 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類 A

4号集石 検出面 礫 磨 石 2093 めの う 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類 A

16C 4号集石 検出面 礫 磨石 2151
蛇紋岩  北上 山地 早池峰出周辺  百生代
オル ドビス紀

分類 A

4号集石 検出面 礫 石核 1832 めの う 奥羽山脈 新生代新第三紀 写真掲載

4号集石 検 出面 礫 磨製石斧 1968 砂岩 北上山地 古生代

5号集石 検出面 礫 磨 石 2590 1830 デイサイ ト 奥羽山脈 新生代新第二紀

5号集石 検出面 礫 凹 石 1225 1030 915 17736 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

P P101 埋上下位 礫 敲 石 7205 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀

P P201 埋土中 礫 磨製石斧
ホルンフェルス 北上山地 古生代に堆積
中生代自亜紀に変成
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Ⅳ 平成20年度調査

⑦住穴状土坑群

柱穴状土坑群は、Ⅵ層面で捉え、埋上の特色がⅣ層 (砂質の褐色もしくは暗褐色シルト)と なるも

のを中世の柱穴状土坑群 (A柱穴状土坑群 2)と して前述しているが、ここではⅥ層下からⅧ層面で

捉えた柱穴状土坑をまとめた。これらの上坑は、現近代、中世から古代もしくは弥生時代前期から縄

文時代晩期末葉、可能性として縄文時代中期後葉までの幅広い時期観が与えられる。

A柱穴状土坑群 3(第39図 、写真図版23・ 32)

〔位置・検出状況〕 位置は遺構密集区から東側となる。Ⅶ層面で捉えた柱穴状土坑 (P P 101～ 168)

と、Ⅶ層面で捉えた柱穴状土坑 (P P330～337)の うちS114～ 16竪穴住居跡に関連すると考えたも

のを除外したものである。

〔重複・隣接関係〕 上位には中世の堀跡や溝跡、縄文時代晩期末葉の竪穴住居跡や集石遺構がある。

それらに関わるものも若干含むと考えられる。

〔埋土 。堆積状況〕 P P101～ 168は、おもに黒褐色または暗褐色シルトの単層で、自然堆積である。

P P101や 104は 炭化物が入り込む。P P330～ 376では、それぞれ埋上の観察を行い表に記した。黒～

暗褐色土と褐色土のものに分かれる。埋上が褐色土になるものは、Ⅶ層面のP P103・ 106・ 107・ 109、

Ⅷ層検出のP P 336・ 338・ 340。 342～ 345。 356・ 361'362で 、その内P P 103は 6号堀跡、P P106～

109は周溝状のS D18溝跡、P P336・ 338。 340。 360'361は S D14溝跡周辺にある。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は楕円形もしくは円形で、大きさは表の通りである。

〔断面形・深さ〕 断面形は柱穴状で、深さは表のとおりである。

〔出土遺物〕 P P101か ら174の敲石が出上した。

〔時期〕 検出面から縄文時代中期後葉から晩期末葉までの時期観が与えられ、一部竪穴住居跡状の

配列を示す。P P 101や 104は S K 102竪穴住居状遺構に関連するものか。 S N Q01・ 02炉跡周囲のも

のは、縄文時代晩期末葉の竪穴住居跡になるかもしれない。埋土観察で褐色上のものは、中世期の可

能性もあり、 6号堀跡やS D14・ 18・ 19な どの溝跡、またA柱穴状土坑群 2と の関連も考えられる。

A柱穴状土坑群 4(第 39図、写真図版23・ 32)

〔位置・検出状況〕 ⅢD6。 7f・ gグ リッドに広がる。調査区の中央部であるが、西側は撹乱さ

れており、遺構集中区の西端となる。検出面はⅧ層面であるがⅦ層はなくⅥ層下面に近い。

〔重複・隣接関係〕 北側にS K 101竪穴状遺構が、東側では中世墓娠 S K60～ 62や縄文時代晩期末

葉の上坑 S K68・ 69な どが広がる。また、A柱穴状土坑群 2と 東側で隣接する。

〔埋土・堆積状況〕 坦土は暗褐色～黒褐色シルトの単層で、自然堆積である。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は円形もしくは楕円形であるが、 1個方形のものある。大きさは表に示

す通りである。

〔断面形・深さ〕 断面形は柱穴状であるが、一部皿形状のものもあり、自然作用とも考えられたが

遺構と登録した。深さは表に示す通りである。

〔出土遺物〕 P P201から磨製石斧 (175)が 出上した。当グリッドの周辺はⅥ層で比較的土器の出

土が多く、特色として弥生時代前期 ?の土器 (遺構外183や219)が出土する。

〔時期〕 時期は、P P201周辺の柱穴状土坑群は縄文時代晩期末葉から弥生時代前期にかけてのも

のと考えられ住居状の遺構があった可能性を示す。北西側は方形の配列が見えるが、判然とせず、時

期は古代・中世のまで下るかもしれない。
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2 検出遺構と出土遺物

表 柱穴状土坑群3

PP101出 土石器

o                  10cm

第

口径 (cm) 深さ(cm) 口径 (cm) 深さ(cm) 口径 (cm) 深さ(cm)

338

339

340

106 123

06 133 1“ 343 26

07 145

146 127

147 206

148

150 348

349 200

350 400

214

202 120 352

244 214 186

8

157 356

130 158 258

144 159 234

122 160 30

33

363

364

126 175

366 102

272

132

332 24

134 333 25 221

334 23 376 24 153

174 335 28 273

24

23 337
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PP201出土石器

Cm

第 7表 (2)柱穴状土坑群4

口径 (cm) 底径 (cm) 深 さ (cm) 口径 (cm) 底径 (cm) 深 さ(cm)

27 20

243 22G 11

23 4 231

23Z

23t 261

207 234 欠 欠 欠

23〔

248

7

11 242

4

241

243

20

11 欠 欠 欠

246 27

220 20 247 28

7 20 不 明

222 22 249

223 250 7

224 34 215 36

11

226 253 9

227 254 不明

第40図 対主穴状土坑群4
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2 検出遺構と出土遺物

⑥ 遺構外出土遺物と出土遺物の特色

遺構外 として取 り上げた遺物は、位置や出土状況によっていくつかに分けられる。まずはⅦ層出土

のもので、非常に少ないが調査区の東隅で出土 した。磨滅が激 しかったことから土器 2点のみの掲載

となった。

次に竪穴住居跡認定前にグリッドで上げたものである。出上位置ⅢD8・ 9e・ fグ リッド出土遺

物はS114。 15竪穴住居跡のどちらかに所属 し、とくにS115竪穴住居跡の時期に当てはまる可能性

が高い。ⅣDl・ 2e・ fグ リッド出上の遺物はS116竪穴住居跡 もしくは 2号集石土坑に関連する

であろうか。しかし、これらの遺物は上層で出土 しているゆえに、撹乱の影響を受けていることも考

えられる。土器は住居跡出上のものと接合する場合が多かったが、遺構外で取 り上げた土器と同一の

可能性のある個体 もある。

3つ 目は、遺構として仮登録したのちにグリッド出土に置き換えたものである。特にⅢD7・ 8e・

fグ リッドに多 く、出土層位はⅥ層上位から下位 と幅広 くなる。遺構にはならなかったが、若干新 し

い雰囲気のある土器や石製品が出土 しており、遺構外 として取 り上げる率が高 くなっている。そして

最後に古代以降の遺構である堀跡や溝跡から出上 したもので、流れ込みや掘 り過ぎの影響 と考えられ

るものである。

以上のように出土状況は違うが、土器は縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭期が中心となる。また、

弥生時代の前期に当てはまりそうな土器も若千出土 している。石器や石製品は、遺構内で出上 したも

のと類似するものが多 く出土 しているために、掲載数は少ない。

以下に土器・土製品、石器・石製品に分けて紹介する。土器・土製品はⅦ層・Ⅵ層出土に分け、Ⅵ

層出土は、器種ごとに小分類 している。石器は個々の器種ごとに、遺構内を合わせて全体の出土数か

らみた特色を本文中に述べている。

土器・土製品 (第40～43図、写真図版27・ 28)

まずはⅦ層出土の上器である。遺構全体でⅦ層 と捉えた土器は296gと 少なく、全体の出土量の0,4

%で しかなく、磨滅され小破片となる。その中で176と 177は ほぼ同区域で出土 してお り、縄文充填な

どの特色から縄文時代中期後葉の深鉢の破片 と考えられる。

次にⅥ層出土の上器である。ほぼ同時期 (縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭)の ものが多いが、

浅鉢や壺類はやや新旧が判別できそうである。ア 浅鉢、イ 深鉢・鉢、ウ 鉢形土器の内時期の新

しい土器、工 壺、オ 土製品の順で述べたい。

ア :浅鉢

平口縁のものと山形口縁のものに分かれる。平口縁の178と 179は 日縁部の屈曲状況が定かではない

が、変形工字文で178は 匹字状に施文される。180や 181は 、口縁部上部が九みを帯びて屈曲し内湾する。

180は貼瘤がつぶされており、沈線により集められた感がある。182は 大柄な貼瘤であり、施文も幅広

い。同じく平口縁の183～ 185は 口縁部があまり内湾せずに垂直に立ち上がる。上記 した182よ り施文

が広 く、体中部上位まで沈線が巡る。184は小型の浅鉢 (鉢)で変形工字文が中位まで施文され、185

は無文体があり、下位に沈線が巡 り、蓋の可能性 もある。186は上位が欠損するが、平口縁 と思われ

体下部の縄文原体に他にない特色がある。

山形口縁の187は 欠損 しているが変形匹字文であろうか。文様体が非常に狭 くなっている。188、

189は沈線も深 く太い。あまり内湾 しないと思われる。

体部破片では190は大 きな貼瘤を持ち幅広い文様体 と無文体が特色である。器形に九みがあ り浅鉢
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Ⅳ 平成20年度調査

ではなく、重形土器かもしれない。台付 き浅鉢の台部資料は、遺構外では 2点の掲載で、磨滅がはげ

しい。193は変形工字文のない浅鉢で、日径30cIIlの大型である。これら土器は大洞A′ 式に比定するが、

平口縁の178や 179、 山形口縁の187は 古い部分、金附 I群のC類 に、平口縁の183、 184、 185や 山形口

縁の188、 189、 また壺形土器の可能性のある190は 、 A′ 式の新 しい部分で金附遺跡出上のⅢ群に相

当する可能性がある。

遺構内で見ると、S114竪穴住居跡出土やS115竪穴住居跡埋土上位出上の一部は金附遺跡 Ⅲ群に、

S115の 床面の完形品などは金附遺跡 Ⅱ群に当てはまる。

イ :鉢・深鉢類

ここで鉢としているのは口径 と器高がほぼ同じになりそうなもので、深鉢は器高が勝るものである。

日縁部破片は小型のものを鉢としているが深鉢になる可能性 もある。

鉢 とした194や 195は 口唇部に原体圧痕や刻みのような施文が認められる。1961ま 沈線がある小型の

もの、197は 深鉢になるかもしれない。198と 199は小波状口縁 となりそうである。

深鉢で遺構外出土の中で器形が分かるものは少なく。唯-200が復元できた。出土状況は一度住居

跡 として登録後にグリッドに置き換えたものである。出上位置や層位はS115竪穴住居跡埋土上層に似

る。小波状口縁で口縁部がすぼみ、肩が張る器形で、体下部は復元できなかったが、やや しぼむ形に

なると予測される。口縁部破片は平口縁 と小波状口縁に分かれる。平口縁では、201～ 203は 、口唇部

に手が加えられ短 く外反する。これらの特色は、遺構内出土の粗製土器 (S114の 47・ 51、 S115の 91・

92)に も顕者に見える。変形工字文を持つ204・ 205は 、やや長めの口縁部を持ちあまり外反 しない。

206は小型の深鉢と考えられる。これらの上器は、遺構 としてとらえ後にグリッドに置き換えたもので、

S115竪穴住居跡検出の西側グリッドで出土 している。

小波状口縁 とした207は上記 した200同様の器形 となるが、やや肩の膨 らみがない。突起を持つ208

～2121よ 突起の特色は違うが、口縁部が無文体で、あまり外反 しないという共通点がある。遺構内で

突起を持つ破片は、 S114竪穴住居跡出上の52・ 54がある。体部片の2131ま 貼瘤が 1つの深鉢である。

これら鉢や深鉢の完形品や口縁部破片は、そのほとんどが竪穴住居跡のあるグリッドとその周辺から

出土 したものであり、大洞 A′ 式に属すると考えるが新旧は難 しい。197はやや古い時期で、縄文時

代晩期末葉以前のものかもしれない。

ウ :鉢形土器の内、時期の新 しい土器

同じⅦ層出上でも、ⅢD8・ 9e・ fグ リッドでは、やや時期の違いそうな破片が出土 している。

218の浅鉢は波状沈線が見える。219は入 り組み文状の沈線 と磨消 しが施される。大 きく外反する222・

223の 深鉢 (奏 ?)や丸みを帯びる224の 甕形土器などである。225の粗製土器も含めて、弥生時代前

期から中期にかけての土器と考えられる。よって同グリッド周辺で出土 しているイに分類 した粗製土

器には、大洞A/式より新 しい時期のものも含まれている可能性 もある。

工 :壺

228は ⅣDleグ リッドで出土 した壷の回縁～肩部破片で、やや外反する口縁部には沈線が施 され変

形工字文 となりそうである。水平に大きく張 り出した肩部は変形工字文 と連続刺突文が見える。褐色

の器表面に特色がある。229の 口縁部破片は228と 同一破片の可能性が高い。230は 工字文の壼破片で

ある。228や229は A′ の新 しい部分か砂沢式土器、2301よ A′ の古い部分の上器と考えられる。

オ :土製品

232は いわゆるミニチュア土器の浅鉢で、変形工字文が施文される。特色からA夕 式の古い部分に

相当しよう。233は小型の壼で、穿孔か破損か判断付かないが、口縁部が欠ける。
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2 検出遺構と出土遺物

234の 円盤型土製品は、口唇部に刻みのある土器を転用 したものであろうか。比較的弥生土器の出

土割合の高いグリッドで出土 した。235の スタンプ型土製品は、調査区東側の出上である。237や 238

の上製品は、 S115竪穴住居跡埋土上位に当たる層位でのグリッド出土土器で、A′ 式の新 しい部分

に比定できる。238～ 240の 土偶 らしき破片は、スタンプ型土製品とほぼ同グリッドでの出上である。

241。 242の 孔のある円盤型土製品も比較的弥生土器の出土割合の高いグリッドで出上 している。

石器・石製品 (第 44。 45図、写真図版33・ 34)

前述 したとお り遺構内で多 くの石器を掲載 してお り、遺構外 としての掲載は少ない。よってここで

は遺構外出上の説明に合わせて、器種ごとに遺構内を含めた特色を述べたい。ア :剥片石器 イ :石

核 と剥片、ウ :礫石器、工 :石製品の順で記す。

ア :剥片石器

まずは石鏃で、遺構外では 6点掲載 した。243～248は 、すべて茎を持ち、基部がなだらかないわゆ

る凸基有茎のものであるが、先端部分や断面形に相違が認められる。243は やや先端部がまるく、244

も先端部は九い。245～247は 細 くなり、特に246は細 く尖る。断面形では上記 4点が菱形を呈するの

に対 し、248は扁平である。長さは一番短い244の 1.6clllか ら247の 4。 lcmま で幅がある。243・ 246に はア

スファル トらしき付着物が認められる。石鏃は全体では不掲載を併せて17点 の出上であるが、 1点除

けばすべて凸基有茎の形で、石質はめのうもしくは頁岩 (赤色・珪質を含む)に限られる。その 1点

はS115竪穴住居跡埋土上位で出土 した黒曜石を石材 としたlolで 、平基有≧ となり搬入品の可能性が

高い。

次に、石鏃の大型のものである。249は木の葉状をしたもので、未製品の可能性が高い。また250も

同類 と考えるが、石鏃の未成品かもしれない。同類にS115竪穴住居跡出上の103や S116竪穴住居跡出土

の■5がある。これら4点はすべて買岩製である。

石錐は 3点掲載 した。251はつまみ部のない石錐で長さは3.5cIIl、 252も 石錐としたがつまみ部が欠損

してお り不明で、石鏃の未成品かもしれない。253は 縦長のつまみのあるものである。石錐は遺構内

外合わせて 7点出土 している。遺構内114や遺構外の253以外はつまみ部がない。また、 7点すべてが

S114～16竪穴住居跡検出グリッドで出土 してお り、また石質はすべて奥羽山脈の頁岩となる。

スクレーパーとして登録 しているのは、遺構内の 3点 と遺構外の 2点のみで、他は不定形石器 とし

て取 り扱っている。ここでは縦長の254と 三角形状の255を 取 り上げる。254は 断面形が三角形状で両

縁辺に剥離が施される。255は片面のみの剥離が見られ削器 とした。

上記の定型石器に当てはまらないものを不定形石器として一括で取 り上げる。ここで言うところの

不定形石器とは、Rフ レーク (細部加工剥片)と 言われているものである。加工が非常に微細 (施 さ

れていない ?)な ものを含めるとlo6点 になる。刃部を有すると仮定して、その刃部の形態から分類

すると以下のようになる。 ( )内のアルファベットは表に示している。尚、点数は遺構内を含める。

まずは、縁辺が鋸歯状になるもの (A)である。19点 出土した。遺構外256は珪質頁岩のもので、

原石面が残り、刃部が鋸歯状となるが、剥離調整されているようには見えない。掲載資料では、SI
14竪穴住居跡出上の72や 4号集石土坑の166があり、どちらも円形で大型である。S114竪穴住居跡

から72を含めて4点出土している。石材には頁岩やめのうが利用されている。

次に縁辺に微細な調整があるもの (B)である。lo点が出土している。257と 258は 台形状の石器で、

原石面を残し、 2度の剥離が行われた形跡がある。どちらも原石面とは逆狽1に微細な連続剥離調整を

施す。遺構内のS l15出 上の105も 同様の特色がある。住居跡や集石遺構の周 りからの出土が多い。
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Ⅳ 平成20年度調査

10点の内 8点 を石質鑑定 してお り、すべて頁岩となっている。

3番 目は、剥離調整が 1箇所 (ノ ッチ状)の もの (C)で、遺構外から2点出土 している。259は

1号集石遺構付近で出上 した。 1箇所のみ くぼみがあり、剥離調整されている。260は 3号集石土坑

検出グリッド付近で出土 したものである。

遺構外では登録はないが、やや大型で、片方の縁辺が凹むだけのもの (D)が 8点出土 している。

代表 として S K76土 坑出上の150を取 り上げた。ホルンフェルスを石材 としている。礫石器の剥片を

加工 しているのであろうか。他の 7点 も石材や大小の違いはあれ、同様の特色を示す。石材鑑定 した

他 3点は頁岩製である。石器にはならないものかもしれない。

最後に、縁辺が鋸歯状にならないもの (E)である。登録はないが、遺構内外合わせて67点 と、多

くの出土を得た。形態は分類△の剥離のないものであり、原石面が残る特色も同様である。使用痕の

有無は明確ではない。遺構内ではS114竪穴住居跡の 4点、 S115竪穴住居跡の12点、 S116竪穴住

居跡の 2点、その他 4点 となり、 S115が多い。遺構外でもⅢD9。 10e・ fの 出上が21点 と多 く出

土 している。石器製作の際にでた剥片の可能性がある。 しかし、分類Aや Bに似た形状を示 している

ことから、石器として利用 していたのかもしれない。

その他、遺構内出上であるが、石箆が S114竪穴住居跡 とS K68土坑からそれぞれ 1点ずつ出上 し

た。他の石器と違い、北上山地産の頁岩を利用 している。

イ :石核と剥片

遺構内外で多 くの石核や剥片が出上 している。石核では 6号堀跡の最下層から出土 した261や 2・

3号集石土坑検出グリッドであるⅣDlfグ リッドから出土 した262がある。261の石質はめのうで、

表面を削ぎ落とした剥離がなされる。石材確保を目的とするのではなく、何かの未成品の可能性 もあ

る。めのうを石質とする石核は他に 5点 (原石面を持つ70g以上のもの)出土 している。剥片はすべ

て石質鑑定していないが、ガラス質の剥片は全体で255.6g出 土 している。 262は 頁岩製である。当

初は敲石とも考えたが、剥片を得るための石核 とした。

遺構内 S114竪穴住居跡から出土 した73を 含めて、70g以上の頁岩 (赤色頁岩を含む)の石核は13

点である。遺構内外から多 くの剥片が出土 しているが、上述 しためのうを除けば、ほとんどが頁岩製

(石質鑑定 していないので明確ではなく、調査員の観察によるもの)である。その他石核にホルンフ

ェルスのものがあるが、これは磨製石斧の製作に関わるものであろう。

ウ :礫石器

263の磨製石斧は、長さ16.8cmの ホルンフェルス製で、調査区北東隅グリッドでの出上である。細身

の縦長で、形態としてはS K68土 坑出上の144に似る。調査区全体で磨製石斧は完形品、製作途中と

思われるものや破損品を含めて15点 出上している。また、遺構内外で16点 の欠け (破片)も 出土した

が、復元できなかった。石質はホルンフェルス 8点、砂岩 4点、閑緑岩 3点である。

磨石や砥石類は、遺構内で28点 出上し15点 を登録掲載している。、遺構外でも21点 出上しているが、

遺構内出土と相違がなく、磨面が明確でないものが多いために登録していない。登録掲載15点 の個々

の詳細は各遺構内で述べているので、ここでは、特色ごとに分類 したい。 ( )内は表中にも示して

している。

まずは、球形で断面形が [算盤の珠]形状のもの (A)である。遺構内外で14点 出土し、遣構内で

9点掲載した。S115竪穴住居跡から1点 (106)、 S116竪穴住居跡から2点 (172ほ か)、 SKI
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2 検出遺構と出土遺物

02竪穴住居状遺構から1点 (140)、 S K77土坑から1点 (153)、 4号集石土坑からは4点 (167～ 170)

が纏まって出上 している。出上の特色は 2～ 4号集石土坑 とS115。 16竪穴住居跡周辺がほとんどで

ある。石質は奥羽山脈産の買岩 1点、赤色頁岩 2点、めのう 2点、デイサイ ト2点で、北上山地産は

ホルンフェルス 2点 と蛇紋岩 1点 となる。形態の特色は、球形の石材が利用され、角が扁平に磨 られ

て、断面形が菱形になる。横から見ると、天地が平 らになるが [算盤の珠]の ような形となる。一部

磨る前の段階で、敲いて整形 した跡や、原石面が残る場合 もある。 4号集石土坑の170は 、剥片石器

の石材 として再利用された可能性がある破損品である。

これらの石器は、 4号集石土坑で纏まって出土 したことなどから、石器の製造に使われた可能性 を

指摘 しておきたい。その石器とは磨製石斧であると考えられる。

次に、円柱状のもの (B)である。 4号集石土坑の164と 165が該当する。この 2個体は磨石Aに挟

まれるような形で出土 したもので、円柱状の石器の上面 と底面が扁平になる。敲いて整形 した後に、

磨ったような形跡がある。どちらも安山岩を石材 としている。やはり石器製作に関わるものと考えら

れ、台石として利用されたの可能性 もある。

その他 (C)では、全面を磨っているものや片面や縁辺のみを磨っているものがある。石質は、安

山岩やデイサイ トを石材 としている。

磨石の中でも、砥石 (D)の機能を持っていたのではないかと推測されるのが、 3号集石土坑の検

出面で大型の礫に挟まれて出土 した162で 、デイサイ トを石材 としている。断面形が三角形 とな り、

底面は自然面で側辺に磨 り痕が認められる。

ハンマーのような役割を果たし、側面に使用面のあるものを敲石とし、遺構内外で 8点出土 した。

礫の中心部に窪みのあるものは凹石 としている。遺構外での掲載は 1点 のみである。264は デイサイ

トを石材 としたもので、円形礫の縁辺に敲き痕が認められる。遺構内では 4点で、 S K 102竪穴住居

状遺構出上の141は 264と 同様の円形礫のもの、 S K72土 坑出土の250は 、石核 もしくは摩製石斧の未

成品かもしれない。同じく磨製石斧の未成品の可能性のある 1号集石遺構検出157は 、破損品であるが、

磨 られた棒状礫の側面が剥がれている。 P P lol出 ±1741よ 、頁岩製で角礫を利用 している。その他、

遺構外出土の 3点は、上記の特色を備えている。

礫の中心部が くぼんでいるものを凹石とした。遺構外266イよ、凝灰岩を石材 としてお り軽い。円形

礫の中心部に、円形のくぼみがある。上底対称 となることから石製品の可能性 もある。267・ 268は 、

破損 しているが縦長の礫の中心部が くぼんでいる。2691よ 前面が磨 られ、中心部が くぼんでお り、敲

き石に分類できるかもしれない。石材は267がデイサイ ト、268と 269が安山岩である。遺構内では 4

点出上 している。 S115竪穴住居跡出上の107は花商岩でもろい。 S K69土坑出土の145は、上記269

同様にハンマーの可能性がある。 S K76土坑出上の152は、遺構外268の 同様の特色を持つ。どちらも

安山岩を石材にしている。 5号集石遺構の173は 、他の凹石と特色を異にする。石質は安山岩であるが、

礫の半分が火を受けた形跡があり、 4面に窪みがある。台石に分類できるかもしれない。

遺構外出上の270・ 271と 3号集石土坑の検出面で出土 した161を 台石とした。石質は安山岩である。

磨 りが認められる。これら同様の礫は 1号集石遣構や 2号集石土坑でも出土 している。また、 5号集

石遺構の172は 、当初は磨石に分類 したが、大型で扁平なことから台石とした。

工 :石製品

遺構外から2点 (272。 273)出 上 している。これらの出土地点は、弥生時代初頭期 (A′ の新 しい

部分)や前期の土器が出土する区域 となっている。弥生時代の遺物であろうか。
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2 検出遺構と出土遣物

牛_____型隼浮里生___ど軒m

268     

∞

◎
〔
雌
甲
①
回阿 

―鍵―q
272

0     272・ 273   5cm
i

9          1Ю         20,m

ミ〕

-102-
第46図 遺構外出土石器 (2)、 石製品



第8表遺物観察表 (遺構外出土遺物)①土器・土製品

番号
出土
地点 当土層位 器 種 部位 胎土 地文 色 特徴 備 考

Ⅳ

２ Ⅵ 層 深鉢 体部 /1ヽ礫 黄 沈線 区画内縄文充填 倒卵 渦巻 き 磨滅 縄文中期後葉

177
‐Ｖ

つ V‖ 層 深 鉢 体部 小礫 L― R 黄 沈線 区画内縄文充填 倒卵 渦巻 き 磨減 縄文中期後葉

Ⅵ層

'曳

鉢 口縁部
細砂 金芸

母
赤 平口縁 内沈線 工字支 ? A2?

Ⅳ

２ Ⅵ層 浅鉢 回縁部 小 礫 赤 平口縁 内沈線 匹字支 ? A2?

‖D
10o Ⅵ層 浅鉢 口縁部 細砂 L― R? 赤

半口縁  内沈緑  丸 み を再 ひ て属田 し肉沿 する 変形工写更 つぶ

され る π字型
A′ 古

Ⅵ層 浅鉢 口縁部 砂 不 明 赤 平口縁 内沈線 太い雑 な沈線 変形工字文 A´ 古

182 Ⅵ眉 浅鉢 口縁部 細砂 L―R 赤
平口縁 内沈線 丸みを帯びて屈曲 し内湾する 変形工字文 大柄
な貼瘤 A´ 古

183 Ⅵ層 浅鉢 口縁部
細 砂 金 雲

母 L―R 赤
平口縁 内沈線 やや鋭角に屈曲しほぼ垂直に上がる 変形工字文
大柄 /k‐ β占り瘤 下贄に広めの無す体 A 新

184 Ⅵ層 浅鉢 半完形 赤
平 口縁  内沈線  ほぽ垂 直 に上 がる 変形工寧文  やや大柄 な貼 り

A´ コ〒

ID
8f Ⅵ層 浅鉢 半完形 細砂 自

乎口縁  内況緑  直線的 に斜 めに上 がる 変形工
~F更  大和 な太 い

沈線  下位 に無文体  最下位 沈線 A´ 新

Ⅵ層 浅鉢 回縁部
細砂金雲

日 赤 平口縁 ?や や角度 を持 って屈曲 し垂直に上がる 変形工字文 A´ 新

lf Ⅵ層 浅鉢 口縁部
細砂金雲

昌 黄 赤 2個一対の山形口縁 口唇部沈線 匹字文 ? 剥落多し A2?

9f Ⅵ層 浅鉢 口縁部
細砂 金雲

日 赤茶
山形口縁 (頂部床1突) 内沈線  口唇部沈線 変形工字文 大柄な

A´ 新

旧河道 底Ⅵ層中 浅鉢 口縁部
細砂 金雲

母 黄赤
山形 口縁  内沈線  口唇部沈緑  変形工字文 大 きな貼層 太 い沈 A´ コ〒

Ⅵ層 浅鉢 体部
細砂金雲

日 赤 大型の浅鉢 体中部まで変形工字文 大柄な貼層 み宅le承言鉢蛋崎響
ヽ

VD
le Ⅵ層 合付浅鉢 台部 小礫 茶 最下位に沈線 貼瘤 (簡略 ) A′ 古

‖ID
8f Ⅵ層 台付浅鉢 合部

細砂金雲
母 責色 下位に 3条の平行沈線 A´ 古

‖ID
Ⅵ層 浅鉢 略完形

細砂金雲
|― r 赤茶

乎口縁  内況線  口縁部下鴨広 のヘ ラ状工具 で況緑  口lsttb折 り返
し ? 磨 り消 し 口径 30、程度 の大型 である A´ 古 ?

‖ID
9f Ⅵ層 鉢 口縁部 小礫石英 黄 平口縁 口唇部に原体圧痕状の刻み 口縁部に輪積みのような線刻

‖ID
9f VI〕百 鉢 回縁部 小礫石英 茶 平口縁 口唇部原体圧痕

‖D
9f Ⅵ層 鉢 口縁部 細 砂 L―R 茶 平口縁だがやや波打つ やや外反 平行沈線

ⅥI層 鉢 口縁部 小礫石英 L‐R? 茶 平口縁

Ⅵ層 鉢 口縁部 細砂 R― L 茶 小波状口縁 体部 との境に沈線

Ⅵ層 鉢 口縁部
組砂 全雲 R一 L 茶 小波状口縁 短い口縁 丸い口唇部

Ⅵ層 深鉢
ヨ縁 ～ 体

喜R
小礫石葵
金雲母

R― L 黒
小波状口縁 口唇部ヘラ状工具でナデ 短 く内湾気味に立 ち上がる

Ⅵ層 深鉢 口縁部
「IH砂金雲 R― L 赤 ? 平口縁 短い口縁部 沈線

Ⅵ層 深鉢 口縁部 小礫石英 R一 L 赤 平口縁だが波 うつ 口唇部縄文圧痕 やや短 く外反する

203 Ⅵ層 深鉢 口縁部 小礫 R― L 黒 平口縁だが波 うつ やや短 く外反する

Ⅵ層 深鉢 口縁部
細砂金雲

白 平口縁 内沈線 変形工字文 小 さな貼 り瘤 挟 り A´ 判〒?

205 Ⅵ層 深鉢 口縁部
小礫多石

章 L― R 赤
平口縁  内沈緑  3条 の沈 4vR 大柄 な貼 り層  煮文椰  平行沈線  昂
大径 は肩 暮形

A′ 新 ?

206 埋土中 深鉢 口縁部
小礫壼 い

L― R 貢 赤 平口縁 やや外反する 磨 り消 し ? 弥生 ?

Ⅵ層 深鉢 口縁部 小礫石英 L― R 茶 小波状口縁 口唇部ケズ リ 粘土紐貼 り付 け ? 体部 との境に固

Ⅵ層 深鉢 口縁部 小礫石英 費 2個一対の山形突起 外反 しなし

VD
le Ⅵ層 深鉢 回縁部

細砂金雲 L― R 責 2個―対の山形突起 やや外反する

‖ID
10f Ⅵ層 深鉢 口縁部

細砂金雲
母 L― R 茶 2個一対の突起 外反 しなt

Ⅵ層 深鉢 口縁部 」ヽ礫 L― R 黒 ボタン状突起 をもつ山形口縁  やや外反 体部 との境 目に沈線

Ⅵ層 深鉢 口縁部
細砂金雲

母
L― R 黄 山形突起

Ⅵ層 深鉢 体部 小礫 L― R 黒 変形工字文 瘤1つ

‖ID
96 埋土中 深鉢 体部 小礫石英

いろヽ
赤茶 粗製土器

埋土 中 深鉢 体部 小礫石英 L― R 茶 粗製土器

1
Ⅵ層 深鉢 体部 /1ヽ礫 L― R 白 粗製土器 付加状 ?

Ⅵ下 ～Ⅵ
層 深鉢 体言5 砂 黒 粗製土器

‖ D
9β Ⅵ層 浅鉢 回縁部

細砂金雲
母 赤 波状口縁 内沈線 ほぼ直線的に外傾する 平行沈線 波状沈線 弥生前中期 ?

Ⅵ層 深鉢 口縁部 小礫石英 と一 R 自 平口縁 沈線 磨消 し 入 り組み文  7 弥生中期 ?

220 S D14 埋土中 深鉢 体部 小礫石英 L― R 白 沈線 磨 り消 し 219と 同じ?

221 Ⅵ層 深鉢 口縁部 細砂 自 小波状口縁 山形沈線 弥生 (小田野 H期 )

前中期 ?

Ⅵ層 深 鉢 回縁部 小礫石英 L― R こげ茶 大きく外反する 国縁部 と体部境に明瞭な太い沈線 磨 り消 し ? 弥生 ?

223
Ⅳ

２ Ⅵ層 深鉢 口縁部 小礫 夕石
英

白 山形口縁  大 き く外反す る 甕形になるかも 弥生
前期 ?

224 Ⅵ層 深 鉢 体 部 小礫
いうヽ

黒 甕形 丸みを帯びる
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第8表遺物観察表 (遺構外出土遺物)①土器。土製品

第8表遺物観察表 (遺構外出土)②石器・石製品

番号
土
点

出
地 当土層t 器種 部 位 胎土 地 文 色 特徴 備 考

225
‖D
9f Ⅵ層 深鉢 体 部 小礫石英 L― R 黒 雰識考慧ぃ 

加状 ?暦 り消 し 内部黒斑 丁寧 なミガキ 大型で厚
付加状縄支 ?

226
Ⅳ

ク Ⅵ層 深鉢 底部
Jヽ礫 石夷
金雲母 黄色 直線的に斜めに立ち上がる 網代痕

227 Ⅵ層 深鉢 底部 小礫石英 L― R 黒 58の底部 ? 直線的に外傾する

228 Ⅵ層 士唖
口縁 ～肩

部
細抄 金雲

母 責赤 平口縁 内沈線 平行沈線
124と 1司 -1回 4不 ′
229支ド額をB?

229 Ⅵ層 一璽 口縁部
細 紗 金 雲

黄赤 平口縁 内沈線 平行沈線 弥生前期 ?

‖ID
10a Ⅵ層 壷 肩部 ?

測 紗 金 雲
日 黄赤 工字文 A´ 古

Ⅵほ 一里 底部
細砂 金雲

日 無 文 茶 やや上 げ底  ミガキ ナデ 黒劇

232
Ⅳ

ｌ Ⅵ層 土製品 小型浅鉢 細 砂 白 平口縁 内沈線 丸みを持って屈曲する 変形工字文

233
Ⅳ

ｌ Ⅵ層 土製品 小型壺
小礫・ 石

無 支 黒 平口縁 ?外反する 穿孔 ?破損

234 8f Ⅵ層 土製品 円盤型
小礫 石英
令菫母 黄 色 口唇部 ?刺 突 表面ナデ 裏面縄文

235 2e Ⅵ層下定 土製品
スタンブ

影
小礫・ 石

赤 繊Y終誓
Cm 高 さ1 70cm 底部刺突文 上位 を捻 ってつま

Ⅵ層 土製品
アクセサ

リ 細砂 黄色 幅3 15cm 高 さ2 2cm 厚 さ1 lcm 貼瘤 牢孔

237 Ⅵ層 土製品
アクセサ

リ 細砂 黄色
1 9cm 局さ2 7cm 厚さ1 45cm 貼瘤 穿子L 事虫

IV D
‖層下■ 土製品 土偶肩

/1ヽ礫 ・ 石
革 赤 幅 (27)cm  高さ (2 0cm  厚さ155)cm  沈線

ＩＶ

２ 洲層下G 土製品 上偶腰 ?
/1ヽ礫 ・ 石

輩 赤 幅 (35)cm 高 さ (29)cm

240
Ⅳ

２ 洲層下位 土製品 土偶 細砂 黄 色 場罫7)cm高
さ 像O cm厚さ (1の cm沈線 南

突起 ?

241
‖D

里上下位 土製品 円盤型
小礫 石葵
金雲母 黄ゝ窪 径435× 425cm 厚 さ0 6cm 孔の幅0 4cm

242
‖ D

Ⅵ層 土製品 円盤型
小礫石英
全雲母 赤 径340× 3 00cm 厚 さ0 7cm 孔の幅0 5cm

番号 出土地点 出土層位 種 類 器 種
計測値

石質 番号昆さcr 幅cm 軍さcn 重量 g

‖ID10f Ⅵ層 剥片 石鏃 060 10 珪質買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 凸基有茎

244 ‖ID10f Ⅵ層 剥片 石 鏃 055 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 凸基有茎

245 ‖D7・ 81 Ⅵ層 剥片 石鉱 295 050 めの う 奥羽山脈 新生代新第二紀 凸基有茎

‖ID8f Ⅵ層 剥片 石鏃 095 045 買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 凸基有茎

‖lD9f Ⅵ層 剥片 石 鏃 145 090 めの う 奥羽山脈 新生代新第二紀 凸基有茎

‖ID9g Ⅵほ 剥片 石 鏃 (235) 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 凸基有茎

249 ‖ID9 g Ⅵ層 剥片 石 鏃 065 買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

250 ‖ID10g Ⅵ層 剥片 石錐 (305) 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

‖ID9e 埋土上位 剥片 石錐 095 075 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀

252 ‖ID10f Ⅵ層 最J片 石鏃 ? 325 100 075 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 尖頭器 ?

253 IVD l f Ⅵ層 剥片 尖頭器 ? 13 085 赤色買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 未製品

‖ID8f Ⅵ層 剥 片 スクレーパ (560) 120 149 買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

255 ‖ID8 g Ⅵ層 剥 片 削器 ? 245 075 を質買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

256 ‖ID9e 理土中 剥片 不定形 095 珪質買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類 A

257 IVD 2 f Ⅵ層 剥 片 不定形 395 515 165 235 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類 C

258 ‖ID9 e 埋土下位 剥片 不定形 515 13 271 頁 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 分類 C
‖ID9f Ⅵ層 剥片 不定形 買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 分類 D

IVD i g Ⅵ層 剥片 不定形 頁 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 分類 D

261 6号堀跡 里土最下位 礫 石 核 1039 めの う 奥羽山脈 新生代新第二紀

262 IVD l f Ⅵ目 醸 石核 5050 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 写真掲載

VD2e Ⅵ層 礫 磨製石斧 2517 ホルンフェルス 北上山地 古生代に堆積 中生代自亜紀に変成 石棒 ?

IVD l f Ⅵ層 礫 敲 石 1000 520 6061 デイサイ ト 奥羽山脈 新生代新第二紀

‖D10e Ⅵ層 礫 敲石 1010 610 470 4126 安山岩 奥羽山脈 新生代新第三紀

‖ID6e Ⅵ層 礫 凹 石 860 560 3170 凝灰岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

267 ‖ID 9ヤ Ⅵ層 礫 凹 石 77 5331 デイサイ ト 奥羽山脈 新生代新第三紀

‖ID9g Ⅵ層 礫 凹 石 730 850 400 3682 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

IVD 3 9 Ⅵ層 礫 凹 石 12478 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

270 ‖ID10e Ⅵ層 礫 合石 ? 1350 690 20200 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 写真掲載

‖ID9 9 Ⅵ層 礫 台石 ? 安山岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 写真掲載

272 ‖lD9f Ⅵ層 石製品 管 玉 265 11 砂岩 北上山地 古生代

‖ID9f Ⅵ層 石製品 小玉 買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀
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3 分析鑑定 (中世墓娠 出土歯 )

パリノ・サーヴェイ株式会社

イよじめに

岩手県北上市稲瀬町地蔵堂の境遺跡は、北上川沿いに形成された自然堤防上に立地する。これまで

の発掘調査により、弥生時代の住居跡・土坑、平安時代の竪穴住居跡・土坑・配石遺構、中世～近世

の堀跡・溝跡・墓壊などが検出されている。今回、墓壊から出上した人骨について、被葬者の情報を

得ることにした。

(1)試   料

試料は、SK59墓壊 (試料 1)、 SK60墓渡 (補 )、 SK61墓娠 (試料 2)、 SK62墓壊 (試料 3)か ら

採取された人骨である。いずれも歯牙が中心で土壌ブロックとして取り上げられており、出土遺物な

どから中世の墓坑とされる。

(2)分 析 方 法

骨に付着 した土壌は、竹串等を用いて除去 したが、骨自体の保存状態が悪 く、全体が崩壊するおそ

れがあったため、完全に取 り除 くことができず、可能な限りの観察にとどめた。露出した骨を肉眼で

観察 し、部位を同定する。なお、歯牙の計浪1は 、藤田恒太郎 (1949)に基づ き、デジタルノギスで測

定する。

(3)結果お よび考察

<SK59墓媛>

骨体が完全に分解 して消失 してお り、歯牙のみが残る。左上顎中切歯、左上顎第 1小臼歯～第 2大

臼歯、左下顎犬歯、左下顎第 1小臼歯が解剖学位置を保って露出し、それよりも背面側に右上顎第 1・

2大臼歯 と左下顎第 1大臼歯が露出する。右側の大部分の歯牙は土中に埋まっていた。検出された歯

牙については、歯式として表 1に示す。

表刊 SK59墓墳の歯式

凡例)1:切歯 C:犬 歯 P:小 臼歯 M:大 臼歯 一 :未確認

永久歯が生えそろっているものの、第 3大臼歯が未萌出である。

また、切歯や犬歯がわずかに咬耗するが、小臼歯や大臼歯に咬

耗がほとんどみられない。これより、本人骨は、成年 (16～ 20

歳程度)か ら壮年 (20～ 39歳程度)前半 と考えられる。また、

権田の調査例 (19働)と 比較すると、本人骨の歯牙討測値 (表 2)

は、男性平均値 よりも上回るものが多い。よって、本人骨は、

男性の可能性がある。

<SK60墓媛>

骨体は部分的に残る程度であ り、大半が分解・消失する。歯

牙は、左上顎歯牙と左下顎歯牙が解剖学的位置を保つて露出し、

右下顎歯牙 も解剖学的位置を保つことが観察される。保存状態

表2.SK59墓墳出土歯牙計測値

左 右

M3 M2 Ml P2 C 11 11 Ml M2 M3

上額 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

下 顎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オ4gI 右 IFl

歯冠厚 歯冠幅 歯冠厚 歯冠幅

上 顎

11 768 889
× × × ×

C

989 744 009 759
725

Ml 1239

M2 1076 222 1044
M3

下顎

11 58C 565 × ×

× × 649
C

772 749 686
829 755

Ml 1085 1203

M2

M3

凡例)× :測定不可  ― :未確認
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が極めて悪 く、左上顎犬歯の歯冠部、左上顎中切歯片、左上顎側切歯片を上壌ブロックから抽出する

ことができたが、それ以外の歯牙は土壌から分離することができない。確認された歯牙は、歯式 とし

て表 3に示す。なお、左下顎第 2大臼歯および第 3大臼歯は歯牙を確認できないが、その痕跡を観察

することができた。本人骨は第 3大臼歯が萌出していることから成人に達 していたと考えられるが、

詳細不明である。なお、左上顎犬歯は、歯冠幅7.02111111、 歯冠厚8.30111111を 計 り、女性平均値 (権田,1959)

よりも小さく、女性的である。

表3 SK60墓墳の歯式

左 右

M3 M2 Ml C 11 11 C Ml M2 M3

上 顎 ○ ○ ○ ○ ○

下 顎 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

凡例)1:切歯 C:犬 歯 P:小 臼歯 M:大 臼歯 一 :未確認

<SK61墓墳>

頭蓋の破片が土壌塊 として確認される。歯牙では、右下顎第 2・ 3大臼歯、下顎小臼歯が確認され

る。左下顎第 3大臼歯には、遠心歯頚部と歯冠部に齢蝕 (い わゆる虫歯)がみられる。本人骨は、咬

耗が著 しく進み、大臼歯の象牙質が全面露出することから、熟年 (40～ 59歳程度)後半以降とみられ

る。なお、左下顎第 2大臼歯は、歯冠幅 10.37111111、 歯冠厚 10.3911ullを 計 り、女性平均値 (権 田,1959)よ

りも小さく、女性的である。

<SK62墓壊>

下顎骨 と四肢骨が確認 される。下顎骨は、正中部から左側の

みが残存し、舌側 (口腔側)が露出する。左側の上顎犬歯と第 1・

2小臼歯、右側の中切歯と第 2小臼歯が確認され、左上顎中切歯・

側切歯の痕跡が観察 される。左上顎第 1小臼歯の歯冠部に鰯蝕

がみられる。左上顎第 2小臼歯の咬耗が顕者にみられないこと

から、老齢に達 していない個体 と考えられるが、詳細は不明で

ある。なお、本人骨の歯牙の大 きさ (表 4)は、小臼歯歯冠幅

が女性平均値 (権田,1959)よ り狭 く、中切歯歯冠幅と小臼歯歯

冠厚が男性平均値 (権 田,1959)と 同じ程度かやや上回る。その

ため、性別に関しても定かでない。

(4)ま  と め

SK59～ 62号墓壊から出土 した人骨は、いずれも保存状態が悪 く、骨体が完全に分解・消失 している、

もしくは分解消失の途中であった。今回実施 した鑑定作業の結果、 4個体の人骨試料は、成年～壮年

前半の男性?が 1個体、成人女性?が 1個体、熟年後半以降の女性?力Sl個体、年齢性別不明が 1個体 と

推定 した。

引用文献

藤田 恒太郎,1949,歯 の計測基準について.人類学雑誌,61,27-32.

権田 和良,1959,歯 の大 きさの性差について.人類学雑誌,67,151-162.

表4 SK62墓壊出土歯牙計測値
オfH‖ 右イ曰‖

歯冠厚 歯冠幅 面冠厚 歯冠幅

上顎

11 × 865

× ×

968 642

Ml

M2

M3

下顎

11

C

Ml

M2

M3

凡例)× :測定不可  一 :未確認
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Ⅳ 平成20年度調査

4 平成 20年度調査 の成果

ここでは、平成20年度の調査の成果を、若干の考察を交えて遺構を中心に時代ごとにまとめる。遺

物については、2(1)⑥ と (2)⑥で説明しているので、ここでは簡単に触れている。

(1)古 代 。 中 世

平成20年度調査区で検出された遺構は、墓壊 5基、土坑 4基、堀跡 1条、溝跡 6条、柱穴状土坑45

個である。墓娠は、永楽通賓や洪武通費が出土していることから中世末期の遺構と思われる。被埋蔵

者については、人骨の保存状態が悪 く推測となるが、成年～壮年前半の男性 ?が 1個体、成人女性 ?

が 1個体、熟年後半以降の女性が 1個体、年齢性別不明が 1個体となり、分析していない 1遺体は男

性と思われることから、 1家族の可能性があるが、共同墓地としての機能も考えられる。当期と思わ

れる土坑 4基の内 2基は、墓壊周囲にあり、関連が考えられる。風倒木状で、墓墳の周囲に植えられ

た樹木の倒れた跡と考えることもでき、塚状の遺構となる可能性も否定できない。

これらの遺構は中世の埋葬のあり方や、当時の宗教事情などを踏まえた検討が必要である。Ⅵ 平

成20。 21年度調査の総括 1中世 (1)墓娠で、中世墓娠の占地状況や規模・平面形、古銭の数や出土

状況などから見える特色を、岩手県内で検出された中世墓と比較して考察する。

堀跡は、断面形はV字状となり、延長は曲線を描 く。一部下位に柱穴列状の遺構を伴い柵跡の可能

性もある。溝跡は、ほぼ南北に直線的に延びるもの 1条、堀跡と直交するもの 2条 (同一遺構の可能

性もある)、 方形周溝状のもの 1条、円形周溝状のもの 2条 となる。これらは同時期にあったかどう

かは不明である。これらの遺構は平成18年度に検出された遺構との関連を考える必要がある。

柱穴状土坑は堀跡や溝跡の周辺で検出されたものと、墓墳周辺で検出されたものに分かれる。堀跡

周辺のものは、一部に規則性が見られるが小型である。堀跡からやや離れた柱穴状土坑群は比較的大

型で、墓崚周辺で検出された柱穴状土坑 1個からは古銭が出上している。これらのことから、建物跡

は墓壊検出区域付近にあった可能性がある。

全体として、時期を特定することは難しく、平安時代の上師器・須恵器も少なからず出土しており、

古代から中世末期まで幅広い年代が与えられる。その中で、遺構が同時期にあったとすれば中世期の

ほうがより近い年代になると考えられる。Ⅵの1(2)で は、中世期の堀跡や柱穴状土坑について、

平成18。 19年度の調査結果を踏まえた考察をする。

古代・中世の遺物は、土師器の杯片・須恵器片 5点 と古銭37枚である。土師器はロクロで作られて

いる。古銭は南唐銭 (初鋳960年 )か ら明銭 (初鋳1408年 )ま での幅を持つ。

(2)縄 文・弥生時代

当期の遺構としては、竪穴住居跡 3棟、竪穴住居状遺構 3基、土坑10基、炉跡 2基、集石遺構 5基、

埋設土器 2基、柱穴状土坑169個が検出されている。これらの遺構は、出土遺物から縄文時代晩期末

葉から弥生時代初頭期に属すると考えられる。

竪穴住居跡は、 2棟が重複して検出されている。平面形はどちらも円形と推定され、規模は 5～ 6

m程であると考えられる。壁は確認できなかったことから、竪穴ではなく、平地住居かもしれない。

新しい土器の出土する住居跡は、床面中央部と想定される場所に地床炉跡を持つ。しかし古い住居跡

からは石囲炉跡が検出されているが、疑間が残る。もう1棟は、古い住居跡と同時期と見るが、不明
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4 平成20年度調査の成果

である。これらのことについては、Ⅵ 20。 21年度調査の総括  3(1)で 考察する。

竪穴住居状遺構や土坑は、縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭にかけての遺物が出土するが、時期

的には不明のものがある。特に住居状遺構であるSK 101や 03に ついては、弥生時代前中期に属する

可育と性 もある。

石囲炉跡、集石遺構は縄文時代末葉から弥生時代初頭のうち、後者に当たると考えられる遺構で、

検出状況や出土石器の特色から、石器製作に関わる遺構の可能性を考えている。このことについては、

Ⅵ 20。 21年度調査の総括 2(2)で 考察する。

柱穴状土坑は上位検出のものは中世の、下層検出のものは縄文時代中期後葉期の時期が与えられそ

うなものを含む。建物跡状の配列は判然 としなかった。仮にS114竪穴住居跡 と同時期に石器製作祉

があったとすれば、関連する柱穴状土坑 (雨風を防ぐための作業所を構成するもの)になる可能性 も

あるが、擬似現象 (木痕などの撹乱による)の窪みと考えられるものも幾つかあ り、積極的に建て物

を構成することができない。

平成18年度調査 をまとめた前巻539集では、調査区外東側で検出された土器集中区を包含層 1・ 2

として報告され、包含層 1(調査区南側)は「石器製造を営む～居住地の存在の可能性を指摘できる」

と、包含層 2(調査区北側)は、「墓域であった可能性を指摘できる」 とされている。前者の裏付け

は成されたが、後者に関 しては、埋設土器や集石土坑は確認できたものの、墓域とは言えないと考え

られる。ただし、周辺は調査されていない区域を残 しており断言できない。

遺物は、土器は大半が大洞A′ 式に比定出来、やや新旧に分かれる様相が見えた。この特色は、平

成18年度出土土器 と大差はないが、少量ではあるが縄文時代中期後葉の土器片 も出土 し、また弥生時

代前・中期の上器 も出土 しているという違いがある。土製品にはアクセサリーや円盤形土製品、土偶

などがある。石器は、剥片の定形石器では石鏃や石錐、石箆などが出土 した。不定形石器が卓越する

特色がある。礫石器では、磨製石斧、凹石、磨石、敲石が出土 してお り、磨製石斧の未製品の出上が

あることや、磨石の出上が多い特色が挙げられる。特に断面形が [算盤の珠]状の磨石が纏まって出

土 していることも特筆 される。この磨石 (分類A)を含め、台形状の磨石 (分類B)は、前巻539集

では報告されていない。平成18年調査の包含層 1で は剥片や石核は多いものの磨石類は少なく、大 き

な違いがある。これらの差異については、さらなる見当が必要である。

-108-



写 真 図 版
(平成20年度調査)



境遺跡と北上川 (平成19年度撮影)

調査区全体

写真図版 1

(遠景)

空中写真
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調査前風景 西側完掘

調査区全体 (近景)

東側6号堀跡断面 西側南北断面

調査区近景、西側完堀状況
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写真図版2 調査前風景、
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写真図版4 SK59・ 60・ 62墓墳
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SK61墓塘断面

SK63墓壌平面

SK63墓境人骨出土状況 中世墓境供養の様子

写真図版5 SK61・ 63墓墳
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断面SK64土 坑平面

SK65土坑平面

SK66土坑平面
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SK67土坑平面

写真図版6 SK64～ 67土坑
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完掘 (ⅦI層 面、南東側) 完掘 (ⅦI層 面、北側 )

写真図版7 6号堀跡
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写真図版8 SD14～ 16溝跡
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写真図版9 SD17～ 19溝跡 、A柱穴状土坑群2
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19                         1 : 1                         20

写真図版10 古代以降の出土遺物 (呵 )



31

34                        1: 1

写真図版11 古代以降の出土遺物 (2)
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写真図版12 S114竪穴住居跡 (1)
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S114竪 穴住居跡遺物出土状況 S115竪 穴住居跡P137断面

S115竪 穴住居跡遺物出土状況

S115竪穴住居跡 (1)

S115竪 穴住居跡遺物出土状況

写真図版13 S114竪穴住居跡 (2)

-121-



鞠
Ｌ
‘
　
　
　
　
　
　
・
一
・．

く
　
　
　
　
　
，

　́
　
　
一　
一虫
・」

「
一一
ド

炉跡掘 り方断面

-122-
写真図版14 S115竪穴住居跡 (2)
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写真図版16 SK101～ 03竪穴住居状遺構
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SK68土 坑平面

SK69土 坑平面

SK70土 坑平面

SK71土 坑平面

写真図版17 SK68～ 71土坑
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SK72土坑平面

SK73土坑平面

SK74土坑平面

SK75土坑平面
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写真図版18 SK72～75土坑



SK76土坑平面

SK77土坑平面

SNQ01炉跡検出

燃焼部断面 (N― S) 断面 (E―W)

写真図版19 SK76～77土坑、SNQ01炉跡
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SNQ02炉跡平面 埋土断面 (W― E)

焼土断面 (W― E) 掘り方断面 (W― E)

5号集石遺構
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写真図版20 SNQ02炉跡、1・ 5号集石遺構
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4号集石上坑検出遠景

4号集石土坑近景 1 4号集石土坑近景2
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-130-
写真図版22 3・ 4号集石土坑、A柱穴状土坑群3



A桂穴州犬土坑群3(IV D3eグ リッド)

.■,象=鸞 霊

矛  |

学ヽ校参加)             体験学習 (奥州市立大田代小学校)

写真図版23 A柱穴状土坑群3・ 4、 その他

tl´と歳:控

A柱穴状土坑群4(III D6fグ リッド)

調査終了 (東から)

現地公開 (北上市立照岡小学校参加)

-131-



と
４５

64

(1)S114

一

６５

写真図版24 縄支 。弥生土器

-132-



“

Ｅ

Ｖ

開

96 (1:2)

100 (1:2)

-133-
写真図版25 縄支・弥生土器 (2)S115



甲 観  Ⅲ
124

Ｖ

・‐ｏ

■ 28

125 (112)

126 (1:2)

密
127

SKЮ3

134
133

惟

ＳＫ７３

SNQ02

1:4

写真図版26

158      2号 集石土坑

吼 彎

一４一一・３７　　ＳＫ７６1号埋設土器 2号埋設土器

-134-
縄支・弥生土器 (3)S116そ の他遺構内



打
・７９

写真図版27 縄文・弥生土器 (4)遺構外

-135-



守
232 (1 :2)

と

233 (1 :2) 234

０
‥２， 1:4

写真図版28 縄文・弥生土器 (5)土製品

-136-

240 (1:2)

241 (1 :2)



▲“一呼‥２＞　　　　　　切

◆
ド
ロ
飩

▲
Ｅ
ロ
ロ
▼
‥２＞

，

贖
‥ ２，６６ く

106

４

・ ‥ ２ヶ

◆

・ｏ・

・０４　▲ＥＥ・ロロ
・‥２ナ

０

・０３

S115

-137-
写真図版29 石器 (1)Sl1 4～ 16



1:3

馬商ミロ]】阪30 τ藩器 (2)S116・ SK102～ SK72

SK68                  143

-138-

149



1号集石遺構

3号集石遺構

他1:3

写真図版31 石器 (3)SK76～ 3号集石土坑

161 (1 : 10)

-139-



163

168

4号集石土坑

5号集石遺構

172 (1 : 10)

173

1:3

写真図版32 石器 (4)4号集石土坑、5号集石遺構

-140-



・ ‥ ２ナ

処

◆

ｗ

醐　　▲エロ▼瓶
245 (1 :2) の

　
工
■
コ
Ｅ
▼

く・‥２ヶ

ぐ・ ‥

　

Ｌ

Ｅ

Ｅ

Ｔ

▼

２５２

守２

　

　

　

　

　

　

　

・ ‥ ２＞

‥ ２ナ

　

　

　

　

　

　

　

２５．249 (1 :2) 250 (1 :2)

4細
256 (1 12)

，

‐ ‥ ２，２５３

中
　
　
　
２５９

一

一

1:3

写真図版33 石器 (5)

-141-
A桂穴状土坑群、遺構外①



265

268

-142-
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V 平成21年度調査

1 調査 の経過 と概 要

(1)調査の経過

4年 目の発掘調査は2550どの面積を調査することになった。調査確認面積は現道郡1350だ 、現道

拡幅部1200ご となる。調査期間は平成21年 4月 8日 から6月 15日 で、作業員は20名 の登録である。

まずは、調査区西側 (G区)の調査から始めた。調査の結果、遺構は検出されず、遺物もないこと

から安全を考え埋め戻した。その後 2箇所で3.50mま で重機で下げた結果、礫層が見え、文化面のな

いことを確認し、4月 20日 、現道拡幅部240どの調査を終えた。

調査区H区は、最北部の表土剥ぎから調査をスタートし、隣接する住宅の水道工事を待って重機を

入れて、住宅前のF区 とともに4月 20日 から本格的に検出を開始した。

まずは、調査区の最北部から精査を開始し、柱穴状土坑や溝を検出精査し、下位面の確認後調査を

終了し、土捨て場とした。F区やH区の中央部は、遺構が集中している区域があり、また柱穴状土坑

も多く検出されたことから調査は難航した。 5月 11日 、委託者と県教育委員会生涯学習文化課を交え

た現地協議の結果、現道部の一部調査が必要と判断され、道路使用許可等の手続きが成されることと

なった。その結果、6月 15日 までに終了することは不可能ということになり、調査は延長されること

となった。

6月 9日 、現地公開を行い、北上市立照岡小学校 5'6年生22人 と引率教諭や教頭 3人 を含め、

合計48人の参加を得た。

6月 12日 、道路使用が許可され、 6月 16日 には現道の一部のアスファルトを剥がし、前年度遺構が

検出された区域を含め、40だ の調査を開始し、調査面積は1240ご となった。

7月 3日 、終了確認が行われ、7月 6日 には航空写真撮影を実施し、同月10日 に撤収した。なお現

道部の復旧は、埋め戻しとともに7月 14日 に終了し、交通規制が解除されている。

(2)調査の概要 (第 47・ 48図 )

最初に平成21年度に調査した県道バイパスの西側、G区について述べる。この区域は市道を挟んで

両側の狭い区域での調査となり、最初に遺構と遺物の確認のために、現道拡幅部の北に6箇所、南に

5箇所のトレンチを設定し、層位の状況を確認した。北側のトレンチ2(T2)で は、表土から50cm下

に炭化物を伴う暗褐土があるが、遺構の有無は確認できなかった。古代面と思われる責褐色土面は、

表土から1.2mほ ど下位に認められ、検出したが遺構は確認できず、遺物も出上しなかった。南側のト

レンチ5(T5)で も同様な様相であつた。北側 トレンチ7(T7)で は、古代面と思われるやや硬

い黄褐色土面が認められた。上の堆積状況は、調査区F区に似ており、平成19年度調査区に近いこと

から遺構がある可能性があったが、木根の撹乱のみの検出となった。南側 トレンチ8(T8)で は、

地山 (岩盤層)ま で重機で下げてみたが、遺構や遺物はなかった。よって中心部の市道下も同様の様

相と判断され、調査を終了している。遺物は表土から2点の磨滅した縄文土器破片 (8,7g)が出土し

ている。これらのことから、縄文時代から古代期にかけては、遺跡の西側は低湿地帯で、中世期では

若干埋まるものの、中世以前は生活の場ではなかった可能性が高い。以上をもってG区の報告を終了

とし、以後は触れない。
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1 調査の経過と概要
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第47図 グリッド設定図2、 G区 トレンチ位置図



V 平成21年度調査

次に前年度に調査を終えた区域 (県道バイパス東側の一部)と平成21年度に調査 し検出された遺構

や出上 した遺物をまとめる。

竪穴住居跡は 1棟検出した。H区の中央部で、Ⅵ層下面からⅦ層面での検出である。炉跡らしき焼

上を中心に小さな壁の立ち上が りと大型の柱穴が検出されている。時期は、出土土器の特色から縄文

時代中期後葉から末葉と考えられる。

竪穴住居状遺構は 4基の検出で、そのうち 3基はⅣ層下面での検出、 1基はⅦ層上面での検出であ

る。Ⅳ層下面から検出面された 3基は、床上や近隣からまとまって炭化物が検出されている共通点が

ある。そのうちの 1基は、F区から検出されたもので、平面形は方形でと推定され、床面から柱穴状

土坑が検出されている。 2基は重複 してお り、床面や坦土から鉄製品や羽口片などが、また14世紀の

中国青磁器も出土 している。Ⅳ層下面から検出された 3基は、中世期に属する可能性がある。Ⅶ層面

で検出された 1基は、炭化物から縄文土器が出上している。

土坑は58基検出された。検出面は、V層上面とⅦ層下面の 2つ に分かれる。V層上面検出のうち、

2基は壁が焼成を受けているもので、16基 は平面形が方形に近いもの、 2基は細長い楕円形状になる

もの、21基は円形のものである。Ⅶ層上面検出のもので、 2基は底面に炭化物や焼上が検出されたも

の、15基は円形を基調 としたものである。時期は、V層上面のものは中世期に、Ⅶ～Ⅷ層検出のもの

は、縄文時代中期後葉から弥生時代にかけてのものと考えている。

焼土は 2基で、 1基はV層上面での検出で、 1基はⅥ～Ⅶ層検出である。

溝は11条検出された。すべてがV層 上面のもので、時期 としては中世から近世の時代観が与えられ

る。特徴 として区画溝的な役割を担う小型で長 く延長するものと、大型で排水を目的としたであろう

ものに分かれる。大型のものは焼成上坑 2基を囲むように伸びていることから関連が考えられる。

柱穴状土坑は362個検出され、検出面はV層上面 (F柱穴状土坑群の一部、H柱穴状土坑群 1。 2)

とⅦ層下面 (F柱穴状土坑群のほとんど、H柱穴状土坑群 2の一部、H柱穴状土坑群 3)に分かれる。

V層上面のものは、口径 もほぼ一定 してお り大型で深さもある。埋土から鉄製品や陶磁器などが出土

している。これらの時期は、古代から中世にかけての遺構であるが、中世期に属する可能性が高い。

下面のものは小型であり、縄文時代から弥生時代にかけての遺構である。

その他では、炭化物の集中している箇所が 3箇所確認された。

遺物は、縄文・弥生土器が大コンテナで 5箱出上 している。詳細は平成20年度に調査 した分が839g、

平成21年度調査分が4651lgの 計47350gである。古代・中世土器では土師器 3点、須恵器15点、かわら

け 1点が出上 している。縄文土器は、大半が縄文時代中期後葉から末葉にかけての土器で、他には少

量であるが後期前葉、晩期中葉のもの、弥生土器がある。陶磁器は 8点の出上である。中国産の磁器

や渥美産の陶器などがある。石器 (不明礫石器を含む)は中コンテナ 3箱で、黒曜石の石鏃や頁岩性

のスクレーパーなどがあるが、磨石状の不明な礫が多い。その他では鉄製品が32点 (473.4g)出土 し

ている。種類としては刀子状、棒状、釘状、板状、玉状などがある。鉄津類は1535,lgの 出土である。

また羽日と思われる破片が15点 (747.6g)、 不明粘土塊が大小含めて 8点 (104.2g)、 古銭 1点が出

上 した。
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1 調査の経過と概要
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第48図 遺構配置図 (平成21年度調査区)



V 平成21年度調査

2 検 出遺構 と出土遺物

平成20年度調査では、時期ごとに分けて報告したが、ここでは遺構ごとに区分する。各項目を検出

順に説明しており、時期については、V4で まとめている。

(1)竪穴住居跡 と竪穴住居状遺構

①竪穴住居跡             ´

S117竪穴住居跡 (第49・ 76図 、写真図版37・ 65)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A6・ 7-e・ fグ リッドに跨って位置する。当初、V層下から纏まって土

器が出上した範囲を、住居跡の可能性を持って精査したが、叶わずベルトを外したところ、北側がわ

ずかながら壁状に立ちあがっていることを確認し、焼土や柱穴状土坑が認められることから、住居跡

とした。遺構の南側は不明のままとなっており、推定線も入れていない。また、写真図版37の 平面写

真は、遺構北側の完掘状況を撮影している。

〔重複・隣接関係〕 同一面での重複は把握していない。しかし、南側に位置するS K128土坑 やS

K123。 124土坑などは重複もしくは隣接する可能性がある。北側でS K129土 坑と隣接する。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は、やや赤みのある黒褐色上が主体となる。炭化物と伴に土器片が出土す

る。自然堆積である。隣接するS K123土 坑などにみられる、水性堆積性の鉄鉱分は確認できない。

〔平面形 。大きさ〕 南側が欠損するために、平面形は定かではないが、楕円形基調であろうと予測

する。大きさも判別できない。

〔断面形・深さ〕 北側壁は、浅いが緩やかに立ち上がっている様子が見える。検出された深さは、

北壁で13cmを 測る。

〔炉跡〕 北側床面で、 2基の炉跡を検出した。最初に検出した 1号炉跡は、赤褐色土の締まりはあ

るが、深さが非常に薄く断面図にできなかった。床面をやや下げたところで検出した 2号炉跡は締ま

りがあり、土器片を含む。平面形は楕円形状で、規模は80× 50cmを測る。焼上の深さは、最大で 6 clll

であるが、10clllほ ど掘 り込みが認められる。形態は地床炉で、やや床面より下がると想定する。

〔柱穴〕 北側床面から3基の柱穴状土坑を検出した。Pl。 2は大型で、開口部径は50～ 60cmを 測

る。深さはPlで最大37.3cm、 P2で最大18.8cmを 測る。これらのことからPlは住居跡の主柱穴の可

能性がある。P3は開口部径25cm、 深さ10cmと なっている。

〔出土遺物〕 土器は遺構の登録が遅かつたために294g程の出土量となった。初期段階で住居跡の可

能性を想定して、グリッド (Ⅳ ―A6-e)で取り上げた土器は3876.4gあ る。その上器が集中して出

土した位置は図に示しており、遺構内として掲載した。301は唯一住居跡として登録したために掲載

した深鉢の破片である。302～308はすべて、グリッドで取り上げた土器で、出上位置は図面に点線で

示してある。

302か ら304は 同一個体と考えられる大型の深鉢の破片である。やや内湾し、体上部で膨らむ器形

と考えられる。Sも しくは」字状のモチーフが描かれる。305は 地文に複節斜縄文が施される。306

は内が丁寧に磨かれ、307は縦位の絡条体圧痕文、308は隆体を施す。

〔その他〕 南側で検出された柱穴状土坑群の内、住居跡の床面に広がりそうな6個 を図面に載せて

いる。このうちPP310。 311。 326が住居跡に関わるものの可能性がある。土器が集中して出土した範

囲も考慮に入れると、平面形は楕円形で、北側に地床炉を持つ住居跡となるが、推定の域を出ない。

〔時期〕 時期は、出土土器から縄文時代中期後葉から末葉と考えられる。
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2 検出遺格と出土遺物
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V 平成21年度調査

②竪穴住居状遺構

大型の住居状のプランを持つことから竪穴住居状 (SKI)と しているが、個々に様々な性格を持

っている。本来であれば冠名も変更するべきではあるが一括する。また、時期についても縄文時代か

ら中世に亘っており様々である。よって特色と時期については、 〔遺構の性格・時期〕と項目をつけ

て、それぞれで述べている。

S K 104竪穴住層状遺構 (第50図 、写真図版38)

〔位置・検出状況〕 調査区F区北側で平成20年度に検出した遺構である。Ⅱ△10e・ ⅢAleグ リ

ッドに跨って位置する。検出はⅢ層 (褐色砂層)を除去した下位面で、褐色砂層が残存するプランが

現れた。窪みと考えたが、下位に周囲とは違う暗褐色土の入り込みを検出し、精査の結果、壁のある

竪穴住居状遺構と登録したものである。よって検出面は、Ⅲ層下のV層上面となる。

〔重複・隣接関係〕 埋上の上位 (当遺構の東壁付近)か らS X05炭化物集中が検出されている。遺

構の半分が北側の調査区外に広がる。南東壁の一部が、南側確認調査区 (市道下)に広がる。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は、上位にⅢ層由来の層があり、主体は黄褐色粘土や炭化物を混入させる

暗褐色土である。下位にグライ化粘上があり水性堆積の可能性がある。遺構の北東側に責褐色土があ

るが、これらはS X05炭化物集中に関連する可能性が高い。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は、遺構のほとんどが調査区外に延びるために定かではないが、方形を

呈すると予測される。遺構の南東部は、やや張 り出す可能性もある。主軸方位は北東―南西に傾く。

大きさは判別できない。

〔断面形・深さ〕 壁は、南西壁がやや立ち上がるのが確認された他は、小さな壁でしかない。特に

東壁は不鮮明になっている。

〔柱穴状土坑〕 遺構を住居状と登録した理由は、底面から柱穴状土坑が検出されたことが要因の 1

つとしてあげられる。全部で12個検出した。回径や深さは表に表しているが、これを見ると壁際に位

置するP2・ P7・ P12が深い。口径の大きなPlや P10は深さがない特色がある。

〔出土遺物〕 ない。

〔遣構の性格・時期〕 遺構は、半分が調査区外に広がり定かではないが、竪穴建物跡状である。時

期は検出面や埋土から中世と考えられる。

S K 105竪穴住居状遺構 (第 51・ 76図、写真図版39'65)

〔位置・検出状況〕 調査区F区北側で平成20年度に検出した遺構で、平成21年 に遺構の南側を補

足調査している。ⅢA3・ 4dグ リッドに跨って位置する。検出面はⅦ層下からⅧ層上面である。周

辺は、土器が出上したが、プランが立たなく下げ過ぎている。南側で、土器と共に炭化物や、壁溝な

どを検出したことから住居状とした。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。同一面で近隣に遺構はない。

〔坦土・堆積状況〕 埋土断面図に見える7は Ⅷ層、 5は炭化物を含む暗掲色上で床面上としたが、

掘 り過ぎかもしれない。埋上の主体は 1・ 2の責褐色の粘土を含む暗褐色土で、土器片を含む。

〔平面形・大きさ〕 平面形は楕円形を呈すると予測される。大きさは不明である。

〔断面形・深さ〕 東側と南側に、浅い壁状の立ち上がりを認めたが、深さは4 cm足 らずである。

〔炭化物〕 遺構の南東側で炭化物の集中した範囲を検出した。不整な楕円形状に広がる。規模は、

110× 60cmを 浪1る 。上位に若干であるが、赤褐色の焼土を検出し、炭化物の深さは10cmを 測る。円形
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2 検出遺構と出土遺物

A十一――――――――――――

A

L=50200m A′

P I 2 4 5 6 7 8 9

口径 (cmi 20 23 20 32 29 蒻

深さ(cIIli 20 ■9 89

Bトーーーーーー L=49 7001xI  

―

B′

S KЮ4(A4′ 、B毛
′

)

1 表土下 Ⅱ層

2 狙層 褐色砂層 2′  暗褐色砂質ンル トが炭化物共に混入する
3 10YR3/3 暗褐色 ンル ト

粘性ややあ り しまりあ り

炭化物少量混入する 10YR5/8責掲色砂多量に混入する

lCIYR5/41こ ぶい責褐色粘土プロックで混入する

4 10YR4/3 にぶい黄褐色 ンル ト

粘性あ り しまりあ り

炭化物微量混入する グライ化粘土ブロックで少畳混入する。
10YR4/2 灰黄褐色 シル ト

粘性あ り しまりあ り

炭化物少量含む

10YR4/4褐色粘土質シル ト

粘性強い しまりあ り
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の掘り方も確認され、大きさは75× 65clllを測る。

〔床面施設〕 炭化物の周囲には、幅 6～ 10cm程の溝が巡っている。壁溝の可能性がある。遺構南側

からは8個の柱穴状土坑を検出した。大きさや深さは表に示した。また、北側では3個の柱穴状土坑

を検出しており、遺構に関連する可能性もある。

〔出土遺物〕 出土土器量は59.2gで ある。掲載は 2点 (309。 310)で同一個体とみられる。縦位の

沈線で楕円形の区画を施す。隆線上が磨かれる。小柄な深鉢の可能性が高い。

〔遺構の性格・時期〕 柱穴状土坑の位置やく壁・溝の形状から、平面形が楕円形を呈す住居状遺構

の可能性があるが判然としない。時期は出土遺物から、縄文時代中期中葉から後葉と考えられる。

S K 106竪穴住居状遺構 (第 52・ 53'76・ 86図 、写真図版40・ 41・ 65・ 71・ 72)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A5・ 6-c'dグ リッドに跨って位置し、北西側は調査区外に広がって

いる。V層下面での検出である。検出段階では、北壁～東壁が南西側に30～ 140clllほ ど小さいプラン

として捉えて、セクションの写真撮影・実測を行ったが、炭化物の範囲が北側に広がることや北東側

の壁の立ち上がりが不明瞭であつたことから、サブトレンチを設定し、確認を行った。すると、P3
周辺で明瞭な壁の立ち上がりが確認でき、図のような形状の遺構となった。

〔重複・隣接関係〕 S K 107竪穴住居状遺構 。S K110。 114土坑 。P P 155。 157と 重複し、SK
107竪穴住居状遺構・P P155。 157よ り古く、S Kl14土坑より新しい。 S K l10土 坑との関係は重複

する部分が一部であるため、新旧関係を把握することができなかった。周囲には同一検出面の柱穴状

土坑が多数確認されている。

〔埋土 。堆積状況〕 色調や混入物等により10層 に分層され、 1層 は根撹乱状の堆積層、 9・ 10層

は周溝の堆積層である。全体的に炭化物や焼土粒を含み、下部は暗褐色シルトブロックを含むにぶい

黄褐色シルト層、中間部～上部は暗褐色シルト主体の堆積層・黒褐色シルト主体の堆積層・暗褐色シ

ルト主体の堆積層の互層になっている。中間部～上部にかけての黒褐色シルト主体の堆積層には多量

のえ化物が混入する。全体的に三角形状もしくはレンズ状の堆積状況を呈しており、自然堆積の可能

性が高いと考えられるが、 3層のように、炭化物が多量に混入する堆積層もあり、部分的に人為的な

堆積層も介在している可能性がある。

〔平面形・大きさ〕 平面形は歪な隅九方形を呈す。調査区内で確認できた大きさは長軸458。 5cm、

短軸443.5cmを 測る。P5と P10を 結んだラインで柱穴が対称的な配置となるため、そのラインを中

心線と判断した。その線を主軸方向とすると、N-24° 一Wで西北西を向く。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は調査区内では全周に確認でき、底面から緩やかに立ち上

がる。北東壁は上半で開き気味になる。深さは最大で57cmを 測る。

〔その他〕 本遺構に伴うものとして、土坑を1基、柱穴状土坑を16個 、周溝を検出した。土坑は長

軸80cm、 短軸64.5cmの 洋梨形で、P5と P10を結んだラインのP10に近接 した位置にある。明責褐

色シルト・炭化物・酸化鉄粒を含む黒褐色シルトの単層である。ほぼ全面で柱穴状土坑を検出し、P

5と P10を軸にPl～ P9がシンメトリーな配置を呈す。軸より北東側のものが大きく、開田部で30

～34cm、 深さ17～ 47cmで ある。南西側は、開口部の大きさで18～ 23cIIl、 深さll～ 16cmである。そ

の他の柱穴状土坑の大きさは17～ 24cm、 深さ6～32cmである。埋土はP3以外が単層で、炭化物や

焼土粒、褐色シルト・黄褐色シルト・灰責褐色シルトを含むものが多い。Pl・ 5。 6。 9。 m・ 12・

16が暗褐色シル ト主体、P2・ 10が黒褐色～暗褐色シルト主体、P4・ 7・ 8・ 13～ 15が黒褐色シ

ルト主体である。P3は上部が暗褐色シルト主体、下部が褐色シル ト主体である。周溝は断続的に検
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2 検出遺構と出土遺物

Aトーーーーーーーー L=49600m

S KЮ5(A‐A′ )

1 10YR3/4 暗褐色 ンル ト

粘性あ り しまりなし

炭化物少量混入する

10YR5/6に ぶい黄褐色粘土プロックで混入する

10YR3/3 暗褐色シル ト

粘性あ り しまりあ り

炭化物中量混入する 土器片含む

10YR4/4 褐色シル ト

粘性あ り しまりなし 炭化物ブロックで微畳含む

10YR4/6 褐色粘土質シル ト

粘性あ り しまりなし

10YR3/4 暗褐色粘土質シル ト

粘性あ り しまりなし 炭化物プロックで微量含む

10YR3/4 暗褐色粘土質シル ト

粘性強い しまりあ り
10YR4/3 にぶい責褐色 シル ト

粘性ややあ り しまりあ り Ⅷ層

札 A生

―

A′

A

勘
⑤F胆

⑨W阻5

Ｏ

③
Ｐ２

了

◎
Ｐ７◎

Ｐ８禁

B卜 L=響Om ttB

S KЮ 5炭化物 (BB′ )

1 10YR3/4暗 褐色シル トに 5 YR2熟極暗赤褐色焼土が混入する

粘性なし しまりなし 炭化物少量混入する

2 10YR3/4暗褐色シル トに炭化物511p/9混 入する

粘性なし しまりなし
3 10YR3/3 暗褐色シルト

粘性なし しまりあり 炭化物ブロックで微量混入する

P 1 2 3 4 5 6 8 9

口径 (cll) 23 25 26 42X33 35X32 36X27

際さ(cll) 87 147 解 J8C 16( 426 269 171

席考
にあり

理 工 町 口

にあり
YPll〔 ,PPllィ 卍Pl15
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出され、北側約半分を巡る。埋土は暗褐色シルトを主体とするが、西側がやや明るい。

〔出土遺物〕 縄文時代から中世までの幅広い時代の遺物が見られ、縄文土器は周溝・床面直上から

埋土上位まで様々な場所から計1849.3g、 古代土器は床面直上から堆積上の中間部で計 3点、かわら

けは堆積土の中間部から1点、磁器は埋土上位から1点、不明粘土塊を含む羽口片は埋上下位から計

141.lg、 鉄製品は埋土から計 3点 (39.4g)、 鉄淳類は埋土から45。7gが出土した。このうち、縄文

土器 2点、須恵器 2点、かわらけ 1点、青磁 1点、羽口1点、鉄製品2点、鉄淳を掲載した。土器311・

312は S K 124・ 125土坑出土に類似する土器で、沈線で区画され、磨 り消しが施される。313～ 315は

古代の土器である。316は小破片のため写真掲載となったが、中国産の青磁器と思われ13～ 14世紀代

の年代が与えられる。141.5g出土した羽口片の内、状態のよい415を 写真掲載した。鉄製品417は板状

で穂摘具と考えられる。鉄淳類440は溶着津と思われる。

〔年代測定〕 埋上下位で炭化物が出土したため、年代預1定 を行ったところ、AMS測 定値で670±

30yrB Pと いう結果となった。詳細は本章 3節の分析鑑定を参照して頂きたい。

〔遺構の性格〕 P5と P10を軸としたシンメトリーな柱穴配置、周溝の存在等から上屋構造を持つ

遺構であるのは確かであるが、カマ ドや炉が伴わず、住居とするには決定的な根拠が見られない。何

らかの作業場の可能性が想定される。

〔時期〕 検出面やAMS測定結果から判断すると、13世紀後半～14世紀の遺構の可能性が高い。

S K 107竪穴住居状遺構 (第53図 、写真図版41・ 71・ 72)

〔位置 。検出状況〕 Ⅳ―A5-dグ リッドに位置し、北西側の大部分が調査区外に広がっている。

V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K 106竪穴住居状遺構 。P P155と 重複し、本遺構が前者より新しい。後者

とは下部のみの重複であるため、新旧関係を把握することができなかった。

〔坦土・堆積状況〕 焼土の周辺以外は褐色シルト・災化物・焼土粒を含む黒褐色～暗褐色シルトの

単層である。残存状態が悪く、人為か自然かの判断はできなかった。

〔平面形 。大きさ〕 大部分が調査区外に広がっているため、詳細な平面形や大きさは不明であるが、

残存する部分から判断すると、平面形は円形もしくは楕円形を呈するものと考えられる。

〔断面形・深さ〕 南壁の一部しか確認できないため、詳細な形状は不明である。確認できた部分で

の最大の深さは26cmを 測る。

〔その他〕 底面で長軸46.5cm、 短軸45cmの不整形に広がる焼土を検出した。暗赤褐色を呈する焼

土層が最大で 4 cmの 厚みを持つ。この焼土周辺のみに、炭化材・炭化物と暗褐色シルトの混合上が広

がっている。地床炉の可能性もあるが、本遺構の全体像が把握できないため、焼土として扱った。

〔出土遺物〕 埋土から縄文土器片60g、 羽口片59.3g、 鉄淳1.9gが出土 した。このうち、羽口 1

点 (418)を 写真掲載した。

〔遺構の性格〕 堆積土からであるが、羽口片や鉄津が出上していることや、本遺構周辺の遺構外か

らも羽口片や鉄津が出土していることを考慮すると、鍛冶に関係する遺構の可能性が想定される。

〔時期〕 検出面から中世～近世の遺構の可能性が高いが、時代を特定できる遺物がないため、詳細

な年代を提示できない。

-153-



2 検出遺構と出上遺物
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S K 1061A A′ ・BB′ )

1 10Y尾る/3黒褐色～暗掲色シルト 粘性無、しまり中
炭化物1%・ 焼土粒 1%・ 褐色シルト小塊3%混入。

2 10YR3/3暗褐色シルト 粘性無、しまり中
炭化物3%・ 焼土粒2%・ 褐色シルト小塊5%・ 酸化鉄粒 ;%混入。

3 10YR2/8黒褐色ンルト 粘性・しまり中
炭化物30%・ 焼土粒2% 褐色シルト小塊2%混入。

4 10YR2/3黒 褐色シルト 粘性 。しまり中
炭化物lo%・ 焼土粒 2%・ 褐色ンルト小塊2%混入。   ‐

5 10YR35/8暗褐色～にぶい黄褐色シルト 粘性中、しまり有
炭化物2%・ 焼土粒1%・ 黒褐色シルト小塊10%混入。

6 10YR3/4暗褐色シルト 粘性・しまり中
炭化物3%i焼土粒1%・ にぶい責褐色シルト小塊5% 酸化鉄粒3%混入。

7 10YR4/3に ぶい黄禍色粘土質シルト 粘性 。しまケ有
焼土粒2%・ 暗褐色シルト塊10%・ 酸化鉄粒10%混入。

8 10YR3/4暗 褐色シルト 粘性無、しまり有
9 10YR3/4暗褐色ンルト 粘性・しまり中

炭化物1%・ 灰黄褐色シルト小塊10陽・酸化鉄粒5%混入。
10 10YК賜/4暗褐色～褐色ンルト 粘性無、しまり中

炭化物3% 黄褐色シルト小塊5%混入。

SKIC17

0        1:40        2m

AI― L=49a10m

―

A′

0              1 :20             1m

S K 107(卜A′ )

1 10YRるん黒掲色～暗褐色シルト 粘性・しまり中
炭化物5% 焼土粒 29/9 褐色シルト小塊5%混入。

2 10YR3/4暗褐色シルト 粘性 しまり中 炭化物との混合層。
3 5 YR3/4暗赤褐色ンルト 粘性・しまり中 被熱層。

Ⅳ―A6-d

第53図 SK106竪穴住居状遺構 (2) SK107竪穴住居状遺構
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2 検出遺構と出土遺物

S K79(AA′ )

1 10Y田 /4 暗褐色砂質シル ト

粘性なし しまりなし

炭化物微量含む
2 10YR4/4 褐色シル ト

粘性あ り しまりあ り
10YR3/4 暗褐色砂質シル ト
ブロックで含む

L‐ 50000m

SK79

―

A′

鞘

S K78(A‐ A′ )

1 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト

粘性なし しまりあ り
2 10YR3/3 暗褐色シル ト

粘性ややあ り しまりあ り

炭化物微量含む

S K81(BB´ )

1 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シル ト

粘性なし しまりなし 炭化物微量含む
2 10YR4/4 褐色砂質シル ト

粘性ややあ り しまりあ り炭化物微量含む

S K80(A― A′ )

1 10YR4/4 褐色砂

粘性なし しまりな し
10YRν4 暗掲色シル トブロックで含む

2 10YR3/4 暗褐色 シル トとグライ化粘上の混合土

粘性あ り しまりあ り 下位 に酸化鉄分筋状に含む
8 10YR3/4 暗褐色 シル ト

粘性なし しまりあ り 炭化物微量含む
4 10YR3/3 暗掲色砂質シル ト

粘性なし しまりあ り 炭化物微量含む
5 3と 9の混合土 グライ化する

粘性あ り しまりなし
6 10YR4/4 褐色シル ト

粘性あ り しまりあ り
7 10YR4/4 褐色砂質ンル ト

粘性あ り しまりあ リ  ローム含む (V層か ?)
8 10YR4/6 褐色砂質シル ト

粘性なし しまりなし
9 10YR5/6 黄褐色粘土 グライ化する

粘性強い しまりあ り
10 10YR3/4 暗褐色粘土質シル ト

粘性あ り しまりあ り 炭化物微量含む
10YR4/4 褐色粘土質シル ト

粘性強い しまりあ り
10YR3/2 黒褐色シル ト

粘性あ り しまりあ り 炭化物筋状に中量含む
10YR4/4 掲色粘土質シル ト

粘性あ り しまりあ り
10YR4/4 褐色粘土 と5/6黄褐色砂の混合土

粘性あ り しまりあ り

Aトー___――――

SK80

Bトーー  L i 501X10m ――引 B′

/
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V 平成21年度調査

(2)土   坑

ここで扱う土坑は、いわゆる掘 り込みの見られる坑を一括して扱っており、その種別は本文の中で

記載している。その中で、平成20年度の人骨が出土している土坑は、墓墳と明記しているが、平成21

年度検出の墓渡は可能性として止めていることから、土坑のままとなっている。また、上述した通り、

平成20年度で検出した土坑 (F区検出土坑、 S K78～ 87土坑)を先に説明している。平成21年度分で

はF区で検出したものを先に取り上げた。

S K78土坑 (第 54図 、写真図版42)

〔位置 。検出状況〕 調査区F区南側ⅡA8jグ リッドに位置する。V層上面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。南東側が調査区外に広がる。

〔埋土・堆積状況〕 暗褐色シルトを主体とする自然堆積である。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は、隅九の長方形を呈すと推測され、大きさは短軸で、開口部径84cmを

測 る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、壁はなだらかに立ち上がる。深さは、西壁で17cmを 測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 検出面から古代から近世にかけての遺構と捉えられる。

S K79土坑 (第54図 、写真図版42)

〔位置・検出状況〕 調査区F区南側ⅡA9iグ リッドに位置する。V層上面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 重複はなく、南西に2m離れてS D20溝跡が南北に横切る。

〔埋土・堆積状況〕 上位に暗褐色上、下位に混合上が埋まる人為的堆積の可能性がある。

〔平面形・大きさ〕 平面形は楕円形状で、大きさは開口部径で、86× 57cmを測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、深さは最大で36.lcmを 測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 検出面から古代から近世にかけての遺構と捉えられる。

S K80土坑 (第 54図、写真図版42・ 65)

〔位置 。検出状況〕 調査区F区南側ⅡA9・ 10h o iグ リッドに跨って位置する。やや厚 く堆積

するⅢ層 (砂層)を 除いたⅣ層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 南西側でS K81土坑と隣接する。S K82土 坑 は底面で検出されている。

〔埋土・堆積状況〕 最上位に掲色の砂、中位にグライ化された粘土、下位に戊化物を含む暗褐色土

が埋まる。自然堆積であると推測される。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は楕円形状で、大きさは開口部径で345× 276cmを測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は大型の皿形状で、壁はなだらかに立ち上がる。中央部がやや平坦で、深

さは最大で72cmを 測る。

〔出土遺物〕 埋土上位から317(写真掲載)ほ か、28gの磨滅された縄文 ?土器片が出土している

が、流れ込みと考えられる。

〔時期〕 検出面から、古代から中世の遺構の可能性があり、後述するS K81土坑 との関連も考えら

れ る。
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2 検出遺構と出土遺物

A
SK82

Ⅱ A10i

妊
S K82(A―A´ )

1 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト

粘性あ り しまりあ り
2 10YR4/4 掲色粘土 グライ化する

粘性あ り しまりあ り
3 10YR5/6 黄褐色粘土質シル ト

粘性あ り しまりあ り
4 10YR4/6 褐色砂

粘性な し しまりなし
5 10YR2/2 黒掲色砂質シル ト

粘性なし しまりなし

炭化物中量含む

S K83(AA′ )

1 10YR3/2 黒褐色砂質シル ト

粘 4生 な し しまりなし
グライ化粘土混入する

炭化物多量含む、土器片含む
2 10YR4/4 褐色砂  グライ化する

粘性な し しまりなし

小礫混入する
3 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト

粘性な し しまりあ り
下位 に酸化鉄分筋状に含む

Ⅲ層
10YR4/3 1こ ぶい黄褐色砂

粘性 なし しまりなし

A卜_L=497011m ttA′ B牌し=4700HttB′

S K84(A―A′ )

1 10YR2/3 黒掲色 シル ト

粘性やや り しまりなし
4/6黄 褐色 シル トプロックで含む

2 1oYR3/4 暗褐色 シル ト

粘性あ り しまりあ り
炭化物微量含む

3 10YR4/3 にぶい黄掲色砂質シル ト
粘 1生 な し しまりなし

SK86

A卜_L=04011mttA′

澄

S K86(AA′ )

1 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シル ト

粘性あ り しまりなし
2 10YR5/6 暗褐色砂

粘性な し しまりな し
3 10YW/3 黒褐色砂質ンル ト

粘性あ り しまりあ り 土器片出土

S K85(BB )
1 10YR3/4 暗掲色砂質シル ト

粘性なし しまりあ り
5/1黄褐色砂 ブロックで含む

2 10YR4/73 とこぶい黄褐色砂質シル ト
粘性なし しまりややあ り

Y塩
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V 平成21年度調査

S K81土坑 (第 54図、写真図版42)

〔位置・検出状況〕 ⅡA9iグ リッドに位置する。検出状況はS K80土坑同様である。

〔重複・隣接関係〕 S K80土坑と隣接する。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は、S K80土坑の埋土上位と類似する砂質褐色シルトの単層で、人為的堆

積状である。

〔平面形 ,大きさ〕 平面形は精円形状で、大きさは開口部径で174× 105cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形状で、壁がやや角度を持ち、底面が平坦となる。深さは北東側壁

で38.7cmを 測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 古代から中世の遺構と考えられる。

S K82土坑 (第 55図、写真図版43)

〔位置・検出状況〕 ⅡA9i・ jグ リッドに跨つて位置する。S K80の底面で検出した。S K80土

坑に関わるものの可能性もあるが、別遺構として報告する。西側が調査区外にある。

〔埋土・堆積状況〕 グライ化した褐色砂や粘土に覆われ、下位に比較的炭化物が多く検出された。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は略円形で、大きさは開口部径で100cm前後と推測される。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状である。深さは、S K80土坑の底面から10cm程度である。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 時期は不明である。

S K83土坑 (第 55図、写真図版43)

〔位置・検出状況〕 調査区F区北側ⅢAl・ 2eグ リッドに跨って位置する。検出面は皿層上面で

ある。

〔重複・隣接関係〕 南東側にlm離れてS X05炭化物が、南側にはS K86土坑がある。

〔埋土・堆積状況〕 上位に炭化物を含む黒掲色土、下位にグライ化されたシルトが覆う。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は東西に長く廷びる楕円形状で、2つの上坑が重複している様相が見え

る。大きさは、開口部径で250× 54cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、壁は角度をもって立ち上がる。深さは北壁が、最大で15.2cm

を測る。東側は浅く8 cm程度である。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 検出面から中世から近世の遺構と捉えられるが判然としない。

S K84土坑 (第 55図、写真図版43)

〔位置・検出状況〕 調査区F区北側ⅢA6cグリッドに位置する。検出面は最終面Ⅶ層下面である。

〔重複・隣接関係〕 北西側でS K85土 坑と隣接する。

〔埋土・堆積状況〕 黒～暗掲色ンルトを主体とした自然堆積である。

〔平面形 ,大 きさ〕 平面形は楕円形状で、大きさは開田部径で120× 110cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、壁はなだらかに立ち上がる。深さは最大で37.4cmを 測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 検出面から縄文時代～弥生時代の遺構と捉えられるが判然としない。
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2 検出遺構と出土遺物

S K85土坑 (第 55図 、写真図版43)

〔位置・検出状況〕 ⅢA6cグ リッドに位置する。検出面は最終面Ⅶ層下面である。

〔埋土・堆積状況〕 S K84土坑同様の自然堆積である。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は円形で、大きさは開口部径で48cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、深さは最大で16cmを 測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 検出面から縄文時代～弥生時代の遺構と捉えられるが判然としない。

S K86土坑 (第55図、写真図版44)

〔位置・検出状況〕 ⅢA2eグ リッドに位置する。検出面はV層上面である。

〔重複・隣接関係〕 北側にlm離れて、S K83土坑がある。

〔埋土・堆積状況〕 S K83土坑同様の、グライ化されたシルトを主体とする。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は楕円形状で、大きさは開口部径で75× 68cmを測る。西側が円形の柱穴

状にくぼみ、北東側に傾く。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、深さは最大で28cmを 測る。西側柱穴状のくぼみの深さは最

大で60cmと 深い。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 S K83土坑同様の、中世から近世の遺構と捉えられ、柱穴の可能性もあるが、時期ととも

に判然としない。

S K87土坑 (第56図 、写真図版44)

〔位置 。検出状況〕 ⅢA4eグリッドに位置する。検出面はⅦ層上面である。平成20年度に精査し

たF区西側の住居状遺構 (S K 105)確 認のために、現道 (市道)下 を調査したところで検出した。

〔重複・隣接関係〕 北側にlm離れてS K 105竪穴住居状遺構と隣接する。

〔埋土・堆積状況〕 上位に黒褐色、中央部に暗褐色土が埋まる自然堆積である。下位はやや掘りす

ぎている感があり、最下位の褐色土はⅧ層に当たる可能性がある。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は楕円形で、大きさは開口部径で158× 129cIIlを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は、 (掘 りすぎではないと仮定して)底面の平坦な逆台形状で、深さは西壁

で45clllを 測る。

〔出土遣物〕 ない。

〔時期〕 検出面や埋土状況から縄文時代の可能性が高いが、出土遺物もなく判然としない。

S K88土坑 (第57図 、写真図版44)

〔位置・検出状況〕 Ⅲ A10bグ リッドに位置する。検出面はⅢ層 (褐色砂)の上面である。Ⅱ層下

位面まで手掘 りで表土剥ぎを行い、炭化物の集中する範囲を2箇所確認し、慎重にクリーエングした

結果、張り出しを持つ方形の遺構であることが判明した。精査の最終段階で、東側に炭化物を顕著に

堆積させる範囲 (S X06炭化物)が現れた。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。隣接関係では、東側に2.90m離れてS K89土坑がある。両者の間

にはS X06炭化物が広がる。西側にはS D23溝跡が南北に、北側にはS D24溝跡が東西に延びている。

またS D23溝跡を跨いで3.20m離れた位置に、ほぼ同様の大きさを持つS K90土坑がある。
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V 平成21年度調査

SK90

Aトーーーー L=49mllm ttA′

S K90(A■
′

)

1 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シルト
粘性弱 しまり密

2 111YR3/3 暗褐色砂質シルト
粘性弱 しまり密
炭化物微量含む

3 10YR3/4 暗褐色シルト
粘性中 しまり密
炭化物微量etF

SK93

瑞 A4e

Aトーーーーーーー L=49お ulm ¨ A′

A

軸恥
為
ぽレA

参

S K87(AA′ )

l 10YR2/2 黒褐色砂質シルト

複能易微聾暮愁
密

2 10YR3/4 暗褐色砂質シルト
粘性中 しまりやや密
10YR5/6黄褐色シルト

3 10YR4/4 褐色シルト
粘性強い しまり密

A十

一
L=0500m一―引A′

掘りすぎ?

S K91(A■
′

)

1 10Yb/調 色砂質シルト
と3/4暗褐色砂質ンルトの混合土
粘性弱 しまりやや疎

2 10YR3/4 暗褐色砂質シルト
粘性中 しまり密
10YR5/8黄褐色粘土ブロッタで合も5%

3 10YR3/3 暗褐色シルト
粘性強い しまりやや疎

プロックで含むlo%

Ⅶ層 ?

A
端A疏

から南にlm

S K93(A■
′

)

1 10YR3/4 暗褐色砂質シルト
粘性中 しま,密
炭化物少畳含む (ブロツク、3nta大)

掘りすぎ?

1 10YR4/8 にぶい責褐ヨシルト
粘性弱 しまり密

2 111YR3/4 暗褐色ンルト
粘性強 しまりやや疎

3 10YR4/4 褐色シルト
掘りすぎ?

第56図  SK87・ 90～93土坑
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V 平成21年度調査

〔埋土・堆積状況〕 埋土上位は、砂質の暗褐色上が埋まる。炭化物などの混入物が少ないが、人為

的堆積の可能性が高い。埋土下位は炭化物を多く含む黒褐色土となっている。

〔開口部の平面形 。大きさ〕 平面形は、西側に溝状の張り出しを持つ隅丸の長方形を呈す。主軸方

位はN-10° 一Eで若干北北東に傾 く。大きさは開口部径で、長軸が135cm、 短軸が北側で77clll、 南側

で88cIIlを 測る。西側壁のほぼ中央にある溝状の張り出しの延長は45cm、 幅は概ね20～ 30clllを 測り、先

端に向かって窄まっている。

〔壁の形状〕 壁の中位から上位が焼成を受け、焼土が観察できる。幅は厚い箇所で 5 cm、 薄いとこ

ろでも2 cmを 測る。特に南西壁から東壁について顕著であり、逆に北東壁側は希薄であり、崩落した

焼土もあった可能性がある。壁は焼成を受ける箇所は固く締まっており、ほぼ直角に立ち上がってい

るが、北側や北東壁周辺は締まりも悪く、やや角度が緩やかになる。

〔底面の平面形 。大きさ〕 底面は、開口部に比べて隅が九 くなり、精円形状を呈す。大きさは、長

軸117cm、 短軸は北側で57cm、 南側で68cmを 図る。

〔底面の形状〕 底面中位から、大型の礫が 6個検出された。直径18cm前後の九礫から、直径20～30

cmを 測る角礫がある。これらは川原石と思われ、特に人為的な工作は見受けられず、焼成も受けてい

ない。しかし、自然堆積とは考えにくく、焼成後に置かれたか埋められた可能性がある。その礫の下

からは、焼土と炭化物が混じつた範囲と、炭化物が顕著な範囲に分かれて検出されている。炭化物が

顕著な箇所は、溝状の張り出しがある西側底面周辺、焼土と炭化物が混入する範囲は、反対側の東側

底面周辺に広がる。張り出し部分は、炭化物が北側に、ややはみ出して検出されている。溝状の張り

出しは、やや北偵1に 向かって屈曲するのかもしれないが、判別できなかった。

〔断面形・深さ〕 断面形は、西―東断面は張り出し部がなだらかに落ち込み、土坑部分では角度を

もって落ち込む。底面は平坦で、東側壁でほぼ垂直に立ち上がる。北―南断面は、底面がやや波打っ

ており、壁も北側で緩やかになる。深さは、南壁で15.2cm、 北壁で11.Ocm、 東壁で16.8cmを 測り、西側

壁イま張り出し音Lがあり10cm前後と低くなっている。

〔その他〕 断面図最下位に褐色上がある。若干炭化物を含む特色があるが、掘 りすぎの可能性もあ

る。 S X06炭化物断面 (E― E′ )では、遺構はV層 を切つている。掘 り過ぎとすれば埋土最下位は

V層 となる。

〔出土遺物〕 埋土洗浄の結果、炭化物 (1。92g)や焼土粒のほかに、微細なガラスの破片 (0.16g)、

炭化種子、昆虫 (う じ?)な どが採集された。骨は埋土においては発見できず、調査時においても、

非常に微細で採集できなかった。

〔遣構の性格〕 壁面が焼成を受けていることから焼成土坑として捉えられる。平面形や埋土から微

細ながら骨が出上したことを考慮すると、火葬跡の可能性が高い。張り出し部は空気を入れる機能 (焚

口)と考えられる。

〔時期〕 陶磁器、古銭などの出土遺物はないが、検出面や後述するS K89土坑との関係から、中世

(鎌倉時代)の遺構と考えられる。後述するS K95土坑などの方形土坑よりも、新しい遺構の可能性

が高いが、判然としない。

S K89土坑 (第 57図、写真図版44・ 72)

〔位置・検出状況〕 位置や検出状況はS K88土 坑と同じである。

〔重複・隣接関係〕 S K88土坑の東狽1に位置し、間にS X06炭化物がある。北側にはS D24溝跡が

東西に走るが、その延長は試掘 トレンチに切られており、遺構の東側の様相は判別できなかった。
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2 検出遺構と出土遺物

〔埋土・堆積状況〕 埋土は砂質の褐色上で、S K88土坑に比べて炭化物が多い。

〔開口部の平面形 。大きさ〕 開口部平面形 (検出時プラン)は、南壁は方形状を示すが、北壁は不

整である。本来はS K88土坑同様の形状で、隅九の長方形を呈すが、上位を削平された可能性もある。

東側に溝状の張り出しを持つのは、S K88土坑と真逆となる。主軸方位は、ほぼ北-0° 一南で、大

きさは長軸力鶯6cm、 短軸が北側で62cm、 南側で64cmと なる。張り出しの延長は22cm、 幅は18cmと なる。

〔壁の形状〕 壁には南側壁の一部に焼土が検出されたが、s K88土坑ほど幅はなく、壁上位のみ焼

けている。壁の角度も緩やかで、締まりも悪い。

〔底面の平面形 。大きさ〕 平面形は、不整な楕円形状を示す。南側は開田部同様に方形基調となる。

大きさイよ82× 42cmを 預よる。

〔底面の形状〕 張り出しと反対側に、焼土と炭化物の混入箇所が小さく広がるが、全体的に炭化物
の広がりが大きい。特に東側張り出し区域において顕著で、張り出し先端部が若干北側に屈曲するの

は、S K88土坑と類似する。

〔断面形・深さ〕 断面形は、南―北、西―東断面ともに、略皿形状で、深さも南壁で最大4.9cm、 南

壁に至ってはl cm足 らずで、非常に浅い。底面の中央部が 2 cmほ ど凹んでいる。

〔出土遺物〕 調査時において、底面の東壁周辺から2.3gの 骨 (427)が出土した。また坦土洗浄の

結果、5.27gの 人骨や炭化物19,4g、 炭化種子、焼土粒や粘土塊を採集した。炭化物は年代測定を行っ

ている。

〔年代測定〕 埋上下位出土炭化物のAMS測定値は、700± 30yrB Pと いう結果となった。

〔遺構の性格〕 S K88土坑同様の焼成上坑で、火葬跡の可能性が高い。S K88土坑と相違点は張り

出し部分が逆方向にあることや、小型であること、焼成が悪いことなどである。

〔時期〕 時期は、S K88土坑と同時期で、中世 (鎌倉時代)の遣構と考えられる。

S K90土坑 (第56図、写真図版45)

〔位置・検出状況〕 ⅢA9bグリッドに位置する。検出面はV層上面である。S K88・ 89土坑と等

間隔で、平行するようなプランが見えていたが、明確ではなくV層面まで下げた状況で登録した。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。S D23溝跡とS D24溝跡の交′点の西側に位置する。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は、炭化物を微量に含む暗褐色上を主体とする自然堆積である。最上位に

ある責褐色の砂は」層に相当する可能性があり、S D22溝跡の埋土上位にも似る。

〔平面形 。大きさ〕 遺構の南狽Jが欠損するが、平面形は、隅丸の長方形を呈すと予測される。規模
は開口部径で、長軸が推定200cm前 後、短軸が115cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は、底面が平坦な逆台形状で、深さは、西壁で24cmを 測る。

〔出土遺物〕 縄文・弥生土器片 1点 (1.8g)が出土した。流れ込みと考えられる。

〔時期〕 検出面や埋土状況から、古代以降の遺構と考えられ、焼成上坑であるS K88。 89土坑と何

らかの関連があるのかもしれないが、判然としない。

S K91土坑 (第56図、写真図版45)

〔位置・検出状況〕 ⅢA9ao bグ リッドに跨って位置する。検出面はV層 を下げたⅥ～Ⅶ層面での

検出である。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。遺構の北隅が調査区外に広がる。
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〔埋土・堆積状況〕 暗褐色土と褐色土の混合土が主体となる人為的堆積の可能性が高い。埋土上位

に30× 20cmほ どの礫が検出されている。

〔平面形・大きさ〕 平面形は楕円形状で、大きさは開口部径で、長軸が推定130cm、 短軸が82cmを

測 る。

〔断面形・深さ〕 断面形は、底面が平坦な逆台形状で、深さは、西壁で44cmを測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 古代以前の遺構で、検出面や近隣の土器出土状況から縄文時代晩期から弥生時代の遺構の

可能性があるが、判然としない。

S K92土坑 (第 56図 、写真図版46)

〔位置・検出状況〕 ⅣA2bocグ リッドに跨つて位置する。検出面はⅦ層上面である。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。東側半分が未調査区 (現道下)に広がる。

〔埋土・堆積状況〕 責褐色や暗褐色土を主体とする自然堆積である。

〔平面形・大きさ〕 平面形は楕円形状を呈すと予測され、大きさは、開口部径で短軸75cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形状で、深さは最大で27cmを 測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 S K91土坑同様に、縄文時代晩期から弥生時代の遺構の可能性があるが、判然としない。

S K93土坑 (第 56図、写真図版46)

〔位置・検出状況〕 Ⅲ A10cグ リッドに位置する。検出面はS D23溝跡底面のⅦ層下面である。

〔重複・隣接関係〕 S D23溝跡に切られている可能性がある。近隣にF柱穴状土坑群が点在する。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は、下位のみの検出となったが、暗褐色土 (Ⅶ層相当)を確認した。

〔平面形・大きさ〕 平面形は楕円形状で、大きさは、開口部径で86× 65cmである。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、やや底面は平坦となる。深さは、最大で14cm足 らずである。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 検出面や近隣の上器出土状況から、縄文時代晩期から弥生時代の遺構の可能性がある。

S K94土坑 (第 58・ 76図、写真図版46・ 65)

〔位置 。検出状況〕Ⅳ―A3-b～ 4-bグ リッドに跨って位置する。V層上面をやや下げた面で

の検 出である。

〔重複・隣接関係〕 同一検出面で重複する遺構はないが、下位の面で検出した柱穴 (P P268)と 重

複する。周辺には墓壊と考えられる同時期の土坑 (S K103～ 106土坑)が近接する。

〔埋土・堆積状況〕 量は少ないが、全体的に炭化物の混入が見られ、色調・混入物等により2層 に

分層できる。上部は焼土粒が多く混入する黒褐色シルト、下部は暗褐色シルトを主体とする堆積上で

ある。下部の堆積土は人為か自然か判断できないが、上部は爽雑物が多く、人為の可能性が高い。

〔平面形・大きさ〕 平面形は中央部がややくびれ、北半部がやや小さい洋梨形を呈す。主軸方向は

N-6° 一Wで若干西に傾く。大きさは開口部で、長軸119cm、 短軸83cmを測る。底部の平面形は精円

形状を呈す。

〔断面形・深さ〕 断面形は浅い逆台形で、壁は底面からなだらかに立ち上がる。深さは最大で19

cmを 測る。
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2 検出遺構と出土遺物

~帯お予―A4-b

S K94(A‐A′ )

1 10YR3/2黒褐色シル ト 粘性無、 しまり中
炭化物 3% 焼土粒15%
褐色 シル ト小塊 2%混入。

2 10YR3/3暗褐色シル ト 粘性・ しまり中
炭化物 2%・ 焼土粒 1%
黒褐色 シル ト小塊 3%混入。

L=49800m   ttA′

AI――

L‐ 498alm  ttA′

2

S K96(た A′ )

1 10YR3/4暗褐色砂質シル ト 粘性無、 しまり有
炭化物 1% 褐色 ンル ト小塊10%混入。

2 10YR3/3暗褐色 シル ト 粘性  しまり中
炭化物 1% 褐色シル ト小塊 3%混入。

3 10YR3/2黒褐色 シル ト 粘性 。しまり中
炭化物 1% 褐色 シル ト小塊15%混入。

―引 A′L=491引 90m

S K97(AA′ )

ユ 10YR3/8暗掲色 ンル ト 粘性  しま り中
炭化物 2% 焼土li l%・ 褐色 シル ト小塊15%・ 黒褐色 シル ト塊 3%混入。

2 10YR25/3黒褐色～暗褐色 シル ト 粘性有、 しまり無 褐色 シル ト小塊 7%混入。
3 10YR4/4掲 色粘土質ンル ト 粘性有、 しまり中 黒褐色 シル ト塊10%混入。

S K95(AA′ )

4 10YR3/3暗褐色 シル ト 粘性  しまり中
炭化物 1% 焼土粒 2% 褐色ンル ト塊15%混入。

5 10YR3/4暗褐色 シル ト 粘性 。しまり中 褐色 ンル ト塊郷%混入。

A SK98

Aトーー  L=49800m  ――引A′

S K98(A4′ )

l Ю
嗚聯傷病婦歩拙 群翡∵猪訪ツ島、塊20%・ 黒褐色シルト塊 ~や子A7b
5%混入。
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V 平成21年度調査

〔その他〕 底面には直径 6～ 8 cm、 深さ3～ 7 cmの小ピットを5個検出した。北半側に集中してい

る。埋土は下部と同じ暗褐色上である。機能は不明である。

〔出土遺物〕 埋土上位から中国産の白磁 (318)の 破片が出土した。梅瓶といわれるもので、時期

は鎌倉時代 (13～ 14世紀)に なる。

〔遺構の性格〕 調査H区南西側の墓墳と考えられる土坑が密集しているエリアにあるが、平面形・

埋土・深さに違いが見られ、また、副穴が伴うという違いも見られる。周辺の上坑とは異なった性格

の遺構の可能性が高いが、詳細は不明である。

〔時期〕 本遺構に明確に伴う遺物が出上していないが、堆積土中から出土した遺物の年代観から判

断すると、少なくとも14世紀には埋没していた可能性が高い。

S K95土坑 (第 58・ 82・ 86図、写真図版46。 70。 71)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A3-aグ リッドに位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K97土 坑、P P60と 重複し、本遺構が古い。墓墳と考えられる同時期の上坑

S K99・ 101・ 102・ 106と 近接する。

〔埋土・堆積状況〕 褐色シルトブロックが混入する暗褐色シルトを主体とし、炭化物や焼土粒の有

無により2層 に分層できる。人為的な堆積状況を呈し、あまり時間差なく埋没した可能性が高い。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は北西隅が歪む隅丸長方形を呈す。主軸方向はN-69° ―Wで西北西を

向く。大きさは開口部で、長軸171cm、 短軸 (推定)110cmを 測る。底部の平面形は隅丸長方形状を呈

し、長軸148c皿 を測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から角度を持って立ち上がる。深さは最大で43cIIlを

測る。

〔出土遣物〕 埋土から縄文・弥生土器片34.6g、 検出面直下から石器 1点、埋土上位から鉄製品2

点 (76.9g)が出上した。このうち、石器 1点 と鉄製品2点 を掲載した。396は 円形の敲石で、鉄製

品の4191よ釘状である。420は錆が付着しいるが、方形の御状となる可能性が高い。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓城の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 S K 101土坑やS K104土坑と、同一検出面であることや遣構の性格から判断すると、中世

(13～ 14世紀)の遺構の可能性が高い。また、重複関係や土坑の主軸方向を考慮すると、調査H区の

墓媛と考えられる土坑の中では、古い時期の遺構と考えられる。

S K96土坑 (第58図、写真図版47・ 72)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A6-bcグ リッドに跨って位置する。V層上面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S D30溝跡、P P 194。 237と 重複し、本遺構が新しい。

〔坦土・堆積状況〕 3層 に分層でき、上部から暗褐色砂質シルト、暗掲色シルト、黒褐色シルトの

順で確認できる。多寡の違いはあるものの、炭化物や褐色シルト小ブロックの混入がみられる。全体

的に層厚がなく、堆積状況が人為か自然かの判断ができない。調査H区西側に密集して見られる土坑

の埋土とは、大きなブロック状の褐色シルトの混入が見られない、砂質である等の違いが見られる。

〔平面形・大きさ〕 平面形は歪な円形を呈す。主軸方向はN-35° 一Eで、北東を向く。大きさは

開口部で、長軸115cm、 短軸110cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿状を呈し、壁は底面からなだらかに立ち上がる。深さは最大で14cmを

測 る。
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端 A3a

A SK99

S K99(A― A′ )

1 10YR3/3暗褐色 ンル ト 粘性中、 しまり中
炭化物 2% 焼土粒 5% 褐色シル ト小塊15% 黒褐色 シル ト塊10%混入。

2 10YR3/3暗褐色 シル ト 粘性中、 しまり無
炭化物 3% 褐色 シル ト小塊15% 黒褐色 シル ト塊 5%混入。

3 10YR3/8暗掲色 シル ト 粘性中、 しまり無
褐色 ンル ト小塊 5% 黒褐色ンル ト塊10%混入。

焦

L=49800m

L‐ 4971111m

S K101(A― A′ )

1 10YR3/3暗 褐色 シル ト 粘性  しまり中

炭化物 2% 焼土粒 1% 褐色砂質シル ト小塊15%混入。
S K105(A‐ A′ )

2 10YR3/25黒掲色～暗褐色 シル ト 粘性  しまり中
炭化物 29/9 焼土粒 3% 褐色 シル ト小塊15%混入。

S K104(洋A')
3 10YR3/3暗 褐色 ンル ト 粘性  しまり中

炭化物 3% 焼土粒 1%・ 掲色 シル ト小塊15% 灰黄褐色ンル ト小塊 5%混入。
4 10YR3/4暗 掲色粘土質シル ト 粘性有、 しまり中

炭化物 1% 褐色 シル ト小塊 3%混入。
5 10YR3/4暗 褐色粘土質ンル ト 粘性有、 しまり中

褐色 シル ト小塊 3%混入。

― 引 A′

Ⅳ―A4-a

ギ

/

SK103

鵠 ―A4-b

A L‐ 49600m

S K103(AヽA′ )

1 10Y路/3暗掲色砂質シル ト 粘性無、 しまり中

炭化物 7%・ 焼土粒 2% 掲色 シル ト小塊 5%混入。
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〔出土遺物〕 埋土から鉄淳類 (441)61.6gが 出土した。椀形鍛冶津と呼ばれているものである。

〔遺構の性格〕 本遺構は、土坑があまり確認されなかった調査H区の南東側にあり、周囲には柱穴

状土坑が不規則に囲んでいる。また、周辺の同一検出面の遺構外では羽口や鉄津が出土しており、鉄

作りに関係する遺構の可能性が考えられる。

〔時期〕 検出面から中世～近世の遺構の可能性が高いが、年代を特定できる遺物が出土していない

ため、詳細な年代を提示することはできない。

S K97土坑 (第58図、写真図版47・ 72)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A3-abグ リッドに跨って位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K95土坑と重複し、本遺構が新しい。本遺構の周辺には墓墳と考えられる土

坑が密集しており、S K 102・ 105・ 107土坑とは主軸方向が同方向を向いている。

〔埋土・堆積状況〕 上部から暗褐色シルト、黒掲色～暗褐色シルト、褐色粘土質シルトの3層 に分

層できる。底面付近を除き、褐色シルトブロックが混入する暗褐色シルトで埋没しており、人為堆積

である可能性が非常に高い。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は南東隅が歪む隅九長方形を呈す。主軸方向はN-6.5° ―Eで若千西に

傾く。大きさは開田部で、長軸163cm、 短軸137cmを 測る。底面の平面形は隅九長方形状を呈し、長

軸114cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から角度を持ちながら立ち上がる。深さは最大で91

cmを測る。

〔出土遺物〕 埋土から縄文・弥生土器片40.8gが出土したが、流れ込みの可能性が高い。また、鉄

滓類 (442)102.4gが出上した。441同様の椀形鍛冶滓である。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓墳の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 S K 101。 104土坑と同一検出面であることや遺構の性格から判断すると、中世 (13～ 14世

紀)の遺構の可能性が高い。また、重複関係や土坑の主軸方向を考慮すると、調査H区の墓壊と考え

られる土坑の中では、新しい時期の遺構と考えられる。

S K98土坑 (第58図、写真図版47)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A7-cグ リッドに位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 同一検出面で重複する遺構はないが、周辺には同一時期と考えられる柱穴等が

検出されている。調査H区の墓壊と考えられる土坑の中では、東側に単独で存在する。

〔埋土 。堆積状況〕 褐色シルトブロックが多量に混入する暗褐色シルトの単層で、人為堆積の可能

性が非常に高い。

〔平面形・大きさ〕 平面形は楕円形を呈す。主軸方向はN-40° 一Eで北東を向く。大きさは開口

部で、長軸119cm、 短軸98cmを測る。底部の平面形は精円形状を呈し、長軸93cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から角度を持ちながら直線的に立ち上がる。深さは

最大で52cmを 測る。

〔出土遣物〕 埋土から縄文・弥生土器片29.6gが 出土したが、流れ込みと考えられる。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓渡の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 S K 101・ 104土坑と同一検出面であることや遺構の性格から判断すると、中世 (13～ 14世

紀)の遺構の可能性が高い。
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S K99土坑 (第 59図、写真図版47)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A3-abグ リッドに跨って位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 同一検出面で重複する遺構はないが、墓壊と考えられる同時期の土坑 S K95。

97・ 102が近接 している。

〔埋土・堆積状況〕 暗褐色シルトを主体とし、しまりや混入物の種類・量により3層 に分層できる。

各層とも主体となる堆積上が類似 しており、短時間に埋没したものと考えられる。爽雑物が多く、人

為堆積の可能性が高い。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は歪な隅九長方形を呈す。主軸方向はN-89° 一Wでほぼ東西方向を向く。

大きさは開口部で、長軸137cm、 短軸104cmを 測る。底部の平面形は隅九長方形状を呈し、長軸90cmを

測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から角度を持ちながら直線的に立ち上がる。深さは

最大で76cmを 測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔遣構の性格〕 平面形や堆積状況から墓壊の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 S K101・ 104土坑と同一検出面であることや遺構の性格から判断すると、中世 (13～ 14世

紀)の遺構の可能性が高い。

S K101土 坑 (第 59・ 86図、写真図版48・ 71)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A4-bグ リッドに位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K104土坑と重複し、本遺構が新しい。周囲には墓壊と考えられる同時期の

上坑S K95。 97・ 106。 107・ 117が近接している。

〔埋土・堆積状況〕 褐色砂質シルトブロックが多量に混入する暗褐色シルトの単層で、人為堆積の

可能性が非常に高い。

〔平面形・大きさ〕 平面形は楕円形を呈す。主軸方向はN-42° 一Eでほぼ北東を向く。検出状況で、

S K104土坑との新旧関係を把握できず、一緒に堆積状況を確認したために、北東側上半の壁は推定

となっている。大きさは開口部で、長軸 (推定)137cm、 短軸125cmを測る。底部の平面形は楕円形状

を呈し、長軸110cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から角度を持ちながら直線的に立ち上がる。深さは

履大で77cmを 測る。

〔出土遺物〕 縄文土器片5,ユ g、 須恵器2点 (2.5g)、 鉄製品2点 (37.9g)、 古銭1点が出土した

が、大半が埋土及び埋土上位からの出上である。このうち、埋土から出上した釘状鉄製品1点 (421)

と埋土中位から出上した熙寧元賓 (422)を 掲載した。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況、1点 と少ないながらも銭貨が出土したことから墓壊の可能性が

高いと捉えている。

〔時期〕 出土遺物が前述のとおり少なく、しかも明確に伴う遺物がない。そのため、断定はできな

いが、熙寧元賓 (初鋳年1068年)が出土していることや検出面から、中世 (13～ 14世紀)の可能性が

高いと思われる。

S K102土 坑 (第 60図、写真図版48・ 65)

〔位置 。検出状況〕 Ⅳ―A3-bグ リッドに位置する。V層下面での検出である。
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〔重複・隣接関係〕 S Klll土坑と重複し、本遺構が新しい。周囲には墓墳と考えられる同時期の

土坑 (S K97・ S K99)が近接している。

〔埋土・堆積状況〕 暗褐色シルトを主体とし、 3層 に分層できる。堆積土の大部分は褐色シルトブ

ロックが多量に混入する暗褐色シルトで占められ、人為堆積の可能性が非常に高い。

〔平面形・大きさ〕 平面形は北東隅が張り出す隅丸長方形を呈す。主軸方向はN-5° 一Eで若干

東に傾く。大きさは開口部で、長軸194cm、 短軸148cmを 測る。底部の平面形は,爵丸長方形状を呈し、

長軸169cmを 測る。            ´

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から角度を持つて直線的に立ち上がる。深さは最大

で58cmを 測る。

〔その他〕 検出面で固く締まったブロック焼土が確認され、その面より5～ 6 cm下位の本遺構の中

央部で、103.5× 4cmの範囲に不整形に散在する多量の炭化物と焼土層が確認された。本遺構がほとん

ど埋没した、浅く窪んだ状況で、何らかの行為がなされたのは推察できるが、詳細は不明である。

〔出土遺物〕 埋土から縄文土器片3.6g、 粘土塊 (320 写真掲載)1点が出土した。いわゆる羽口

製作に関連するものであろう。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓墳の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 S K 101・ 104土坑と同一検出面であることや遺構の性格から判断すると、中世 (13～ 14世

紀)の遺構の可能性が高い。また、重複関係や土坑の主軸方向を考慮すると、調査H区の墓墳と考え

られる土坑の中では新しい時期の遺構と考えられる。

S K103土坑 (第 59図、写真図版48)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A4-bグ リッドに位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K105土坑と重複し、本遺構が新しい。南側には墓墳と考えられる同時期の

土坑が密集している。

〔坦土・堆積状況〕 褐色シルトブロックを含む暗褐色砂質シルトの単層で、人為堆積と考えられる。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は隅九長方形を呈す。主軸方向はN-28° ―Eで北北東を向く。大きさ

は開口部で、長軸159cm、 短軸118cmを 測る。底部の平面形は隅九長方形状を呈し、長軸140cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から直立に近い角度を持って立ち上がる。深さは最

大で45cmを 測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔遺構の性格〕 平面形や推積状況から墓渡の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 S K 101・ 104土坑と同一検出面であることや遺構の性格から判断すると、中世 (13～ 14世

紀)の遺構の可能性が高い。また、S K 105土坑との重複関係から、調査H区の墓渡と考えられる土

坑の中でも最も新しい時期の遺構の可能性が高い。

S K104土坑 (第 59・ 82図、写真図版49・ 70)

〔位置 。検出状況〕 Ⅳ一A4-bグ リッドに位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K101・ 105土坑と重複し、本遺構が古い。また、P P165と も重複するが、

一部であるため、新旧が判断できない。周囲には類似する同時期の上坑が密集している。

〔埋土・堆積状況〕 暗褐色シルトを主体とし、混入物により3層 に分層できる。堆積上の大部分は

褐色シルトブロックが多量に混入する暗褐色シルトで占められ、人為堆積の可能性が非常に高い。
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k

SK102上位
焼土・炭化物範囲

瑞 ―A
4-aA― L‐ 49i7mm_r

3

S k102(A■
′
)

1 10YR3/4暗 褐色シルト 粘性無、しま,中

2離 犠 餘 羅 邦 華 織 准 聘
。
鶴

3 1tlYR3/4暗 褐色シルト 粕陛・しまり中
庚化物1%・ 焼土粒 3%‐ IIB色シルト小430%混入。

土A

Aトーー L=0詔Ю車 ―一引r

S(1(澄 (A■
′

)

1 10YR26ん 黒褐色～暗褐色シルト 1粘性 。しまり中
炭化物5%・ 焼土粒1%・ 褐色シルト小塊ユ5%混入。

S(107 1A A′ )1醒
流笙監弱加転耕泳小独ψ体黒縫シル酪塊7婉入。

Aトー L‐ 49p蜘 _引―A′
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〔平面形・大きさ〕 平面形は歪な隅九長方形を呈す。主軸方向はN-6° ―Wで若干西を向く。本

遺構は南西の大半をS K101土 坑に壊されているため、正確な大きさは不明であるが、開口部で残存

する長軸は197cm、 短軸は133cmを 測る。底部の平面形は隅丸長方形状を呈する可能性が高く、長軸は

160cm前後になると考えられる。

〔断面形・深さ〕 長軸方向の両端をS K 101・ 105土坑に壊されているため、断面形状は不明である

が、本調査区の類似する土坑と比較すると、逆台形を呈する可能性が高い。残存する深さは最大で66

cmを 測る。

〔出土遺物〕 埋土から石器 2点が出土し、 2点 とも掲載した。337は敲石としたが、打製石斧の可

能性もあり、遺構に関連するものとは思えない。検出グリッドは比較的、縄文時代晩期から弥生時代

の上器が出土することから、当期に属する石器で流れ込みであろう。388は 比熱を受けている礫で、

墓媛に関わる可能性もある。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓娠の可能性が高いと捉えている。

〔年代測定〕 埋上下位で炭化材が出上したため、年代測定を行ったところ、AMS測 定値で740±

30yrB Pと いう結果となった。詳細は本章 3節の分析鑑定を参照して頂きたい。

〔時期〕 S K 101土 坑との重複関係やAMS測 定結果から判断すると、13世紀代の遺構の可能性が

高い。

S K105土坑 (第 59図 、写真図版49・ 72)

〔位置 。検出状況〕 Ⅳ一A4-bグ リッドに位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K 103・ 104土坑と重複し、本遺構が S K 103土 坑より古 く、 S K 104土 坑より

新しい。周囲には墓娠と考えられる同時期の上坑が密集している。

〔埋土 。堆積状況〕 褐色シルトブロックを多量に含む黒褐色～暗褐色シル トの単層で、人為堆積と

考えられる。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は歪な長方形を呈す。主軸方向はN-10° ―Eで若干東に傾 く。検出状

況で、 S K104土坑との新旧関係を把握できず、一緒に堆積状況を確認したため、南側の壁は推定と

なっている。大きさは開口部で、長軸 (推定)163.5cm、 短軸94cmを 測る。底部の平面形は歪な長方形

状を呈し、長軸138cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から角度を持って直線的に立ち上がる。深さは最大

で62cmを測る。

〔出土遺物〕 埋土から縄文・弥生土器片40.7g、 椀形鍛冶津 (443)124.7gが 出上した。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓渡の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 S K101・ 104土坑と同一検出面であることや遺構の性格から判断すると、中世の遺構の可

能性が高く、S K 104土坑との重複関係から13世紀後半～14世紀の追構の可能性が高い。

S K106土坑 (第60図、写真図版49)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A3-b～ 4-bグ リッドに跨って位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 同一面で重複する遺構はない。周囲には墓壊と考えられる同時期の土坑 (SK
97・ 102～ 105)が近接している。

〔埋土・堆積状況〕 褐色シルトプロックを多量に含む黒褐色～暗褐色シルトの単層で、人為堆積と

考えられる。
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引
キ�―A6-■

Att L=茎 お∞町  ――封A′

SK108 1A4イ )

1 10YR3/3暗褐色ンルト 粘性。しまり中
炭Iヒ∽7%・ 焼土粒2% 褐色シルト小塊10%混入。

2 10YR2/3黒褐色シルト 粘性・しまり中

31ヽ溶彗盤學簿径ぞ竺聟も守争
・
睡、で¥幣 %混入。

炭化物 7%・ 焼土粒2%・ 褐色シルト小塊 3%・ 萌黄褐色シルト小拠
5%混入。               ヽ

SKl10

引
苧予一A5-c

Ⅳ―A5-a

上

洛

Att  L=埋�   引 A′

S淵
紐 艤 色シルト 粘性撫、しまり中
え化物3%・ 焼土粒1%:褐色シルト小塊7%混入。

2 10YR2/3黒褐色ンルト 粘性無、しまり中
炭化物1%・ 褐色ンルト募25%混入。

3 10YR4/43色 砂 粘性。しまり無
黒褐色シルト小塊Ю%,暗褐色ンルト小塊7%混入。

_引 A′

S kllo lA‐ A′ 〉
1 lω

凝耗甥撃砺守鰹空雄ず券縛 ,、小塊5%混入。
2 10YR3/2肇翻色ンルト 粘佐申、しまり無

炭化物1%・ 褐色シルト小塊3%・ 酸化鍵小塊3%混入。
3 10YR4/4atン ルト 粘雄・しま,中 暗褐色ンルト小塊7%混入。

0            1:40           2m
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V 平成21年度調査

〔平面形・大きさ〕 平面形は円形を呈す。主軸方向はN-87° 一Eでほぼ東西方向を向く。大きさ

は開口部で、長軸94.5cm、 短軸93.5cmを 測る。底部の平面形は楕円形状を呈し、長軸70cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から角度を持って直線的に立ち上がる。深さは最大

で42cmを 測る。

〔出土遺物〕 埋土から縄文土器片7.5gが出土したが、流れ込みと考え不掲載とした。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓娠の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 S K101。 104土坑と同一検出面であることから判断すると、中世 (13～ 14世紀)の遺構の

可能性が高い。

S K107土坑 (第 60図、写真図版49)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A4-abグ リッドに跨って位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S Kl17・ 121土坑・P P 172・ 255と 重複し、本遺構が最も新しい。西側には墓

娠と考えられる同時期のS K101・ 104土坑が近接している。

〔埋土・堆積状況〕 褐色シルトブロック・黒褐色シルトブロックが混入する暗褐色シルトの単層で、

人為堆積の可能性が高い。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は南東隅が歪な長方形を呈す。主軸方向はN-3.5° 一Eでほぼ南北方向

を向く。大きさは開口部で、長軸138cm、 短軸89cmを 測る。底部の平面形は隅丸長方形状を呈し、長

軸98cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から角度を持って立ち上がる。特に、西壁は直立気

味に立ち上がる。深さは最大で45cmを測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓壊の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 S K101・ 104土坑と同一検出面であることや遺構の性格から判断すると、中世 (13～ 14世

紀)の遺構の可能性が高い。また、重複関係や土坑の主軸方向を考慮すると、調査H区の墓墳と考え

られる土坑の中では新しい時期の遣構と考えられる。

S K108土 坑 (第 61図、写真図版50・ 65)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A6-bグ リッドに位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 同一検出面で重複する遺構はないが、周辺には同一時期と考えられる柱穴等が

検出されている。調査H区の墓壊と考えられる土坑の中では、東側に単独で存在する。

〔埋土・堆積状況〕 全体的に炭化物や焼土粒の混入が見られ、色調・混入物により3層 に分層でき

る。上部から褐色シルトブロックを含む暗褐色シルト、炭化物粒を多量・褐色シルトブロックを含む

黒褐色シルト、褐色シルトブロック・明責褐色シルトブロックを含む黒褐色シルトの順で確認できる。

混入物が多く、人為堆積の可能性が高い。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は隅丸長方形を呈す。主軸方向はN-71° ―Wで西北西を向く。大きさ

は開口部で、長軸142.5cIIl、 短軸99cmを 測る。底部の平面形は隅丸長方形状を呈し、長軸133cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から角度を持って直線的に立ち上がる。深さは最大

で32cmを 測る。

〔出土遺物〕 埋土から縄文土器片 (68g)、 羽口片1点 (7.4g)、 鍛冶淳 (444)10.6gが 出土した。

そのうち縄文土器 1点 (321)を 写真掲載した。磨滅した縄文土器片で詳細は不明である。
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2 検出遺構と出土遺物

S Klll(AA′ )

1 10YRy3暗 褐色 シル ト
2 10YR2/3黒褐色シル ト

SKl■

A

A卜___  L=49BIXlm   ―――引 A′

端 ―A5-a

A卜  と=497011m

SKl12

一 引 A′

中

中

し

し

性

性

粘

粘
炭化物 2%混入。
炭化物 1% 褐色 シル ト塊10%混入。

A
SKl13

A卜  L=49800m

S Kl13(A‐A′ )

1 10YR3/25黒掲色～暗褐色シル ト 粘性無、 しまり中
炭化物 39/9 焼土粒 1% 褐色シル ト小塊10%混入。

2 2.10YR4/4褐 色粘土質シル ト 粘性有、 しまり中。

S Kl12(A‐ A′ )

1 10YR4庵掲色砂質シル ト 粘性無、 しま り中
黒褐色シル ト塊 7%‐ 黄褐色シル ト小塊 5%混入。

2 10YR5/6責 褐色砂質シル ト 粘性無、 しま り中

暗褐色シル ト塊15%混入。
3 10YR35/4暗褐色～掲色 シル ト 粘性・ しまり中

焼土粒 1% 黄褐色 シル ト小塊 3%混入。

SKl14

A卜_ L=49700m
―引 A′

瑞 A3a

SK■4(AA′ )

1 10YR4/3に ぶい黄褐色砂質ンル ト 粘性無、 しま り中

炭化物10% 焼土粒 2% にぶい黄褐色 シル ト小塊15%
褐色 シル ト小塊 3% 酸化鉄粒 3%混入。

2 10YR42灰黄褐色 シル ト 粘性無、 しまり有

炭化物 2% にぶい黄褐色シル ト小塊10% 酸化鉄粒
10%混入。

3 10YR4/4褐 色 ンル ト 粘性  しまり中
黄褐色シル ト小塊15%・ 灰黄褐色 シル ト小塊 2% 酸化鉄粒
3%混入。

4 10YR4/6褐色シル ト 粘性  しまり中

炭化物 1% 黄褐色シル ト小塊 5%混入。
5 10YR4/4褐 色 シル ト 粘性無、 しまり中 黄褐色 シル ト塊10%

混入。
6 75YR3/3暗 褐色シル ト 粘性有、 しまり中

焼土粒 1% 黄褐色シル ト小塊 39/9混 入。

-176-
第62図 SKlll～ 114土坑
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〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓壊の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 S K 101・ 104土坑と同一検出面であることや遺構の性格から判断すると、中世 (13～ 14世

紀)の遺構の可能性が高い。

S K109土 坑 (第 61・ 86図 、写真図版50・ 71)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A5-aグ リッドに位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K l12土坑と重複 し、本遺構が新しい。また、検出面を異にするS D30溝 跡

に切られている。西側には墓墳と考えられる同時期の上坑が密集して確認される。

〔埋土・堆積状況〕 色調・混入物により3層 に分層できる。他の墓渡と考えられる土坑とは異なり、

褐色シルトブロックを多量に含む黒褐色シルト主体で埋没しており、人為堆積の可能性が高いが、底

面の壁際に三角形状に堆積している褐色砂は自然堆積の可能性がある。開口部中央付近には褐色シル

トブロックを含む暗褐色シルト層が堆積している。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は隅九長方形を呈す。主軸方向はN-69° 一Wで西北西を向く。大きさ

は開口部で、長軸110.5cm、 短軸82cmを 測る。底部の平面形は歪な隅丸長方形状を呈し、長軸78cmを測

る。

〔断面形・深さ〕 断面形は非常に深いビーカー形を呈す。壁は底面から概ね直立気味に立ち上がる

が、南壁の大部分はオーバーハングしている。深さは最大で123clllを 測る。

〔出土遺物〕 埋土から縄文土器片0.9g、 鉄製品 1点 (25.lg)が出土した。このうち、鉄製品 1点

を掲載した。423は釘状鉄製品で、出土中では最も大きい

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓媛の可能性が高いと捉えているが、他の墓娠と考えられる

土坑とは、開口部の大きさに対する深さが深すぎることや、埋上の色調の違いが見られ、異なる性格

を持つ可能性も否定できない。

〔時期〕 S K 101・ 104土坑と同一検出面であることや遺構の性格から判断すると、中世 (13～ 14世

紀)の遺構の可能性が高い。

S Kl10土 坑 (第 61・ 76。 82図 、写真図版50。 65・ 70)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A5-cdグ リッドに跨って位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K 106竪穴住居状遺構 。S Kl16土坑 。S K 120土坑 。P P179と 重複し、本

遺構が S Kl16・ 120土坑より新しく、 P P 179よ り古い。 S K 106竪穴住居状遺構とは重複部分が一

部であるため、新旧関係を把握することができなかった。

〔埋土・堆積状況〕 色調・混入物等により3層 に分層できる。底面の壁際には壁の崩落土と考えら

れる褐色シルト層が三角形状に堆積しており、自然堆積の可能性が高い。下部には褐色シル トブロッ

クが混入する黒褐色シルト、中間～上部には褐色シルトプロックが混入する暗褐色シルトが堆積して

いる。中間～上部は混入物があり、人為堆積の可能性が想定される。

〔平面形・大きさ〕 平面形は北東隅が歪む長方形を呈す。主軸方向はN-78° 一Wで西北西を向く。

大きさは開口部で、長軸226cm、 短軸169cmを 測る。本調査区では大形の上坑である。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から角度を持って直線的に立ち上がる。深さは最大

で34cmを 測る。

〔出土遺物〕 埋土から縄文・弥生土器片346,7g、 石器1点、羽口片の可能性が高い土製品1点、

鉄製品1点 (10。9g)、 鉄津6.9gが出上した。本遺構は縄文時代のS Kl16・ 120土坑の上に構築され
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2 検出遺構と出土遺物

てお り、出土 した土器の大半はこれらの遺構に伴 うものと思われる。そのうち縄文土器 1点、石器、

鉄津を掲載 した。土器322は S117竪穴住居跡や S K 124土坑などから出土する土器に類似する深鉢の

体部片である。石器399は黒曜石の石鏃で、形態は凹基無茎 となる。鉄津類445は、溶着淳である。

〔時期〕 S K101。 104土坑と同一検出面であることから判断すると、中世 (13～ 14世紀)の遺構の

可能性が高い。

S Klll土坑 (第 62図 、写真図版50)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A3-bグ リッドに位置する。 S K102土坑の底面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K 102土坑と重複し、本遺構が古い。

〔埋土・堆積状況〕 炭化物を含む暗褐色シル ト主体の上部と褐色シルトブロック・炭化物を含む黒

褐色シル ト主体の下部の 2層 に分層できる。調査H区南西の墓墳と考えられる他の上坑とは、褐色ブ

ロックの混入量が少ないという違いがある。 S K102土坑によって堆積上の大半を失っているため、

人為か自然かの判断ができない。

〔平面形・大きさ〕 平面形は歪な台形を呈す。主軸方向はN-20.5° 一Eで北北東を向く。確認でき

た大きさは開口部で、長軸125.5cm、 短軸121cmを測る。底部の平面形は台形状を呈し、長軸96cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から角度を持って立ち上がる。確認できた深さは最

大で43cIIlを 測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔遺構の性格〕 堆積土や形状から墓墳の可能性があると考えている。

〔時期〕 遺構の性格から中世 (13～ 14世紀)の遺構と捉えている。また、 S K 102と の重複関係を

考慮すると、調査H区の墓城と考えられる土坑の中でも古い時期の遺構の可能性が高い。

S Kl12土坑 (第 62・ 86図 、写真図版51・ 71)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A5-aグ リッドに位置する。 S K109土坑の北壁に、暗褐色シル ト混じ

りの汚れた黄褐色シルト層の堆積が確認できたため、サブトレンチを設定し、精査を行った。すると、

平坦な面と壁が確認できたため、土坑とした。検出面はV層下面に相当する。

〔重複・隣接関係〕 S K109土 坑と重複し、本遺構が古い。

〔埋土・堆積状況〕 色調や混入物等により3層 に分層できる。下部から黄褐色シルトを含む暗褐色

～褐色シル ト層、暗褐色シルトブロックを多量に含む黄褐色砂質シルト層、黄褐色シルト・黒掲色シ

ルトを含む褐色砂質シルト層の順に確認できる。北側から埋没した堆積状況を呈し、人為堆積の可能

性が高い。

〔平面形・大きさ〕 確認できた部分から判断すると、平面形は隅丸長方形を呈す可能性が高い。主

軸方向はN― ■
°―Eで少し東に傾く。残存する大きさは開田部で、長軸134.5c皿、短軸117cmを 測る。

底部の平面形は隅丸長方形状を呈す。

〔断面形・深さ〕 S K 109土坑に切られているため、長軸方向の断面形は不明であるが、短軸方向

の断面形から推測すると、逆台形を呈すものと考えられる。壁は底面から角度を持って立ち上がり、

上端部がやや開く。深さは最大で34cmを 測る。

〔出土遣物〕 埋土から鉄製品 1点 (3.6g)が出土し、掲載した。鉄製品424は板状としたが、小型

で湾曲しており、417に 似た製品の破損品かも知れない。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓娠の可能性が高いと捉えている。
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〔時期〕 S K101・ 104土坑と同一検出面であることや遺構の性格から判断すると、中世 (13～ 14世

紀)の遺構の可能性が高い。

S Kl13土坑 (第 62図、写真図版51)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A3-aグ リッドに位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 同一検出面で重複する遺構はなく、隣接する遺構も見られない。北東側には墓

墳と考えられる同時期の上坑が密集している。

〔埋土・堆積状況〕 北壁際に褐色粘土質シルト層がブロック状に見られるが、大部分は褐色シル ト

を含む黒褐色～暗掲色シルト層である。ほぼ一括埋没であり、人為堆積の可能性が高い。

〔平面形・大きさ〕 平面形は北東側が大きい洋梨形を呈す。主軸方向はN-16.5° 一Eで北北東を向

く。大きさは開口部で、長軸155cm、 短軸H3cmを測る。底部の平面形は隅丸長方形状を呈し、長軸98

cmを測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形を呈す。壁は底面から角度を持って直線的に立ち上がるが、北壁

下部は直立気味に立ち上がる。深さは最大で83cmを測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓墳の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 S K101・ 104土坑と同一検出面であることや遺構の性格から判断すると、中世 (13～ 14世

紀)の遺構の可能性が高い。

S Kl14土 坑 (第 62・ 76図、写真図版51・ 65)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A5-c～ 6-cdグ リッドに跨って位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K 106竪穴住居状遺構・P P215・ 218・ 219と 重複し、本遺構が最も古い。

〔埋土・堆積状況〕 色調や混入物等により6層 に分層できる。上部～中間部はにぶい黄褐色～灰黄

褐色シルト・下部は褐色や暗褐色シルトを主体とする。全体的に混入物が見られるが、三角形もしく

はレンズ状の堆積状況を呈しており、自然堆積の可能性が高いと考えられる。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は歪な隅丸方形を呈す。主軸方向はN-66° 一Wで西北西を向く。大き

さは開口部で、長軸167cm、 短軸155cmを 測る。底部の平面形は歪な隅九方形状を呈す。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から角度を持つて外反気味に立ち上がる。深さは最

大で41cmを測る。

〔出土遺物〕 埋土から縄文・弥生土器片28.lgが出土した。周辺には縄文時代の遺構や遺物が比較

的まとまって見つかつており、埋没過程で流入したものと思われる。そのうち1点 を掲載した。土器

323は、S K l10土 坑出土同様の粗製土器である。

〔時期〕 S K101・ 104土坑と同一検出面であることから判断すると、中世 (13～ 14世紀)の遺構の

可能性が高い。
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S Kl15(A‐Aフ )

1 10YR3/3暗褐色 シル ト 粘性有、 しまり中
炭化物 5% 焼土粒 1%・ 褐色 シル ト小塊15% 黒褐色 シル ト塊
5%混入。

S子
モ:織 銃 恣褐色～褐色砂質シル ト 粘性無、 しまり中  端 ~A5c

炭化物 2% 黄褐色シル ト小塊 7%混入。
2 10YR3/4暗掲色 シル ト 粘性中、 しまり中

責褐色シル ト塊15%混入。
3 10YR35/4暗褐色～褐色砂質シル ト 粘性中、 しまり中

炭化物 3% 焼土粒 2%・ 黄褐色 シル ト小塊 3%
酸化鉄粒 5%混入

4Ю
報 、)訛 、毛薪族 謎 貌 北

まり有

5 10YR3/4暗褐色 シル ト 粘性中、 しまり中
炭化物 1% 黄褐色 シル ト小塊10% 酸化鉄粒 3%混入。

(B‐ B′ )

1 10YR3/4暗褐色 シル ト 粘性・ しまり中
炭化物 7% 黄褐色 ンル ト小塊 7%混入。
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S Kl17(A‐ A′ )

1 10YR35/4暗掲色～褐色 シル ト 粘性 。しま り中
炭化物 1%・ 焼土粒 1% 責掲色 シル ト塊15%混入。
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S Kl15土坑 (第 63図、写真図版51)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A4-aグ リッドに位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 同一検出面で重複する遺構はない。S D30溝跡を挟んで北側には墓媛と考えら

れる同時期の土坑が密集している。

〔埋土・堆積状況〕 多量の褐色シルトブロックや黒褐色シルトブロックが混入する暗褐色シルトの

単層で、人為堆積の可能性が高い。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は隅九方形を呈す。主軸方向はN-2° 一Wで、ほぼ南北方向を向く。

大きさは開口部で、長軸99.5cm、 短軸96.5cmを測る。底部の平面形は楕円形状を呈し、長軸86cmを測る。

底面形の長軸を主軸にした場合はN-88° 一Eである。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は直立気味に立ち上がる。深さは最大で71cmを 測る。

〔出土遺物〕 埋土から縄文・弥生土器片14.8gが 出上したが、不掲載とした。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓壊の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 S K 101。 104土坑と同一検出面であることや遺構の性格から判断すると、中世 (13～ 14世

紀)の遺構の可能性が高い。

S Kl16土坑 (第 63・ 76・ 77図、写真図版52・ 66)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A5-cdグ リッドに跨って位置する。Ⅶ層面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K 106竪穴住居状遺構 ,S Kl10'120土 坑・P P37と 重複し、本遺構がSK
106竪穴住居状遺構・S K l10土 坑・P P37よ り古く、S K 120土 坑より新しい。北西側は調査区外に

広がつている。

〔埋土 。堆積状況〕 責褐色シルトブロックを含む暗褐色シルトを主体とし、色調や混入物等により

5層 に分層できる。壁際の堆積層は混入物の差で分かれるが、大部分は主体となる堆積上で埋没して

いる。周囲の新しい遺構によって大部分を壊され、全体的な埋没状況が↓巴握できなかったため、人為

か自然かの判断はできない。

〔平面形 。大きさ〕 一部しか残存していないため、平面形・主軸方向は不明である。確認できた大

きさは開口部で、長軸247cm、 短軸240.5cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は浅い台形形で、壁は底面から角度を持って立ち上がる。深さは最大で33

cmを 測る。

〔その他〕 本遺構に伴うものとして、土坑を 1基、柱穴状土坑を3個検出した。土坑の平面形は不

整形で、長軸85cm、 短軸53cmを 浪1る 。埋土は炭化物を多量に含む暗褐色シルトの単層である。炉の可

能性も考えられるが、焼土層は確認されなかった。柱穴状土坑は3個 とも暗褐色シルト主体の単層で、

Plに はにぶい責褐色シルト、P2に はにぶい責褐色シルトと少量の炭化物、P3に は灰黄褐色シル

トと少量の炭化物・水酸化鉄が混入する。大きさは開口部で、Pと が長軸29cm、 短軸26.5cm、 P2が

長軸27cm、 短軸22cm、 P3が長軸21cm、 短軸18cmを測る。

〔出土遺物〕 埋土中から弥生土器の可能性が高い土器片、底面直上や壁際からは縄文土器片、合計

1556.5gが 出上した。このうち6点の (324～329)土器を掲載した。

〔遺構の性格〕 一部しか残存せず、全体像が不明であるため、土坑として登録したが、炭化物が多

量に混入するPitや柱穴が確認され、住居跡の可能性が考えられる。

〔時期〕 検出面や出土遺物から判断すると、縄文時代中期末葉の遣構の可能性が高い。
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S Kl17土 坑 (第63図 、写真図版52)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A4-aグ リッドに位置する。V層下面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K107・ 121土坑・P P254・ 255と 重複し、本遺構が S K107土坑より古く、

S K121土 坑 。P P254。 255よ り新しい。また、検出面を異にするS D30溝跡に切られている。

〔埋土・堆積状況〕 黄褐色シルトブロックを多量に含む暗褐色～褐色シルトの単層で、人為堆積の

可能性が高い。

〔平面形・大きさ〕 平面形は東辺が長い隅丸長方形を呈す。主軸方向はN-68.5° 一Wで西北西を向

く。大きさは開口部で、長軸153cm、 短軸■7cmを測る。底部の平面形は隅九長方形状を呈し、長軸

140cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形で、壁は底面から直立気味に立ち上がる。深さは、最大で54cmを

測 る。

〔出土遣物〕 埋土から縄文・弥生土器片 (8.2g)、 鉄製品1点 (7.2g)が出土し、弥生土器と考え

られる土器1点 (330)を 掲載した。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓填の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 S K101・ 104土坑と同一検出面であることや遺構の性格から判断すると、中世 (13～ 14世

紀)の遺構の可能性が高い。また、重複関係や土坑の主軸方向から判断すると、調査H区の墓墳と考

えられる土坑の中では古い時期の遺構と考えられる。

S Kl18土坑 (第64図 、写真図版52)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A4-cグ リッドに位置する。Ⅷ層上面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 同一検出面で重複する遺構はないが、V層面で検出したP P220と 重複する。

西側の大半は調査区外に広がっている。

〔埋土・堆積状況〕 黄掲色シルトを含む暗掲色シルトの単層である。層厚がなく、人為か自然かの

判断はできなかった。

〔平面形・大きさ〕 確認された部分から判断すると、平面形は楕円形を呈すものと考えられる。主

軸方向はN-26° 一Wで北北西を向く。確認された開口部の大きさは、長軸64cm、 短軸60.5cmを 測る。

底部の平面形は楕円形状を呈す。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿状を呈し、壁は底面からなだらかに立ち上がる。深さは、最大で21clll

を測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 検出面から判断すると、縄文～弥生時代の遺構の可能性が高い。

S Kl19土坑 (第64図、写真図版53)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A6-cグ リッドに位置する。Ⅷ層上面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 P P265と 重複し、本遺構が古い。また、検出面を異にするS D31溝跡に切ら

れているが、本遺構内で溝跡の延長が不明瞭となっているため、本来はS D31溝跡の埋土中に包含す

る遺物を、本遺構として取り上げている可能性がある。

〔埋土・堆積状況〕 褐色シルトやにぶい責褐色シルトを含む暗褐色～褐色シルトの単層である。層

厚がないため、人為か自然かの判断はできない。
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〔平面形 。大きさ〕 平面形は、東側の九みが強い隅九長方形を呈す。主軸方向はN-73° 一Wで西

北西を向く。大きさは開口部で、長軸164.5cm、 短軸116cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は浅い逆台形形で、壁は底面から45度程度の角度を持って立ち上がる。深

さは最大で1lcmを 測る。

〔出土遺物〕 埋土から縄文・弥生土器片 (27.6g)が出土し、 1点 (331)を 掲載した。この他に羽

口片と考えられる遺物 (7.5g)が出土した。

〔時期〕 検出面から判断すると、縄文～弥生時代の遺構の可能性が高い。

S K120土坑 (第 64図、写真図版53)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A5-cdグ リッドに跨って位置する。Ⅷ層上面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 同一検出面で重複する遺構はないが、検出面を異にするS K 106竪穴住居状遺

構 。S Kl10。 116土坑 。P P179に 切られている。

〔埋土・堆積状況〕 色調や混入物等により3層 に分層できる。底面付近にはにぶい黄褐色シルト層

がみられ、にぶい黄褐色シルトや明責褐色シルトを含む暗褐色～褐色シルト層を主体とする。層厚が

なく、人為か自然かの判断ができない。

〔平面形 。大きさ〕 周囲の遺構に切られているため、平面形や主軸方向は不明である。確認できた

開口部の大きさは、長軸105.5硼、短軸95cmを測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は浅い逆台形で、壁は底面から角度を持って立ち上がる。深さは最大で13

cmを測る。

〔出土遺物〕 埋土から縄文・弥生土器片37.lgが出上し、 1点 (332)を 掲載した。

〔時期〕 検出面から縄文時代の遺構と考えられる。

S K121土坑 (第64図、写真図版53)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A4-aグ リッドに位置する。S K117の 底面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K 107・ 117土坑と重複し、本遺構が最も古い。また、検出面を異にするSD
30溝跡に切られている。

〔埋土・堆積状況〕 褐色シルトブロックを多量に合む黒褐色シルトの単層である。層厚はないが、

墓墳と考えられる土坑と類似しており、人為堆積の可能性が高いと判断した。

〔平面形 。大きさ〕 大半をS K l17土坑に切られ、消失しているが、残存する部分から判断すると、

平面形は歪な隅九長方形を呈し、主軸方向はN-61° ―Wで西北西を向く。確認できた開口部の大き

さは、長軸176cm、 短軸105.5cmを 測る。底部の平面形は隅丸長方形状を呈し、長軸140cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 底面付近しか残存しないため、正確な断面形状は不明であるが、類似する土坑の

形状を考慮すると、逆台形を呈する可能性が高い。深さは最大59cmを 測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔遺構の性格〕 平面形や堆積状況から墓墳の可能性が高いと捉えている。

〔時期〕 遺構の性格から中世 (13～ 14世紀)の遺構と捉えている。また、S Kl17土 坑との重複関

係から、調査H区の墓媛と考えられる土坑の中でも、最も古い時期の遺構の可能性が高い。

S K122土坑 (第65図、写真図版53)

〔位置 。検出状況〕 Ⅳ一A8-eグリッドに位置する。検出面はV層下面である。Ⅵ層～Ⅶ層に当
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2 検出遺構と出土遺物

当たる面での検出で、若干Ⅵ層を下げ切つていない感がある。柱穴状土坑 とも考えたが、平面形が不

整なことから土坑 とした。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。坦土を同じくして、 S K 123土 坑と隣接する。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は、暗褐色上の単層で、下位面に地山崩落土と思える褐色土が覆う。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は楕円形状で、大きさは、開口部径で62× 38cmを測る。

〔断面形・深さ〕 断面形はビーカー形状で、壁はやや角度をもって立ち上がる。深さは、西壁が最

大で28cmを 測る。

〔出土遺物〕 縄文・弥生土器片55.5gが出土したが、不明の粗製土器で不掲載とした。

〔時期〕 出土遺物からは、はっきりした時期観は得られないが、近隣の出土遺物から縄文時代中期

後葉から弥生時代と考えられ、隣接するS K123土 坑と同時期の可能性が高い。

S K123土 坑 (第 65。 77図、写真図版54・ 66)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A8-eグ リッドに位置する。検出面はS K 122土 坑同様である。精査の結

果、底面に焼上が検出された。平面図作成後に住居跡の可能性を探るため、壁を切つてトレンチを設

定し、精査を行っている。よって平面写真は、一部壁が無くなった状況となっている。

〔重複・隣接関係〕 一部中世の柱穴状土坑と重複する。隣接関係では西側にS K122土坑 があり、

北側にS K127土坑がある。また周囲には同一面検出の柱穴状土坑群が点在する。

〔埋土 。堆積状況〕 埋土上位にはS K 122土 坑 同様の暗褐色土が埋まる。この埋土には比較的多 く

の上器片が出上している。埋土下位層 (焼土上)に は、炭化物を伴った粘土質の黒褐色土が埋まって

いる。これらは人為的堆積の可能性がある。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は不整な楕円形状で、大きさは開口部径で、174× 125cmを 淑Iる 。底面は

120× 90cmと なっている。

〔断面形・深さ〕 断面形は底面が平坦になる逆台形状で、深さは、西壁で20cmを測る。

〔底面状況〕 底面から焼上が検出された。平面形は不整な円形で、大きさは95× 75cmを 測る。土坑

の壁中位まで焼土が広がっている様子が見えた。焼上の厚さは、概ね 5 clllを 測り、締まりは比較的良

い。焼上下には比較的多くの炭化物が検出された。掘 り方は深さ約10cmに 及ぶ。

〔出土遺物〕 縄文・弥生土器片1327.5gが 出土した。大半が埋土上層 (埋± 2)からの出土であるが、

粗製土器が多い。掲載は焼土下から出土した内の 2点である。333は 鉢形土器の口縁部で、胎土に雲

母や石英が多く含まれ、他の中期末葉土器にはない特色を持つ。334は小型であるが333と 同時期と考

えられる破片である。

〔遺構の性格〕 焼土を住居跡の炉跡と想定して周囲を下げてみたが、褐色層 (Ⅷ層)が広がるのみ

で、土器や他の施設 (柱穴や壁溝など)は検出できなかった。よって、焼土は土坑に伴うものと判断

される。焼上下から炭化物が検出されたことを考慮すると、土坑は焼土を破棄する目的を持ったもの

かもしれない。

〔時期〕 上層で出土している土器は、破片資料で不明であるが、流れ込みの可能性が高い。焼土下

で出土した土器は、 S K124土 坑などでで出土しているものより、若干新しい様相が見える。グリッ

ド周辺でも同様の土器が出土していることを考慮に入れて、遺構の時期を縄文時代中期後葉から弥生

時代と長い幅で捉える必要を感じるが、判然としない。

S K124土 坑 (第 65・ 77・ 78図、写真図版54・ 66・ 67)
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〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A6-dグ リッドに位置する。検出面はV層下である。検出状況と図との

関わりを後述するS K125土 坑と合わせてここで示す。最初は住居跡と考え、ベル トを大きな範囲で

設定した。その断面図がA― A/である。住居跡とはならなかったが、この断面観察で、 S K 124土

坑の西側壁の立ち上がりを確認した。しかし北側や東側は明確にできず、ベルトをはずして全体を下

げた。そこで改めてプランとなったのが S K124・ 125土坑である。よって平面図は、一部上位壁を下

げた状況での図であるが、大きさの計測値は、その実測図を元にしている。実際はもっと大型であつ

た可能性が高い。土器は断面図に見える埋± 1よ り最も多く出上している。

〔重複・隣接関係〕 東側でS K125土坑 と重複する。 S K 124土 坑が新しいと判断したが明確な差で

はない。北西で調査区外に広がる。また西側にはS K 130土 坑 、南側にはS K131・ 133土坑がある。

〔埋土・堆積状況〕 上層は暗褐色土に粘土や鉄鉱分が混入する層で人為的堆積の可能性が高く、グ

ライ化される。下層も同じように混入分が多いが、水性堆積の様相が見える。

〔平面形・大きさ〕 平面形は不整な楕円形状で、大きさは開口部径で、195X172cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は、底面が平坦となる皿形状で、壁は角度をもって立ち上がる。深さは、

上位検出面から確認された西壁で、48cmを沢1る 。下位検出面で確認された北南壁は20～ 25cm程 の深さ

となる。

〔出土遺物〕 縄文土器片4707.lgと 鉄製品 1点 (4.7g)が 出土した。鉄製品425は 流れ込みと判断さ

れる。土器は比較的大型の完形品が多い。335は沈線区画内磨消しでC字 もしくはS字状のモチーフ

となるか。同様の上器はS117竪穴住居跡でも出上している。略完形の336は 、底部との接点が見つ

からなかったが344が同一個体の可能性が高く、大型の上器でやや内湾し体中央部が最大径となる。

同様の器形に337がありやや小型である。343が底部となりそうで、器高は21.5cm前後と予測される。

342は、S K128出 ±349と 同様の器形となるものであろう。すべて同時期とみられる。

〔時期〕 出土土器からS117竪穴住居跡と同時期の、縄文時代中期後葉から末葉と捉えられる。

S K125土 坑 (第 65。 77図、写真図版54・ 67)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A7-d・ eグ リッドに跨って位置する。検出状況などはS K124土坑と同

様である。

〔重複・隣接関係〕 S K124と 重複する。周囲には柱穴状土坑が点在する。また、 S N02焼土は南

東狽I壁から1.50m離 れてある。

〔埋土・堆積状況〕 S K124土 坑と同様である。ただし、下位面は水性堆積状ではなく、最下位層

にしまりのない黄褐色上が見え、壁が崩落している可能性がある。

〔平面形・大きさ〕 平面形は不整な精円形状で、大きさは、長軸が推定250cm、 短軸が最大で158cm

を沢よる。

〔断面形・深さ〕 断面形は、 S K124土坑同様に皿形状で、壁は角度をもって立ち上がる。しかし

北側壁はなだらかに落ち込む。深さは、上位検出面から確認された南壁比高で48cmと 深く、 S K124

土坑の西壁と同数値となる。

〔出土遺物〕 縄文土器片531lgが出土した。 S K 124土 坑に比べて、破片資料が多いが、略完形品と

底部、破片 1点 を掲載した。346は、 4単位となる山形口縁の深鉢で、 S K124土坑出土土器同様に、

体中央部で膨らむ器形となる。347は やや磨滅している。

〔時期〕 出土土器から縄文時代中期後葉から末葉の遺構と捉えられる。
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SK126

屯 J

AトーーL‐ 49400m――引A′4′ )S K126(A/3 
暗褐色 シル ト

やや密 炭化物微量含

1 lllYR推
中しまり粘

′

'/3 黒褐色 シル ト

3
密

む

2 1oYR監
中 しまり

、 土器片合

粘4ヒ

物少量含も炭イ
の混合土

密

3 1と 2生

中 しまり粘皇

端 A8e杭から
西 にlm

SK127

SK128

A卜 L=0400m ttA

ー

S K129(AA′ )

1 10YR3/4暗 褐色土 粘性ややあ り しまりあ り
猛5YR4/6掲色の地山崩落上が 5～20mm大 のブロック状 に 2%混入。

砲歴留�から

A卜____L=49400m
―

A′

望（側彰々

A卜  L=4941Xlm ttA′

S K127(A― A′ )

1 10YR3/3 暗褐色シル ト

粘性中 しまり密 炭化物少量含む
2 10YR4/4 褐色 シル ト

粘性強  しまりやや疎

S K128(A‐A′ )

1 10YR3/4暗褐色シル トと4/4褐 色シル トの混合土
粘性強 しまり密 土器片含む

2 10YR2/3 黒褐色粘土質ンル ト
粘性中 しまり密 炭化物プロックで含む

3 10Y聴//4にぶい黄褐色シル トと3/3暗褐色 シル トの混合土
粘性強 しまり密 炭化物微量含む

4 10YR4/4 褐色シル ト

粘性強  しまりやや疎 炭化物微量含む
5 10YR4/6 褐色 シル ト

粘性強 しまりやや疎

SK130

‐41

A卜__ L=495∞ m

S K130(A4′ )

1 10YR2/3黒褐色土 粘性ややあ り しまりあ り
酸化鉄 を20%含む 5～ 7 HLu大 の炭化物を 1%含み
25YR4/6赤 褐色の焼土プロック (10mm大 )を 1%含む。
75YR4/6掲 色の地山崩落土 を 1%未満含む。遺物 を含む層。

2 10YR2/2黒褐色土  粘性あ り しまりあ り
10mm大 の炭化物粒 を 1%含み、25YR4/6赤褐色の焼土粒
1%未満含む

警懸
鉄 を10%含む。75YR4/6褐 色の地山崩落土ブロック ●Om大)を

を
　
賜
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S K126土 坑 (第 66図、写真図版55)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A7-d oeグ リッドに跨って位置する。Ⅵ層～Ⅶ層に当たる面での検出で、

若千Ⅵ層を下げ切つていない感がある。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。東側が未調査区 (現道下)に広がる。

〔埋土・堆積状況〕 え化物を少量含む黒褐色土を主体とする自然堆積と考えられる。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は楕円形状で、大きさは開口部径で、長軸が推定130cm、 短軸が83cmを

浪1る 。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、壁は緩やかに立ち上がる。深さは最大で31cmを 測る。

〔出土遺物〕 縄文・弥生土器片1635.4gが 出土した。破片資料のみで明確にできなかったが、SK
125土坑同様の上器に、若干新しい土器 (弥生土器?)が混在している様相が見えた。

〔時期〕 出土遺物からは、はっきりした時期観は得られないが、近隣の出土遺物から縄文時代中期

後末葉か弥生時代と考えられ、検出面や埋土の状況から弥生時代の可能性が考えられる。

S K127土 坑 (第 66図、写真図版55)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A7-eグ リッドに位置する。検出面はS K122。 123土坑検出時より、若

干下がつたⅦ層下と思われる面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。南側でS K 123土坑と隣接する。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は暗褐色や褐色土の自然堆積と思われる。上層の暗褐色土はS K123土 坑

上層に似る。

〔平面形・大きさ〕 平面形は略円形で、大きさは75× 70cmを測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、深さは最大で20cmを測る。

〔出土遺物〕 縄文・弥生土器片343.4gが出土した。出土状況はS K 126土 坑に似る。

〔時期〕 S K 126土坑同様の理由で、弥生時代の可能性が考えられるが判然としない。

S K128土 坑 (第 66・ 78図 、写真図版55・ 67)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A6-eグ リッドに位置する。検出面はS K 122・ 123土坑検出時より、若

干下がつたⅦ層下と思われる面での検出である。土器がまとまって出上し、住居跡の可能性を考えて

精査した区域で、最終的に住居跡の範囲内に収まる可能性を示す。

〔重複・隣接関係〕 H柱穴状土坑群P P 331と 重複する。S117竪穴住居跡の炉跡と思われる焼土

が北東側に、大型土坑のS K 124土坑は遺構の南西側にある。周囲には柱穴状土坑群3に属する柱穴

が点在し、上位には柱穴状土坑群2に属するP P78な どがある。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は黒褐色土が主体であるが、埋土上位や壁際に混合上が埋まる。災化物や

土器片を多く含む。全体的に粘性が強く、人為的な堆積の可能性がある。

〔平面形 。大きさ〕 遺構の北側や南東側を掘り過ぎているが、平面形は楕円形状になると予測され

る。大きさは、開口部径で長軸推計105cm、 短軸が56cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は、南西壁が角度を持って立ち上がり、北東壁は緩やかに長く上がる。深

さは南東壁比高で、30cmを 測る。

〔出土遺物〕 縄文・弥生土器片285.6gが 出土した。その内 2点 を掲載した。349は 大柄な深鉢の口縁

部で、隆線によるJ字文が施される。S K125土坑出土土器より、若千古めの上器である。

〔時期〕 出土遺物から縄文時代中期後葉～末葉の遺構と考えられる。
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SK131

端 77-d

A

S K131(A‐A′ )

1 10YR2/3黒 褐色土  粘性 なし しまりあ り。

選霊露解 窪 郡 理 響 評

色土ブロックを 2%含む。25YR4/6赤 褐色 の焼土粒 を 1%含む

2 76Y貶/4暗褐色土 粘性あ り しまりあ り。

3 ЮYk臆蜜健撃會暫空
1範
臨
多
℃」解筆賊項く萱も

クQO~2klmm刑 を1始む。
10YR3/4暗褐色土プロック (10mm大 )を 1%未満含む。

4 75YR4/6褐 色土 粘性あ り しまりあ り。粘土質。
75YR4/6褐 色の地山崩落土 と■5YR3/4暗褐色土プロック (10mm大 )を 1%未満含む。 )

甲
2

SK132

SK134

Aトー

S K134(A■
′

)

1 10YR3/3 暗褐色 シル ト

粘性中 しまり密 炭化物少量含む
2 10YR4/4 褐色シル ト

粘性強 しまり密

2m
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S K132(AA′ )

1 10YR2/3黒 褐色土 粘性なし しまりあ り
25YR4/8赤 褐色の焼土プロック (1～ 20mm大)を 1%未満含む。
炭化物 (5～ 20aul大)2%含 む

2 10YR3/4暗褐色土 粘性なし しまりあ り
75YR4/6褐 色の地山崩落土 と10YR3/4暗褐色上の混合土

3 柱穴 詳細不明

L=Omlm  一――→B′

4

S K133 ①弔
′

)

1 ■5YR3/2黒褐色土 粘性弱い  しまりあ り。
1～ 10mm大 の炭化物 を 1%含む。25YR4/8暗 赤褐色の焼土粒 を 1%未満含 む 土器含む

2 ■5YR3/2黒褐色土  粘性あ り しまりあ り。

Ю蕉 魂 黒褐
g陥 %e勤

霧チ
y明 色地山崩落プロック 住llmm洵 を1%含む。

生碗糸号撓畠覇璽rttM黒伊争請芳ぽ
u写
穐 手

との混合土

10駕鷹麗望粒第晃監含町 fγr夫塩と推拿
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V 平成21年度調査

S K129土坑 (第 66図 、写真図版55)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A7-fグ リッドに位置する。検出面はⅧ層上面である。S117竪穴住居

跡の精査中に検出された。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。南西側でS117竪穴住居跡 と隣接する。

〔埋土・堆積状況〕 暗褐色土の単層で、自然堆積である。

〔平面形・大きさ〕 平面形は楕円形を呈し、大きさは開口部径で、56× 50cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、深さは最大で14cmと 浅い。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 検出面から縄文時代中期後葉から末葉の遺構と考えられる。

S K130土 坑 (第 66。 79図 、写真図版56・ 67)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A6-d oeグリッドに跨って位置する。検出面はV層下面である。

〔重複・隣接関係〕 南東側でS K132土坑を切る。東側でS K124土 坑と、南側でS K 133土坑と隣

接する。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は酸化鉄や炭化物を多く含む黒褐色土を主体として2層 に分かれ、土器は

上位から出土している。人為的堆積の可能性がある。

〔平面形 。大きさ〕 平面形はほぼ真円形で、大きさは開口部径で、直径120cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は、壁がほぼ直角に立ち上がり、底面が平坦になるビーカー状で、深さは

南西壁比高で、42cmを測る。

〔出土遺物〕 縄文 。弥生土器片65.3gが出土した。

[遺構の性格] 出土遺物は縄文・弥生土器だが、検出はV層下面であるが、S K 106竪穴住居状遺

構検出とほぼ同一面である。埋土は墓墳の可能性のあるS K 101土坑などに似ている。出土遺物 (351)

は撹乱による流れ込みの疑いがある。

〔時期〕 S K101土坑 などと同時期の中世で、墓娠もしくはS K 106竪穴住居状遺構に関連する遺

構の可能性がある。

S K131土坑 (第 67図 、写真図版56)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A7-dグ リッドに位置する。検出面はⅧ層上面である。

〔重複・隣接関係〕 東側に2m離れてS K126土坑がある。南西側でS N02焼土と隣接する。

〔埋土・堆積状況〕 埋上の主体は黒褐色土で、下位に黄掲色土が認められる。自然堆積である。

〔平面形・大きさ〕 平面形は楕円形状で、大きさは開田部径で、83× 76cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状であるが、壁はやや角度を持って立ち上がる。底面は若干である

が平坦となる。深さは南東壁比高で、33cmを 測る。

〔出土遺物〕 縄文・弥生土器片18.6gが出上した。

〔時期〕 埋土や出土遺物から、縄文時代中期後葉から弥生時代にかけての遺構と考えられ、近隣の

関係から弥生時代の可能性が高い。

S K132土坑 (第 67図 、写真図版56)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A5・ 6-d oeグ リッドに跨って位置する。検出面はⅧ層上面である。

〔重複・隣接関係〕 北東側をS K130土坑に切られる。南東側でS K 133土 坑と隣接する。
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2 検出遺構 と出土遺物

〔埋土・堆積状況〕 埋上の主体は黒褐色上で、S K130土 坑に似ているが、焼土や炭化物が多い特

色がある。断面図に見える3は、別遺構 (柱穴状土坑)に当たる可能性がある。

〔平面形・大きさ〕 平面形は、楕円形状を呈すと予測され、大きさは短軸で、開口部径67cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形状で、壁は角度を持ち、底面は平坦となる。深さは東側壁で17clll

を波よる。

〔出土遺物〕 縄文・弥生土器片22.4g、 石器 1点が出土した。石器 (400写真掲載)は 、微細な剥離

が認められ、Ⅳ平成20年度調査 2(2)縄 文・弥生時代の検出遺構と出土遺物 ⑦ [石器と石製品]

お ;で分類した不定形石器Bに相当する。

〔時期〕 縄文時代中期後葉から弥生時代の遺構と考えられる。

S K133土坑 (第66図 、写真図版56・ 64)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A6-dグ リッドに位置する。検出面はⅧ層上面である。

〔重複・隣接関係〕 SK 106竪穴住居状遺構の西側壁に遺構の半分を切られる。北側にS K 130。

132土坑、東側にS K 124・ 125土坑がある。

〔埋土・堆積状況〕 埋土断面上位に見える窪みは、S K 106竪穴住居状遣構の壁溝断面である。遺

構はその溝の下にある。埋±1は、S K 106竪穴住居状遺構 の床面で炭化物が多い。遺構の坦土主体

は黒褐色上である。下位に酸化鉄を含む特色はS K124土坑などに似る。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は略円形もしくは楕円形を呈すると予測され、大きさは北西壁―南東壁

の開口部径で142cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、底面はやや平坦になる。深さは北東壁で23cmを測る。

〔出土遺物〕 縄文・弥生土器片1122.9gが出土した。写真図版64に ある土器は、S K124土坑と同時

期に属する土器である。

〔時期〕 出土遺物から縄文時代中期後葉から末葉の遺構と考えられる。

S K134土坑 (第 66・ 83図、写真図版57。 70)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A7-f・ gグ リッドに位置する。検出面はV層下面 (Ⅶ層上面 ?)であ

る。調査の最終段階で、幅lmの調査区で検出したために、層位が定かではなかったが、後のダメ押

しで、下にⅧ層を確認したことから、検出面をV層下とした。

〔重複・隣接関係〕 重複はない。遺構の西半分が調査区外にある。周囲に柱穴状土坑群 3に属する

P P 401～ 405が点在する。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は上位に暗褐色土、下位に褐色上が埋まる自然堆積である。

〔平面形・大きさ〕 平面形は略楕円形を呈すと予測され、大きさは北西壁一南東壁の開口部径で78

cmを測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、深さは南壁で18cmを 測る。

〔出土遣物〕 石器1点 (401)が出土した。円柱状の磨石である。同様の石器は、平成20年度調査

でも出土 (4号集石土坑出土石器)している。

〔時期〕 検出面や坦土から、弥生時代の遺構と予測されるが判然としない。

S K135土坑 (第66図、写真図版57)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A8-hグ リッドに位置する。S D26～29溝跡のプラン上で検出した。S
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V 平成21年度調査

N01焼土に類似した遺構であるが、焼土が希薄であり、平面形も不明なことから土坑とした。

〔重複・隣接関係〕 S D28。 29溝跡の上位にある。両遺構に挟まれた状況にあつたが、溝に関連す

る遺構にはならなかった。遺構の西側は調査区外に広がり、溝状になる可能性もある。

〔埋土・堆積状況〕 埋土には、赤褐色の廃棄 ?焼土と炭化物が多く混入する。これらの特色は、後

述するS N01焼土遺構に似る。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は、不整な楕円形状を呈すと予測されるが、不明である。大きさ (幅 )

は北西壁―南東壁の開口部径で65clllを測る。´

〔断面形 。深さ〕断面形は、上位壁は短いが垂直に立ち上がり、中央部が窪む。深さは最大で25cmを

測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 検出面から中世から近世の遺構と考えられる。

(3)焼   土

焼土は5基の検出であるが、 2基はS117竪穴住居跡に、 1基はS K123土坑にそれぞれ関連する

ものとした。よって、ここでは2基を取り上げる。

S N01焼土 (第68図、写真図版58)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A7-gグ リッドに位置する。検出面はV層上面である。

〔重複・隣接関係〕 北東に約 5m離れて、同様の遺構の可能性のあるS K 135土坑がある。また、

南東に約3m離れて、炭化物集中区 (S X07)が同一面で検出されている。

〔規模〕 焼上の範囲は不整な楕円形に広がる。規模は94× 56cmを 測る。

〔燃焼部〕 上位にかたく締まった焼土があるが、中心部には焼土粒に暗掲色土や炭化物が混入する。

深さは最大で12cmを 測る。

〔掘り方〕 ほぼ焼土範囲と同規模の掘りこみがある。断面の3は掘り過ぎかもしれない。また、S

K135土坑同様の焼土を廃棄した様相にも見える。

〔出土遺物〕 ない。

〔遺構の性格・時期〕 埋土上位が焼成を受けていると判断して、焼土遺構としたがS K135土坑同

様の遺構である可能性がある。時期はS X07炭化物と同時期の中世から近世の遺構と考えられる。

S N02焼土 (第68図、写真図版58)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A7-dグ リッドに位置する。検出面はV層 下面で、S K 124土坑などが

検出された面 (Ⅷ層上)よ りやや高いが、明確な面は判断できなかった。

〔重複・隣接関係〕 S K 131土坑と北側で隣接する。南東側に50cm離れた位置から432の羽口が出土

している。羽口片はV層面出土で、出土標高は約49.50mと なり、焼土検出面より20cm高い数値となっ

ている。

〔規模〕 焼上の範囲は、不整な隅九の方形状に広がる。規模は82× 44cmを 測る。

〔燃焼部〕 赤褐色焼土に褐色の砂質のシルトが混入するが締まりは良い。深さは最大で8 cmを 測る。

〔出土遺物〕 縄文・弥生土器1点 (1.5g)が出土したが、掘り過ぎで得られた破片の可能性が高く

掲載していない。検出グリッドからはV層上面で、432の 羽口 (385.3g)の 他に鉄製品 1′点 (18.Og)、

鉄淳60g、 粘土塊6点 (82.5g)が 出土し、縄文・弥生土器は120.5gが出土している。
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V 平成21年度調査

〔遺構の性格・時期〕 検出面は縄文時代より上になるが明確ではない。ここでは弥生時代から古代・

中世にかけての遺構とするが判然としない。検出グリッドからは鉄淳などが出土しており、古代以降

であれば製鉄関連の可能性もある。

(4)溝   跡

平成20年度に1条、平成21年度に12条 の溝を検出している。平成21年度分は、F区で検出されたも

のを先に紹介している。

S D20清跡 (第 68・ 79図、写真図版58・ 68)

〔位置・検出状況〕 調査区F区南側のⅡA8。 9iグ リッドに跨って位置する。検出面はV層上面

であるが、比較的上面 (Ⅱ 層下)で プランが見えた。

〔重複・隣接関係〕 南東側が調査区外に延びる。

〔埋土・堆積状況〕 しまりのない黒褐色上を主体とする自然堆積である。

〔延長・幅〕 北西から南東側に、やや蛇行しながら延びる。確認された延長は4.05mで ある。

〔断面形・深さ〕 断面形は逆台形状で、底面が平坦になる。深さは西側壁で22cmを 測る。

〔出土遺物〕 磨滅した縄文土器の破片が1点 (352)出 土した。

〔時期〕 検出面から古代以降の時期が与えられるが、埋上の状況などから近代に近い新しい遺構の

可能性が高い。

S D21清跡 (第 68図、写真図版58)

〔位置・検出状況〕 ⅣAla・ bグリッドに跨って位置する。検出面はⅣ層上面で、S K88・ 89土

坑を検出した同一面である。

〔重複・隣接関係〕 中央部でS D22溝跡と直角に交わる形で重複する。新旧ははっきりしなかった

が、大きな時期差はないと考えられる。北側は調査区外に、南東側は未調査区 (市道下)に延びる。

〔埋土・堆積状況〕 上層に灰褐色の砂質上が載る。主体は炭化物の混入する黒褐色上で自然堆積で

ある。

〔延長・幅〕 やや弧を描きながら北から南東方向に延びる。検出された延長は5。70mである。幅は、

北側で34cm、 S D22溝跡と交差する中央部で40cm、 南側で52cm前後を測る。これは検出面の高さの影

響によるものと判断する。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状であるが、底面はやや平坦になる。壁はやや段を持って立ち上が

る。深さは、それぞれ東壁で計測すると、北側で11.4cm、 南側で19.9cmと なる。検出面の高さが影響し

ているが、底面の標高は、北側で平均49.54m、 南側で平均49。53mと ほぼ同じ数値となっている。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 中世から近世にかけての遺構と考えられる。

S D22清跡 (第 68図、写真図版59)

〔位置・検出状況〕 ⅢA9・ 10aか らⅣAlaグ リッドに跨つて位置する。検出面はS D21溝跡と同

じⅣ層上面である。

〔重複・隣接関係〕 東側でS D21溝跡と直交する形で重複する。西側が調査区外に延びる。東側は

未調査区 (市道下)に延びる。ⅣA3・ 4aグ リッドで検出したS D30溝跡とは接続しない可能性が
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炭化物微量含む
2 10YR3/4 暗褐色砂質シル ト

粘性弱  しまり密
5/6責褐色砂混入する

3 10YR3/3 暗褐色砂質シル トにグライ化粘上が混入する
粘性非常に弱 とても固 くしまる

炭化物微量含む 黄褐色砂少量混入する。
10YR73 にぶい黄褐色砂質シル ト

粘性弱  しまり密
責褐色砂や6/6明責掲色 シル トブロックで混入する

10YR3/4 暗褐色粘土質シル ト

粘性強 しまり密
10YR3/2黒褐色 シル トと3/3暗褐色シル トの混合土

粘性強  しまりやや密
炭化物微量含む

75YR4/4 褐色砂質シル ト (粒の狙い砂 )

粘性中 しまり疎
10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シル ト (粒の粗い砂 )

粘性弱  しまり疎
炭化物微畳含む

判   雌
― r

1

S D25(A‐A′ )

1 10YR3/3暗 掲色シル ト 粘性無、 しまり中
炭化物 1%混入。

―
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十

~― ― ｀

ぶ轟羊Vツ
す

A卜_下~L=49800m一――引A′
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高い。南側にS K88。 89土坑があるが、時期の前後関係は把握できない。西側には、底部 (V層面 )

で検出したS D23・ 24溝跡がある。

〔埋土・堆積状況〕 上位に載る責褐色土は、 S K90土坑 の埋土上位に似る。主体が暗褐色土で、色

調がやや明るくなるところが直行するS D21溝跡との相違点である。自然堆積である。

〔延長・幅〕 多少のうねりがあるが、ほぼ直線的に西から東方向に延びる。確認された延長は、

9.15mを 測る。幅は西側で42～ 45cm、 東側で35～40cmを 測る。この差は、遺構の確認のために東側を

若千下げた影響と考えられる。

〔断面形・深さ〕 断面形は皿形状で、 S D21溝跡のように底面が平坦にならない。深さは本来の検

出面と考えられる西側北壁で、11,0～ 13.5cmを 測る。底面の標高は、西側で概ね49,60m前後となって

いる。

〔出土遺物〕 縄文・弥生土器片H.4gが出土したが、流れ込みと判断して不掲載とした。

〔時期〕 中世から近世にかけての遺構と考えられる。

S D23清跡 (第 60。 79図 、写真図版59・ 68)

〔位置・検出状況〕 ⅢA9。 10a～ dグ リッドに跨って位置する。検出面はⅢ層下面である。SK
88土坑の精査中に西側にプランを検出し、 S D22溝跡精査中に底面でプランの延長を捉え、南北に延

びる溝跡と登録した。その後、南側の市道下のアスフアルトを剥がして、南側の延長を確認している。

〔重複・隣接関係〕 北側で直交する形で、 S D24溝跡と重複するが新旧は明確にできなかった。調

査区外の北側にほぼ直線的に延びるが、南側では市道下にやや弧を描いて、南西方面に延びると予測

する。 S D24溝跡との交点付近の東側に、焼成上坑であるS K88土 坑がある。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は、上位に黒褐色土がある。水性の堆積物のグライ化粘土を多量に含み、

非常に硬 く締まる。下位には暗褐色土が埋まるが、やや締まりがなくなる。全体的に炭化物が含まれ

ている。埋土断面にある8は S K88土坑の検出面になる。

〔延長・幅〕 ほぼ南北に延び、確認された延長は、7.80mで ある。幅は、開口部径で、北側が1.38m、

南側が1.40mで、ほぼ一定している。

〔断面形・深さ〕 断面形は、東西壁ともになだらかに立ち上がる。下位でやや壁が急になるが、埋

± 5は掘り過ぎの可能性もあると考えており、堀状に断面がV字になる様相は見られない。深さは、

西側壁が42.2～ 51.Ocm、 東壁が46.5～ 54.Ocmを 測る。底面の幅は30～ 40cm前 後で推移する。底面の標高

は、 S D24溝跡交点付近で49.22m、 中央部で49.20m、 南端で49.20mと なり、概ね安定している。

〔出土遺物〕 縄文・弥生土器片65。9gの他に、須恵器甕の頸部片 (353)1点 が出土した。

〔時期〕 S D22溝跡より古い中世から近世の遺構で、 S K88。 89土坑と同時期の遺構と考えられる。

S D24清跡 (第 69図、写真図版59)

〔位置 。検出状況〕 ⅢA9・ 10aグ リッドに跨って位置する。検出は、県教育委員会の試掘 トレン

チを再現した際、北側断面を観察した結果、登録したものである。 S D22溝跡の精査中にその延長を

捉え、東西に延びる溝跡とした。試掘 トレンチの南側断面でも、検出を試みたが確認できなかった。

よって東側の延長は不明である。

〔重複・隣接関係〕 西側でS D23遺 跡と重複する。北壁際には、F柱穴状土坑群に属するPPlが、

南壁際にはPP5が検出されている。南側でS K88土坑と隣接する。西側は調査区外に、ほぼ直線的

に廷びると予測される。
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A

SD32SD30

L=在光700m

劉  雌

1呪
励 拙 学功1無、しまり中

・褐色シルト小塊 7%混入。

Ｗ‐
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）哭珍
ヽ
７び、。

∵
2

剰 睦y

S D30 CA‐ A′ 〉
1 10YR3/4暗 褐色シルト 粘性中、しまり有
2 10YR4/6褐 色シ″卜 粘性無、しまり中

S D30 1bB′ )

1 10YR3/4暗 褐色シルト 粘性中、しまり有
, 10YR3/3暗褐色杉ルト 粘性無、しまり有

猾色シルト小塊15%混ん
黒褐色シルト塊7%混入。

褐与ンルトしみ状に見られる。
褐色ンルト小塊3%混入。

SD31

Ｘ
Ｆ
、
み
、．・ 褐予―A″一cA

1

S D31(A=A′ )

1 10YR3乙 /4暗褐色～IBtシルト 粘性蕪、しまり中
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〔埋土・堆積状況〕 プランの決め手となったのは、埋上の上位や下位に見られる褐色や黄褐色の砂

質上である。これらの上はS D23溝跡には見られない。主体は水性堆積とみられる粘上の混入した暗

褐色上である。全体的に炭化物は少ないが、責褐色砂が混入する特色がある。

〔延長・幅〕 ほぼ東西に直線的に延びる。確認された延長は6mほ どである。幅は中央部で1.16m、

東端で1.24mを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は、S D23溝跡 と比較すると北南壁が緩やかに立ち上がる。底面がやや平

坦になり、いわゆる逆台形状である。深さは、北壁で36cm、 南壁が37.6cmを 測る。底面の幅は34～45

cmで推移する。底面の標高は東側で49。24m、 西側で49.30mと なる。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 S D23溝跡と同時期の、中世から近世にかけての遺構と考えられる。

S D25清跡 (第69図、写真図版59)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一B9-b～ 10-bグ リッドに跨って位置し、南北に細長い調査区を横断し

ている。V層上面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 P P24・ 25と 重複し、本遺構が新しい。本遺構を境に南側には柱穴状土坑が集

中 している。

〔埋土・堆積状況〕 若子の炭化物を含む暗褐色シルトの単層である。層厚がないため、人為か自然

かの判断ができない。

〔延長・幅〕 調査区内で確認できた延長は約1.8mで、幅は最大で73cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は浅い皿状を呈し、深さは最大で12cmを 測る。

〔出土遺物〕 埋土から流れ込みと考えられる縄文・弥生土器片 (2.lg)が 出土した。

〔時期〕 検出面から中世～近世の遺構の可能性が高いが、年代を特定できる遺物が出土していない

ため、詳細な年代を提示することはできない。

S D26～ 29清跡 (第69図 、写真図版60)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A9。 10-f・ gグリッドに跨って位置する。検出面はV層上面である。

検出は調査区H区の北側に当たり、幅約 2mの狭い範囲となる。特に当グリッド周辺は、県道と西側

の畑への進入路に当たり、検出面も深いことから県道の法面を掘削できない区域であった。よってS

D29の東側が未調査となっている。 4条の溝は、一連の遺構として捉えた。

〔重複・隣接関係〕 S D28溝跡の西側で S K 135土坑と重複する。 S D26溝跡の北側にはH柱穴状

土坑群 1が広がり、その北隅にはS D25溝跡がある。 4条 とも西は調査区外に、東は確認調査区 (県

道下)に延びる。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は砂質暗褐色上の単層で、自然堆積である。

〔廷長・幅〕 4条平行に、ほぼ東一西に延びる。長さは調査区幅に収まる。幅は、それぞれの中央

部開口部径で、 S D26溝跡が80cm、 S D27溝跡が120cm、 S D28溝跡が55cm、 S D29溝跡が112cmと な

るが、統一されていない。

〔断面形・深さ〕 断面形は、すべてが皿形状で、壁はなだらかに立ち上がる。深さは、 S D26溝跡

が南壁で13cm、 S D27溝跡が北壁で41cm、 S D28溝跡が南壁で 5 cm、 S D29溝跡が南壁で26cmと なり、

S D27・ 29溝跡が深くなっている。

〔出土遺物〕 ない。
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2 検出遺構と出土遺物

〔遺構の性格・時期〕 S D26・ 27溝跡とS D28・ 29溝跡との間に2mほ どの空白部があり、 2条ず

つ区別できるかもしれない。そうすれば北側が小規模で、南側がやや大きな溝が平行している遺構と

なる。その性格は判別できないが、時期は、検出面から古代以降と捉えられる。H柱穴状土坑群 1と 、

その北隅あるS D25溝跡に関わる遺構の可能性もあり、また焼土や炭化物を埋土とするS K135土 坑

との関連も考えられる。

S D30溝跡 (第70'79・ 86図、写真図版60・ 68・ 71)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A2-a～ 7-aグ リッドに跨って位置し、調査H区の南側を東西方向に

横走している。東側は調査区外に延びている。V層上面をやや下げた面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S D32溝跡と重複し、本遺構が新しい。また、検出面を異にする土坑 (S K109・

117)や 柱穴状土坑 (P P222・ 228)を切つている。

〔埋土・堆積状況〕 東西で異なる堆積状況を呈している。掲色シルトを含む暗褐色シルトを主体と

することは変わらないが、比較的残存状態の良好な西側は墓墳と考えられる土坑の堆積土と類似 して

おり、人為堆積の可能性が高い。一方、残存状態のあまり良くない東側は層厚がないため、断定はで

きないものの、混入物が少なく、自然堆積の可能性が高いと考えられる。

〔延長・幅〕 調査区内で確認できた延長は約21mで、幅は最大で77cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は、西側では底面が九みを帯びるV字状、東側ではU字状を呈す。深さは

西側で21cm、 中央部の深いところで30cm、 東側で28～ 30cmを 測る。

〔出土遺物〕 埋土から縄文・弥生土器片 (44.7g)、 須恵器片 1点、鉄製品 3点 (44.3g)が 出土し

た。このうち須恵器片 1点 (354)、 鉄製品 1点 (426)を 掲載した。

〔時期〕 検出面や S Kl17土 坑との重複関係から中世以降の遺構であることは確実であるが、本遺

構に確実に伴う遺物がないため、詳細な年代を提示することはできない。

S D31溝跡 (第 70図、写真図版60)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ―A6-c～ 7-cグ リッドに跨って位置し、調査区を西北西から東南東方

向に横走している。東側は調査区外に延びており、西側はⅣ―A6-cグ リッド内で不明瞭となって

いる。V層上面をやや下げた面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 P P67と重複し、本遺構が古い。

〔埋土・堆積状況〕 混入物の無い暗褐色～褐色シルトの単層である。層厚がないため、人為か自然

かの判断がで きない。

〔延長・幅〕 調査区内で確認できた延長は約6.3mで、幅は履大で47cmを 測る。

〔断面形・深さ〕 断面形はU字状を呈し、深さは東側で13.6cm、 西側で14cmを 測る。

〔出土遺物〕 ない。

〔時期〕 検出面から中世～近世の遺構の可能性が高いが、年代を特定できる遺物が出上していない

ため、詳細な年代を提示することはできない。

S D32清跡 (第 70図 、写真図版60)

〔位置 。検出状況〕 Ⅳ一A6-abグ リッドに跨って位置し、調査区を南北に縦断している。南側

は調査区外に延びている。V層上面をやや下げた面での検出である。

〔重複・隣接関係〕 S K96土坑と重複し、本遺構が古い。また、検出面を異にする柱穴状土坑 (P
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P208・ 224・ 234)を切 っている。

〔埋土・堆積状況〕 褐色シル ト・炭化物・焼土粒を含む暗褐色シル トの単層である。層厚がないた

め、人為か自然かの判断ができない。

〔延長・幅〕 調査区内で確認できた延長は約 7mで、幅は最大で50cmを測る。

〔断面形・深さ〕 断面形は浅い皿状もしくは逆台形状を呈し、深さは北側で最大14cIIl、 南側で■cIIl

を測る。部分的に底面に凹凸が見られる。

〔出土遺物〕 埋土から縄文・弥生土器片0.3gが出土したが、周囲からの流れ込みと考えられる。こ

の他に、埋土から鉄製品 1点 (5.Og)、 鉄津15.6gが出上した。

〔時期〕 検出面や S D30溝跡・S K96土坑との重複関係から、中世～近世の遺構であることは確実

であるが、本遣構に確実に伴う遺物がないため、詳細な年代を提示することはできない。

(5)柱 穴 状 土 坑 群

検出区域に分け、時期ごとや検出面ごとに区分していることは、「Ⅲ調査の方法」で示している。

F柱穴状土坑群では、平成20年度に検出されたものに100香台をつけている。H柱穴状土坑群は 3区

分されているが、詳細は 〔位置 。検出状況〕で示している。また、番号はすべて検出順である。

F柱穴状土坑群 (第 71図、写真図版61)

〔位置・検出状況〕 平成20年度と平成21年度に検出した調査区F区の柱穴状土坑を集めた。位置 。

検出面は表に示している。V層面検出が13個で、Ⅶ～Ⅷ層面が44イ回となる。

〔重複・並列関係〕 重複は表のとおりである。V層面で検出されたPPl・ 5・ 6は、S D24溝跡

の壁際で検出されたものであり、溝に関わる可能性が高い。同じくV層面で検出されたP P101～ 103

や105～ 107は 、F区のS D20溝跡の近隣での検出で、等間隔に並んでいる様子がうかがえる。下位面

検出のものでは、ⅢA9bグ リッド付近に多く、P P18。 19。 20。 34と 43・ 46・ 47が掘立て柱状に並

んでいるかの様である。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は表に示した通りであるが、P P101～ 105は混合土が埋土となる。全体的

に上位検出のものは、砂質で褐色土もしくは暗褐色土が主体となる特色がある。

〔平面形 ,大 きさ〕 平面形は円形もしくは楕円形状で、大きさは表のとおりである。P P101～ 107

は、開口部径が30cm前 後で同一性が認められる。下位面検出のものは、大きさは様々であるが、開口

部径40cmを超えるものは、ⅢA9bグ リッド周辺に多い。また、P P52～ 55は小型であるが、土器が

出上した周辺を囲むようであったために登録している。

〔断面形・深さ〕 断面形は、概ね壁が角度を持って立ちあがるが、一部なだらかな皿状になってい

るもの (P P15・ 21・ 23・ 32・ 44)も 登録している。木根によるものかもしれない。深さは表に示し

た通りで、すべて最大径で計測している。

〔出土遺物〕 P P16か ら15,3gの 縄文土器片が出土している。また、ⅢA8bグ リッドでは、縄文時

代後期前葉と思われる破片を含めた、比較的多くの土器 (982.4g)が出土している。

〔時期〕 ⅡA8jグ リッドで検出されたP P 101～ 107の 7個 は、中世から近世の可能性が高い。ま

た、S D24溝跡の壁際に検出されたPPl～ 6も 同時期と考えられる。その他については土器の出土

状況などから、縄文時代から弥生時代にかけての時期観が与えられるが、判別し難い。
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V 平成21年度調査

H桂穴状土坑群 1(第 72・ 79・ 86図 、写真図版61・ 63。 68・ 72)

〔位置・検出状況〕 調査H区で検出された柱穴状土坑のうち、 S D26～29溝跡より北側に位置する

ものをまとめた。 S D25溝跡が北側に、 S D26～29溝跡が南側にあり、東西に横走している。柱穴状

土坑群はこれらの溝跡に挟まれた範囲内に確認される。それぞれの位置は表で示しており、検出面は

すべてV層上面である。検出数は22個 である。

〔重複・隣接関係〕 P P24・ 25が S D25溝跡の底面で検出され、溝跡よりは古いものが存在するこ

とは確実である。この他に新旧関係を↓巴握することができなかったが、P P10と P P23、 P P13と P

P19が重複している。図には調査範囲を入れてはいないが、東西方向約 lmの狭い範囲の検出である

ため、建物として捉えることができなかった。しかしPPl・ 24、 PP8・ 19に は柱痕跡が確認でき、

同一方向で並列している。東西に広がり建物を構成する可能性がある。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は表に示したとおりである。全体的に暗褐色シルトを主体とするが、PP
21は 黒褐色シルト主体である。断面観察で柱当たりを確認できたPP2・ 10。 17。 19の うち、P P10

以外では褐色シルトを掘り方埋土としている。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は円形もしくは楕円形を主体とし、大きさは表に示したとおりである。

20～ 60cm前後と幅があるが、40clll前後と30cm前後のものが多い。

〔断面形・深さ〕 大半は底面から角度を持つて立ち上がるが、一部緩やかに立ち上がるものも見ら

れる。深さはすべて最大深度で表に示している。

〔出土遺物〕 PP2か ら須恵器 1点、PP8から縄文土器片 (1.lg)、 PP8と P P14か ら3点 (100

g)の鉄製品が出土している。また、同一面の遺構外出土遺物には、須恵器杯の破片 3点 (9.3g)、

鉄製品 3点 (51.8g)の 他、Ⅱ層から時期不明の瓦片 2点 (437.4g)が出土している。このうち、P

P2から出土した須恵器 (355)、 P P14か ら出土した不明遺物 1点 (427)を 掲載した。

〔時期〕 検出面や出土遺物から古代から中世にかけての遺構と考えられる。

H桂穴状土坑群 2(第 74・ 75。 79・ 86図 、写真図版62・ 63・ 68'72)

〔位置・検出状況〕 調査H区で検出された柱穴状土坑のうち、前述のもの及び縄文時代・弥生時代

の遺物が集中する周辺のⅧ～Ⅷ層面で検出したもの以外を一括した。柱穴状土坑の番号としてはPP
300ま でに相当する。位置・検出面は表のとおりである。調査区全体に見られるが、墓壊と考えられ

る土坑が密集する南西側は分布が薄く、S D30溝跡より南側では数個が散見されるにとどまる。総数

は234個で、中心は中世～近世の遺構検出面であるV層面で検出したものである。

〔重複・隣接関係〕 重複は表に示した。野外調査中では建物と確認することができなかったが、全

体の配置を考慮すると、建物を構成する可能性を残すものは、Ⅳ―A6-eグ リッド周辺のP P34・

76・ 81・ 82・ 131と P P77～ 79の一群、Ⅳ―A8-fグ リッド周辺のP P87・ 88・ 90・ 58'70と P P lo9・

P Pl12・
"・

71の 一群、Ⅳ一A7-eグ リッド周辺のやや大 きめの柱穴状土坑であるP P31・ 84・ 111・

86と P P l16・ 120。 83の一群がある。また、Ⅳ一A5-cグ リッド周辺のP P42・ 214・ 40。 184・ 螂 。

183・ 44・ 49。 192・ 175の一群、Ⅳ―A6-cグ リッド周辺のP P72～ 75'67の一群は弧状もしくは

環状を呈し、関連性のある柱穴状土坑である可能性がある。

〔埋土・堆積状況〕 個々の埋土は表に示したとおりである。Ⅵ～Ⅷ層面で検出したものは暗褐色～

褐色シルトを主体とするものが多く、黒褐色シルト主体のものはP P250等 わずかである。一方、V

層面検出のものは暗褐色シルトを主体するものが若干多いものの、黒褐色シルトを主体とするものも

半数近くある。暗褐色シルト主体のものはどの面でも見られ、上位面程黒褐色シルト主体のものの割
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V 平成21年度調査

割合が高くなる傾向が見られる。

〔平面形・大きさ〕 平面形は円形もしくは楕円形を主体とし、大きさは表に示したとおりである。

Ⅵ～Ⅷ層面検出のものは、20～ 60cm前後までの幅があり、20～30cm前後に集中する。V層面検出のも

のは、15～ 90cm前後までの幅があり、30cm前後に集中する。

〔断面形・深さ〕 大半は底面から角度を持って立ち上がるが、一部緩やかに立ち上がるものも見ら

れる。深さはすべて最大深度で表に示している。

〔出土遺物〕 詳細は表に示しているが、まとめると縄文・弥生土器片481.lg、 粘土塊を含めた羽口

片86.9g、 鉄製品 3点 (84.lg)、 鉄淳27.5gが 出土している。このうち、P P39か ら出土した羽口 1

点、P P60。 69・ 237か ら出土した鉄製品各 1点、P P102か ら出土したかわらけ?(356)1点 、P

P l14か ら出土した弥生土器 ?(357)1点 、P P 120か ら出土した土師器 ?(358)1点 、P P226か

ら出土した糸亀文土器 1点 (359)、 P P150か ら出土した溶着淳 (446)を 掲載した。

〔年代測定〕 P P147の埋土中位で炭化材が出土したため、年代測定を行ったところ、AMS測定

値で670± 30yr B Pと いう結果となった。詳細は本章 3節の分析鑑定を参照して頂きたい。

〔時期〕 検出面や出土遺物からV層面検出のものは中世～近世の遺構、Ⅵ～Ⅷ層面検出のものは縄

文時代～古代の遺構と考えられる。

H柱穴状土坑群 3(第72・ 79図 、写真図版63・ 68)

〔位置・検出状況〕 H区で、V層下面～Ⅷ層面で検出されたものを集めた。位置は表のとおりであ

る。P P 401～ 405は、調査の最終段階でV層下面 (Ⅵ 層上面 ?)で検出されたもので、H柱穴状土坑

群 2に関連する可能性がある。欠呑が多く生じているが、H柱穴状土坑群 2に関わるもの (掘 り残し

などが原因)や、非常に浅く、柱穴とは認めがたいものを削除したためである。個数は40で ある。

〔重複・並列関係〕 重複は表に示した。北側にあるP P 403～ 405は、直線的に並んでいる様子がう

かがえる。その他はⅣ一A8-fグ リッドやⅣ一A7-eグ リッドに集中している。特に後者のもの

は、S117竪穴住居跡周辺に広がり、 P P 324・ 326・ 327・ 331は住居に伴うものの可能性が考えられ

る。また、P P315～321は S K123土 坑を囲むように位置しており、関連性が考えられる。

〔埋土・堆積状況〕 埋土は大きく3つ にわかれる。 1つ は褐～責褐色のもの (10Y R4/3や 4/4)、

2つ 目は暗褐色のシルト、そして黒掲色のものである。掲～黄褐色上のものはⅣ―A8-fや Ⅳ一A

7-eグ リッドに、ややまとまりがある。全体的に暗褐色のものが多い。

〔平面形 。大きさ〕 平面形は、ほぼすべてが真円形で、大きさは表のとおりである。

〔断面形・深さ〕 壁は角度を持って立ち上がるが、一部緩やかなものも登録している。深さはすべ

て最大径で表に示している。

〔出土遺物〕 詳細は表に付しているが、まとめると縄文・弥生土器片281.9gが 出土している。鉄製

品などは出上していない。遺構が集中しているⅣ―A8-f・ gグ リッドからは、V層 下出上の遺構

外で登録した土器122・ 123を含めた1537.9g、 Ⅳ―A7-eグ リッドからは同じくV層下で、1614.9gと

比較的多くの土器が出土している。

〔時期〕 検出面や出土遺物から、縄文時代中期後葉から弥生時代にかけての遣構と考えられ、あえ

て分別すれば、埋上が黒～暗褐色上のものが縄文時代、褐～黄褐色土のものは、弥生時代に相当する

かもしれない。また一部上位面 (H柱穴状土坑 2)の遺構である可能性を含む。

-205-



2 検出遺構と出土遺物

②鶴  Ⅸ
◎ω

⑥71       ⑤Ю

撫 卜́1´t           ◎血

慾υ ◎弼
①げ

◎ぞ     
◎99     ◎90◎

締
104

∝◎批3學粋 r
⑤131

◎%5

コ
持章

´卜1´
C ⑥87◎

86_l

も45  %  ▼
◎1“

|

◎112
◎‐０６
錦

鋭

q牝
6

穂
´

幾 8

◎37

撫́卜6´
d ③

心ヵ8鋭       
◎
1&

,                      3

銑9    q②キ
016

◎155 ∂1守  qっ      1頑
① 157

p朋 銑銑 1鵡

婉裏第4
%6 ①266      ◎66

②
257

鞠虎И

銑⑤
苔213

q潔醒◎働
⑥184

-206-
H桂穴状土坑群2(1)



(g)3違略下承¥削 国貶髯

―とOZ―

・サ
卿‐
＞∞
‐け

> ・廿
割‐
＞卜
‐ヴ

⑥

略
が
◎
　
〕需

ヽ
Ｐ
　

μ誤

μ彗

◎

④

駕

ａ

Pρ

90

3⑨

鰻
◎

馬O式み込 留◎⊇攣
Φ

醤◎ 醤
°

◎♀♀
鶴

器⑥

亀

伽
‰
螺

Ｐ鞄
や
　
め

◎

⑮
芦誤
　
μ駕

設
詢

μ
Φ
Ｎ

ρ
〆

謂
ｏ　
　
応
ぜ

Ю
独
鞠
卜∞

欽

髯

や

Ｐ
◎

や

無

　

の

」

　

　

　

Ю

涸

Ｆ
　

鶴
Ｐ

譴
象

声ぃが

Φ
　

舜
∞。
　

っ

◎鶴

∞

③
き

囮
ぎ

Ю
３

◎
側

‐チ
割‐
＞い
‐ω

詭
馘　

熙
〕

Ю
く

◎Ｎ

μ

◎答

挙
…
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
許
…
Ａ

Ｏ
Ｓ

ｐ
ｒ

畿 ふ
　
　
◎Ｐ

朗

8⑤ ミ°

ゃ認瑶
⑥

臣⑥島

もOg
Θ

翌

０
ド
涸
⇔

＠
〕鵡

Ｏ
扇

館
°

餅gy

⑤〕
〇
∞

豆躍瓢朗τFrrtt A



2 検出遺構と出土遺物

鵠―A7■

A卜 L‐ 49600m ttA′

S X07(A‐ A′ )

1 10YR3れ  暗褐色粘土質ンル トに炭化物混入する

粘性中 しまりやや密
2 10YR4/4 褐色砂質シル ト

粘性弱 しまり疎 炭化物微量含む

3 10Y郎/3暗褐色シル ト

粘性中 しまり密 掘 り過 ぎ ?

5)

引学孟A2f

―

A′A―  L‐ 49800m

S X05(A‐ A′ )

1 10Y馳/3にぶい黄褐色砂 と10YR3れ暗褐色シル トの混合土

粘性なし しまりなし 炭化物 (板扶)多量に含む

2 10YR4/4 褐色砂質シル ト

粘性なし しまりなし 炭化物微量含む

3 10YR3/3 暗褐色シル ト

粘性ややあ り しまりあ り 炭化物微量含む

第75図 SX05・ 07炭化物集中

(6)そ の 他

S X05炭化物集中 (第 75図、写真図版63)

〔位置・検出状況〕 ⅢAleグ リッドに位置する。検出面はⅢ層下面で、後述するS X06炭化物集

中や焼成上坑であるS K88・ 89土坑の検出された面と同じである。

〔重複・隣接関係〕 南東側が現道の下に延びるが、確認できなかった。下位にはS K 105竪穴住居

状遺構が広がる。

〔平面形・範囲〕 平面形は北西から南東に、幅のひろい帯状に広がる。確認された長さは2.50mで

幅は60～ 90cmである。

〔厚さ。その他〕 炭化物の厚さは5～ 10cmと 幅がある。板状の木材が炭化した様相が見える。

〔出土遺物〕 ない。

〔遺構の性格・時期〕 特色は、帯状に延びることや下位から住居状遺構が検出されたことなど、S

K106・ 07竪穴住居状遺構の炭化材検出状況に似る。よってS K 104竪穴住居状遺構に関わる可能性

もある。時期は中世から近世と捉えられる。

S X06炭化物集中 (第57図、写真図版63)

〔位置・検出状況〕 Ⅲ A10bグ リッドに位置する。 S K88・ 89土坑の精査中に検出した。両遺構の

検出面より若干下げた状況であつたが、関わりのある可能性を考え、図面はS K88・ 89土坑 (第57図 )

に合わせて示している。両遺構の周辺は、炭化物が散在しているが、図では特に集中している範囲を
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V 平成21年度調査

示 している。

〔重複・隣接関係〕 上記の通り、 S K88・ 89土坑に挟まれている。

〔平面形・範囲〕 平面形は不整に広がる。東―西の長さが最大1.90m、 南一北の長さが1.14mと なる。

〔厚さ。その他〕 厚さは、中央部でやや厚 く20cmを測る。この計測値は、炭化物に暗褐色土が混入

した層の厚さである。

〔出土遺物〕 埋土からは、骨片などの遺物は出土していない。

〔遺構の性格 。時期〕 検出状況などから、 2つ の上坑に関連する遺構と考えられる。 S K88・ 89土

坑が火葬跡とすれば、火を焚いた痕跡ともいえる。時期は中世から近世の遺構と考えられる。

S X07炭化物集中 (第75図、写真図版64)

〔位置・検出状況〕 Ⅳ一A7-fグ リッドに位置する。検出面はV層上面である。

〔重複・隣接関係〕 同一面では、北東側に3m離れて、S N01焼土がある。

〔平面形・範囲〕 平面形は楕円形状に広がる。範囲は70× 45cmを 測る。

〔厚さ。その他〕 暗褐色上を混入させた炭化物の厚さは、中央部で12cmを測る。土坑状に掘り込ま

れ、その開口部径は、73× 42cmを測る。断面形は皿形状で、深さは12cmと なる。

〔出土遺物〕 縄文・弥生土器片17.9gが出上したが、流れ込みか掘 り過ぎによる遺物と考えられる。

〔遺構の性格・時期〕 S K135土坑や S N01焼 土と同様の遺構の可能性がある。時期は、上記 2基

と同時期の、中世から近世にかけての遺構と考えられる。

(7)遺構外出土遺物 (第 80～87図、写真図版68～ 72)

遺構外の出土遺物は、種類ごとに取り上げる。土器や陶磁器については時期などで、若子の分類を

行っており、表中にも明記している。また特色のある遺物については、遺構内のものにも触れている。

①土器・陶磁器

縄文・弥生土器は古い順 (A～ C)古代土器はD、 陶磁器 。その他はEと して分類した。

A 縄文時代中期中葉から後期にかけての上器

361か ら371は、中期末棄から後期前葉に当たる土器と考えられる。361は 口縁部と平行する沈線内

を磨 り消す。362は同形だが沈線はなく、361に比較する磨り消し部分が狭い。363は、361に似るが体

中央部で膨らむ器形になりそうである。364も 同類の回縁部の破片であるが、361と 比較して沈線が太

く、しつかりしている。365は沈線のない粗製土器である。これらの土器は、 S K 124・ 125土坑から

多く出土しており、同時期と考えられる。366か ら370は 口縁部装飾体や体部片で、366は円形の刺突文、

367は橋状突起となる。368は 隆体に刻みを施す。369は体部片で磨 り消しによる J字文 ?を描 く。以

上361か ら369は縄文時代中期末葉の大木10式上器に比定できる。その内、367の 回縁部の文様体のよ

うな例は10b式 に見られるようでる。

遺構内では、 S K 105竪穴住居状遺構出上の309

できるものであるが、その他、 S117や S K 124・

に相当する土器の可能性が高い。

。310が、大木 8b新式 もしくは9a式土器に比定

125な どで出土 した土器のほとんどが、大木10b式

370。 371は上記の縄文時代末葉より、やや新 しい土器となる。370は横位や斜位の細い沈線で三角

状のモチーフを描 く外反する器形 となる。371は 円形刺突を支点 と磨 り消 し文を描 く。これらの土器

は、縄文時代後期前葉の土器の可能性が高い。遺構内では、H柱穴状土坑群 2の P P226か ら出上 し
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2 検出遺構と出土遺物

た359も 後期前葉に位置付けることができる。後期中葉から後葉にかけての上器は、出上 していない。

B 縄文時代晩期から弥生時代にかけての土器

372は 、やや内湾する台付 き鎌の完形品で、羊歯状文が施される。大洞 Cl式に比定 される土器で

ある。373～ 376は 、平成20年度調査区で出上の中心 となった大洞A′ 式の浅鉢の口縁部片である。そ

のうち376は 、体部片だが無文体が幅広 くなることが予測され、弥生時代前期に相当する可能性がある。

378は 口縁部が大きく開く甕形土器で、3791ま 、複合口縁の破片 と考えた。両者は弥生時代後期に位置

付けることが出来る。ただし、379は縄文時代後期前葉の可能性を含む。380～384は壷形土器である。

380は大洞A夕 式に比定できる小型重で、類似品は平成20年度調査区で出上 している。381と 382は同一

個体の可能性が高い小型壷でで、顎部に沈線で区画された無文体を持ち、日縁部がやや開きそうであ

る。前巻第539集で報告された出土土器 D群 に当た り、弥生時代後期の常盤式に比定で きる。3831よ

380と 同時期、384は 破片資料だが、382と 同形あるいは同一破片の可能性が高い。

Bに 当たる土器を、遣構内で探せば S Kl16土坑出上の327・ 328、 S K 123土 坑出上の333・ 334、 H
柱穴状土坑群 2 P Pl14出上の357がある。これらは弥生土器の可能性が高い土器であるが、明確では

ない。

C 時期不明の底部資料および破片資料

385が、363(中期末葉土器)と 同一個体の可能性がある以外は、時期は不明である。 しか し、386

～388は 、上記371と 同一グリッドで出土 してお り、371と 同期に収まる可能性が高い。遺構内で時期

の不明な土器は、分類上ではCと なっている。

D 古代土器

390は 、口縁部が短 く外反する須恵器奏の破片で、口唇部があまり凹まず、内面が平坦 になる特色

がある。539集で報告されているS109。 10竪穴住居跡出土には無い資料で、これらとは時期差があ

るかもしれない。392はかわらけで、手づ くねと思われる。

E 中近世の陶磁器 。その他

393は 16世紀、394は 18世紀代の国産陶磁器で、395は近代遣物である。

②石器

402の石鏃は、製作途中のものと思われ、基部が片方のみ狭られている。403のスクレーパーは縦長

で、両面に剥離調整が観察できる。404～ 406は不定形石器である。表中の分類は、Ⅳ⑥不定形石器の

分類を元にしており、すべて写真掲載で実測図はない。404は、縁辺に微細に剥離調整がなされている。

405は、剥離調整は観察されない。406も 同様だが、何らかの石製品の未製品かもしれない。礫石器は

8点掲載した。407は砥石と思われ、断面形が方形となる。408～ 411は 凹石、412～ 4141よ 敲石で、そ

の内414は 火熱を受け黒色になっている箇所が認められる。石質は表の通りで、剥片石器は頁岩が卓

越する。

③羽口・鉄製品

羽口432は 、炉壁溶津が付着する。外径8.4cm、 残存長8.7cmの大型である。433～439は鉄製品であり、

433～436は釘、437は針金と思われる。438や439の板状は、穂摘具の可能性がある。

④鉄淳類

鉄淳類は遺構内出上のものを写真掲載している。440。 445。 446が炉壁の溶着淳で、441～443が椀

形鍛冶淳である。小鍛冶が行われていた可能性を示す遺物である。
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第9表 F柱穴状土坑群

PP 位置 検出面 口径 (cI) 深さ(cm) 図版 埋土 出土遺物 その他

1 Ⅱ A10a 34× 30 71 10YR3/4

2 Ⅲ A10a 30× 28 314 10YR3/4

3 Ⅲ A10a 33X30 304 10YR3/4

4 Ⅲ A10a 29× 28 10YR3/4

5 Ⅲ A9b 36× 34 10YR3/4

6 ⅢA9b 27X26 10YR2/3

11 ⅢA9b Ⅵ 47× 44 10YR3/4

Ⅲ A9b Ⅵ 33X32 10YR3/4

Ⅲ A9b Ⅵ 42X36 10YR3/4

Ⅲ A9b Ⅵ 25X25 10YR3/4

Ⅱ A9b Ⅵ 28X28 10YR73

Ⅲ A9a Ⅵ 43× 41 462 10YR2/3 153gの 上器片出土

17 Ⅲ A9b Ⅵ 42X40 込、8 10YR3/3

Ⅲ A9b Ⅵ 28X27 291 10YR3/3

Ⅲ A9a Ⅵ 34X33 431 10YR3/4

Ⅲ A9a Ⅵ 48× 40 257 10YR3/4

Ш A9a Ⅵ 33X30 10YR3/4

Ⅱ A10a Ⅵ 36X30 3&6 10YR2/3

皿A10a Ⅵ 52X47 71 10YR2/1

皿A10a Ⅵ 36X34 245 10YR3/4

Ⅲ A10a Ⅵ 36X36 254 71 10YR3/4

26 Ⅲ A10a Ⅵ 27× 26 10YR2/3

27 Ⅲ A10a Ⅵ 41× 32 230 71 10YR2/3

28 I A10a Ⅵ 27× 27 359 10YR3/4

Ⅲ A10a Ⅵ 38X34 323 10YR3/4

30 ⅣAla Ⅵ 31X30 10YR3/4

Ⅲ A10a Im 27× 25 10YR2/3

Ⅲ A10a Ⅷ 26× 26 10YR2/3

Ⅲ A10a Ⅷ 49× 46 10YR2/8

Ⅲ A9b Ⅷ 40X36 10YR3/4

Ⅲ A10b Ⅷ 41X35 20B 10YRy4

Ⅱ A10b Ⅷ 35× 34 27Ю 10YRy4

Ⅲ A10b Ⅷ 34× 32 172 10YR2/3

Ⅲ A9c Ⅷ 25× 2よ 埋土不明

39 皿A10a Ⅷ 25× 21 337 10YR3/4

40 Ⅲ A10a Ⅷ 25× 21 238 10YR3/4

ⅣAla Ⅷ 48X40 363 71 10YRグ 3

Ⅲ A10a Ⅷ 31× 29 230 埋土不 明

Ⅲ A9a Ⅷ 34X33 373 10YR3/4

44 Ⅲ A9a Ⅷ 36X35 10YR3/4

Ⅲ A9b Ⅷ 60× 52 258 10Y踏 /4

Ⅲ A9b Ⅷ 41X39 240 10YR3/4

Ⅲ A9b Ⅷ 42X30 173 10Y郎 /4

49 ⅣAla Ⅷ 29X25 埋土不明

Ⅲ A9b Ⅷ 45X30 2削ヒ1 10YR2/ 木根 ?

Ⅲ A9b Ⅷ 44X32 10YR″1木根 ?

Ⅲ A9( Ⅷ 18X17 10YR2/
～
根?

ⅢA9c Ⅷ 25X24 10YR2/ 木根 ?

ⅢA9c Ⅷ 27X26 10YR2// 木根 ?

Ⅲ A9c Ⅷ 23X21 10YRノ 木根 ?

ⅡA衝 V 26× 25 10YR2/2と 4/4混合土

102 ⅡA動 V 27× 26 71 10YR2/2と 4/4混合土

103 Ⅱ A8J V 28× 26 71 10YR2/2と 74混合土

104 ■A8' V 30× 27 71 10YR2/2と 4/4混 合土

105 ■A8i V 30× 28 71 10YR2/2と 4/4混合土

106 I A8i V 36X32 71 10YR2/2

Ⅱ A8J V 31× 29 島、8 71 10YR2/2

108 ⅢA5c Ⅷ 36X36 279 71 10YR2/2

109 皿A6c Ⅷ 36X30 2α8 71 10YR″2

Ⅲ A6c Ⅷ 30X28 233 7ユ 10YR2/2

V 平成21年度調査
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位置 検 出面 国径 (cn) 深さ(cm) 図版 理土 出土遺物 その他
1 Ⅱ A2e Ⅷ 33X33 10YR2/2

12 Ⅲ A2e lll 32× 32 10YR2/2
3 Ⅲ A3d Ⅷ 42X33 ЮYR3/3 SK105に 関連 ?
4 Ⅲ A3d Ⅷ 35× 32 10YR3/3 SK105に 関連 ?

Ш A3d Ⅷ 36× 27 10YR3/3 SKЮ 5に 関連 ?

2 検出遺構と出土遺物

第10表 H柱穴状土坑群 1

第刊1表 H桂穴状土坑群 2

(  )推 定値  〈  〉残存値

(  )推 定値  〈  〉残存値

位置 検出面 口径 (cll) 楊亀さ (cal) 図版 埋土 出土遺物 その他

ユ Ⅳ―B9-a V 41× 40 517 10YR3/3

2 Ⅳ―B9-a V 39X37 脅 10YR3/3 10YR45/4 須恵器 イ

3 Ⅳ―B9-a V 30× 30 365 10YR3/3

4 Ⅳ―B9-a V 39× 37 2 10YR3/4

Ⅳ―B9-a V 39X37 10YR3/3 土器 123g

9 Ⅳ―B9-a V 41X39 397 10YR3/4

Ⅳ―B9-a V 61X46 10YR3/3

11 Ⅳ―B9- V 32× 30 72 ■5YR3/3 土器 1点・鉄製品ユ点

12 Ⅳ―B9- V 28× 28 434 10YR3/3

Ⅳ―B9 V 22X20 10YR3/3

Ⅳ―B9 V 25X25 72 10YR3/4
15 Ⅳ―B9 V 29× <14> 152462 72 10YR2/4

Ⅳ―B9- V 19X17 10YR3/3

17 Ⅳ―B9 V 33X3] 10YR3/3・ 10Y馳 5/4 鉄製品 2点

Ⅳ―B9- V 31× 28 10YR3/3

Ⅳ―B9- V 38X28 305 10YR3/3 10YR4/4
Ⅳ B9- V 45× 38 10YR3/3

Ⅳ―B9- V 24× 23 10YR謬/3

Ⅳ―B9- V 40× 38 10YR3/3

Ⅳ―B9 V 21× <15> 742 10YRン3 10に 切 られ る。

Ⅳ―B9- V 43× 37 ″ 10YR3/3 土器61g
Ⅳ―B9-b V 23× 22 10YR3/3

位 置 検出面 口径 (cm) 深さ(cm) 図版 埋土 出土遺物 その他

Ⅳ―A6-d V 16X14 10Y路 /1

Ⅳ―A6-e V 46X32 420 10YR2/3・ 10YR3/3 鉄津13g 土器179g

Ⅳ―A6-e V 31× 29 73 10YR3/3 土器123g

Ⅳ―A7-f V 34× 29 73 10YR3/3

Ⅳ―A6-e V 40X39 欝 10YR2/3 10YR3/4 土器08g

Ⅳ―A6-d V 42× 40 898 10YR4/6 土器71g
Ⅳ―A6-d V 32× 30 356 73 10YR2ツ 3 土器95g
Ⅳ―A5-d V 40× 38 37B 10YR3/3

39 Ⅳ―A5- V 42X34 10YR2/3 羽日片854g

40 Ⅳ―A5-c V 23× 23 340 埋土不明

Ⅳ―A5-c V 30X29 密 10YR3/3 10YR3/4
Ⅳ―A5-c V 25× 25 埋土不 明

44 Ⅳ―A5-c V 24X23 寓 10YR3/2 10YR4/2
4「D Ⅳ―A4-c 32X30 10YR2/3

Ⅳ―A5-c V 38X32 10YR3/2

Ⅳ―A5-b V 34X33 322 埋土不 明

49 Ⅳ―A5-c 26X20 10YR3/3

Ⅳ―A5-b V 27× 24 349 10YR3/4

Ⅳ―A4-b V 39X36 10YR3/3・ 10YR3/4

Ⅳ―A5-b V 27× 25 物 10YR3/3

Ⅳ―A6-c V 30× 29 74 10YR3/4

Ⅳ―A5-b V 40X30 446

“

10YR3/3 鉄津07g 土器16g

Ⅳ―A7-d V 34× 29 382 10YR2/2 10YR4/1 146に 切らオιる?

Ⅳ―A6-c V 46X41 74 ЮYR3/3 鉄津 19g

Ⅳ―A8-e V 38×  (31) 10YR3/3 土器 559g

Ⅳ―A8-I V 35× 34 10YR3/3

Ⅳ―A7-b V 30× 29 10YR3/3 土器34g
Ⅳ―A3-a V 87X76 密 10YR3/3 板状鉄 製 品 1点 (730g)

Ⅳ―A3-b V 60× 48 翻 10YR3/1・ 10YR3/3 土器58g

63 Ⅳ―A3-b V 35X34 10YR3/3

Ⅳ―A3-b V 32× 28 10YR3/3 10YR3/4
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PP 位置 検出面 口径 (cm) 深 さ(cll) 図版 埋土 出土遺物 その他

Ⅳ ―A 3-b V 32× 32 10YR3/4

Ⅳ―A7-c V 31 10YR3/3

Ⅳ―A6-c V 32X32 10YR3/3

Ⅳ―A8-g V 38× 31 675 10YR3/3

―A 8-1 V 32X31 10YR3/3 釘状鉄製品 1点 (81g) 土器24g

Ю Ⅳ―A7-I V 28× 25 10YR3 5/4

Ⅳ―A3-b V 36X34 71 10YR3/4

Ⅳ一A6-c V 30× 29 10YR3/4

73 Ⅳ―A6-c V 37× 35 10YR3/4

Ⅳ―A6-c V 28X25 10YR3/3

Ⅳ―A6-c V 35× 35 10YR25/3 10YR3/4

Ⅳ―A6-e V 33× 30 10YR25/3 10YR3/4 土器77g

Ⅳ―A6-e V 31× 27 373 10YR2/3

Ⅳ―A6-e V 30X30 10YR3/3 土器27g

約 Ⅳ―A6- 28× 25 183 10YR2/3 土器 113g

80 Ⅳ ―A 6-e 27X23 293 10YR2/3 10YR3/4

Ⅳ ―A 6-e 28X27 280 10YR3/3 土器20g

Ⅳ―A6-e V 27X27 298 10YR3/3 土器 448g

Ⅳ―A7- V 48× 47 357 10YR2/2

Ⅳ―A7-e V 39× 35 10YR3/3 311を 切 つてい る 土器 131g

Ⅳ―A7-e 31X30 573 10YR3/3

Ⅳ―A8-e 46Xも 10YR3/3 土器 198g

Ⅳ―A7-e V 25× 25 285 10YR3/3 土器66g

Ⅳ―A8-f 29× 360 10YR3/4

謗 Ⅳ―A8-I 29× 27 547 10YR3/2

Ⅳ ―A 8-{ V 25× 25 10YR3/4

Ⅳ ―A 7-f V 30X30 10YR3/3

Ⅳ ―A 7-1 V 29× 29 10YR3/3 土器82g

Ⅳ―A7-1 V 39× 37 10YR25/3

Ⅳ―A3-b 20X19 10YR2/3

Ⅳ―A8-e V 28× 28 407 10YR3/3

Ⅳ―A7-e V 31× 28 488 10YR3/3 土器 196g

Ⅳ―A7-e V 28× 28 10YR3/4・ 10YR3/3

Ⅳ―A7-f V 30× 27 177 10YR3/3

W― A7-f V 30X28 10YR3/3 土器H9g

100 Ⅳ―A7-f V 45X38 10YR3/3・ 10YR3/4 鉄滓30g 土器142g

Ⅳ―A7-f V 26× 25 10YR3/3

Ⅳ―A7-f V 28X25 424 10YR2/3 土器38g

103 Ⅳ一A7-f V 27× 23 10YR2/3

104 Ⅳ一A7-f V 32X (30) 10YR3/3 105に 切 られる

Ⅳ―A7-f V 33× 27 10YR3/3

Ⅳ ―A 7-e V 24× 23 10YR2/3

Ⅳ―A8-f V (35)× 33 10YR3/3 10YR2/3

Ⅳ ―A 7-e V 28× 23 10YR3/3

W ―A 7-e V 34X31 10YR3/2 10YR3/4

W ―A 7-e V (28) ×26 220 10YR/3

ユ Ⅳ―A7-e V 40×  (38) 297 10YRy2 10YR3/3 110に 切られる

2 Ⅳ―A7-f V 30X25 289 10YR3/3 土器09g

3 Ⅳ―A7-f V 21X20 217 10YR3/3

Ⅳ―A7-e V 27X26 10YR3/3 土器781g

5 Ⅳ一A7-e V 41X39 607 10YR2/3 土器 12g

Ⅳ―A7-e V 38X36 369 10YR4泡 土器120g

7 Ⅳ ―A V 37× 36 424 10YR25/3・ 10YR2/3

8 Ⅳ―A7-d V 26× 24 10YR2/3・ 10YRり 4

9 Ⅳ―A7-d V 41× 40 638 10YR4/4 10YR3/]

Ⅳ―A7-b V 43X34 477 10YR3/3 土器20g

Ⅳ―A3-b V 30× 28 263 10YR3/3

Ⅳ―A6-d V 22× 21 162 10YR/3

Ⅳ―A4-c V 27× 25 288 10YR2/3

Ⅳ―A4-c V 32X30 450 10YR2/3

Ⅳ―A3-b V 27× 23 748 10YR2/2

Ⅳ―A5-c V 63X52 406 10YR3/2 133を 切る

V 平成21年度調査
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2 検出遺構と出土遺物

PP 位置 検 出面 曰径 (cm) 深 さ (cm) 図版 埋土 出土遺物 その他

Ⅳ―A4-c 22× 2] 10YR2/3

128 Ⅳ―A4-c V 31X27 Й 10YR2/3

129 Ⅳ―A7-1 V 23× 20 364 10YR2/2 土器25g
Ⅳ―A3-b V 19× 17 197 10YR2/2

Ⅳ―A7-{ V 25× 22 273 10YR2/3

Ⅳ―A5-c V 29× 26 10YR2/3

Ⅳ―A6-b V 26× 24 10YR3/3 土器308

Ⅳ―A4-c V 32× 29 354 74 10YR2/25

Ⅳ―A4-c V 25X24 74 10YR2/3・ 10YR3/4

137 Ⅳ―A6-c V 30× 21 444 密 10YR2/25

Ⅳ―A7-d V 32X22 2&3 10YR3/3

Ⅳ―A7-d V 30× 29 350 10YR4/3 土器 26g

140 Ⅳ―A7-d V (50) X46 10YR2/3・ 10YR3//3 139に 切 られている

Ⅳ―A7-d V 28× 22 10YR3/2・ 10YR3/3

Ⅳ―A7-d V 27× 26 10YR3/4

Ⅳ―A7-d V 34× 27 10YR2/3

144 Ⅳ―A7-d V 34X30 297 ЮYR2/3 土器102g

145 Ⅳ―A7-d V 27× 18 292 73 ユOYR3/3

146 Ⅳ―A7-d V 35X29 10YR3/3 土器66g

Ⅳ―A6-d V 34× 26 10YR3/3

Ⅳ―A7-d V 38X<21> 猪 10YR3/3

Ⅳ―A7-d V 43× <25> 10YR3/3

Ⅳ―A7-d V 30× 27 73 10YR3/3 鉄津互 9g

l Ⅳ―A6-b V 29× 26 10YR3/4

152 Ⅳ―A6-b V 35× 34 74 10YR3/4

154 Ⅳ―A7-d 40X36 606 73 10YR3/3 土器73g

Ⅳ―A5-d V 31× 25 10YR3/3

Ⅳ―A5-b V 24× 22 殉 10YR3/3

Ⅳ―A5-d V 26X24 285 73 10YR/3 土器09g

158 Ⅳ―A6-c V 19× 17 248 74 10YR3/3・ 10YR3れ

159 Ⅳ―A6-c V 21X17 224 10YR3/3

160 Ⅳ―A7-d V 29X26 482 10Y貶 /3・ 10YR3/3

Ⅳ―A6-c V 30× 25 10YR3/4 鉄津α5g

162 Ⅳ―A4-b V (33) X30 589 10YR3/3 163と 重複

Ⅳ―A4-b V 41X (40) 480 10YR3/3・ 10YR3/4 162と 重複

Ⅳ―A4-b V (35) X32 10YR3/3 10YR3/4 163に 切 られ る

ユ

“

Ⅳ―A4-b V 40X31 694 74 10YR3/3

166 Ⅳ一A6-b V 34× 32 10YR3/4

167 Ⅳ―A5-a V 26× 24 2■ 9 74 10YR3/3

168 Ⅳ―A7-a V 35X27 10YR3/3・ 10YR4/4

Ⅳ―A7-b V 35X32 10YR2/3

Ⅳ―A7-e V 24× 23 73 10YR2/3

Ⅳ―A5-b V 30× 28 274 10YR3/3

172 Ⅳ―A4-b V 24X (21) 438 Й 10YR2/3

174 Ⅳ―A7-b V 23X22 227 10YR2/3

175 Ⅳ―A5-b 21X19 283 Й 10YR3/3

Ⅳ―A5-b V 29X27 339 74 10YR3/3

Ⅳ―A5-c 22× 22 74 10YR3/3

178 Ⅳ―A5-c V 35X30 394 73 10YR3/3

179 Ⅳ―A5-c V 45X43 448 10YR3ん  土器18g

180 Ⅳ―A5-c V 33× 30 73 10YR3/3・ 10YR3/4

Ⅳ―A5-c V 26× 24 10YR/3
Ⅳ―A5-c V 29X27 376 73 10YR3/3

Ⅳ―A5-c V 28X26 3&9 10YR3/3

184 Ⅳ―A5-c V 25X25 202 10YR2/3

185 Ⅳ―A5 V 31X30 10YR2/3

186 Ⅳ―A5-b V 27× 27 433 10YR3/3 239を 切っている

IV ―A V 24× 22 303 解 10YR3/2

Ⅳ ―A 4-c V 31× 29 10YR3/2

Ⅳ―A5-c V 47× 40 Й 10YR3/4

190 Ⅳ―A5-c V 41× 31 10YR2/3

Ⅳ―A5-c V 30× 26 73 10YR2/3
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PP 位 置 検 出面 日径 (clll) 深 さ (cll) 図版 埋土 出土遺物 その他

Ⅳ―A5-b V 30X26 10YR3/3

Ⅳ―A6-b V 28× 24 10YR2/3

Ⅳ―A6-b V 28X28 134 10YR3/2

Ⅳ―A4-b V 24X24 10YR3/3

Ⅳ―A4-b V 37× 33 10YR3/4

Ⅳ―A4-b V 31× 28 10YR3/3

Ⅳ―A4-b V 25× 23 475 10YR2/3

Ⅳ一A6-b V 29× 29 10YR3/2

200 Ⅳ―A6-b V 34X32 10YR3/2

201 Ⅳ―A6-b V 25× 24 雅 10YR3/3

202 Ⅳ―A6-b V 29X22 74 ЮYR3/3 鉄淳22g

Ⅳ―A4-b V 23X23 290 10YR3/3

204 Ⅳ―A5-b 27× 27 10YR5/4・ 10YR3/2

Ⅳ―A4-b V 27× 24 243 10YR2/2

207 Ⅳ―A4-b V 25X23 489 10YR3/3

208 Ⅳ―A6-a Ⅵ～Ⅶ 27X26 10YR3/4

Ⅳ―A4-a V 39× 35 480 10YR2/3

211 Ⅳ―A4-a 42X35 10YR2/3 210に 切 られている

Ⅳ―A5-c 33× 28 90 10YR3/2

Ⅳ―A5-c V 29× 28 10YR3/2 粘±1 5g

Ⅳ―A5-c 21× 20 193 10YR3/2

Ⅳ―A6-c V 17× 17 10YR2/2

216 Ⅳ―A5-c 22X22 198 10YR3/15

Ⅳ ―A6-c (27) X (23) 10YR3/2 10YR3/1

Ⅳ―A6-d 22X20 2■4 10YR3/1 土器31g

Ⅳ―A4-c V 20X18 10YR3/2

Ⅳ―A6-a Ⅷ 26× 24 Й 10YR3 5/4

Ⅳ―A5-a Ⅷ 37X35 503 Й 10YR3/4・ 10YR35/4

223 Ⅳ―A6-a Ⅷ 39X37 365 74 10YR3/3・ 10YR3れ

Ⅳ―A6-b llI 40× 34 74 10YR3/4

225 Ⅳ―A6-つ Ⅷ 29× 26 10YR3/3 土器48g

Ⅳ―A6-a Ⅷ 42X34 10YR3 5れ 土器41 lg

Ⅳ―A5-b Ⅷ 29X27 10YR3/3

Ⅳ―A6-a Ⅷ 30X27 75YR3/3

Ⅳ―A6-b Ⅷ 28× 28 198 10YR3/4 230に 切られている

230 Ⅳ―A6-b Ⅷ 74 10YR3/4

Ⅳ―A7-b Ⅵ～Ⅶ 58× 39 黎 10YR3/35・ 10YR5/6

232 Ⅳ―A7-b Ⅷ 30× 29 10YR3/4

Ⅳ―A6-b Ⅷ 23X19 10YR3 5/4

Ⅳ―A6-b Ⅷ 25× 25 280 10YR3 ν4

235 Ⅳ―A6-b Ⅷ 24× 23 10YR35/4

236 Ⅳ―A7-c Ⅷ 27× 25 74 10YR35/4

237 Ⅳ―A6-b V 33× 30 399 74 10YR3/1 10YR4れ  釘状鉄製品 1点 (30g)

238 Ⅳ―A6-c Ⅷ 30X28 74 10YR3 5/4

239 Ⅳ―A5-b Ⅷ 36X32 10YR3 5//4 186に切 られ る

240 Ⅳ―A5-a V 29× 27 10YR3/4

Ⅳ―A4-a Ⅷ 29× 26 362 10YR35/4

242 Ⅳ―A5-a V 23X18 86 74 10YR3/1

243 Ⅳ―A6-c Ⅷ 27× 26 232 μ 10YR3/4

244 Ⅳ―A5-a Ⅷ 20X19 169 74 10YR3/4

245 Ⅳ―A6-c Ⅷ 18X17 74 10YR3/25

Ⅳ―A6-c Ⅷ 32× 28 73 10YR3/4

247 Ⅳ―A6-c Ⅷ 21× 18 解 10YR35/4

248 Ⅳ―A4-a Ⅷ 36X34 陶 10YR3/35

249 Ⅳ一A6-c Ⅷ 31× 28 窮 10YR3/25'10YR2/25

250 Ⅳ―A6-c Ⅷ 20X19 127 10YR2/2

251 Ⅳ―A4-c Ⅷ 22× 20 75YR3/3

252 Ⅳ―A4-b Ⅷ 24× 23 10YR3/3

254 Ⅳ―A4-a SKl17底 14× 11 74 10YR3/3

255 Ⅳ―A4-a SKl17底 30× 25 177 密 10YR3/4 10YR5/3

256 Ⅳ―A6-d Ⅷ 26X24 10YR3/3

257 Ⅳ―A6-で Ⅷ 29× 29 10YR3/3

V 平成21年度調査
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2 検出遺構と出土遺物

第12表 H柱穴状土坑群 3

PP 位置 検出面 日径 (cm) 深さ(cm) 図版 埋土 出土遺物 その他

Ⅳ―A6-d Ⅷ 23X23 128 ℃ 10YR3/3

259 Ⅳ―A4-b Ⅷ 30× 29 402 10YR3/3

260 Ⅳ―A6-d Ⅷ 38X33 73 10YR4/6

Ⅳ―A4-b Ⅷ 26× 23 167 74 10YR3/4

Ⅳ―A7-d Ⅷ 35× 24 189 猪 10YR4/4

263 Ⅳ―A4-b Ⅷ 19× 18 10YR3/4

264 Ⅳ―A7-d Ⅷ 29× 24 73 10YR3/3

265 Ⅳ―A6-c Ⅷ 33X31 211 73 10YR35/4

266 Ⅳ―A6-c Ⅷ 31× 31 10YR 5/4

267 Ⅳ―A4-b Ⅶ～Ⅷ 24× 24 10YR3/3

268 Ⅳ―A4-b Ⅷ 25X23 74 ЮYR35/4
269 Ⅳ―A3-b Ⅷ 21× 21 74 10YR3/3

270 Ⅳ―A7-d Ⅷ 34X34 絡 10YR53/4

Ⅳ―A5-c Ⅷ 27× 25 226 73 10YR3/35

Ⅳ一A6-d Ⅵ～Ⅶ 43X33 73 10YR73
Ⅳ―A6-d Ⅵ～Ⅶ 32X28 73 10YR4/3

300 Ⅳ―A6-d Ⅵ～Ⅶ 39× 35 10YR4/3

(  )推 定値

PP 厘 置 検出面 日径 (cm) 深 さ (cll) 図版 埋土 出土遺物 その他

Ⅳ―A8- Ⅷ 36X36 253 10YR4/3

302 Ⅳ―A8- Ⅷ 26× 22 137 10YR4/3

303 Ⅳ―A8- uI 25× 23 122 10YR4/3

304 Ⅳ―A8- Ⅷ 30× 28 10YR4ん

305 Ⅳ―A8- Ⅷ 27× 26 10YR73

Ⅳ―A8- Ⅷ 30× 29 10YR4/3

Ⅳ―A7- Ⅷ 30X28 10YR4/3

Ⅳ―A8- Ⅷ 46× 40 10YR4/3

Ⅳ―A8- lll 29× 25 147 10YR4/3

Ⅳ―A7- lll 34× 27 293 49・ 72 10YR3れ  S117に関連 ?

Ⅳ―A7-e Ⅷ (40) ×35 49・ 72 埋土不 明 84に 切 られている

Ⅳ―A7 Ⅷ 39× 38 72 10YR4/3 99下 位検出

Ⅳ―A7- Ⅷ 55× 54 126 ワ 10YR74

Ⅳ―A7-e Ⅷ 38× 55 不明 72 10YR3/4

Ⅳ―A7- Ⅷ 33X29 不 明 72 10YR3/4

Ⅳ―A7-e Ⅷ 41X30 η 10YR4/4

Ⅳ―A7-e Ⅷ 39X35 196 10YR3/4

320 Ⅳ―A7-e Ⅷ 46X45 不明 10YR4/4

Ⅳ―A7-e Ⅷ 型 × (35) 623 10YR73 土器16g

322 Ⅳ一A7-e Ⅷ 29× 28 72 10YR4/3

Ⅳ―A7-c Ⅷ 18× 17 72 10YR4/3

Ⅳ―A7-e Ⅷ 47× 42 237 49・ 72 10YR3/3 土器98g S117に 関連 ?

325 Ⅳ―A7-e Ⅷ 167 10YR3/3

326 Ⅳ―A6-e Ⅷ 45× 40 49・ 72 10YR3/4 土器695g S117に 関連 ?

327 Ⅳ―A6-e Ⅷ 48X37 373 49'72 10YR3/4 SK1281こ切られている S■ 7?

329 Ⅳ―A6-e Ⅷ 22× 20 10YR4/3

Ⅳ―A6-e Ⅷ 29× 29 10YR3/3

Ⅳ―A6-e Ⅷ (60) ×55 222 49' 72 10YR2/3 SK128に 切られる 土器522g

Ⅳ―A6-e Ⅷ 24× 21 10YR2/3

Ⅳ―A6-e Ⅷ 33× 30 10YR3/4

Ⅳ―A7-e Ⅷ 21× 20 118 10YR4/3 土器739g

340 Ⅳ―A7-e Ⅷ 46X39 穆 埋 土不 明

Ⅳ―A7-e Ⅷ 53× 47 埋土不明

342 Ⅳ―A7-e Ⅷ 23X20 埋土不明 土器241g

343 Ⅳ―A6-d Ⅷ 34× 24 2 10YR3/3 土器491g

Ⅳ―A7-1 V下～ Ⅶ 26× 20 10YR3/4

402 Ⅳ―A7-I V下～ Ⅶ 22× 21 260 10YR3/4

403 Ⅳ―A7-g V下～ Ⅶ 36X35 ワ 10YR3/4

404 Ⅳ―A7-g V下～ Ⅶ 32X31 10YR3/4

Ⅳ―A7-g V下～ Ⅶ 40× 37 10YR3/4
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2 検出遺構と出土遺物
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2 検出遺構と出土遺物
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2 検出遺構 と出土遺物

第85図 出土遣物 (10)
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第13表 縄文土器 。弥生土器・須恵器 。かわらけ 。陶磁器観察表

番号 遺構名 出圭層位 種 類 器種 部位 胎土 表面色 特 徴 備考

S117 埋上下位 縄文土器 深 鉢 体 部
小礫 石

英
にぶい
昔 潜 魯

住居跡 として登録 した破片 C

S117
(Ⅳ ―A6-d) VI層 縄文土器 深鉢 日縁部

粗砂 石
英 雲母

5 YR5/G
明赤褐色 内そぎされる日縁  沈線 し―R A

S117
Ⅳ―A6-d) Ⅶ層 縄文土器 深鉢 体部

粗砂 石
英 雲母

5YRν6

明赤掲色 沈線 (」 字) 磨 り消 し LR 磨減 A 302と 同一個体

304
S117

Ⅳ―A6 V層 下 縄文土器 深鉢 伝 部
粗砂 石
英 雲母

イこ芸君ヤゝ
責橙色

やや内湾する深鉢の体上部か、磨 り消 し J字 複節斜
縄文 ?

305
S117

Ⅳ―A6-d) V層 下 縄文土器 深 鉢 体 部
粗砂 石
英 雲母

10YR5/4
にぶ ψ`
苦 llBち

磨 り消 し S字 ? 黒斑 複節斜縄文LRL A

306
S117

Ⅳ―A6-d Ⅶ層 縄文土器 深鉢 体部 小礫
5 YR6/6
橙色

降Lと しRの 交差 内丁寧な ミガキ A

307
S117

Ⅳ―A6-d Ⅶ層 縄文土器 深 鉢 体言Ь 小 礫
10YRy3
浅黄橙色 沈線 磨 りけ し 縦位絡条体圧痕 砕L A

308
Sf17

Ⅳ―A6-d) Ⅶ層 縄文土器 鉢 体部 細砂

10YR7/4
1こ ぶ しヽ 隆線 RL 薄いイヽ破片 内 ミガキ A

309 SK105 炭化物内 縄文土器 鉢 体上部 細 砂
「5YR6/(

橙色 縦位の半催竹管による沈線 流帯による区画 A

SK105 炭化物内 縄文土器 鉢 体下部 網 砂
/5YR4/;
掲色

3本の半催竹管による沈線力ヽ よIF等間隔で底都下 まで

伸びる
A 309と 同一個体

SKЮ 6 置鶏 縄文土器 深鉢 体部
小礫 石
英 雲母

にぶい 円形沈線区画 磨 り消 し A

SK106 Q3拡 張
埋土中

縄文土器 深 鉢 体 部
粗砂 石
英 雲母

10YR6/4
1こ ぶい
苦 沿 魯

平行沈線区画 磨 り消 し やや厚みのある土器 LR? A

SKЮ6 Q3埋± 3層 土 師器 土師器 日縁 細砂 イこぶ �ヽ
苦活任

ロクロ ロ唇部九 く やや内削がれる 高 さのない器
形

D

SK106 床直 須恵器 甕 体部 小礫少々 5Y71
仄色

タタキロ D

SK106 埋土下位 須恵器 甕 底部 ］襲
10Y5/1
灰色 大 きく外傾する こ ? 底再調整ケズリ 黒袖付着 D

SK106 Ql理土上位 陶磁 器 碗か皿 体部

75Y6/2
灰オリー

ブ色
中国産 青磁 小破片 E 写真掲載

13～ 14世紀

SK80 埋土上位 縄文土器 深鉢 体部
小礫 石

英

10YR6/4
にぶい 磨 り消 し 原体不明 A

SK94 埋土上位 陶磁器 梅瓶 体部

5 GY6/1
オリーブ

灰
中国産 白磁 内面平行 な段あ り 体下部か ? E 13～14世紀

欠番

SK102 埋土中 土製品 土製品 粘土塊 細砂
5YR6/(
橙色

羽回に関わる粘土塊か C

SK108 埋 土 縄文土器 深鉢 ? 体部 細砂
7 5YR5/8
明褐色 磨減激 し� C 写真掲載

322 SKl10 埋土中 縄文土器 深鉢 体 部 小礫 石
英

にぶい
者 活 打

337同類の破片か 磨 り消 し ? A

323 SKl14 理土 中 縄文土器 深鉢 体部 小礫
10YR3/1
黒褐色 突起 もしくは隆市のはがれ ? A

遺構外369と 同
一か

324 SKl16 炭化物集中区
同位底面直上 縄文土器 深鉢 回線 部

粗砂 石
莫

10YR4/1
褐灰色 円形沈線区画 磨 り消 し A

SKl16 東側壁際 縄 文土器 深 鉢 日縁部
小礫 石

英

10YR3/1
黒褐色 口縁部無文  薄い沈線  ほlF垂直に上がる とく A

SKl16 束側壁際 縄 文土器 深 鉢 口縁部 小礫 石
英

にぶい
音 活 4・

日縁都無文  薄い沈線  ほぼ垂直に上がる LR 肥
厚 される

A 325と 同一個体
の可能性大

SKl16 埋土 中
縄文 弥生

土器 ?
深鉢 日縁部

細砂 石
英 雲

とOYR4/レ
天責褐仁

小波状口縁 頂部刺突 口唇部沈線 内沈線 石英多
く含む B

328 SKl16 埋土 中 弥生土器 ? 深鉢 回縁部
粗砂 石
英 雲母

υYIt4/2

天責褐t 會錦幹冒縁≧登1ヽ暑美易ぞ各gじ) 日縁部沈線 回B

SKl16 Pl周辺底面 縄文土器 深 鉢 体音悟
小礫 石

英

10YR6/(
明責褐t じR 他の粗製土器と比較して、礫多く焼成悪▼ C

SKl17 埋土 中 弥生土器 ? 鉢 底部
小礫 石

英
にぶヤゝ

黄橙色
小型 土製品 ? C

SKl19 埋土 中 弥生土器 ? 深鉢 体部 小礫 にぶい LR?内面に煤付着 薄し C

332 SK120 埋土中 縄文土器 深鉢 体部 綱砂 イこぶい

黄橙色
沈線 磨 り消 し A

333 SK123 焼土下 弥生土器 ? 深鉢 口縁部
細砂 石
英 雲母

10Y Rク ,

天黄褐t 肥厚 された口縁 隆体  うね りをもった平口縁 B

334 SK123 焼土下 弥生土器 ? 鉢 日縁部 細砂 イこメ式セゝ

黄橙色
小型鉢 土製品 ? 日縁内が角度 を持つ LR B

335 SK124 埋土下位 縄文土器 深鉢 体部 小礫
10YR3/1
黒掲色 円形沈線区画 磨 り消 し A

SK124 埋土上位 縄文土器 深鉢 半完形

小礫 石
英多 雲

母少

′5YR3/1
黒褐色 景郷転袋窓婚整理を下舜先晃解 得ミ興消与デA

V 平成21年度調査
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2 検出遺構と出土遺物

番号 遺構名 出土層位 種類 器種 部 位 胎土 表面色 特徴 分類 備考

SK124 埋土上位 縄文土器 深 鉢 半完形 小礫

10YR7/4
にぶ しゝ

苦 活 魯 丹密賓課(襟隼交雛最案逸消浣馨雪途外量鐙郡
やや A 遺構外363と 同

形

SK124 埋土上位 縄文土器
日霧
体部 半完形 小礫 雲

母 い鶏
祭僣監そ牝がT揺脇野弁J~F文 口縁外反体下 A 34を 足すとほ

tr完形 ?215cコ

SK124 埋土 中 縄文土器 深鉢 口縁
小礫 雲

母
にぶ しヽ

責等色
内湾 して外反 レR 体部に最大径か A

340 SK124 埋土下位
(粘土層 )

縄文土器 深鉢 口 縁 粗砂
10YR4//厖

灰責褐色
小波状日縁?(小さくうねる感じ) 隆帯 A

SK124 埋土上位 縄文土器 深鉢 体下部 /1ヽ 礫
10YR8々
浅黄橙t 弦為 t巽雪藷望箪下部ミガキ 内丁寧なミガキ 厚み

A

342 SK124 埋土上位 縄文土器 深鉢 体部 英 雲母
易 いい純

平行沈線 磨 り消 し 充填 ? A

343 SK124 埋土上位 縄文土器 深鉢 底 部
小礫 雲

母 い畿
体下部磨 り消 し ケズリ 木葉痕 A 338の 底部

344 SK124 埋土上位 縄文土器 深鉢 底部 尖夢 璽/5YRシ
黒褐色

底部径小 さく直線的に立ち上がる 外面ただれる A 336と 同一個体
の可能性大

345 SK124 埋土上位 縄文土器 深 鉢 底部
狙砂 石
英・雲
母少

/5YR6カ
橙色 轡駿爾記名協裏書線 報 '晦評 張り出しなくA

346 SK125 埋土上位
一括

縄文土器 深鉢 半完形 小礫 石
英

10YR5/2
灰黄褐色 詳累

雛 薄♪諺諏恐多耐 、お昴部髭ゑきりA

347 SK125 埋土 中 縄文土器 深鉢 体部
粗砂 雲

母
Z5YR6ん
橙色 横位沈線区画内縄文 L― R

348 SK125 埋土上位 縄文土器 深 鉢 底 部 小礫 にぶい

黄橙色 雫避ぐ芥鼻
い
孫ザ繁ヂ)ほ

ぼ直線的に立ち上がる。 337と 同一個体
か

349 SK128 埋土 中 縄文土器 深鉢 日縁 小礫
10YR8/3
浅黄橙色 山形突起 沈線 (逆U字 ‐渦巻 き? RL

SK128 埋土 中 縄文土器 深鉢 体部 尖礫雲雹
10YR8れ
浅黄橙色 砒  下部片か 内面丁寧な ミガキ C

SK130 埋土 中 縄文土器 深鉢 体部
小礫 石

英
25Y8/4
淡黄色 複節 ? 内面丁寧なミガキ C

352 SD20 埋土 中 縄文土器 鉢 体部 小礫
10YR3/2

里 山形沈線 小破片 C

353 SD23 埋土上位 須恵器 士更 頸部
細砂 石

英
5YVlワ

奨義 ? 
整痕あ り やや段あ り 内面に袖 調整痕 D

SD30 埋 土 須恵器 甕 体 都 小礫 N4 灰 タタキロ  内面に袖 調整痕 D

355
H柱穴状土坑
群 l PP2 理 土 須恵器 甕 体部 小礫少 々 5Y4//1

灰色
タタキロ 薄い小型 D

356
H柱穴状土坑
群 2  PP102 埋土中 土師器 不 ? 底部 ? 砂

5 YR7/〔
橙色

ロクロ ? 小破片 かわらけ ? D 写真掲載

357 H柱穴状土坑
群 2  PPl14 埋土 中 弥生土器 ? 霙 ? 口縁

細砂 石
英多い

10YR5/4
1こ デボしヽ

黄褐色 繰ξ豪
される日縁部 平口縁 列点文 S字状沈線 B

358
H柱穴状土坑
群 2 PP120 埋土 中 土師器 ? 杯 ? 体 部 砂

5 YR7疫
栓色

ロクロ痕 小破片 D 写真掲載

H71■穴状土坑
群 2 PP226 埋土中 縄文土器 深鉢 体言Б

小礫・石
英

10YR5/4
1こ ぶい 平行沈線 縄文充填

360
H任穴状土坑
群3 PP343 埋土 中 縄文土器 深鉢 口縁

小礫 石
央

B5YR7/(
男黄褐色 2個一対の山形口縁 ? 雑 な沈線 磨 り消 し

Ⅳ―A5・ 6逍 V層 下 縄文土器 深鉢 口縁
小礫・石

英

10YR7/4
1こぶい
普 潜 名 蕃累冤く矮g垂豪垢素ち

上がる 沈線内磨り消し ロ

362 Ⅳ―A5・ 6a V層下 縄文土器 深 鉢 回縁
小礫 石

央

10YR7//4
にぶい 落口でゃ深綸蔀ネ膨管毬巣影か 震屎烈さ`く内湾す

A

363 Ⅳ―A5a V層下 縄文土器 深鉢 口縁 礫混入

10YR6/〔
にぶ ψヽ

苦 潜 れ
緩やかに波打つ口縁部 磨 り消 し 沈線 撚 り糸文 A

364 Ⅳ―A6-a Ⅶ層 縄文土器 深鉢 口縁
小礫 石

英

10YRν 4
イこデドセゝ
苦協任

平口縁 太い沈線 無文体 A

Ⅳ―A6-d 埋土下位
(Ⅶ 層 )

縄文土器 深鉢 日縁部
小礫 石

英

10YR6/4
に

'式

しヽ
苦 沿 魯

日縁都外反 内丁寧なミガキ R‐L A

366 Ⅳ―A6-e V層 下 縄文土器 深鉢 口縁
小礫・石

英
10YR3/ユ
黒褐色 刺突文が円形に巡る A

367 Ⅳ―A8-f V層 下 縄文土器 深 鉢 突 起
小礫 石
英 雲母

10YR3/1
黒褐色

小波状口縁 円形の大柄な橋状突起 連続刺突文 ? A

Ⅳ―A6-b Ⅷ層上 縄文土器 深鉢 体上部
小礫・石

央
10YR2/1
黒色 沈線 隆体 刻み A

Ⅳ―A7-f V層 下 縄文土器 深鉢 体部
小礫 石

英

10YR5々
にぶい
苦 楊 魯

磨 り消 し  J字 大柄な沈線 R毛 A

370 皿A8b Ⅵ層 縄文土器 深 鉢 日縁
小礫  石

英
〕5YR骸々
赤褐色 髭島余免嫁

つ
癌注f離桂亮黒外冤獲

るが外反しなラ A

Ⅱ A10a V層下 縄文土器 深鉢 体部
小
牲

石75YRT
褐色 腎孫砕行 

沈線 暦 り消 し 充模  内色 自 (丁寧 な A

372 Ⅳ―A3‐a Ⅵ層下 縄文土器 台付鉢 完 形 細砂 Ｗ髄中呻
↑捨む回矮付留湾蕉争縮 規昂部 羊歯縄文 磨

Ⅳ―A6a V層 下 縄文 弥生 浅鉢 日縁 細砂
10YRy6
明責掲色

平行沈線 平回縁 内湾する
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番号 遺構名 出土層位 種類 器種 部位 胎 土 表面色 特徴 }類 備考

374 Ⅳ―A5a V層 下 縄文 弥生 浅鉢 回縁 細 秒 '5YR7/(
橙色

変形工字文 乱維な沈線 平口縁 内沈線 B

375 ⅢA8b V層 下 縄文 弥生 浅鉢 口縁
細砂 雲

母 明赤褐t 術髭最字嚢面架ヨ望普蓼tf 大
きく離れる 平日縁 B

376 Ⅳ―A5a V層 下 弥生土器 浅 鉢 体 部 細砂
[OYR6//1

月黄褐t 絡髪手標著部ま奪隻誤名段ある?(やや離れる) B 少沢式 ?

3η Ⅳ―A6-b V層 下 弥生土器 台付浅
鉢 ?

台部
粗砂 雲

母
に

'式

い
昔 潜 魯

無文 上位に沈線 ミガキ B

378 Ⅳ―A9-j Ⅶ層上 弥 生 甕 日縁 細砂 雲
母

[OYR6/( やや外反 しなが ら長 く立ち上がる。肩部があ り、やや
膨 らむが口縁部が最大径か。レR

379 Ⅳ―A7-e V層 下 弥生 甕 ? 口縁
細砂 雲

母

10YR5/3
1こ う横い
苦楊魯

複合日縁 ?下位 に鋸歯状沈線 ? B

380 Ⅳ―A7-c Ⅵ層下 弥 生 半完形
細砂 小

礫
|こ ぶい

黄褐色
最大径は肩部 レR 磨 り消 し 体上部に平行沈線 ? B

Ⅳ一A8-g V層 下 弥 生 壷形 頚 部
小礫 石
英 雲母

25YR6/1
橙色

頸部無文体 体部 との境に沈線 口縁部境 に沈線、日
縁部は外反する ?穿坑

B 182の 日縁都

382 Ⅳ―A8-g V層 下 弥 生 壺形 半完形 小礫 石
英 雲母

25YR6カ
橙色 爺慕登垂

が
昇森径撚賓斐部占覇華誓娠ぐ券輩沈線、下 B

383 Ⅳ―A4c V層 下 弥生 豆 頚都 留夢霞
75YR5/

に ぶ 立ヽ

拐 名
焼成 よし 丁寧なミガキ B

384 Ⅳ―A区 不明 弥生 ? 重 ? 体 部 小礫
10YR3/1
黒褐色 非常に薄い。表面にベンガラ ? 撚糸 B

385 Ⅳ―A5,a V層下 縄文 深鉢 底 部 礫混入
υ

い

色
呻略難

張 り出 しなく、ほぼ直線的に外傾 碍L? 内部丁寧磨
き 外黒班

C る3と 同一個体

386 ⅢA8b V層 下 縄文 深鉢 底 部 礫雲母
混入

75YR8//(
浅責橙絶

じR 最下位 まで施文 直線的に外傾 内黒斑 甕形か
?(薄い)

C

387 lllA 8 b V層 下 縄 文 深 鉢 底 部 砂多い 5/6
黄褐色 偕悟舗 た歩牌

ミガキ 底部縄文 貼 り出 しなし

388 ⅢA8b V層 下 縄文 深 鉢 底 部 礫多し 6/6
明責褐色 焼成悪い 胎土に礫多い 無文 C

389 Ⅳ―A3a Ⅵ上 縄文 弥生 深 鉢 底 部 礫  石英
10YR4々
褐色 無文 ほぼ直線的に立ち上がる 裏底沈線 網代痕 ? C

390 Ⅳ―A6-c V層 上 須恵器 電 口縁部 /1ヽ礫
Nν

暗灰色 屈曲し外傾する。日唇部外削 ぎ ロクロ痕 D

Ⅳ―A5-b V層 上 須恵器 甕 体都 小礫 石
英

N4灰 タタキロ痕 ヘラナデ 内面指ナデ D

392 Ⅳ―A5-c V層 上 かわらけ 率 底部
小礫 石

英
に技ゞヤゝ

黄橙色
内面色調 5 YR4/8赤 色 D

393 Ⅳ―A7-e V層 上 陶器 皿 底部 瀬戸美濃産 緑袖 E 16世紀代

394 Ⅳ―B9-a I層 陶磁器 碗 底部 肥前産 陶胎染付腕 E 18世紀前半

395 Ⅳ―B9-a I層 陶 器 瓦 比較的新 しい近代以降の屋根瓦か ? E

V 平成21年度調査

)は残存第14表 石器観察表

番号 遺構名 出土層位 器種

計測値
石質 備考

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

396 SK95 検出面下 敲石 4376 安山岩 奥羽山llR新生代新第三紀

397 SK104 埋土中 敲石 67 1792 頁岩 奥羽山lFR新生代新第三紀 T製石斧 ?

398 SK104 埋土中 台石 ? 26200 安山岩 奥羽山Lrt新生代新第二紀 k熱 を受ける

399 SKl10 埋 土 石鏃 03 黒曜石 産地不明

400 SK132 埋 土 不定形 買岩 奥羽山脈新生代新第三紀 }類B写真掲載

SK134 埋土 中 磨石 965 1062 安山岩 奥羽山lFR新生代新第三紀

402 Ⅳ―A6-c Ⅶ下 石鏃 025 頁岩 奥羽山脈新生代新第三紀 製作途中

403 Ⅳ―A7-f Ⅶ スクレーパー 14 頁岩 奥羽山脈新生代新第三紀

404 Ⅳ―A8-g Ⅶ 不定形 42 頁岩 奥羽山脈新生代新第三紀 分類B 写真掲載

405 F区 I 不定形 5B 435 頁岩 奥羽山脈新生代新第三紀 分類E 写真掲載

406 F区 I 不定形 めのう 奥羽山Lrt新生代新第三紀 石製品 ? 写真掲載

407 Ⅳ―A6-e V上 砥 石 デイサイ ト 奥羽山脈新生代新第三紀

Ⅳ―A7-f V下 凹 石 74 511 5333 花商岩 北上山地中生代白亜紀

Ⅳ―A5-d V上 凹 石 (52) 1455 安山岩 奥羽山脈新生代新第三紀

Ⅳ―A7-e Ⅶ 凹 石 88 11537 安山岩 奥羽山脈新生代新第四紀

Ⅳ―A6-d Ⅶ 凹 石 645 465 3439 デイサイ ト 奥羽山脈新生代新第三紀

Ⅳ―B9-b Ⅶ 敲石 (101) 10259 花尚岩 北上山地中生代 白亜紀

Ⅳ―A6-e V上 敲石 445 12231 安山岩 奥羽山脈新生代新第三紀

Ⅳ―A5-d V上 敲石 10523 奥羽山LFt新生代新第三紀 火熱 を受ける
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2 検出遺構と出土遺物

第呵5表 羽口・鉄製品・古銭観察表 (  )は 残存値 <  >は 推定値

番号 遺穂名 出土層位 種類 長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重 さ (g) その他

SK106 埋土下位 羽 日

残存長 外径 内径

579 炉壁溶津付着 写真掲載

48

SK106 Q2埋土下位 板状鉄製品 lα 8

SK106 Ql埋土上位 期鰺
横 長 縦長 厚 さ

158

SK10 7 埋 土 羽 日

残存長 外径 内径

593 写真掲載
<50>

SK95 埋土上位 釘状鉄製品 (69)

420 SK95 埋土上位 板状鉄製品 (61) 555 卸状

42ユ SK101 埋 土 釘状鉄製品 (60) 錆び激 しく形状は不明

422 SK101 埋土中 古銭

外径 nI 内径 Iur 銭厚 la 量 目

北未銭 熙寧元費
2457 1957

423 SK109 埋 土 釘状鉄製品 子8 08 251

SKl12 埋 土 板状鉄製品 (13) 36 小型 湾曲

425 SK124 埋上下位 釘状鉄製品 先端 細 い 針金 ?

426 SD30 埋 土 刀子

横長 縦長 厚 さ

406

(1015)

427 I柱京状土坑群
l PP14 埋 土 玉状鉄製品 4点 出上の内 1点実測

428 I柱穴状土坑料
2 PP39 埋 土 羽 口

残存長 外径 内径

854 炉壁溶津付着
<86> く34>

429
I柱穴状土坑群
2 PP60 埋土上位 板状鉄製品

横 長 縦長 厚 さ

730
(&3)

430 I柱穴状土坑奉
2'PP69 埋 土 釘状鉄製品 125

41 I穫穴状土抗料
2 PP237 埋 土 釘状鉄製品 (25)

Ⅳ―A7-d V層下 羽 日

残存長 外 径 内径

3853 出上位置 第68図参照

&7 84

433 Ⅳ―A6-d V層 上 釘状鉄製品 (41) 08 67

434 Ⅳ―A6-d V層 上 釘状鉄製品 (375)

Ⅳ―A6-d V層 上 釘状鉄製品 (59)

Ⅳ―A7-d V層 上 釘状鉄 製品 (48)

Ⅳ―A5-d V層 上 棒状鉄製品 (50) 095 0お

438 Ⅳ―B10-b V層 上 板状鉄製品

横長 縦長 厚 さ

388
(92) 65

439 Ⅳ―A9-i V層 上 板状鉄製品 (21)

第16表 遺構内出土鉄滓 。その他観察表
番号 遺構名 出土層位 器種 重さ(g) 備考

440 SKЮ 6 Ql埋土 鉄滓類 265 溶着淳

441 SK96 埋 土 鉄津類 椀形鍛冶津 磁石に反応な し

442 SK97 埋土 鉄津類 椀形鍛冶津 磁石に反応あ り

整 3 SK105 埋 土 鉄淳類 1247 椀形鍛冶津 磁石に反応あ り

444 SK108 埋 土 鉄津類 鍛冶津 磁石に反応なし

445 SKl10 埋 土 鉄津類 溶着津

446 H柱穴状土抗群 2 PP1511 埋 土 鉄淳類 179 溶着滓

447 SK89 埋 土 骨 757 人骨 火葬骨 ?
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①

②

③

④

V 平成21年度調査

3 分析鑑定 一境遺跡 にお ける放射性炭素年代 (AMS測定 )一
(株)加速器分析研究所

(1)測 定 対 象 試 料

境遺跡は、岩手県北上市稲瀬町地蔵堂190‐1(北緯39° 14/24″ 、東経141° 7ア 15〃 )に所在し、北

上川東岸の自然堤防に立地している。測定対象試料は、SK106竪穴住居状遺構出土炭化物 (1:IAAA―

91272)、 SK89土坑出土炭化物 (2:IAAA-91273)、 SK104土坑出土炭化物 (3:IAAA-91274)、 H

P P147出土炭化物 (4:IAAA‐ 91275)、 合計 4点である。

(2)測 定 の 意 義

遺構の年代と遺構間の年代関係を明らかにする。

(3)化 学 処 理 工 程

メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取 り除く。

酸処理、アルカリ処理、酸処理 (AAA:Acid Alkali Acid)に より内面的な不純物を取 り除く。

最初の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで

希釈する。アルカリ処理ではlNの水酸化ナ トリウム水溶液 (80℃ )を用いて数時間処理する。な

お、AAA処理において、アルカリ濃度がlN未満の場合、表中にAaAと 記載する。その後、超純

水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理 した後、

超純水で中性になるまで希釈 し、90℃ で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封 じ切 り、500℃ で30分、850℃ で 2時間加熱する。

液体窒素とエタノール・ ドライアイスの温度差を利用 し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を 精

製する。

⑤ 精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (水素で還元)し、グラフアイトを作製

する。

⑥ グラフアイトを内径 l lHnの カソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

(4)測 定 方 法

測定機器は、3MVタ ンデム加速器をベースとした14C‐AMS専用装置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を

使用する。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸 (HOxⅡ )を標準試料とする。

この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

(5)算 出 方 法

年代値の算出には、Libbyの 半減期 (5568年 )を使用する (Stuiver and Polash 1977)。

14C年代 (Libby Age i yrBP)は 、過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定 して測定され、

1950年 を基準年 (OyrBP)と して遡る年代である。この値は、δ13Cに よって補正された値である。

14C年代 と誤差は、 1桁 目を四捨五入 して10年単位で表示される。また、14C年代の誤差 (± lσ )

は、試料の14C年代がその誤差範囲に入る確率が68.2%で あることを意味する。

δ13Cは、試料炭素の13C濃度 (13C/12C)を測定 し、基準試料からのずれを示 した値である。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。)で表される。測定には質量分析計ある

①

②

③
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いは加速器を用いる。加速器により13C/12Cを 測定した場合には表中に (AMS)と 注記する。

④ pMC(percent Modern Carbon)イ よ、標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合である。

⑤ 暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去

の14C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14C年代に対応する

較正曲線上の暦年代範囲であり、 1標準偏差 (lσ =68.2%)あ るいは 2標準偏差 (2σ =95,4%)

で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない14C年代値である。

なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラム

の種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する

必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCa104データベース (Reimer et a1 2004)を

用い、OxCalv4.1較 正プログラム (Bronk Ramsey 1995 Bronk Ramsey 2001 Bronk Ramsey,

van der Plicht and Weninger 2001)を 使用した。

(6)測 定 結 果

14C年代は、 1が670± 30yrBP、 2が700± 30yrBP、 3が740± 30yrBP、 4が670± 30yrBPで ある。

いずれも中世の年代を示し、暦年較正年代 (lσ )で見ると、 1と 4が13～ 14世紀頃、 2と 3が 13世

紀頃である。

炭素含有率はいずれも60%程度以上で、化学処理、測定上の問題は認められない。

測定番号 試料名 採取場所 料

態

試

形
理
法

処

方
δ13C(%。 )

(AMS)

δ13C補正あり

Libby Age

(yrBP)

pMC (%)

IAAA-91272 l 遺構 :SKЮ6 層位 :埋上下位 炭化物 AAA 2404 ■ 033 670■ 30 9198 ± 030

IAAAつ 1273 2 遺構 i SK89 層位 :埋土中 炭化物 △AA -2590 ■ 034 700■ 30 9162

IAAッ ‐ヽ91274 3 遺構 :SK104 層位 :埋土中 炭化物 AaA ワ643 ± 037 740 ■ 30 9118 ■ 033

IAAA‐91275 4 遺構 :HPP147 層位 :埋土中 炭化物 AAA ‐2719 ■ 035 670 ■ 30 9197 ■ 030

[+3165]

測定番号

δ13C補正なし
暦年較正用

(yrBP)
lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

Age (yrBP) pMC(%)

IAAAつ 127

2
660■ 30 9216 ■ 030 671 と 26

1282AD-1303AD (402%)

1367AD‐ 1383AD(280%)

1276AD‐ 1317AD(542%)

1354AD‐ 1390AD (412%)

IAAA‐ 9127

3
720 ■ 30 9145± 029 703 と 26 1271AD-1295AD (682%)

1262AD-1305AD (832%)

1365AD-1385AD (122%)

IAAA 9127
4

770 ± 30 9091 と 032 741 ± 28 1258AD‐ 1285AD (682%) 1224AD-1290AD (954%)

IAAA 9127
5

710■ 30 9155 672 ■ 25
1282AD‐ 1301AD (410%)

1367AD-1382AD (272%)

1276AD-1315AD(552%)

1355AD‐ 1389AD (402%)

[参考値〕
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4 平成 21年度 の調査 の成果

V層上面で検出・出土した遺構・遺物を古代から中近世期、その下面で検出・出上した遺構・遺物

を縄文・弥生時代と分けてまとめとする。ただし、数多く検出された土坑や柱穴状土坑は、出土遺物

が少なく本文でも不明とし明確ではないものもあるが、検出面を重視して積極的に時期分けしている。

(1)古 代 。中近 世

当期の遺構と想定できるものには竪穴住居状遺構 3基、土坑35基、焼土遺構 1基、溝13条、柱穴状

土坑219個、炭化物集中3基がある。

竪穴住居状遺構はF区で 1基、E区で 2基検出されている。F区で検出したS K 104竪穴住居状遺

構は、平面形は隅丸の方形状で12個 の柱穴状土坑が検出されている。主軸方位はほぼ北―南となると

考えられる。遺物はないが中世期の竪穴建物跡と考えている。H区で検出されたS K 106・ 07竪穴住

居状遺構も同様で、これらの遺構は、比較的大規模な炭化物が集中して検出される類似点がある。し

かし、 S K 106・ 07竪穴住居状遺構では埋土から鉄製品や鉄津が比較的多く出土しており、S K 104

竪穴住居状遺構とは違う様相も見え、工房跡の可能性も考えられる。ただしS K 106竪穴住居状遺構

は平面形が円形に近く、遺物も出土することから縄文・弥生時代の遺構であることも想定している。

土坑は35基検出され、分類すると、壁が焼成を受けているもの 2基、方形基調のもの21基、楕円形

基調のもの 7基、溝状の精円形を呈するもの 1基、円形基調のもの 4基 となる。焼成土坑は、平面形

は方形のもの (S K88土坑)と 楕円形状のもの (S K89土坑)が隣接している。 2つの土坑に挟まれ

た区域にはえ化物集中している範囲 (S X06炭化物)がある。 S K88土坑は、焼成よく壁に焼土がヘ

ばり付いている。西側壁は溝状の張り出しが見られ、焚回のようである。炭化物下位から微細な骨粉

が出土している。おなじくS K89土坑からも骨が出土している。これらの遺構は火葬跡と考えられる。

時期はS K89土坑の埋上下位から出土した炭化物の年代測定から鎌倉時代と考えられる。

やや東側に離れた調査H区南西部では、方形基調の上坑15基、楕円形基調の上坑 1基が密集して検

出された。これらの上坑は人為的な堆積状況を呈する、長方形基調を主体とする等の共通性が見られ

る。主軸方向にまとまりが見られ、1つ はS K97土坑をはじめとする南北方向から若干東に傾くもの、

2つめはS K95土坑をはじめとする西北西一東南東方向を向くものである。前者が主体で、 S K95。

97土坑、 S K 107・ ■7土坑の重複関係から前者のほうが新しい傾向が見られるが、 S K109・ ■2土坑

のように新旧関係が逆転しているものの見られる。底面の大きさは、長軸70～170cm前後と幅があるが、

長軸90～100cm前後と140cm前後に集中する。当時の成人が140～150cm前後と仮定すると、埋葬方法は

屈葬もしくは座葬と考えられるが、体幹の向きについては、不明である。出土遺物には恵まれないが、

S K94土坑から中国白磁片が、 S K101土坑から1点の熙寧元賓 (南唐銭)が出土している。また、

S K104土坑の埋土から出土した炭化物の年代測定値は、鎌倉時代の数値を示した。これらことから

方形基調の土坑は、いくつかが重複し合っていることから時期差を持っているが、火葬跡と同時期の

鎌倉時代の墓崚の可能性が高い。F調査区のV層面で検出された溝状や円形の上坑の内、大型のSK
80土坑と隣接するやや方形のS K81土坑については、平成20年度検出のS K66・ 67土坑に類似してお

り、同様の遺構である可能性がある。その他の上坑については詳細は不明である。

焼土は 1基で、焼土自体は脆く、炭化物が厚い。近隣では鉄製品などが出土することから、鍛冶に
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関わるものかもしれない。

検出された溝跡13条 の内、 S D20溝跡を除いて、すべて古代～中世に属すると考えられる。H区北

側で検出された 5条 (S D25～ 29溝跡)は、幅広で深さもなく狭い範囲での検出で延長は不明だが、

周囲には柱穴状土坑が多 く検出されてお り、古代から中世の建物跡関連のものと考えられる。またH

区中央で検出された 3条 も中世期の区画溝様のものであろう。F区で検出された 5条のうち、 S D21・

22溝跡も同様 と考えられる。 S D20溝跡はその埋土から近世に近い時期観が与えられそうで、区画と

いうより排水 目的で作 られたものであろう。 F区で検出された大型のS D23・ 24溝跡は、 S D22滞 跡

の下面で検出されたことから、より古い遺構 となる。焼成土坑であるS K88・ 89を 囲むようであるこ

とから、 2つ の上坑を水から守る目的で作 られたのかもしれない。

柱穴状土坑はV層面検出のものが219個 ある。掘立柱建物跡の構成は判別できなかった。 しかし、

規模や掘 り方などからいくつかの建物跡があつたと思われる。H柱穴状土坑群 1のある北側では、狭

い範囲であるが、大型のものが多 く、建物のあった可能性を指摘できる。時期は、比較的古代の遺物

が出土することから、古代から中世と幅が広 くなる。H柱穴状土坑群 2で は、S K 106・ 07竪穴状遺

構の北東側には規模の大きな柱穴状土坑が多 く、配列が幾分認められる。一方、墓壊の東側区域で、

S D31溝跡より南側では、規模 も小さく並列が定かでないものが多数となる。これらのことから、建

物跡は墓墳群や工房跡 ?(S K 106・ 07竪穴状遺構)の北東側にあつた可能性がある。その時期は、

■柱穴状土坑群 2 P P147出土炭化材の年代測定値から、鎌倉時代 と考えられる。

次に遺物についてであるが、古代から中世期に属する出土遺物は少ない。土器や陶磁器では、古代

の上師器が 2点のみの出土で杯の破片、須恵器は13点が出土 し甕や杯の破片である。中世期になると

かわらけが 1点 と陶磁器が出土 している。かわらけはS K 106竪穴住居状遺構から出土 した。小破片

で詳細は不明である。陶磁器は、近世を含めて 7点の出上である。 S K94土坑からは、中国の南朱～

元朝期 (12世紀後半から～14世紀前半)に造 られた白磁器が出土 した。梅瓶とよばれる肩の張った形

式の瓶体下部片で、当時の支配階層であつた東国の武士に極めて顕著に愛好されたものであるらしい。

また、14世紀代 と思われる中国産の青磁碗 (皿 ?)の破片 も出上 してお り、これらの遺物は検出遺構

の特徴を記すものである。国内産では、16世紀代の年代が与えられる瀬戸美濃産の灰袖陶器が出上 し

ている。その他では古銭 と羽口および鉄製品がある。 S K 101土坑から出土 した古銭は、北宋銭の熙

寧元賓 (初鋳年1068年 )である。平成20年度調査遺構 S K63墓墳からも出土 しているが、計測値を比

較 してみると、 S K63墓壊出上のものより、若干ではあるが大きめである特色を持つ。羽口は、大型

のものが遺構外から1点出上 し、破片はS K 106・ 07竪穴住居状遺構からの出上が多い。鉄製品には

刀子や穂摘具、釘、玉、板などある。鉄淳類は大型の椀形鍛冶淳なども出土 している。これらの遺物

の時期は定かではないが、陶磁器などと同時期 と考えられ、中世期に置いて鍛冶的な作業が行われて

いた可能性を示すものである。

近世では、肥前産の陶胎染付碗が、近代以降では 3点の陶磁器と瓦が出土している。

(2)縄文 ・弥生時代

当期に当たる遺構 としては、竪穴住居跡 1棟、竪穴住居状遺構 1基、土坑23基、焼土遺構 1基、柱

穴状土坑143個 が検出された。

竪穴住居跡はH区の中央部で検出されている。一部掘 り過ぎで半分が調査区外に広がることから、

全体像は明確にできなかったが、精円形を呈すると推定される。床面の東隅に地床炉を持つ可能性が

高い。時期は、出土土器から縄文時代中期後葉から末業 と考えられる。住居状遺構は、F区で検出さ
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れたが、やはり楕円形を呈すると考えられ、南床隅にえ化物が集中している。時期は出土遺物から縄

文時代中期中葉から後葉と考えられる。これら2つの遺構の時期には、遺跡の東側に樺山遺跡があり、

その関連が想定され、作業場的な役割を持った季節限定のものかもしれない。

土坑は、H区の中央部で多 く検出されてお り、土器の出土 も多い。時期は竪穴住居跡と同時期の縄

文時代中期後葉から末葉のものが多数を占める。大型の 1基 (SK■ 6土坑)は、調査区外にプラン

が拡がることから明確ではないが、住居跡もしくは住居状の可能性 もある。重複する 2基 (S K 124・

125土坑)は、不整ではあるが円形で、 S Kl16土坑 とS117竪穴住居跡の間に挟まれた位置にあ り、

関連が考えられる。その他中期末葉の上器を出土させる土坑 も、その周辺に点在 している特色が見え

る。時期差のあ りそうな土坑が S K123土 坑である。底部から焼土やλ化物が検出されたもので、他

の土坑 と異なる特色を持つ。底部から出上 した土器は、不明瞭だが弥生土器の可能性もある。同時期

の土器を出土させる土坑はS K 123土坑周辺にあり、検出グリッドからも比較的多 くの弥生土器を出

土させることから、当期の居住区がH調査区の東狽1(旧県道下)に広がる可能性を示唆する。

1基検出された焼土は、古代柱穴状土坑検出面より低い面 (Ⅵ層下 ?)で検出されたことから当期

に位置付けたが、周辺から羽口や鉄津も出土 し、古代から中世に当たる可能性 もある。

V層下から検出された柱穴状土坑は、143個 ある。詳細はV層下からⅦ層上面検出が30個、Ⅷ層上

面 (最終面)検出が113イ回である。時期では縄文時代から弥生時代 となるが、上記の30個 は、中世か

ら古代の可能性を含む。集中する範囲などの特色は、本文にあるために割愛するが、住居跡などの遺

構に関連するものを除くと、後期前葉の土器の出土する区域 (グ リッドⅢA9。 10b)や晩期から弥

生土器の出土する区域 (グ リッドⅣ―A4・ 5-a・ b、 Ⅳ―A7・ 8-f)に まとまりが見られ、

何らかの遺構があった可能性を見いだせる。

次に遺物であるが、縄文 。弥生土器は、時期や出土グリッドが限定される特色がある。最も多く出

土したのが、縄文時代中期末葉の土器で、」字やS字などのモチーフが施され、口縁部の装飾体があ

る土器も見えることから大木10b式に比定される。これらの上器は、H調査区の西側縁、Ⅳ一A5・
6-a～ fグ リッドに纏まる。次に多いのが、晩期末葉から弥生初頭期の大洞A′ 式土器、弥生時代

後期の常盤式土器である。前者はH調査区の南西側、後者はH調査区の東側県道下に纏まる。よって、

中世期の撹乱の影響も多々あろうが、それぞれの土器に関わる遺構が、調査区外に存在する可能性を

指摘できる。その他、少数であるが中期後葉の大木 8b新式か 9a式の深鎌や、後期前葉 ?の土器、

縄文時代晩期中葉にあたる大洞Cl式の台付鉢の完形品も出土している。

さて、平成18年度調査開始から4年間に得られた縄文・弥生土器は、平成18年度が23150g、 平成

19年度力M4800g、 平成20年度が82903g、 平成21年度が47350gで 、総数で約144kgに及ぶ。破片資料

や調査員の見逃しなどもあろうが、概観すると出土量の多いのが、縄文時代中期後葉から末葉、縄文

時代晩期末葉から弥生時代初頭、弥生時代後期となる。その他でも少量は出土 しているが、空白期も

あり、列記しておく。縄文土器では、中期中葉以前の上器はない。また、後期中葉～後葉の上器は見
つからず、晩期前葉～中葉の土器も希薄である。弥生土器では中期に属する土器が、比較的少ない特

色がある。遺跡全体の特色とは言えないが、何らかの自然要因が関わるであろう。

石器は、剥片石器が石鏃 2点、スクレーパー 1点のみの出上で、石鏃の 1点 は、産地不明の黒曜石

が使われており、持ち込まれた可能性が高い。定形石器 3点の出土というのは、土器の出土量の割に

少なすぎるようでもある。しかし、剥片石器と比較して、礫石器は凹石や敲石など一定量出土してい

る。この特色は、土器と同様に、平成21年度調査区 (遺跡の中央部)の主体とする時期 (縄文時代中

期末葉)の 自然環境と立地状況 (樺山遺跡との位置関係)に関連して考慮する必要がある。
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写真図版36 完掘、基本層序
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写真図版42 SK78～ 81土坑
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写真図版44 SK86～ 88土坑
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写真図版50 SK108～ 111土坑
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写真図版52 SKl16～ 118土坑
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写真図JIn60 SD26～ 32溝跡
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写真図版64 SX07炭化物、遺物出土状況
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写真図版65 出土遺物 (1)
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写真図版67 出土遺物 (3)
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写真図版68 出土遺物 (4)
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Ⅵ 平成20・ 21年度調査の総括

2年間の調査で成果があつた事項を、時代ごとに若干の考察を加えてまとめとしたい。一部に平成

18。 19年度に調査 し、報告済みの遺構 も取 り上げて参考としている。

1 中   世

(1)墓 媛 と火 葬 跡

① 調査区A区 (平成20年度検出)の様相

平成20年度調査に、中世末期に属する墓渡を5基検出し、当時この地点が小規模ながら墓域であっ

たことを確認 した。県内において中世墓が検出された遺跡は第 1図・第11表の通 りであるが、墓壊が

墓域 としてまとまって検出された事例は少なく、平成11,12年度の台太郎遺跡 (盛 岡市 第 1図・第

1表No3)第23次調査、12・ 13年度の同第26次調査、平成13年度の本町Ⅱ遺跡 (平泉町 No.16)第 2次

調査が挙げられる程度である。台太郎遺跡第23次調査においては14。 15世紀を中心とする墓墳366基が

検出され、それらの規模・形状を以下のように分類 し考察を行っている。 (2003 杉沢ほか)

大分類 A類…小型のもの (規模が 1♂未満の墓娠)

B類…中型のもの (規模が 1～ 2.5ポ未満の墓填)

C類…大型のもの (規模が2.5ポ以上の墓娠)

小分類 1類…方形 (円形や不整形を一部含む。長軸/短軸が1.0～ 1.2未満)

2類…長方形 (楕円形や不整形を一部含む。長軸/短軸が1.2～ 2.2)

3類…短軸に対し長軸の割合の大きい長方形 (長軸/短軸2.2～ )

7・ 18は岩手県の遺跡台帳に表中の記載があるが、報告書等 を用いた詳細の確認は今回できなかつた。

5～ 7は類例で他にも北上市内の鳩岡崎上の台遺跡 宝積古墓群 亀 ヶ森遺跡にもある (小 田嶋 2005)そ うだが、鳩岡崎上の台のものは近世に属するため割愛

第17表 岩手県内の中世墓 (第 1図 岩手県全図 1～ 201こ対応 )

遺跡名 遺跡所在地 内   容

ユ 水神 入幡平市 (旧 安代町) 14基。ただし近世含む。15～16世紀 と思われる 5基は土葬で 4基力・IB2

2 大釜館 滝沢村 中世末～近世初頭。形状不明副葬989枚とB2副 葬銭 6枚の 2基

3 台太郎 盛岡市
第23次調査 :13世紀後半～15世紀。14・ 15世紀中心866基 、半数はB型、A2が次 ぐ。土葬が主。庶民層被葬。

第26次調査37基も同傾向。

4 片寄城 紫波町 室町後期土葬墓19基、火葬墓1基。半数以上B2で A2が次 ぐ。火葬場 1か所 も。

5 墳館跡 紫波町 中世～近世の墳墓約10基。塚の数か所に火葬骨。鋲釘 木構使用。

6 大瀬川館 ] 花巻市石鳥谷町 周溝が理る 3基のマウンド上に複数の墓残。中世の古銭出土。

7 小瀬川館 花巻市 墳墓

8 五輪壇 北上市 伝和賀氏の火葬墓。16世紀～江戸初頭の長方形の土壇に何体 も埋葬する形式

9 葛西檀 北上市 13世紀、葛西清基の墳墓 と伝 えられる。

南舘 北上市 中世末～近世初期中心。墳墓 5基、墓媛 1基B2土葬。

岩脇 北上市 土葬45基 中略報で火葬墓 1基中世 と記述。本報告では江戸時代。

金 附 北上市 中世末土壊墓 2基A2・ Bユ

13 下門岡ひしり塚 北上市 13世紀、河野通信の墓 と推定。県指定史跡。

柏山館跡 金 ヶ崎町 中世末～近世初頭 8基。 2基A2、 6基B2。 いずれ も六道銭。 1基は石囲い。

林前 Ⅱ 奥州市水沢区 1基B2

本 町 平泉町 12世紀後半～13世紀45基、B・ Clが A2・ C2に推移。火葬が主。支配層被葬。15世紀 1基Al火葬。

17 渡戸館 一関市大東町 北向に工輪堂 と墓地

伊勢館跡 一関市大東町 「古塚」「マムシ塚」などの墓跡、方形墓壊1基

入木沢駒込 I 宮古市 中世末 1基。B2土 葬。銭貨 3枚 と漆皮膜

加村 宮古市 中世末から近世初頭 (中 世可能性大)1基 A2。 皮 樹皮に挟まれた副葬銭

した。
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1 中世

これによれば、分類がなされた273基のうち、B2類が44%と 突出して多 く、19%の A2類、16%の

Al類がこれに次 ぐ。この結果を受け、「B2類 と次に数の多いA2類 とが本遺跡で検出された中世

墓の最も代表的な形状といえ、規格性も強い。他の事例を見てもこうした形状の墓壊が一般的である

といえる。」、C類 については「本遺跡では例外的な存在」 と考察 している。第26次調査37基 につい

ても同様であるため、詳細な記述は割愛する。

本町Ⅱ遺跡では46基が検出されており、台太郎遺跡に習つた分類・考察がなされている。 (2003

小笠原)本町Ⅱ遺跡の墓娠は12世紀後半～13世紀に属するものはB類 とCl類、13世紀のものはA2
類 とC2類が多い傾向があり、 1基のみ検出された六道銭を伴う15世紀の火葬墓はAl類に分類され

ている。この分類を受け、12世紀末から13世紀にかけて墓装の規模が大型化 したのち、14～ 15世紀に

何 らかの変化・断絶をし、その後、火葬・六道銭副葬・墓墳の卑小化へと推移するのではないかとの

考察がなされている。また、「台太郎遺跡の火葬墓が全てA類に分類されていることや、その中心時

期が14～ 15世紀であるということも、埋葬形態が15世紀ごろから火葬の普及に伴って卑小化 している

ことを示しているように思われる。」とも述べている。

これらの結果から比較検討すると、当遺跡の 5基のうち全景が確認できた 4基はいずれもB2類の

上葬墓であり、残る 1基 も同様のようである。台太郎遺跡の考察によれば、中世の一般的な墓残とな

るであろうか。反面、両遺跡にみられる火葬の習慣は見られない。また、墓娠の時期決定の根拠とな

っている副葬された銭貨も7枚から8枚 と六道銭副葬の普及とは異なる様相である。この違いの理由

には地域差、時期差、埋葬された人物の違いなどが考えられるが、現時点では特定できない。

規模・形状以外の埋葬の特色に目を向けると、台太郎遺跡においては、副葬品のあった墓媛は銭貨

が出土 した 3例のみである。墓媛の長軸は概ね南―北か東―西を向く。一定の範囲に集中して墓娠が

配置され、その中で激 しく重複 して埋葬されていることから、周辺集落の共同墓地と考えられている。

本町Ⅱ遺跡においては、当時の庶民は手に入れることができなかった中国産 。国産の陶磁器片やかわ

らけ 。刀子を副葬 し、周溝による結界がめぐる墓域の中央には形状の異なる墓墳があり、その周囲に

他の墓壊が整然と配置されている。中央の墓娠の周囲には卒塔婆痕かと思われる小土坑が廻 り、更に

方形の建物がこれを覆っていた形跡が確認されている。中央の墓墳は東側から中尊寺を拝する構造と

なってお り、墓域は中尊寺と束稲山 (経塚山)を 結ぶライン上に位置する。他の墓墳からは側臥屈葬

で西面する人骨 も出土 し、当時の浄土信仰がうかがわれる。複数の遺体を埋葬 した墓娠が確認されて

いる点も特徴的である。これらの埋葬の様相から、被葬者は、台太郎追跡は庶民階層、本町Ⅱ遺跡は

高位の支配階層と考えられている。

これに照らして見てみると、副葬品が銭貨のみであることから被葬者は庶民階層であると推測される。

ただし、検出した墓壊全てに銭貨が供えられている点、その銭貨が袋状のものに包まれている点など

は台太郎遺跡との差異を感 じさせる。墓娠の配置は、 2箇所に分かれているとも見受けられるが明確

ではない。長軸方向は 4基すべてが概ね南―北方向であるが、遺体が男性?の墓墳はやや東に傾 き、女

性的である?墓娠は西に傾 く特色がある。これらは偶然であろうか。遺体は西を向かせているようであ

り、屈葬した形跡が認められるものもある。重複はなく1基 1体の埋葬である。

他の特徴 として、墓墳の片側があたかも後に掘 りこんだような広が りを呈 している点、副葬された

銭貨が袋状のものに包まれているにもかかわらず、本来置かれたであろう遺体の付近と片側の広が り

付近の 2か所に分かれて出土する点が気になっている。B型の墓娠と後に掘られたA型の墓壊が重複

しているのに、それを把握できなかった可能性 もある。六道銭副葬が普及 しているのに、 2基分の副

葬銭が合わせて 7・ 8枚出土 していることや、足元にある古銭がやや新 しいこと、そのことが複数の
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墓墳で偶然一致 していることから言える疑問である。一度六道銭を副葬 して埋葬がなされ、その後、

再度銭貨を供えて供養 したのかなどとも考えてみるが想像の域を出ない。 (吉田)

② 調査区F・ H区 (平成21年度調査)の様相 ～鎌倉時代期～ (第48図 遺構配置図②参照)

平成21年度調査区で、 5基の上葬墓が検出された区域から北東側に200mほ ど離れた、調査区F区

の東側とH区の西側で、 2基の焼成上坑と19基の墓墳を検出している。壁が焼成を受け、焚日と思わ

れる張り出しを持ち、炭化物と共に微細な骨が出上している2基の焼成土坑と、埋土が人為的堆積状

で、人骨などを出土させずに、方形状の平面形を持つことから墓崚とした遺構は、やや距離おいて立

地している。

最初に2基の焼成土坑の性格を探る。 (財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団の楢崎修一郎氏は、「墓

と葬送の中世」 (狭川真一編 :高志書院2007)の 1項、『火葬人骨と考古学』の中で、群馬県内検出

の火葬遺構についてまとめている。それによると、『火葬遺構とおもわれる土坑の性格を、火葬墓と

火葬跡そして土坑墓の 3つ に分け、形態をタイプ I〔長方形〕、タイプⅡ 〔長方形十張り出し部〕、

タイプⅢ 〔方形〕、タイプⅣ 〔方形+張 り出し部〕、タイプV〔円形〕の 5つ に分けて分類』してい

る。土坑の性格の分類では、『遺構に火葬人骨、炭化物、焼上が検出されたものを火葬跡』としてい

る。形態では、『タイプⅡ 〔長方形十張出部〕は170基の土坑の32.3%に 当たる55基が該当』し、その

大きさの平均は、『長軸が119cm、 短軸68cm、 深さ26cm、 張出部の長さ約40cm、 幅30cm、 長軸の方向

は92.7%が南北方向を示し、張出部の方向は、東が41.8%、 西が50.9%』 としている。

当遺跡の焼成土坑であるS K88の長軸は135cm、 短軸は77～ 88cm、 張出は東側で、長さが45clll、 幅

が20～ 30cmと なる。S K89は 長軸が96cm、 短軸が62cm、 張出が西で、長さが22cm、 幅が18cmである。

2基の平均は、長軸は■5cm、 短軸が75cm、 張出の位置は東と西で50:50、 張出の長さが33.5cm、 幅が

24cmと なる。長軸の方向は、ほぼ南北方向をしめす。これらのことから2基の焼成上坑は、楢崎の言

う形態タイプⅡの火葬跡に類似し、群馬県内の火葬遺構ではポピユラーなものに分類される。

次に、火葬跡から20m離れてある墓娠密集区についてである。纏まって検出された墓娠は、上記の

分類によると土坑墓ということになるが、ここでは墓娠として取り扱う。19基検出された墓媛は、平

面形や大きさはそれぞれ異なり、円形基調や小型のものもあるが、①の杉沢による分類の、B2類の

ものが多い、また、重複して検出されることは盛岡市台太郎遺跡と同様である。

これらの遺構の時期についてである。遺物から見てみると、 2基の火葬跡からは出土遺物はなかっ

たが、墓壊の 1基 (S K95)か ら中国産の白磁である梅瓶 (13～ 14世紀)の破片が、墓壊から北東に

離れたS K 106の埋土上位からは、中国産の青磁の碗もしくは皿の破片 (14世紀 ?)が出上している。

そして違う墓媛 1基 (S K101)か ら熙寧元賓 (初鋳は1068年 )が 1点出土した。放射性戊素年代測

定 (AMS測定)で は、火葬跡としたS K89の埋土出上の炭化物が700± 30yrB P、 墓媛であるSK

104埋土中出上の炭化物が、740± 30yr B Pと いう結果となった。

まとめる前に疑問点をあげておく。まずは2基の火葬跡と思われる遺構周辺である。 1つ は遺構を

囲むように伸びている溝跡の存在である。火葬場?を長い間利用するために、造営されたものなのか、

あるいは、方形周溝的 (塚的)な ものなのか判別できない。 2つ 目は、なぜS K88に 比較してS K89

が小さくて骨が多く残るのか、張出が逆なのか、そして隣接するのか。最後に2つの遺構に挟まれて

検出された炭化物は何を意味するのか、謎は多い。墓墳密集区の疑問点は、遺構数の割に、遺物 (副

葬品)が極端に少ないことである。

多くの疑問は残るが、一連の遺構時期は、鎌倉時代 (13世紀頃)であると考えられる。火葬が行わ

れ、墓媛密集区中のいくつか (上面で検出され、陶磁器の出土したS K94な ど)は、火葬骨をおさめ
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た土坑墓であり、墓城密集区のいくつか (切 られた墓壊で、古銭出土の S K 101や S K104な ど)は、

S K88・ 89の 火葬跡が出来る以前から共同墓地として存在 していた可能性を指摘できる。もしくは同

様のやや古い火葬跡が近隣にあることも念頭に置 く必要があるだろう。楢崎氏によれば、火葬は、 Fll

世紀から12世紀には衰退 し、13世紀になるとまた復活する』らしい。このことは、13世紀の火葬の復

活に反応でき、鎌倉時代に貴重品であり愛好された、中国産の陶磁器を持つことが出来る支配者階級

の人物の存在を匂わせる。

(2)堀跡 ・溝跡 と柱穴状土坑

前報告書 (第539集)では 5条の堀跡と13条の溝跡が報告され、それらは平成20年度調査で検出され

た堀跡や溝跡と関連すると思われる。また、中世期と想定される柱穴状土坑 も多 く検出されている。

そこで報告済みのA・ B区 1号堀跡 と柱穴状土坑、E区 5号堀跡を参考に、新たに検出された 6号堀

跡と柱穴状土坑、H柱穴状土坑状土坑群 1・ 2の特色から中世期の集落の様相を探 りたい。

まずは堀跡と溝跡である。新しく検出された 6号堀跡は、曲線的に延び、末端が浅くなる特色がある。

これらの特色は、E区 5号堀跡に類似 してお り、空白部が大きいが同一遺構である可能性がある。報

告書 (539集)や本文では堀跡としているが、溝跡とした方が妥当と思われ、溝跡の範囲は、調査区A
区から南東側に約100m(検出されたものだけ)小 さく蛇行 しながら延長し、現在の照岡小学校付近に

弧を描 きながら続 くと予測される。 6号堀の北側は柱穴列を伴い柵列状である。この特色は、平成18

年度調査の 1号堀跡やB区 3号堀跡同様の防御的な施設を疑う。これらの遺構の出土遺物は、 5号堀

跡から古代の須恵器などが、大型の 3号堀跡から16世紀代の陶磁器片が出土している。

次に柱穴状土坑が多く検出された区域を見る。中世と想定される柱穴状土坑が多 く検出される区域は、

平成18年度調査 したB区の 3号堀跡の南側、そして本報告の 6号堀跡の西側である。遺物は 3号堀南

側のB柱穴状土坑群 1か ら明銭が、 6号堀跡の西側、A柱穴状土坑群 2か ら北朱銭が出土 している。

中世と想定される柱穴状土坑が多 く検出される区域のもう 1つ は、平成21年調査 したH区である。H

柱穴状土坑群 1・ 2と した柱穴の総数は258個で、A・ B柱穴状土坑群と比較 して、規模 (開口部径、

深さ)が大きい特色を持つ。周囲には、平成19。 20年度に検出した大型の溝跡 (堀跡)は見られないが、

区画溝状の小規模な溝が長 く延長する。調査区北側のH柱穴状土坑群 1には、回径40cm前後の大型の

柱穴が目立つ。それらの底面からは、直径20clllほ どの柱痕が検出されている。調査区が狭 く、構成が

つかめなかったが、大型の掘立て柱建物跡の存在を疑う。H柱穴状土坑群 2で も同様な規模を持つ柱

穴状土坑が点在する。 S K 106・ 07竪穴住居状遺構が検出された区域の、北側から北東側にかけては、

直線的に並ぶ傾向のあるものが多 く、大型の建物跡がある可能性を示す。遺物は埋土から土師器の邦 ?

や鉄製品 。羽口片など、検出面の遺構外からは、須恵器やかわらけ、13～ 14世紀の中国産や16世紀代

の瀬戸美濃産の陶磁器が出土 している。H柱穴状土坑群 2の P P147埋土下位出土炭化物の年代測定値

は、670± 30yrB Pと いう結果となった。すべての遺構が同時期とは限らないが、これらの柱穴状土坑

は、鎌倉時代 (13～ 14世紀)に属すると考えられる。

以上の結果から中世期の集落を探ると、中世期の前半 (鎌倉時代)には、H区付近に火葬跡 と墓域

を持つ、支配者階級の屋敷跡を中心 とした集落があった可能性が考えられる。そしてA・ B区付近は

前報告書 (第539集)で述べている通 り、中世末期の居住地であり堀跡などを伴う防御的性格を持つも

のであった可能性がある。積極的にいえば、堀跡近 くに墓域 (土葬墓)を持ち、その範囲は 5。 6号

堀跡 (溝跡)の延長線内の西側、俵山の対面で照岡小学校校舎の北側になるかもしれない。堀跡や柵

跡は、南部藩と伊達藩の境界紛争に関連するものとも想像するが、確証はない。
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(3)鎌倉時代の近隣の史跡から

検出された鎌倉時代に当たる遺構の内、炭化物年代測定した数値は、古いものではS K 104土坑の

1210± 30年、新しいものでは、P P147の 1280± 30年 になる。この12世紀末～14世紀初頭に当たる時

期で、近隣には2つの考古資料がある。まずは、現在、及川譲氏の敷地に建つ板碑 (資料 1)である。

前報告書 (第 539集 )で も触れられているが、遺跡から300m西側の段丘上に丘 (塚 ?)があり、その

上に造立されてあったもの (詳細不明)を、現在の位置 (第88図▲)に移設されたとするこの板碑は、

正和三年 (1314年 )の銘が打たれており、時宗板碑の一種とされている。もう一つは、北東に約1.5km

離れた丘陵部にあるひじり塚 (第 4図 48。 資料 2)である。貞応二年 (1223年 )に没した河野通信の

墓で、弘安三年 (1280年 )に孫に当たる一通上人が法要したとされる史跡である。

これら2つの資料と当遺跡検出の遺構は、関連付けることは不可能であるが、河野通信という御家

人が、1221年の承久の乱に敗れて、遺跡近くの極楽寺に流され、死去したのち塚が作られ、一通が法

要したという文献的史実と、遺跡内に1314年銘のある時宗板碑が存在するという物的事実は、検出遺

構の年代 (1210± 30～ 1280± 30年 )を考えれば無視できないものがある。

ここで (1)②で示した火葬遺跡をもう一度考えると、浄土真宗の盛んな区域に発達したという考

え (狭川真一、2007)も ある。浄土真宗の布教については、『親鸞聖人正統伝』に見える。それによ

ると寛喜三年 (1231年 )こ ろ親鸞の高弟是信が和賀郡笹間の地で、阿弥陀信仰を広めたとある。その

花巻市笹間の廷妙寺にある「阿弥陀如来像」の胎内銘には、運慶の六男とされる康逗と子息の幸賢が、

遺跡近くにある極楽寺で仏像を造ったとある。寛永元年 (1243年 )の ことである。極楽寺の一坊とし

て栄えた如意輪寺には、その時の作と言われる釈迦如来像があり、県の指定文化財となっている。浄

土真宗は、遺跡の付近でも十分に浸透していただろうことが予測され、それは時宗の普及より、やや

早い時期であったであろう。火葬遺跡が浄土真宗の影響下にあるとしてもおかしくない。

もうひとつ無視できないのが、修験者の動きである。下門岡の極楽寺は、平安時代からの山岳寺院

であり、10～ 12世紀に最盛期を誇った大寺院とされている。周囲には多くの神社 (熊野、白山など)

があり、12～ 13世紀頃の仏像が残存している。また、国見山周辺には、修験者による塚 (賽の神塚)

や板碑が残されている。

(1)と (2)で、支配者階級の屋敷があったであろうことを示した。鎌倉幕府の支配下にあった

時期であるから、その人物は中央から派遣された地頭クラスの実力者かもしれない。板碑の存在や一

通法要の事実は、時宗の影響下にあった可能性を物語る。しかし、検出遺構の年代は、一遍が法要に

訪れたといわれる以前から浸透していると予測される、浄土真宗や熊野修験などの影響も考えなけら

ばならないことを指摘している。当遺跡で検出された火葬遺構の存在は、多くの歴史的背景を考慮す

る必要がある。

資料2 ひじり塚資料1 板碑

£五
耐
□
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3 縄文時代中期後葉以前

2 縄文時代晩期末葉か ら弥生時代初頭

(1)竪 穴 住 居 跡

平成20年度の調査の成果としては、縄文時代晩期末葉から弥生時代初頭期の住居弥が重複した形で検出

されたことが挙げられる。これらは出土土器の特色から新旧を判断した。どちらも壁が立たずに、また壁

溝なども検出できなかったことから規模は不明であるが、平面形は 2つ とも円形と推定される。大きな違

いは炉の形態で、古い土器を出土させる住居跡 (S115)は 円形の石囲炉、もう一方の住居跡 (S114)

は不整な楕円形の地床炉となる。ただし、重複していると判断したものであるため、上記の結果となった

が、単独の遺構で、どちらかが屋タト炉である可能性もあり、とすれば新しい土器を出土させる、床面中央

部に地床炉を持った住居跡 (S114)が、石囲炉を屋外 (南側)に設置していたとも考えられる。北側に

隣接する金附遺跡では、石囲炉や焼土遺構を複数検出している。その中で地床炉の可能性のある焼土遺構

を弥生時代初頭期～前期としており、弥生時代が一般に石囲炉が主流としている中で、弥生時代初頭期に

至っては、地床炉が特色的なのかもしれない。

その金附遺跡では、石囲炉や焼土を検出しているにもかかわらず、可能性は示しているものの、当期の

住居跡とはしていない。報告書の中で、金子は「金附遺跡の立地と石器組成の特殊性を考えれば、相田遺

跡が本来の集落で、金附遺跡は石器製作を主とする作業場であった可能性が高い。」と言つている。相田

遺弥 (第 4図、46)は金附遺跡と隣接することから同意できる。しかし境遺跡は、相田遺跡から離れた位

置にあり、刻ヽ規模な河岸段丘の上に立地する。このことから金附遺跡と同時期ではあるが、やや性格の違

う小規模な集落の可能性が考えられる。

(2)石器製作址 として (平成20年度第35図参照)

平成20年度調査A区の東側は、S114竪穴住居跡の石囲炉跡とS N Q02炉跡を結んで弧を描 くように集

石遺構が並んでいることや、集石遺構の上位に台石や砥石と思われる礫石器があること、 4号集石遺構が、

磨石を集めたデポ状の遺構であること、検出グリッドで多くの破片や石核、不定形の石器などが出土して

いることなど様々な状況から、石器を製作していた可能性を指摘できる。その時期は、S115竪穴住居跡

に関連付け、弥生時代初頭期であると考えられる。どのような性格をもったものであろうか。以下若千の

推測を述べる。

調査区からは15点 の摩製石斧が出土しており、その出土状況に特色的なものが 3点ある。 1点 は 1号集

石遺構で礫に横たわつていたもの、 2点目は 1号集石遺構近隣の上坑から破損した状況で出土したもの、

そして 3点日は4号集石土坑の周囲から研磨前段階の調整を施したものである。これら磨製石斧の出土状

況には意図的な感じを持つ。磨製石斧の破損品も多いことなどから、石器製作の中心は磨製石斧であった

可能性が高い。 4号集石土坑出土石器は、算盤形と円柱形の磨石と不定形石器で構成され、磨製石斧を製

作する際の特別な道具であつたかもしれない。また、 1・ 3・ 5号集石遺構は作業台的な役割を担ったか、

周囲の石囲炉は石器製作の際に暖を取るためや石材を加工するためのものかなどが推測として挙げられる。

3 縄文時代 中期後葉以前

第539集 の報告では、基本層Ⅶ層は、縄文時代後期の上器が出土する層としているが、今回の発掘

調査により、Ⅶ層の下に縄文時代中期後末葉の上器を包含する層が確認されている。Ⅷ層を無遺物の

粘土層と固定して、Ⅶ層下 (Ⅶ b層 )とするが、存在は調査区のF・ H区 (遺跡の北東側)に限られ
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る。特にH区のおいては土器の出土量 も多 く、中期末葉の住居跡も確認 している。当期の集落跡とし

しては、遺跡の東側に樺山遺跡があり、その遺跡の範囲内 (西端)に当たるのかもしれない。金附遺

跡でも中期末葉の住居跡が確認されているが、中期後葉から末葉期にいては、樺山遺跡の集落は、非

常に広範囲に広がっていたのではないかと推測される。

Ⅶ 境遺跡調査終了に当たって

1 境遺跡全体像 (第88図 )

境遺跡の発掘調査は4年間に及んだ。調査の範囲は遺跡の一部でしかないが、遺構数は多く、時期

も多岐に亘っている。遺構や遺物はそれぞれの遺構配置図等に示しているが、最後に4年間の調査に

よつて判明したことを、現代の地図上で模式化して示す。第88図は平成21年 11月 現在のもので、道路

工事前の状況である。市道際●のある箇所は、調査書発刊時は、すべて新しい道路下になっている。

引用 :ゼ ンリン住宅地図・岩手県北上市200807(株 )ゼ ンリン

A 縄文時代中期中葉～晩期中葉の遺構検出・土器出土区域

住居状や土坑などが検出され、生活の痕跡がある。現在の県道下 (ToS氏宅前)～東側市道下に

広がる様子が見え、特に押切公民館付近で土器が集中して出上 してお り、中期末葉の住居跡も検出さ

れた。国の史跡となっている樺山遺跡とほぼ同時期であり、関連が考えられる。また、周囲から縄文

時代晩期中葉の完形の上器も出上 している。深さは現地表面より約 2m下 となる。

B 縄支時代晩期末から弥生時代前期の住居跡および石器製作址

円形基調の竪穴住居跡が確認された。小規模ではあるが集落があつた可能性が高い。また、石器を

製作 していた痕跡がある。これらの集落は、北側に離れた金附遺跡 となんらかの関連を持つ思われ、

石器製作址は非常に大きな広がりがあることも考えられる。西側は小規模な川が流れていたであろう。

南側県道と市道交差点付近にある。

C 弥生時代中～後期

明確な住居跡は確認できなかったが、住居状遣構や土坑が検出された。特記事項として、後期の遺

物が纏まって出土 していることが挙げられる。また旧河道に遺物が捨てられた状況が見られた。これ

らの遺物は、遺跡から南側に約10km離れた北上川西岸にある常盤遺跡出上の上器と同時期であり、流

域の弥生時代後期の生活を知る上で、貴重な資料となった。遺構や遺物はToS氏 宅前の県道下やO・

K宅前で検出されており、同氏宅から東側にかけて、当時期の住居跡がある可能性を指摘 しておく。

D 古墳時代土師器出土地点

同じくToS氏 宅前の現県道バイパス下で出土 した。 5～ 6世紀のものである。略完形品で流れ込

みと考えにくい。近辺に同時期の遺構が検出される可能性がある。

E 平安時代 9世紀末から10世紀の住居跡

T・ S氏宅前の現県道バイパス法面下付近で 2棟検出された。墨書土器が出土 し、当時期の指導者

的人物の住居跡であつた可能性が高い。胆沢城が衰退 した時期の住居跡であり、大規模な集落とは考

えにくい。この時期でも西側は、やや窪んでおり、旧河道は埋まり切つていないと考えられ、よって、

その小集落は遣跡の東側にあったと予測される。旧県道と新バイパスの間 (三角形の区域)が該当す

るかもしれない。
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F Eよ りやや新 しい古代～中世の集落

火山灰 らしき灰褐色のテフラを埋土とする住居跡が検出されている。市道と現県道バイパス交差点

付近にあり、広がりは旧河道西側に添うと予測する。東側には、やや新 しい建物跡も検出されている。

G 古代から中世と想定される配石遺構と旧河道

現県道バイパスと北側市道交差点下に 4基の配石遺構があり、間隔を同じくして存在 していた。遺

構の性格は不明であるが、古代から中世にかけての遺構で、やや中世に近い時期 と考えられる。当時

の旧河道は、交差点の北側に拡がる田から照岡小学校西側に向かって幅10m前後で走つていたと思わ

れるが、この時期に大きな洪水が起 き、沢は埋まったと考えられる。

H 中世 (鎌倉時代)柱穴群

中世期 と想定される大型の柱穴が多 く検出された区域である。遺構外から中国の陶磁器が出上 して

いることから位の高い人物の屋敷跡があったと考えられる。また、羽口や鉄製品 。鉄津が出土 してい

ることから、鍛冶屋のようなものがあった可能性 も指摘できる。岩渕商店の南側からO・ K氏宅の北

側、新 しい市道下に眠る。

1 中世 (鎌倉時代)墓娠群

方形の土坑が、重なり合って検出された区域である。埋土から、中国の白磁片や中国銭が出土 して

お り、その形状から中世の上坑墓の可能性が高 く、墓域であったと想定される。また、遺構は重なり

合つており、長い間、共同墓地として利用されていたとも考えられる。余談であるが、この周辺の字

名を地蔵堂と言い、かつて祠のようなものがあったのかもしれない。

」 中世 (鎌倉時代)の焼成上坑 (火葬跡 ?)と 直交する大型溝跡

2基の焼成土坑は、炭化物と共に人骨が出上しており、火葬跡と考えられる。 (火葬場ではない ?)

周囲には炭化物がまとまって検出されている。それらは 2条の大 きな溝に囲まれている様オロが見え

た。 I(墓墳群)に関わる可能性がある。K・ T氏宅前で検出されている。

K 中世堀跡 。溝跡

直線的に延びるものは、非常に大型で深さや幅がある。ToS氏 宅の北側にあり、O・ K氏自宅下

付近に走るかもしれない。湾曲するものは0・ J氏宅付近や照岡小学校付近に延びていたと推定する。

遺物には恵まれないが、直線的に延びる堀跡から16世紀代の陶磁器片が出土してお り、16世紀末の遺

構の可能性が高 く、戦国時代の防御施設と考えている。

L 中世末期の上葬墓

永楽通費などの古銭とともに、 5体の人骨が出土 した。中世末期の上葬墓である。これらに埋葬さ

れた遺体は、1つ の墓崚に 1体ずつ西向きに埋葬されていた。遺体は成年～壮年男子 2名 ?成人女子 1

名、熟年女子 1名、不明 1人である。集落の墓域なのか、「イエ」の墓なのかは定かにはできない。

O・ Y氏宅北側の市道下に確認された。

M 中世末期の柱穴状土坑群検出区域

中世末期の柱穴状土坑が数多 く検出された区域である。Kや Lの遺構に関連する可能性がある。時

期は戦国時代 と考えられる。T・ S氏宅やO・ Y氏宅付近に小集落があったであろう。

2最 後 に

1で まとめた通り、境遺跡は、縄文時代中期後葉～縄文時代後期前業、縄文時代晩期中葉から弥生

時代全般、平安時代、鎌倉時代～中世末期、近世にわたる大規模な複合遺跡になることが判明した。

北上川流域は、北上市から奥州市水沢区にかけての西岸は、比較的発掘調査例は多いが、東岸の北上
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2 最後に

市稲瀬町から奥州市江刺区の江刺平野中心部については希薄である。しかし、古くは奥州市江刺区の

沼の上遺跡や橋本遺跡、尿近では十文字遺跡や北上市の金附遺跡など、調査成果が高い (貴重な資料

となる)遺跡がある。本遺跡もその 1つで、北上川の氾濫が、後世の撹乱から遺跡を残す要因となっ

ているのかもしれない。

北上川の氾濫が遺跡を残す要因となっていると述べたが、実際調査してみると、幾重にも堆積する

色調の似た硬く締まった土との格聞といった感じであった。調査段階で遺構なのか自然現象なのか、

把握できないことがあったのも事実である。
´
また類例の少ない遺構・遺物が多かったことにも悩まさ

れた。 2巻の穀告書が発刊されたが、調査員の勉強不足から、本文中で曖味な記述になっている部分

が多々あることをお詫びしたい。また、解釈が間違っていれば、今後の研究材料にしていただければ

幸いである。
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所 収遺 跡 名 所 在 地 市町村 遺跡番号
さかいいせき

境遺跡

羅諦縫理
190-3他

03206 ME86-0069 度
分

秒

度
分

秒

200904.08

2009,0714

1,240∬ 主要地方道北上一関

線下門岡地区改良工

事に伴う緊急発掘調

査

所 収 遺跡 名 種 別 主な時代 主 な遺 構 主な遺物 特記事項

境遺跡 集落跡
縄文・

弥生時代

竪穴住居跡 1棟、竪穴住居状

遺構 1基、土抗23基、焼土遺

構 1基、柱穴状土抗143個

大木10式上器、大洞C式土器、

弥生土器、石鏃、凹石
縄文時代中期末葉の住居跡と付随

する大型土坑

中   世

竪穴住居状遺構 3基、土坑35

基、焼土遺構 1基、溝■条、

柱穴状土坑219個、炭化物集

中 3

古銭、中国産陶磁器、

美濃産陶器、鉄製品、

一声

口

瀬

羽
火葬跡とおもわれる2基の焼成上

抗と墓域と思われる墓壊集中区

要 約 縄文時代中期末葉の住居跡や土坑が検出され、近隣にある樺山遺跡との関連を考慮する必要があろう。

また、中世 (鎌倉時代)に相当する火葬跡や墓壌と共に、周囲から柱穴状土坑が多く検出された。出土

遺物に、中国産の陶磁器 (梅瓶)があることから、実力者の屋敷跡があつた可能性がある。今までの調

査結果から、遺跡は縄文時代から弥生時代、古代、中世から近世にかけての大規模な複合遺跡で、特に

縄文時代晩期末から弥生時代、中世 (鎌倉時代・戦国時代)の 2時期の遺構と遺物は、岩手県における

当期の研究に好資料となるであろう。
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